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. 本 図録 は 2009 (平成 21) 年 10 月 21 日 に 公開 され た 、 鉄 道 博物 館 展 示 車 


両 | 一 新幹線 の 誕生 一 夢 の 超 特急 '0 糸 新幹線 ] の 展示 図録 で ある 。 


. 本 図録 の 構成 は 、 基本 的 に 展示 室 の 構成 を 踏襲 し た うえ で 、 図 版 と 本 文 


お よび DVD か ら な っ て いる 。 

各 写 真 ・ 資 料 の 撮影 者 ・ 所 蔵 者 ・ 所 蔵 機関 ・ 提 供 者 に 関し て は 各 資 料 ご 
と に 記し た が 、 特 に こと わり の な いも の は すべ て 鉄道 博物 館 の 所 蔵 で あ 
る 。 撮影 者 ・ 所 蔵 者 ・ 提 供 者 の 敬称 は 省略 さき せ て いた だ いた 。 ま た 、 一 
部 個人 蔵 の 資料 は 所 蔵 者 名 を 省略 し た 。 


. 紙 数 の 都合 上 、 展 示 写 真 ・ 資 料 中 に 図版 掲載 され て いな いも の 、 参 考 写 


真 と し て 図版 掲載 し た が 、 展 示さ れ て いな いも の が ある 。 


. 本 展示 の 企画 ・ 立 案 ・ 調 査 、 図 録 の 編集 ・ 執 筆 は 奥原 哲志 (鉄道 博物 館 


主幹 学芸 員 ) が 担当 し 、 学 芸 担 当 者 が これ に 協力 し た 。 技 術 解説 の 一 部 
は 安田 陽一 (鉄道 博物 館 前 学芸 部 長 ) が 担当 し た 。 


. 本 展示 の 準備 ・ 開 催 お よび 図録 の 刊行 に あたっ て は 巻末 に 記す 展示 協力 


者 ・ 協 力 機関 か ら 多 大 な ご 協力 を いた だ いた 。 


. 展示 お よび 図録 に 使用 し た 資料 に つい て は 、 著 作 権 等 の 配慮 を し まし た 


が 、 お 気づき の 点 が あり まし た ら ご 教示 くだ さい 。 


付録 DVD に つい て 


.DVD が 破損 し て いた 場合 (ヒビ 、 キ ズ な ど を 含む ) 
万 が 一 DVD が 破損 し て いた 場合 は お 取り 奈 え 致し ます 。 鉄道 博物 館 ま で ご 連絡 くだ さい 。 
お 問い 合わ せ 先 : 鉄道 博物 館 TEL.048-651 一 0088 (代表 ) 


ーー 


2. 使用 許 庄 の 範囲 ・ こ の DVD に 収録 さき れ て いる ロゴ マー ク 、 画 像 デー タ 等 に 関す る 商標 権 、 著 作 権 は 鉄 


道 博 物 館 に 帰属 し ます 。 


〇 この DVD の 内 容 の 全部 また は 一 部 の 無断 複製 を 固く 禁じ ます 。 和 無断 使用 、 転 用 は 著作 権 法 の 六 則 の 


UNUU EE の 


〇 本 DVD の 利用 は 個人 の 男 囲 で の み 許 可 す る も の で あり 、 著 作 権 者 の 書面 に よる 許諾 無く 、 地上 波 、 衛 


星人 中 ツウ ドウ クー ンク (本 9 の と を 全 ド ます 3 


〇 鉄道 博物 館 の 事前 の 書面 に よる 許諾 無し に 改変 な ら び に 販売 、 配布 、 譲渡 、 貸与 する こと を 禁じ ます 。 


3. 免責 
〇 DVD 制作 元 お よび 鉄道 博物 館 は 上 記 電 間 以 外 に 本 付録 に 関し て いか な る 保証 も 行い ませ ん 。 


〇 本 DVD を 起動 し た こと に よっ て 生じ る お 客 様 の パソ コン 、DVD ドラ イブ 、DVD プ レイ ヤー の 作動 
不良 ・ 故 障 に つい て は 一 切 の 責任 を 負い か ね ます の で 、 予 め ご 耳 承 くだ さい 。 な お 、 作 動 推 環 境 を 
満た し て いて る も お客様 の パソ コン に お ける シス テム 上 の 不具 合 や 他 の アプ リケーション 等 の 設定 状 


況 に よっ て は 本 DVD の 内 容 を ご 覧 いた だ け な い 場合 が あり ます 。 
〇 本 付録 を 使用 し た 場合 に 発生 し た いか な る 障害 お よび 事故 等 に つい て も 一 切 責 任 を 負い ませ ん 。 
〇 本 付録 の 構造 上 の 物理 的 な 欠陥 に つい て は 良品 と の 交換 以外 の 要求 に 応じ られ ませ ん 。 


〇 PC な ど 、 家 庭 用 DVD プレ イヤ ー 以 外 の 機 甘 で 再生 し た 場合 、 正 常に 再生 され な いこ と が あり ます 。 


〇 本 パッ ケー ジ を 開封 し た 時 点 で 、 こ れ ら の 免責 事項 に 同意 し た も の と みな し ます 。 


こ あ いさ つ 


東京 オリ ン ピ ッ ク 開 会 直前 の 1964 (昭和 39) 年 10 月 1 日 、 東 海道 新 幹 
線 の 東京 一 新 大 阪 間 が 開業 し まし た 。 東海 道 本 線 の 輸送 力 増 強 策 と し 
て 建設 され た 新幹線 は 、 そ れ ま で の 在 来 線 と は 一 線 を 画 し た 広軌 ( 標 
準 軌 ) に よる 高速 鉄道 シス テム で 、 わ ず か 5 年 半 と いう 短期 間 で 建設 さ 
れ 、 当 時 の 鉄道 技術 の 集大成 と な る 理想 的 な 鉄道 シス テム を 構築 し ま 
し た 。 以後 新幹線 は 日 本 経済 の 高度 成長 を 支え る 大 動脈 と し て 、 国 民 
の 生活 に 無く て は な ら な い 足 と し て 急 成 長 し て いき まし た 。 


鉄道 博物 館 で は 、 こ の 開業 当時 の 貴重 な 産業 遺産 で ある | “ 夢 の 超 特 
急 '0 系 新幹線 」 車両 (21 形 式 ) を ヒス トリ ー ゾ ー ン 1 階 の 南西 方 に 隣接 
する 形 で 追 設 展 示し まし た 。 車両 は で きる だ け 開 業 時 に 近い 状態 に 復 
元 す る と と も に 、 東 海道 新幹線 開業 まで の あゆ み 等 を パネ ル 等 で 紹介 
し て いま す 。 長い 年 月 と 多く の 関係 者 の 努力 の 未 に 、 日 本 独特 の 電車 
方 式 に より 世界 初 の 200km/h 超 で の 営業 運転 が 実現 し た こと を 知る 一 
助 と な れ ば 幸い で す 。 


本 展 直 コー ナー の 開設 に あたり 、 ご 協力 を 賜り まし た 関係 各位 ・ 機 
関 に 対し 、 こ こ に 厚く お 礼 申し 上 げ ま す 。 


2010 年 (平成 22) 年 3 月 31 晶 
鉄道 博物 館 


GreetingS. 


Tokaido Shinkansen service Detween Tokyo and Shin-Osaka was inaugurated on October 1, 
1964, just before the start of the Tokyo Olympic Games. Created as a way to increase the 
Carrying Capacity of the Iokaido Main Line, the Shinkansen was designed as a broad gaude 
(standard gauge) high-speed rall system, setting it apart from conventional lines previously built jn 
Japan. Constructed to be an ideal rall line bringing together the best railway technologies in 
existence at that time, the Tokaido Shinkansen Ine was Duilt in the short period of only five and 
one-half years. Serving asS 8 malor artery SuDDoOrtin9 rapid drowth of the Japanese economy, it 
quickly developed into a means Of transport indispensable to the lives of Japanese Citizens. 


In 8 new exhibit adjacent to the southwest c orner of the frst-floor History Zone, the Railway 
Museum iS now presenting the “Dream Super Express" 0 Series Shinkansen (Number 21), a 
precious artifact of our industrial heritage from the days of the opening of the Tokaido 
Shinkansen. The car has been restored to a condition as close as Dossible to what it was at the 
start of service, and there are diSplay panels presenting information on developments up through 
the start of Tokaido Shinkansen operation. It iS our hope that the exhibit wil help people learn 
8bout thiS original Japanese rall System, the first in tne world to operate at speeds over 200 km/ 
h, and about the years of work and effort of the many people who contributed to its creation. 


We want to express Our Sincere thanks to the people and organisations that assisted in the 
Cfeation of this exhibit corner 


The Railway Museum 
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東京 運転 所 に 並ぶ 新幹線 電車 
1964 (昭和 39) 年 9 月 


新幹線 の 車両 基地 は 当初 は 東京 
の 品川 と 大 阪 の 鳥飼 に 設け られ 、 
仕業 検査 ・ 交 番 検査 ・ 台 車検 査 と 
いっ た 車両 の 検査 、 整 備 ・ 清 掃 、 汚 
水 処理 作業 等 を 行っ た 。 また 車両 
の 検 修 工場 と し て 浜松 工場 が 指定 
され 、 全 般 検 査 を 担当 し た 。 
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開業 当時 の 乗車 券 ・ 特 急 券 ・ パ ン フ レッ ト 類 、 
車両 模型 な どの 展示 
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東海 道 新幹線 開業 記念 タイ ピン 
1964 (昭和 39) 年 


東海 道 新 寺 線 
業 記 念 


1964/10.1 
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東海 道 新 電 線 開業 記念 新幹線 B 特 旭 券 


1964 (昭和 39) 年 


所 蔵 : 白土 貞夫 


開業 当日 の 下り 1 番 列 車 「 ひ か り 1 号 」 の 車内 で 


安全 の 
た め に 


新 二 線 に は 最新 の 科学 技術 の 律 が 集め られ て いま す 
か ら , 列車 は 時 速 250 キ ロ 以 上 の スピ ー ド で 走る こと 
が で きま す . し か し 実際 に は 最高 時 速 200 キ ロ と じゅ 
うぶ ん の 奈 容 を も た せ . また 車両 ・ 軌 道 ・ 電 気 設備 な 
ど あ ら ゆ る 門 で 安全 が 確保 きれ て いま す . 

線 銘 わき の 信 号機 を 層 転 合 に 持っ て きた 

従 率 の よう に 。 運転 上 が 線 路 わき に 立っ て で いる 信二 
尼 を 見 な が ら る 方 式 そ や め 。 その 信号 磯 を 運転 吾 に 
持っ て で きま し た な た. そ 1 
0 
し 


て 青 ・ 疫 ・ の 信号 の か わり に , 
か ら 210 まで 6 彼 叶 に わか れ た な 連 度 で 表わす よう に 
て いま す 。. 
また 信号 と ブレーキ を 組み合わせ, 偽 号 の 指示 する 
建 度 より も 通い みか 遅い か に よっ て , 自動 的 に ブレ ー キ 
か っ だ なり 緩 ん だ り し ます . これ が 自動 列 束 人 制 仙 0 商 
(A・〒・C) と いう る も の で す : 
東京 -- 新 天 孤 本 が 一 有 邊 に わか る 
束 京 の 中 央 絶 合 指 令 所 に は 電車 の 流れ を 円 前 に 3 
記 一 新 大 阪 問 の 例 団 に わな たっ て , 走行 中 の 電 
- 呈 で わか る 表示 般 ( 挟 き 20 メ ー ト ル , 次 
ー ェ トル) と 各駅 の ポイ ント を 1 ヵ所 で 揉 作 で き 


き 2 ァ の 
る 負 御 盤 が あり ます . こ の 装 次 を 列 事 集中 制 抽 装 仙 (で 


lg Li の る 58 各所 
まな 示 っ て いる 電車 の 運転 や 各党 と も, 
で 連絡 で きる よう に な っ て いま す . 


無線 電話 


を な る の は , 路 切 と カー アプ で 
た 道 了 略 と ほす 
の ます 。、 また “きる だ け 意 赤 コ ー ス を 
プ を 少な くも し * ま す 。 
レール は 広 囚 で ロン グレ ビール 
新 電 線 は 国 鈴 で は ヒ め て の 広軌 鉄道 で 
レー ル の の が 従 楽 の 鉄道 の 1.067mm に 
線 は 1.435mm と 。 約 37cm た こ 
由 * , 商 っ 
た の ) お: r を 


寺 


> そ 藤 き 
> て いま す の で 。 


1.500 メ ー ト ル 


記念 品 と し て 乗客 に 配布 され た も の 。 
東海 道 新幹線 開通 記 


東海 道 新幹線 ご あん な い 


名 務 な 東海 選 丈 幹 杯 . 傍系 霞 は 単に 特急 大 み 旬 多 
東 洛 遂 線 と 呼ぶ こと に な り 9 まし た - か 


りり 情 
を な りら ます 
の 冬 急 克 人 は 導 信 の 開 。 全 列 誠 ・ 合 季 才 み 


を 擬 記 す ずる: 奈保 本 宮 ・ 僅 嫌 り 9 毒 店 


邊 本 基 馬 会社) 病 剖 目 の 紀 目前 3 過 賠 団体 堆 ( と 賃 切手 
洛 ) 1 時 か ら 著 売 。 但 


本 抹 和 会 ) お 李 旅 且 谷 で は 奉 放 当 : 


財 す る も の は 大 りす ) @ 般 切 栓 い に は 、 利 用 放 の 実 疹 を 
の 特急 容 き 答 商 爾 束 募 る 較 生 に 疲 沈 いた て か ら 引 受け ずる 子 定 で す 。 
ます 、 特 区 硝 だ けり を お 汰 め の お は は. す で 
信 買 < な 栓 融 か を 兵 涼 し で いた だ く こ ょ と 


世 を な っ で お 人 の ます 。 


新幹線 列車 を 利用 すれ ば 
識 滅 環 区 を ひか せ す 1! また は 、 こ だ な ま 
391 な 電 夫 だ 栓 谷 の 毅 洛 時 親 選 4 ・ 


に に いも っ ド 

細 ま 時 日 過 素 評 途 きま す 、 

き 間 雪 ・ 者 了 の 過失 稚 ほ も も る ろ ん 。 
婦 給 の 部 も - 議 行 で 生か た ま 


信 定 地 45  / 下 礎 束 29 


東 陳 導 導 bgsoaas 


人 2 和久 


し 5 候 作 大 
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受 郵便 切手 


1964 (昭和 39) 年 


勾 に も ども し に つい て 


> 因 映 筆 ま メ 
発音 の 謗 行 


生体 喘 紹 は 各 列 刺 ご と に 一息 の 人 人 唄 を 定 
て , 湖 体格 引 の お 取 筐 い を いた し ます 


A 和 料金 | 3 時 陣 1k320 邊 | 600 由 1200 由 「L200 抽 3 59009 1 00 中 1 
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綿 舌 へ の 立入 り は 危 乏 で す 
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う 調 い 電 圧 が 縛 れ て いま す の て で 総 範 へ の 立入 り は 葛 飼 
に 施 叶 です 。 ま た , 奈 替 囚 の 安全 を 守る た め に 新 らし い 洒 
棒 が 作ら れ 、 林 攻 へ の 立入 りや . 科 才 の いた ずら は な は ま び し 
《 林 せ られ る こと に な り ま し た . 
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論 設 の あら まし 
修 般 高 和 橋 避 を 除き 殆 長 103.8km 
給 浴 末 採 約 21.0kmWi00m は に ) 
トン ネル 柄 長 約 68.2km 
内 問 』、435mm 林 維 由 間 (現存 鶴 1.067mmy 
と レール 蛋 角 53.3km プ m(50 レ ー ル ) 
と シール と の 胡 る 1.5kg の ウロ シグ レー ル 
まく ら 本 プレ スネ トレ テト ・ コ ンク リー ト ま くら 本 
レー と 締 結 装 誕 - 息 弥 作 較 
分 全品 フー 可動 痛 分 時 綿 ( 新 線 200kmh 分 生前 70km の つり 
問 線 準 公 (一般 基 弄 ) 2.500m 以 
地 大 カン ト 200mm 
本 15 プ 1.000 
2 (介し 。 経 挟 1 am 以内 の 場合 に は 20 プ 1. 000) 
部 葵 中 心 間 明 4 200mm( 矯 束 場外 ) 
電化 方 式 交流 60 サ イク ル 25.000 ボ ルト 
電車 線路 コン バウ ンド 容 合 才 胃 線 
支持 方 式 コン クサ 桂 ま 鋼 賛 寿 に 
可 務 プラ ケッ ト で 支持 
レル 3 
た 入所 詩作 人 化 き た 。 束 京 な うら 交 史 反 作 ) 


軌 選 
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線路 へ の 立入 り は 危険 で す 


新 青 線 の 列 事 は . いま まで と は 計 べ も の に な ら な い ほ 
どの スピ ー ド て 走り ます し , 民 線 に も 25.000 ボ ルト と い 


う 高い 電圧 の 電気 が 流れ て いま す の で . 線路 へ の 立入 り 
は 非常 に 危険 で す . また . 新幹線 の 安全 を 守る た め に 新 
らし い 法 筆 が 作ら れ . 線路 へ の 立入 りや . 撲 器 の いた ず 
らち は きび し く 琶 せら れる こと に な り ま し た . 
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新 夫 根 電車 の 替 堀 い 鳥 同 参 地 に て 
1 132 名 導 転 か 式 自動 列 罰 抽 鐘 閑 (A。 
2 855 名 T. C.) びび 絢 整 第 中 
返 を 25m 制 可 次 牧 (で. 本 で) 
導き 98m な よる . 
中 888m アプ レーキ 時 連 50kmi2 た の 竹 速 は 


商 親 2 る 徐 ポ ギ ぎ 
定 具 病 電 時 の 需 最 
未 60 ほ = 
129 界 成 で 8.58OKW # 
(つば の は 1 る 遇 で 
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半 連 50km 以 上 の 終 還 は 
ゲ アゲ ィ ネタ クツ プア レー を 


寂 喘  1. 550KVA 
シリ コン 球 流 味 
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9 や 別 音無 線 機 、 空気 調 和 
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系 株 か ら 単 相 洲 60 サ イ 
クル 25.000 ポ ルト の 電流 を 
集 電 する 装置 で , 必 連 に 対 
し て 抵抗 を 少な を くす る た め 


< ます の パン タグ ラフ 
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東海 道 新幹線 


日 本 国有 鉄道 
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お お rirwting て 


10 月 1 日 に 配布 され た 
パン フレ ッ ト 類 
1964( 昭 和 39) 年 

所 蔵 : 白土 貞夫 


新 条 線 電車 に お 乗り いた だ きま 、 
あり が と う ご ざ いま し た 。 

素 凝 造 新 塊 和 の 最 区 時 碧 は 200 キ g で 、 東 京 
新 大 胡 内 と を 、 負 業 多才 分 の 間 は 電 待 急 ひ か り 号 は 
4 時期 、 特 急 こ だ ま 全 は 5 時 間 で 走り ます 。 

高達 遼 転 に 一 基 と ゃ ま に を る の は 、 落 切 と み カー 
プア で す が 、 新 商 挫 は 返 中 と は すべ て 立体 区 落と な 
っ て おり 、 ま た 、 で きる だ け 交 綴 コー ス を 遡 ん で 
あり ます 。 

レー ル の 由 は 、 広 執 で すか ら 衝 定性 が よく 、 高 
連 で も 安 信 で す 、 ま た 、 レ ー ん な は 艇 古 を し の ロン 
グレ ー ル で すか らち お 乗り 心地 も 峰 の こと と 得 い 
ます 、 

電 束 は 、 束 内 信 妨 に よっ て 邊 動 的 に プレー な の 
か か る 自動 列車 製 装 斬 (A す -C) に よっ て 剣術 
きれ て お り 、 ま た な 、 金 絆 の 電車 の 運行 が 一 引 で な 
か る と と も に 、 各 駅 の ポイ ント て 提 條 で きる 列 門 
集中 害 狂 共和 容 (C-T-C) を ど と に よっ て 、 安 全 運 転 
が 確保 まれ て お 9 ます 。 

新 尾 の 車 は すべ て 冷 星 志 つ き で 、 
数 と な っ て いま す の で 、 
中 に 不 換 癌 は あ 
売 守 、 ま ィ シ と 、 
い 王 夫 を 元 えて お サ り ま す 。 


また 気 鶴 装 
トン ネル に 入る と ま も 、 
り ま せん 。 そ の 8 み 、 ビ ピュ フェ 、 


ご みろ 入 な を な どの サー ビス に 6 才 し 
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明治 か ら 東 海道 新幹線 
開業 まで の あゆ み を 紹介 する 
グラ フィ ッ ク バ ネル 
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Platformn 
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Chapter 1 


台車 ・ 床 下 機器 を 観察 で きる ピッ ト 
床下 機器 が よく 見 える よう 、 山 側 の スカ ー ト を 取り 外し 
て 展示 。 


東海 道 新 電線 起工 式 
に 使用 され た 欠 
1959 (昭和 34) 年 

新 丹 那 ト ン ネ ル 熟 海口 で 
行わ れ た 起工 式 の 際 に 、 
十 河 国鉄 総裁 が 使用 し た 
多 。 


展示 室 の オー プ ニ ン グ 式 典 
2009( 平 成 21) 年 10 月 21 日 


新幹線 総局 モデ ル 線 
写 理 区 看板 
1962( 昭 和 37) 年 
同年 4 月 20 日 に 設置 され 
1964 年 4 月 21 日 に 廃止 
と な っ た モデ ル 線 管理 区 
の 看板 。 神奈 川 県 綾瀬 
付近 か ら 鴨 宮 付 近 ま で 約 
32km の モデ ル 線 の 保守 
管 理 と 運転 を 担当 し た 。 モ 
デル 線 は 開業 後 は 路線 の 
一 部 と し て 使用 され た 。 


開業 当時 の 東京 駅 プラ ッ ト ホ ー ム 再現 展示 


東海 道 新野 線 起 点 標 
(レプ リカ ) 
1964 (昭和 39) 年 


開業 時 に 東京 駅 17 番線 
と 18 番 線 の 間 に 設 置 さ れ 
た 起点 標 (0 キロ ポス ト ) の 
レプ リカ 。 現在 は より 小型 
の も の に 替わっ て いる 。 


21 一 2 前 頭 部 と 起点 標 ( レ プリ カ ) 


2009 (平成 21) 年 10 月 21 日 


東海 道 新 電線 建設 記 館 修 ( レ ブ プリカ) 
所 蔵 : 東海 放 客 鉄道 株 式 会 社 (JR 東海 


東京 駅 の 東海 道 新幹線 中 央 乗換 コン コー ス の 19 番線 側 正面 柱 に 設置 され た 記念 碑 の レプ リ 
カ 。|「 こ の 鉄道 は 日 本 国民 の 考 因 と 努力 に よっ て 完成 され た 」 と 記さ れ て いる 。 東 海道 新幹線 が 
多く の 鉄道 関係 者 の 長年 の 努力 に より 、 日 本 独自 の 技術 で 開発 され 、 建 設 さ れ た こと 後世 に 知 
ら せ る た め に 設置 され 、1967 (昭和 42) 年 10 月 14 日 に 除幕 式 が 行わ れ た 。 


果 海 道 新 幹線 
この 鉄道 は 日 本 国民 の 考 千 
と ど 労 力 に ょ よ つ て 完成 され た 


NEW TOKAIDO LINE 
Prodact of the wisdoxn and effort of tbe Japanege peopie 


東京 新 大 阪 間 515kn 
4okyo 一 Shin-Osaks 

ご 上 1959 4 月 20 日 
WOrjk started 
菅 業 開 始 1964 10 月 1 日 


Opened to trafPc 


Tokaido Shinkansen 
Construction Commemorative 
Pladue "Replica" 

Owner: Central Japan Rallway 
Company JR Central" 


This iS a replica of the commernorative 
plaque set up on the front column at the 
No. 19 lne side of the Tokyo Station 
Tokaido Line central transfer COnCOurSe. 
t bears tne inscriptlon, “Product of the 
wisdom and effort of the Japanese 
people.′ 「he plaqdue waSs Dut UD 【O 
remind future generations that the 
Tokaido Shinkansen was developed and 
constructed with Japan's own 
technologies through years Of efforts by 
Imany railway Dersonnel. lt was unveiled 
on October 14, 1967. 


続々 と 量産 され る 0 系 
1964 (昭和 39) 年 
6 月 30 日 大 阪 運転 所 


提供 : 星 喝 
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新野 線 前 史 1 


20 世 紀 初 頭 の 広軌 改築 彰 省 一 - 転 転 、 そ し て 挫折 一 


日 本 の 鉄道 は 1872 (明治 5) 年 の 開業 時 に 1067mm の 軌間 ( 狭 ) が 採用 され 
まし た 。 当時 は 国力 も 乏しく 、 軌 間 の 大 小 が 速度 や 車両 の 大 きき に どの よう 
に 関連 する か の 知識 も 不 十分 だ っ た た め 、 建 設 費 の 安い 狭 雪 が 採用 され た と 
言わ れ て いま す 。 

その 後 、 明 治 20 年 代 に は 国防 上 の 理由 に より 軍部 か ら 鉄道 の 広軌 (標準 軌 ) 
化 が 求め られ ます (の ち に 狭 に よる 国有 論 に 転換 )。 そ し て 、 明 治 後期 に な 
り 資本 主義 が 発達 し て くる と 、 輸 送 力 や 速力 の 面 で 劣る 狭軌 の 鉄道 で は 輸送 
需要 の 増大 に 対応 する こと が 難し く な り 、 軌 間 を 広軌 (1435mm) に 改め る こ 
と で 鉄道 の 輸送 力 を 大 幅 に 向上 きせ よう と の 動き が 現れ まし た 。 日 露 戦争 が 
終わ り 1906 (明治 39) 年 に 公布 され た 鉄道 国有 法 に より 全国 の 主要 路線 が 国 
有 化 され る と 、 幹 線 鉄 道 の 輸送 力 の 抜本 的 な 改善 人 策 と し て 、 広 軌 へ の 改築 の 
動き が 鉄道 院内 部 か ら 現 れ て きま し た 。 そ れ は 日 露 戦 争 後 の 重化学 工業 の 発 
展 に と も な う 輸 送 量 の 増大 へ の 対応 策 で も あっ た の で す 。 ま た 海外 進出 を め 
ざす 当時 の 日 本 に と っ て 、 国 内 の 鉄道 を 大 陸 と 同じ 広軌 に 改め る こと は 重要 
と 考え 語れ まし た 。 

鉄道 の 存在 は 当時 も 非常 に 大 きく 、 その あり 方 を めぐ っ て し ば し ば 政治 間 
題 へ と 発展 し まし た 。 広軌 改 築 も 政争 の 具 と され 、 非 政友 会 系 の 後藤 新平 を 
中 心 と し た 改 主 建 全 泊 (幹線 の 改良 = 広軌 へ の 改良 を 主体 と する ) と 、 政 友 
会 の 原 散 を 中 心 と し た 建 主 改 従 派 ( 狭 婁 の まま 全国 へ の 鉄道 網 建設 を 主体 と 
する ) が 主導 権 争 い を 繰り 返し 、 内 閣 が 代わ る た びに 方 針 が 二 転 三 転 し て い 
きま し た 。 何 度 も 立ち 消え に な っ た 広軌 改築 計画 も 、 後 藤 新平 が 鉄道 院 総裁 
を つと め て いた 1917 (大 正 6) 年 に 、 横 浜 鉄道 (鉄道 院 が 借入 れ 中 ) で 広軌 改 
築 試 験 が 行わ れる な ど 、 その 実現 へ あ と 一 歩 ま で 追 り ます 。 け れ ど も 翌年 に 
発生 し た 米 双 動 の 責任 を 取っ て 寺内 正毅 内 閣 が 総 辞職 し 、 政 友 会 の 原 敬 内 閣 
が 成立 する と 広軌 改築 は 谷 定 さ れ 、 日 本 の 鉄道 は 狭軌 の まま で いか に 広軌 並 
み の 輸 送 力 を つけ る か が 課題 と な り ま し た 。 
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Prehistory of 
Shinkansen 1 


Early 20th Century Broad Gaude 
Renovation Debate: Back and Forth 
nd SetDbacks 


Narrow dauge 1,067 mm track with its lower 
construction costs was employed at the start of 
Japanese railways in 1872. However, the miitary 
requested a change to 1,435 mm broad gauge 
(standard gauge) towards the end of the 19th 
century. Furthermore, narrow dauge with itS low 
capaclty for transport and speed could not meet 
Increased transport demand jin the growth of 
capitalisSm. Major rall ines were nationalised after 
{he Russo-Japanese War, and a moverment to 
Switch to broad gauge and enhance transport 
capacity emerged with the need to handle 
Increased transDort in Ine with tne development of 
heavy Industry. A change to the broad gauge, the 
international standard gauge, was also important 
foOr expanSilOn OverSe8S. 

The presence of railways was quite strong even at 
the time, and debate over renovation to broad 
qaude SDread into politics. Shinpei Goto and 
others in the faction prioritiSing enhancement of 
exISting lnes over new COnstruction SuDDoOrted 
broad daude. Conversely, Takashi Hara and others 
In the faction prioritising construction of new lines 
ovVer improvement of existing Iines supported 
development of a national rail networkK using 
narfOw 9aude. Policy went back and forth many 
times at changes of the cabinet. The plan to 
renovate to broad gauge almost reached fruition jn 
1917 with on-site tests being held under Director- 
General of the Railway Agency, Shinpei Goto. But 
the nationwide breakout of rice riotS broke caused 
the resignation of Prime Minister Masatake 
Terauchi and his cabinet, and broad gauge was 
rejected by 「akashi Hara's succeeding cabinet. 
Efforts were thus put into achieving the same 
transport capacity as broad gaudge with narrow 
daudGe. 


電車 の 発達 1 


日 本 で 運転 され た 最初 の 電車 は 、1890 ( 明 
治 23) 年 に 東京 上野 で 開か れ た 第 3 回 内 国 勧 
業 博覧 会 の 会 場内 を 走っ た スプ レー グ 式 電 
まで さか の ぼる 。 営業 用 電車 と し て は 、1895 
(明治 28) 年 開業 の 京都 電気 鉄道 (の ちの 京都 
市 電 ) が 最初 で 、 都 市 内 の 足 と し て 普及 し て 
いっ た 。 一 方 、 現 在 の JR に いた る 電車 の 系 譜 
は 、 私 鉄 の 甲 武 鉄道 が 1904 (明治 37) 年 に 現 
0 連 

結 運転 ・ 総 括 制御 が 可能 な 電車 を 運転 し た こ 

と に 始ま る 。 入間 の こ 線 路 を 敷い て 、 多 


く の 車 両 を 連結 し た 編成 を 1 人 の 運転 士 で 操 


民間 に よる 電気 鉄道 計画 


東海 道 本 線 の 輸送 力 が 増大 し 、 国 有 鉄 道 の 
広軌 改築 が 議論 さき れ て いた 1907 (明治 40) 年 、 
民間 資本 に より 電車 専用 の 高速 輸送 路線 を 建 
設 し よう と いう 動き が 起こ っ て いた 。 安田 善 次 
郎 ら 財 界 人 が 発起 人 と な っ た 日 本 電気 鉄道 株 
式 会 社 が 、 軌 間 1435mm、 全 線 電 化 、 第 三 軌条 
集 電 に よる 電車 を 走ら せ 、 東 京 一 大 阪 間 を 6 時 
間 30 分 で 結ぶ と いう 計画 を 立て 出願 し た 。 し か 
し 、1906 (明治 39) 年 に 公布 され た 鉄道 国有 
法 に よっ て 、 私 設 鉄道 は 一 地方 の 鉄道 に 限る と 
され て いた た め 出 願 は 却下 され 、 そ の 後 も 何 度 
か 出願 され た が 実現 する こと は な か っ た 。 こ の 
よう に 日 の 目 は 見 な か っ た が 、 広 軌 ・ 電 車 方 式 
と し た 点 か ら こ の 鉄道 は 最初 の 新幹線 計画 と 
も 呼び うる も の だ っ た 。 


作 で き 、 折 返し 運転 の 簡単 な 電車 (高速 電車 ) 
は 、 道 路上 を 走る 路面 電車 より も 高速 で 運転 す 
る こと が 可能 で 、 大 都市 内 や 近郊 区 間 の 交通 
機関 に 適し て いる た め 各 地 に 普及 し て いく 。 
や が て 昭和 に 入る と 、 電 車 は 近 距 離 を 行き 
来 す る 乗り 物 と いう これ まで の 常識 を 打ち 破 
り 、 私 鉄 で は 100km 前 後に 及ぶ 長 距 離 運転 が 
始め られ た 。 さら に 国鉄 で も 横須賀 線 や 関西 
地区 で 長 距 離 を 結ぶ 電車 の 運転 が 開始 され 
こ 。 こ うし て 都市 間 を 結ぶ 電車 の 運転 が 各地 で 
行わ れる よう に な る と 、 そ れ に と も な い 車 体 の 
大 型 化 や スピ ー ド アッ プ も 進め られ て いっ た 。 


Private Sector Electric 
Railway Plan 


In 1907 as JNR was debating conversion to broad 
qaude, 8 Imovement started to construct a high- 
Speed electric railway with private capital. 
Entrepreneur Zenjlro Yasuda and others started 
Japan Electric Railway, which never commenced 
actual OperatiOnS, DrODOSind 2 plan to run electric 
trains between Iokyo and Osaka in six and a half 
hours on a 1.435 mm gauge, gl-electrified, third- 
rall-DOwered track. However that went against the 
DUrDOrt of the law to nationalise railwayS 
proclaimed thne previous year, 8nd the plan was 
rejected and never realised. 「hat was the first 
Shinkansen plan that attempted to introduce broad 
daude and electric trains. 


Development of Electric Trains 


The first electric train to run in Japan waSs an 
overhead line powered streetcar with SDradgU@- 
style troley pole at the 1890 National Industrial 
Exhibition. Kyoto Electric Railway (Kyoto City 
Streetcars) started the firrst commerclal operation 
of electric trains in 1895. The lineage of electric 
trains that extends to rmodern-day JR starts with 
private Kobu Railway electrifying a section of what 
iS today's Chuo lne in 1904 and operating electric 
trains Capable Of coupled multiple untt control. 
Electric muliple units (high-speed electric trainSs) 
have dedicated tracks laid, and multiple coupled 
CarS Cari be operated by a singe driver. They allow 
easy Dack-and-forth operation, and thus fi the 
needs Of urDan transportation and came into wide 
USG 8CTOSS Japan. 

In the late 1920s, private railways and Japan 
National Railways (JNR) started interurban electric 
train long-distance Operations In places such as 
the Yokosuka line and the Kansai redgion. Car 
bodies gradually became larger and speeds faster 
with that expansilon. 


第 3 回 内 国 勧 業 博覧 会 で 運転 され た 
最初 の 電車 
1890 (明治 23) 年 


上 野 公園 で 開催 され た 内 国 勧業 博覧 会 で 
展示 運転 され た 電車 。 ス ムー ズ な 乗り 心地 
が 評判 と な り 、 電 車 普及 の きっ か け と な る 。 
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( ぶ 府 3 と ) 


横浜 線 で の 広軌 改築 試験 


広軌 改築 を 推進 し よう と し た 鉄道 院 総裁 ・ 後 
藤 新平 の も と 、 計 画 を さら に 具体 化す る た め 
に 、 鉄 道 院 工作 局長 (の ち 技 臣 ) ・ 鳥 安 次 郎 が 
中 心 と な り 、1917 (大 正 6) 年 5 月 か ら 借 り 上 げ 
中 の 横浜 鉄道 ( 現 ・ 横 浜 線 ) の 原町 田 ( 現 ・ 町 
田 ) 橋本 間 に 実際 に 広軌 線路 を 併設 し 、 軌 
間 を 広軌 に 改造 し た 機関 車 や 客 貨車 を 使用 し 
た 試験 が 行わ れん た 。 この 試験 で は 広軌 お よび 
狭軌 の 接続 方 法 、 接 続 点 に お ける 人 可 車 の 交換 
方 法 な ど に つい て 詳細 な 調査 が 行わ れ 、 改 筑 
に あたっ て の 具体 的 な 問題 点 が 検討 され た 。 
また 、 大 井 工場 で は 貨車 の 車軸 交換 装置 を 試 
作 し て 、 広 狭 両 軌 の 接続 駅 に お いて た や すく 車 
軸 が 交換 で きる 方 法 を 考案 し た り し た 。 こ うし 
た 試験 結果 に も と づい て 、 鉄 道 院 は 国有 鉄道 
軌間 変更 案 を 発 天 し た 。 こ の 案 は 現有 の 施設 
車両 を 用 いて 軌 聞 だ け を 拡げ る も の で 、 少な い 
経費 ・ 期 間 で 実施 可能 な 計画 で 広軌 改築 案 は 
実現 の 一 歩 手前 まで 近づい た 。 

し か し 、 1918 (大 正 7) 年 に 寺内 内 閣 が 総 矢 


職 し て 後藤 が 鉄道 院 総裁 の 座 を 去り 、 原 散 内 横浜 鉄道 で の 広軌 改築 試験 
開 が 成立 する と 情勢 が 一 変 し た 。 鉄道 院 総裁 1917 (大 正 6) 年 


と こなみ た け じ 


と な っ た 床 次 竹 二郎 は 、 帝 国 議会 で 広軌 改築 
中 止 を 表明 し 、 ここ に 長年 に わた っ て 政争 の 続 
いた 広 狭 論争 に 終止 符 が 打 た れ た 。 広軌 改築 
中 止 の 院 議 へ の 探 印 を 求め られ た 島 は これ を 
拒否 し 、 鉄 道 院 を 去っ た 。 


Broad Gauge Renovation 
on the Yokohama Iine 


Under Director-General of the Railway Agency 
Shinpei Goto who was aiming for broad 9aude 
renovation, Chief Engineer Yasujiro Shima led 
construction of a broad gauge Ine parallel to the 


』 


若き 守口 時 
ミ 忠 
ES 


第 2 


es 
す 


Chapter 2 


原町 田 ( 現 町 田 ) … 橋 本 間 で 広軌 に 改造 し た 機関 車 や 客 貨 車 を 運転 し 


て 性 能 を 確認 し 、 改 築 の 具体 的 な 方 法 を 検討 。 


Yokohama Railway (current Yokohama line) jn 
1917. Locomotives and passenger CarS COnverted 
to broad gauge were used to conduct tests and 
study iSsSues such as how to connect broad andg 
narfOw 98udge 8nd exchange bogies, and problem 
points were further studied. Based on those 
reSults, the Railway Agency 8nnounced 8 DrODOSal 
to change the gauge of JNR tracks. The plan 
Called for renovation in a short time at low cost, 
utilsindg existing facilties and rollind stock and only 


broadening the track gauge. Broad gaude 
renovation was almost imrminert. 

However, Goto lost his posittion with the 
residnation of the Terauchi cabinet. This situation 
took a reversal with tne formation of the Takashi 
Hara cabinet. Goto's replacement, Takejiro 
Tokonami, announced the cancellation of the 
renovation, ending the debate between broad and 
narrow 98u9ge. YaSullro Shima also left the Railway 
Agency. 


電気 次 道 布設 之 儀 二 付 特許 原 
| 日 本 電気 鉄道 株 式 会 社 設 立 趣 
意 書 ] 1906( 明 治 39) 年 

東京 ・ 日 比 谷 公園 付近 か ら 東 海道 を 
筋 を へ て 、 鈴 鹿 ・ 奈 良 を 経由 し て 大 阪 
に いた る 路線 と 、 鈴 鹿 か ら 分 岐 し て 京 
都 に いた る 路線 の 電気 鉄道 計画 の 
出願 書類 。 広軌 ・ 電 車 運 転 と の ちの 
新 電線 の さき が け と な る 構想 だ っ た 。 
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安田 善次郎 (1838 1921) 


民間 鉄道 経営 者 と し て 日 本 電気 鉄道 
計画 を 出願 。 


活 ネ 棚 さ 芝 丁 組 切 ゃ 襲 ゃ 画 当 拓本 は マー 時 語 さ 氷 詞 走 計 
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明治 21 


伊藤 博文 (第 1 次 ) 
井上 勝 (鉄道 局長 官 ) 
1889 明治 22 旧 田 清 
1892 明治 25 井上 勝 (鉄道 店 長官 
1896 明治 29 
| 松本 荘 一 郎 (鉄道 局長 ) 


松本 荘 一 郎 

(鉄道 作業 局長 官 ) 
平井 晴 二郎 
(鉄道 作業 局長 官 心得 ) 


1898 明治 31 


大 隈 重信 (第 1 次 ) 


桂 太郎 (第 1 次 ) 


明治 37 


明治 38 


平井 晴 二郎 
(鉄道 作業 局長 官 ) 


明治 39 
明治 40 | 
明治 42 
明治 43 


西園 寺 公望 (第 1 次 ) 


- 後藤 新平 
桂 太郎 (第 2 次 ) (鉄道 院 総裁 ) 
*1908 年 12 月 鉄道 院 発足 
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明治 44 


1913 大 正 2 6. 
1914 大 正 3 人 


添田 寿一 (鉄道 院 総裁 ) 


後藤 新平 (鉄道 院 総裁 ) 


中 村 是 公 (鉄道 院 総裁 ) 


床 
元 


0 次 竹 郎 (鉄道 院 総 裁 ) 


日 本 国有 鉄道 編 『 日 本 国有 鉄道 百年 史 』 第 5 巻 、 同年 表 1972 年 、 日 本 国有 鉄道 編 「 鉄 道 技術 発達 史 」 
1958 年 、 原 田 勝正 ・ 青 木 栄 一 「 日 本 の 鉄道 一 100 年 の あゆ みか ら 一 三省 堂 1972 年 、 野 田 正 穂 ・ 原 田 
勝正 ・ 青 木 栄 一 ・ 老 川 慶喜 『 日 本 の 鉄道 一 成立 と 展開 一 ] 日 本 経済 評論 社 1986 年 、 老 川 席 喜 「 日 本 史 
小 百 科 一 近代 一 (鉄道 ) 東 京 党 出版 1995 年 、 朝 尾 直弘 ・ 宇 野 俊一 ・ 田 中 丈 「 角 川 新版 日 本 史 辞 典 」 角 
川 書店 1997 年 、 岩 波 書店 編集 部 編 『 近 代 日 本 総合 年 表 第 四 版 ] 岩 波 書 店 2001 年 な ど を も と に 作成 
※ 内 閣 は 年 月 日 の 該当 する 時 点 に 存在 し た も の の み を 記し た 


: 改 主 建 従 派 (広軌 へ の 改良 を 主体 と する ) の 内 閣 
: 建 主 改 従 派 (狭軌 に よる 全国 へ の 鉄道 網 建設 を 主体 に する ) の 内 閣 
・ 鉄道 の あゆ み ・ 日 本 の 歴史 


田 区 (鉄道 大 臣 ) 
*1920 年 5 月 鉄道 省 発足 


参 記 本 部 了 還 部 「 名 道 諭 を 刊行 、 鉄道 は 国防 の 利 
東海 道 線 新 橋 宰 戸 間 全 通 

第 1 回 鉄道 会 議 に 谷 干城 陸軍 中 将 が 軍事 的 観点 か 
第 回診 国 議会 で 広 軸 改 築 問題 が 取り 上 げ ら れ 、 立 
通 信 省 に 軌 和 取調 委員 会 を 設置 広軌 ・ 狭 雪 の 特 


ドイ ツ で 兵 茹 輸送 を 研究 し た 大 沢 界 雄 陸 軍 少 佐 、 広 
ロシア に 宣戦 布告 し 日 露 戦 争 開戦 (1905.9.5 日 訓 


アメ リカ の 鉄道 資本 家 ハ リマ ン 来 日 、 鉄道 当局 に 広 
鉄道 国有 法 公布 、 同 法 に より 1907 年 まで に 主要 17 
広軌 (標準 軌 ) 電車 方 式 に より 、 東京 一 大 阪 間 を 6 
後藤 総裁 鉄道 調査 所 に 東京 下関 問 の 広軌 ・ 狭 軌 
鉄道 院 石川 石 代 技師 、「 東 京 下関 間 標 準 軌道 狭軌 
後藤 総裁 、 軌間 問題 決定 前 の 暫定 措置 と し て 仮設 
東京 一 下関 韻 広 軌 改築 計画 を 閣議 決定 

桂 首 相 、 鉄道 会 議 に 広軌 改築 を 含ん だ 鉄道 建設 お 
第 27 回 帝国 議会 で 政府 の 広軌 改築 計画 | 
広軌 鉄道 改築 準備 委員 会 設置 (8 月 調査 報告 書 を 
西園 寺内 閣 、 財源 上 の 問題 を 理由 に 広軌 改築 計画 
新橋 一 下関 問 に 1 2 等 特別 急行 列車 の 運転 開始 。 
主要 幹線 の 広吉 改 築 準備 工事 の 中 止 を 韻 議 決定 

シー メン ス 事 件 に より 山本 内 閣 が 総 辞 職 


仙石 総 裁 、 広軌 改築 取調 委員 を 指名 、 現行 付 軌 ・ 強 
築 、 本州 の 他 区 間 を 25 ヶ 年 で 改築 、 毎年 2.000 万 


ドイ ツ に 宣戦 布告 し 第 1 次 世界 大 戦 に 参戦 
東京 に 中 央 停車 場 完 成 、 開業 式 挙行 、 東京 駅 と 合 
内 閣 に 軌 制 調査 会 設置 (10 月 、 強 度 広軌 採用 、 大 正 
昔 入れ 中 の 横浜 鉄道 ( 現 横浜 線 ) に お いて 広軌 改築 
鉄 道 院 、 国有 鉄道 軌間 変更 案 を 発表 (軽便 広軌 5 ヶ 
主要 幹線 の 広軌 改築 準備 復活 を 閣議 決定 

8 月 に 起き た 米 騒 動 の 責任 を 取り 寺内 内 閣 総 辞 職 、 
床 次 総裁 、 第 41 回 帝国 議会 で 広軌 改築 中 止 を 表 


第 1 次 世界 大 戦 の 戦後 志 慌 お こり 、 積 極 財政 不可 能 


こ 議会 多 


AN 
りり め 1 


改正 鉄道 敷設 法 公布 (| 旧 鉄 道 敷設 法 ・ 北 海道 鉄道 敷 


後藤 新平 
(1857 1929) 
重工 業 の 発展 に よる 輸送 


量 の 増加 ・ 鉄 道 の 半 来 的 な 
発展 ・ 大 陸 と の 連絡 を 重視 
し 改 主 建 従 政策 を 主張 。 
広軌 改築 の 実現 寸前 まで 
迫る が 、 政 変 に より 挫折 。 


慌 と 述べ 複線 化 ・ 広 軌 改 築 な ご 改良 案 を 示す 


Chapter 2 


第 2 草 


ら 青森 一 馬 関 (下関 ) 間 の 広 雪 化 を 建議 ( 同 会 議 は 否決 ) 
石 岐 ・ 市 島 謙二 衆議院 議員 ら が 広 軌 改築 に 関す る 建議 案 を 提出 、 両 案 修 正 の うえ 本 会 議 で 可決 
質 を は じ め 広 軌 改 築 の 方 法 経費 な ど を 審議 

勤 改築 より も 狭軌 に よる 輸送 力 増強 を 主張 


講和 条約 調印 
改築 を 提案 

、 時 間 30 分 で 結晶 本 電 気 鉄道 出願 。 民 間 の 電線 鉄道 建設 は 認め られ ず 和 却下 。。 ' 還 還 還 間 間 
比較 調査 を 指示 


道 比較 ] 報告 書 提出 、 広 軌 改 築 有 利 と の 答申 (改築 費用 1 億 5,200 万 円 ) 
の 広軌 建築 定規 を 定め 、 こ れ に も と づき 建設 ・ 改 良 を 行う こと を 析 達 


よび 改良 予算 案 を 論 調 、 同 会 議 は これ を 可決 (1911 年 度 よ り 13 ヶ 年 継続 事業 、2 億 3.000 万 円 ) 
数 派 の 政友 会 が 反発 、1911 年 度 予算 か ら 広 軌 改築 費 を 削除 

提出 ) 

を 実施 し な いこ と を 閣議 決定 


度 狭軌 ・ 普 通 広軌 ・ 強 度 広軌 の 四方 式 に つい て 比較 調査 を 行い 、 翌 年 強度 広軌 の 採用 を 可 と する 旨 を 人 答申 (1916 年 度 よ り 着 工 、 東 京 一 下関 間 を 12 ヶ 年 で 改 
円 ) 


(1918.11 終結 、1919.6 ヴ ェ ル サイ コ ユ 講 和 条 約 調印 ) 


8 年 度 まで に 本 州 全線 で 6 億 280 万 円 の 改良 費 を 答申 ) 
試験 を 実施 (8 月 5 日 まで 。 原 町 田橋 本 問 を 広 狭 両 軌 問 の 3 線 式 ・4 線 式 に 改 魏 し 、 各 種 試験 を 実施 ) 。 大 井 工 場 で 貨車 W 取 益 装置 試験 実施 


年 で 本 州 全線 を 広軌 化 、 線 路 ・ 建 造物 は 特別 の 場所 以外 は その まま こし 軌間 の み 改 築 、 車 両 も 現在 の も の を 改良 、6,447 万 円 ) 


原 内 閣 成 立 
明 、 狭 軌 の まま で の 改良 ・ 鉄 首 綱 拡充 を 明言 


_ 。 島 安 次 郎 「 軌 間 の 変 


原 克 島 安 次 朗 _ 更に 就 いて ] 
(1856 ~ 1921) (1870 1946) ii < [帝国 鉄道 協会 会 報 | 
地方 有力 者 層 を 基盤 鉄道 院 技 臨 と し て 、 技術 抜 刷 1920( 大 正 9 年) 
と する 政友 会 を 代表 し 面 か ら 広軌 改築 を 主導 。 広軌 改築 論争 に 敗れ て 
て 建 主 改 従 政策 を 主 戦前 期 の 広軌 新幹線 計 下野 し た 島 安 次 郎 が 、 
張 し 、 広軌 改築 計画 画 に 際 し て 鉄道 幹線 調 広軌 改築 の 必要 性 を さ 
を 中 止 さ せる 。 査 要 員 会 委員 長 と し て ま ざ ま な 角度 か ら 論じ た 
新幹線 計画 実現 に 向け ・ 論文 の 目次 。 
中 心 的 役割 を 果たす 。 H 


す 7 お お ぢ お ラテ すら 9 プク 
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(第 一 期 ・ 第 二 期 広軌 改 病 線路 図 ) 
| 広軌 鉄道 改築 関係 書類 ] 1911( 明 治 44) 年 


本 州 の 路線 は 二 期 に 分 け て 広軌 に 改築 し 、 それ 以 外 は 一 度 に 広軌 に 改 策 
する 計画 を 図示 。 東海 道 ・ 山 陽線 が 最 優先 で 広軌 化 さ れる 計画 だ っ た 。 
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狭軌 広軌 列車 対照 表 
| 広軌 鉄道 改築 準備 委員 会 調査 始末 一 班 」 


狭軌 現在 線 、 狭 軌 改良 線 、 広 軌 改 良 線 の それ ぞ れ の 場合 に 旅客 ・ 次 物 列 車 の 
速度 が どれ くら い 異 な る か を 示す 。 広軌 が も っ と も 有利 で ある こと が わか る 。 


1911 (明治 44) 年 


東海 道 新幹線 出発 式 
1964 (昭和 39) 年 
10 月 1 日 東京 

下り 1 番 列車 「 ひ か り 1 号 」 
の 運転 に あたり 行わ れ た セ 
レモ ニー。 国鉄 石田 総裁 
が テー プ を 切り 、 東海 道 新 
幹線 が 歴史 的 な 第 一 歩 を 
踏み 出し た 。 


Chapter 3 


新野 線 前 史 2 


戦前 の 広軌 新 球 線 計画 一 幻 の 弾丸 列車 


広軌 改築 計画 は 政党 の 利害 に よっ て 中 止 さ れ 、 狭 軌 の まま 輸送 力 を 増強 す 
る 方 策 が と られ て きま し た 。 し か し 、1937 (昭和 12) 年 に 日 中 戦争 が 勃発 す 
る と 、 軍 事 輸送 を 中 心 に 国内 と アジ ア 大 陸 間 の 旅客 ・ 貨 物 輸送 量 が 急激 に 増 
加 し 、 近 いう ち に 東海 道 本 線 の 輸送 力 が 行き 詰まる こと が 予想 され まし た 。 
そこ で 、 こ れ ら の 行き 詰まり を あら か じ め 打 開 す る た め に 、 ま っ た だ たく 新 し い 
構想 の も と に 、 輸 送 力 を 増強 する た め の 線 路 の 増設 構想 が 生ま れ て きま し た 。 

この 計画 は 、 1938 (昭和 13) 年 12 月 に 鉄道 省 企画 委員 会 が まず 原案 を ま と 

弱 年 7 月 に 鉄道 大 臣 の 詩 問 機関 と し て 鉄道 幹線 調査 委員 会 が 設置 され て 
具体 化し まし た 。 こ の 委員 会 の 結論 は 、 東 京 一 下関 間 に 広軌 (1435mm) 
る 複線 の 別 線 を 建設 し 、 同 区 間 を 12 時 間 以 内 に 結ぶ と いう も の で し た 。 そ し 
て 鉄道 会 議 の 議決 を へ て 、1940 (昭和 15) 年 3 月 に 予算 5 億 5610 万 円 、15 ヶ年 
継続 事業 と し て 帝国 議会 で 承認 され 、 つ い に 建 設 へ 向け て 動き 出し た の で す 。 

一 般 に は “弾丸 列車 " と 呼ば れ た 広軌 新幹線 計画 の 使命 は 、 国 内 と アジ ア 
大 陸 と の 間 の 交通 政策 の 一 環 と し て 、 一 貫 輸 送 体制 の 実現 を 第 一 の 目的 に し 
て いま し た 。 そ こ に は 国内 の 総力 戦 体制 の 強化 を めざす 軍部 の 強い 意向 が あ 
り 、 鉄 道 関係 者 は こう し た 当時 の 国情 を 取り 込み な が ら 、 こ れ ま で 何 度 も 挫 
折 し て きた 広軌 改築 を 一 気 に 実現 させ た の で し た 。 

こう し て 日 の 目 を みた 新幹線 計画 は 、 予 算 成立 後 た だ ち に 建設 基準 を 定め 、 
路線 選定 ・ 用 地 買 収 を 開始 し 、1941 (昭和 16) 年 に 着工 され まし た 。 し か し 
戦局 の 激化 に より 資材 ・ 要 員 を 確保 で きず 、1943 (昭和 18) 年 度 で 工事 は 中 
堪 と 人 り まし だ た 。 

この よう に 、 戦 前 の 新幹線 計画 は 着工 まで こぎつけ な が ら 、 戦 争 に より 中 止 
され る と いう 結果 に 終わ り ま し た 。 し か し な が ら 、 こ の 時 に 検討 され た 車両 や 
路線 の 規格 ・ 速 度 ・ 軌 間 の 多く は 、 東 海道 新幹線 建設 に 引き 継が れ 、 ま た 足 収 
され た 用 地 や 施工 され た トン ネル も その まま 利用 され て いま す 。 こ の よう に 広 
軌 新幹線 計画 が 十分 に 検討 ・ 準 備 さ れ て いた か ら こ そ 、 東 海道 新幹線 は 5 年 半 
と いう きわ め て 短期 間 の うち に 建設 する こと が で きた の で す 。 言 い 換 えれ ば 弾 
丸 列車 "の 遺産 が 、 戦 後 の 新 幹線 建設 に 継承 され 、 活 か され て いっ た の で す 。 
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Prehistory of 
Shinkansen 1 


Prewar Broad Gaudge Shinkansen Flan: 
The Bullet Irain 「hat Never Was 


While measures were being taken to increase 
tranSsport capacity with narrow qauge, miltary 
tranSport increased with the outbreak of the Russo- 
Japanese War. 「he Tokaido main lne thus began to 
see Its lrmits to capacity being reached. lt was jn 
the midst of that situation that a new lne-increase 
initiative got underway, 

The Ministry of Railways put together a rough line- 
inCrease DfODOSal at the end of 1938. In July of the 
following year, a plan was created to lay a new 
broad gauge (1.435 mm) double track line between 
Tokyo and Shimonoseki that would connect those 
cities in less than 12 hours, based on the proposal 
feview by the railway trunK lne survey committee, 
an advisory comrmittee to the Railway Minister. After 
the passind of a rallway committee resolution, the 
Imperial Diet approved the 15-year plan with a 
budget of 556.1 mion yen in March 1940. 

The broad gauge Shinkansen, also called the 
“bullet train", was to construct a through transport 
system to and across the Asian continent. Railway 
oficials achieved the renovation to broad gauge al 
at once taking into consideration also the strong 
intentions of the military to enhance readiness for 
引 -out war, 

Construction started in 1941 but was stopped In 
1943 due to a downturn of the tides of war. 
However, "bullet train” heritage such as much Of the 
specifications being considered at the time, 
purchased land, and drilled tunnels was Dassed 
down to and employed in the Tokaido Shinkansen 
construction. Thanks to that heritage, the Iokaido 
Shinkansen could be completed in just four and a 
half yearSs. 


新幹線 前 史 2 


) 滴 鉄 特 怠 1 あじ あ ]」 


広軌 改築 計画 の 挫折 後 、 国 鉄 で は 狭軌 の ま 
まで 広 較 な み の 輸送 力 を つけ る た め の 支 力 が 
続け られ 、1921 (大 正 10) 年 制定 の 鉄道 建設 
規程 で は 、 車 両 ・ 建 築 限 界 が 広 輸 な み の 基 準 
で 制定 され る な ど 、 狭 婁 の ハン ディ キャ ッ プ を 
克服 し よう と し て いた 。 し か し 、 列 車速 度 に 関 
し て は 狭軌 の 玉 点 は 克服 で き な か っ た 。1930 
(昭和 5) 年 に 東京 一 神戸 間 で 運転 を 開始 し た 
特急 「 燕 ] は 、 表 定 速度 68.2km /h を 実現 し た 
が 、 最 高速 度 は 95km /h に と どまり 、 営 業 運転 
で 100km/h の 局 を 越え る こと は で き な か っ た 。 

一 方 、 日 本 が 経営 権 を 握る 中 国東 北部 の 南 
満州 鉄道 は 広軌 を 採用 し 、 1934 (昭和 9) 年 か 
ら 特急 | あじ あ 」 の 運転 を 開始 し た 。| あじ あ 」 
は 広軌 ・ 複 線 ・ 重 量 レ ー ル と いう 恵まれ た 条件 
の も 人 ( 現 ・ 長 春 ) 間 を 表 定 速度 


84.1km /h、 癌 速度 130km で 運転 きれ 、 国 
和 お の の ド と 対等 に 近い レベ ル に 達 
し で いた 。 


うし た 「 あ じ あ 」 の 成 洒 は 、 広軌 新幹線 計 
画 に あたっ て 広軌 の 優位 性 を 示す 具体 的 な 材 
料 と な り 、 車 両 計画 に あたっ て も 大 き な 影 響 を 
及ぼし た も の と 思わ れる 。 


) 広軌 新野 線 計 画 の 建設 準 


1939 (昭和 14) 年 11 月 の 鉄道 幹線 調査 委員 
最終 答申 に より 、 広 軌 新幹線 計画 は 具体 
化 へ の 道 を た どる こと に な る 。 翌 年 2 月 、 帝 国 
議会 に よる 予算 承認 を 控え て 、 幹 線 調査 課 は 
国有 鉄道 建設 規程 調査 小 委 員 会 (幹事 会 ) を 
新た に 設け 、 新 幹線 計画 の 実現 に 向け 建設 基 
進 の 策定 作業 に 入っ た 。 この 委員 会 は 10 月 ま 
に 24 回 開催 され 、 新 幹線 の 軌間 、 曲 線 、 勾 
配 、 建 築 限界 、 軌 道中 心 間隔 、 軌 道 、 施 工 基 


戦前 の 新幹線 計画 と 東海 道 新幹線 の 概要 
| | 戦前 の 新幹線 (弾丸 列車) 計画 


区 間 | 東京 て 下関 間 


距 離 | 982.9km 515.4km 
交流 電化 に よる 電車 方 式 


運 転 方 式 | 機関 車 牽引 方 式 
MA その 他 区 間 
は SL 


18 駅 12 駅 (当初 ) 
東京 、 横 浜 、 小 田原 、 沼 津 、 静 岡 、 浜 松 、 豊 橋 、 名 | 東京 、 新 横浜 、 小 田原 、 熱 海 、 静 岡 、 浜 松 、 豊 
古屋 、 京 都 、 大 阪 、 神 戸 、 姫 路 、 岡 山 、 尾 道 、 広 島 、 | 橋 、 名 古屋 、 岐 阜 羽島 、 米 原 、 京 都 、 新 大 孤 


徳山 、 小 郡 、 下 関 
1435mm 1435mm 


交 : 農 
本 細 m 


2.500m 2.500m 


慢 時 
層 : 層 


東京 大阪 間 4 時 間 30 分 
(東京 て 下関 間 9 時 間 ) 
42 本 (東京 大阪 間 、 片 道 ) 


了 基 


貨物 駅 : 新 鶴見 、 浜 松 、 名 古屋 、 吹 田 、 間 山 、 広 島 、 
幡生 貨物 列車 本 数 : 新 鶴見 発 基準 13 本 (片道 ) 


東海 道 新幹線 


東京 て 新 大 阪 間 


150km/h( 将 来 200km/h を 想定 ) 210km/h 
上 り 10/1000(10%)、 下 り 12/1000(12%) | 15/1000(15%) 


高 さ 4.800mm 幅 3,400m 長 さ 25,.000mm | 高 さ 4.450m 幅 3.380mm 長 さ 25.000mm 
東京 て 新 大 阪 間 4 時 間 

(1965 年 11 月 か ら 3 時 間 10 分 ) 

30 本 (区 間 運 転 含 む 、 片 道 ) 

あり な し (将来 の 運行 可能 性 は 残す ) 


South Manchuria Railway 
"Asia ExpresS" 


After the plan to renovate Japan'S railwayS to 
broad gaude hit a dead end, JNR continued efforts 
to achieve broad gauge transport capacity with 
narfOw daude. 「hey overcame the drawDbacks with 
achieverments such as making narrow gaude rolling 
stock and structure clearance eduivalernt to that for 
broad gaudge. However, there was a limit to speed 
increaseSs, with the limited express “TsSubame" that 
started operation In 1930 not reaching a maximum 
SDeed Of 100 km/h. 

The South Manchuria Railway that Japan operated 
in China, on the other hand, employed broad 
qaude. 「he “Asia Express” that started operation In 
1934 made the most of the beneficial conditions of 
broad gauge, double track, and heavy ral Operating 
at a maximum speed Of 130 kmvh. That speed was 
close to internationally achieved speed levels. 

The speed reached by the “Asia Express" 
demonstrated the superiority of broad gauge In the 
broad qauge Shinkansen project. And it also 
greatly affected rolling stock planSs. 


人 準 、 橋 梁 、 停 車場 、 分 岐 器 、 車 両 限界 、 運 行 
計画 、 車 両 計画 等 に つい て 具体 的 検討 が 加え 
られ 、「 東 京 ・ 下 関 間 幹 線 建設 基準 ] と し て 決 
定 さ れ た 。 こ の 新幹線 用 の 新しい 規程 に より 、 
路線 選定 と 建設 が 進め られ る こと に な っ た 。 
この 時 決定 され た 基準 の うち 、 軌間 、 最小 曲 
線 半 径 、 勾 配 、 車 両 限 界 、 旅 客 列車 優先 の 運 
行 計 画 、 最高 速度 、 全 線 立 体 交 差 な ど 、 多く の 
部 分 が 戦後 の 新幹線 計画 に 引き 継が れ て いっ 
こ 。 この 点 か ら も 、 戦 後 
の 新幹線 計画 は 戦前 の 
"弾丸 列車 で 計画 され 、 
研究 ・ 実 験 され た デー タ を 
AN 内 (に し て で (P り 上 げ の れ 
ここ と が わか る 。 さら に 、 
この 委員 会 の メン バー に 
新 再 線 計画 で 中 心 的 役 
割 を 担う 島 秀 雄 や 大 石 重 
成ら が 参画 し て いた こと 
か ら ゃ も 、 弾丸 列車 "が 新 
幹線 を 生み 出す 母体 と 
な っ た と いえ る の で ある 。 


日 本 国有 鉄道 編 『 鉄 道 技術 発達 史 第 1 篇 (総説 1958 年 、 
同 新幹線 支社 発行 『 東 海道 新幹線 工事 誌 土木 編 』 1965 年 を も と に 作成 


特急 「 あ じ あ 」 


1934( 昭 和 9) 年 、 大 連 一 新 京 ( 現 在 の 長春 ) 間 で 運 
転 を 開始 し た 満 鉄 の 特急 | あじ あ 」 は 、 高速 走行 時 の 
空気 抵抗 減らす た め 機 関 車 ・ 客 車 を 流 線 形 と し 、 速 
度 ・ 設 備 と も 当時 の 国際 水準 に 近づい た 列車 だ っ た 。 
翌年 に は 運転 区 間 を ハル ビン まで 延長 。 


特 誠 「 燕 」 


それ まで の 特急 「 富 士 」 「 桜 ] を 上 回 る 高速 で 
運転 され て " 超 特 急 ' と 呼ば れ た 。 


Construction Criteria for the Broad 
Gauge Shinkansen Project 


With the final report of the railway trunk jne survey 
cormmrittee at the end of 1939, the broad gaude 
Shinkansen project came to take shape. The 
following February, 8 SuDcommittee for Surveyind 
construction policy was set up for budget 
apDroval, studying in detail Shinkansen 
SDeclfications, Construction criteria, Operation and 
roling stock plans, and other factors. As a result of 
that, Tokyo-Shimonoseki Shinkansen construction 
Criteria were decided on, which would form the 
base for route selection and construction. 

Many of the formulated criteria would be jnherited 
by the postwar Shinkansen Droject, including 
daud6, ImInImurm curve radiuS, dradient, clearance, 
passenger train Driority Operation Dlan, maximum 
SDeed, and Complete grade separation. 
Furthermore, Hideo Shima, and Shigenari Oish 
who would be key players in the Shinkansen 
project participated in that committee, further 
demonstrating that tne prewar "bullet train” was 
the foundation for the postwar Shinkansen. 


" 路線 計画 


広軌 新幹線 計画 に あたっ て は 、1940 (昭和 
15) 年 4 月 か ら 航 空 機 に よる 空中 測量 を 行なっ 
て 地図 を 作成 し 、「 東京 下関 韻 幹 線 建 設 基準 」 
に よっ て 定め られ た 建設 基準 に も と づい て 路線 
の 選定 作業 が 行わ れん た 。 そ の 結果 、 東 京 と 下 
関 付近 、 名 古屋 一 京都 間 の 鈴鹿 山脈 を 横断 する 
部 分 を の ぞ き ルー ト が 確定 し た 。 ま た 途中 に は 
横浜 ・ 小 田原 ・ 沼 津 ・ 静 岡 ・ 浜 松 ・ 豊 橋 ・ 名 古 
屋 ・ 京 都 ・ 大 阪 ・ 神 戸 ・ 姫 路 ・ 岡 山 ・ 尾 道 ・ 広 
島 ・ 徳 山 ・ 小 郡 に 駅 を 設置 する こと に な っ た 。 こ 
れ に し た が っ て 約 100km の 用 地 買 収 が 行わ れ 、 


この 時 に 取得 し た 用 地 は 、 戦 後 の 東海 道 新 幹 
線 に その まま 引き 継が れ た 。 さら に 長期 間 の 工 
期 を 愛す る 新 凡 那 ・ 日 本 坂 ・ 新 東山 の トン ネル 
に つい て は 工事 が 着手 され た 。 新 丹那 トン ネル 
は 工事 途中 で 中 止 と な っ た が 、 日 本 坂 ・ 新 東山 
トン ネル は 完成 し 暫定 的 に 在 来 線 が 使用 し た 。 


Line Plan 


From 1940, maps were prepared using aerlal 
measurements, route selection went forward 
according to construction criteria, and the route 


第 う 章 


Chapter 3 


was fnalised except for some areas Such as near 
Tokyo and Shimonoseki. Stations were to be set 
uD 8t Yokohama, Odawara, Numazu, Shizuoka, 
Hamamatsu, Toyohashi, Nagoya, Kyoto, Osaka, 
Kobe, Himeii, Okayama, Onomichi, Hiroshima, 
Tokuyama, and Ogori. Approx. 100 km of land was 
Durchased (and inherited by the postwar Tokaido 
Shinkansen), and construction started on tunnels 
that would take a long time to complete. 
Construction of the Shintanna tunnel was 
cancelled, but the Nihonzaka and Shinhigashiyama 
tunnel were completed and temporarily used for 
Conventional lines. 


所 圭 線 計画 の 踏 線 
0 - 日 本 国有 鉄道 編 『 鉄 道 技術 発達 史 第 1 篇 (総説 ) 』 1958 年 を も と に 作成 
新幹線 計画 の 路線 較 ーー 人 (W を Em 
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新幹線 計画 と 在 来 線 の 駅 間 距 離 上 . 新 電線 駅 間 嘘 離 / 下 : 在 来 線 距離 (単位 は km) 


下 小 徳 
関 51.6 存 443 山 83.7 70.5 
69.5 44.3 88.5 83.5 


度 只 


『 連 転 計画 


運転 計画 の 策定 に あたっ て は 、 当 時 の 技術 
力 や 世界 の 鉄道 の 動向 か ら 、 機 関 車 容 引 に よ 
る 運転 を 前 提 と し て 検討 が 進め られ た 。 旅 客 
列車 は 普通 急行 と 各駅 停車 の 2 種 を 運転 し 、 東 
京 一 大 阪 間 を 4 時 間 30 分 、 東京 一 下関 間 を 9 時 
間 で 結ぶ こと が 目標 と され 、 普 通 急 行 の 最高 
速度 は 150km/h と きれ た 。 さら に 将来 は 全線 を 
電化 し 最高 速度 200km/h の 特別 急行 列車 の 運 
転 を 計画 し て いた 。 一 方 、 貨 物 列車 は 小口 貨 
物 を 主体 に 急行 貨物 列車 と 普通 貨物 列車 を 運 
転 す る 計画 が 立て られ た 。 運転 回 数 は 東京 一 
大 阪 間 で 旅客 列車 片道 42 回 、 貨 物 列車 13 回 と 
され た 。 

この 運転 計画 を 実現 きせ る た め に 、 当 初 か ら 
電化 し て 電気 機関 車 を 使用 する か 、 蒸 気 機関 


広軌 新幹線 計画 の 列車 種別 ・ 速 度 


可 赤 
衣 汗 


明 音 
器 河 


岡 
山 


79.5 78.1 49.4 32.6 37.9 115.5 
784 88.6 54.8 33.1 42.8 147.6 


車 牽引 と する か が 議論 され 、 鉄 道 省 は 電化 を 
強く 推し た 。 し か し 当時 の 電力 事情 や 、 地 上 施 
設 が 攻撃 され る と 列車 が 運行 で き な く な る た 
め 、 電 化 は 不利 と する 軍部 の 強い 反対 に より 、 
当面 は 長大 トン ネル が 存在 する 東京 一 治 津 間 
は 電化 し て 電気 機関 車 牽引 と し 、 他 の 区 間 は 
蒸気 機関 車 を 使用 する こと に し た 。 


Operation Plan 


Pulling the trains by locomotive was studied in 
consideration of the technical capabilties of the 
time and global trends. Passenger trains would be 
fedular exDreSSs trains and those that stop at every 
stationi travel from Tokyo to Osaka would take fOur 
and a half hours and Tokyo to Shimonoseki nine 


剛 革 麗 


在 来 線 


静 
岡 


泊 
EE 
光田 テ 
激 避 
洒 油 


EE 
上 
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674 350 707 512 390 51.5 250 
724 36.5 769 540 423 55.1 28.8 


広軌 新幹線 計画 の 1 日 列車 運転 本 数 (片道 ) 
貨物 列車 


hours. Maximum speed for regular expresSs trains 
would be 150 km/h (200 kh with limited express 
trains after electrification of the entire line). A total 
Of 42 one-way passender train runs, and 13 freight 
train runS would be made between Tokyo and 
Osaka dalily, 

The Ministry of Railways 
advocated electrification, but 
only the section between 
TOkyo and Numazu was to 
have trains pulled by electric 
locomotives in consideration 
of the condition of Dower 


道 編 『 鉄 道 技術 発達 史 第 1 扇 (総説) 1958 年 を も と に 作成 


200km/h 未定 
150km/h | 9 時 間 
9 時 間 
11 時 間 
11 時 間 


東京 、 名 古屋 、 大 阪 、 広 島 、 下 関 
東京 、 横 浜 、 静岡 、 名 古屋 、 京 都 、 大 阪 、 神 戸 、 
姫路 、 岡 山 、 広 島 、 下 関 


facilities at the time and 
mihHtary objection on the 
concern ovVer ODeration 
beindg Stopped by attacks on 
wayslde facilities. Other 
Sections were to use steam 
IOocomotives. 


150km/h 
150km/h 
150km/h 


『 建 設 規程 調査 小 幹事 会 記録 』 検討 資料 綴り 1940 年 、 日 本 国有 鉄道 編 『 鉄 道 技術 発達 史 第 1 騙 ( 総 説 及 1958 年 を も と に 作成 


す 7 9 2 ララ? すす 92 ど 5 7 の 


新 寺 線 前 史 2 


E ま 時 戦前 の 新野 線 計画 の 展開 


年 内 聞 鉄道 大 臣 し 。 拓 . 結 PS | 
1930 昭和 5 浜口 雄 幸 東京 神戸 問 に 特急 「 菩 運転 開 始 (所 要 時 間 9 時 


若槻 礼次郎 (第 2 次 ) 
斎藤 実 


柳 条 湖 事 件 (満州 事変 は じ ま る ) 
国際 連盟 脱退 
丹那 トン ネル 完成 に より 東海 道 本 線 御殿 場 経由 か 


吊 
け 
中 
中 


R を 


介し て 長崎 上海 間 航 路 と 連絡 
慮 江橋 事件 (日 中 戦争 は じ ま る ) 
国家 総動員 法 公布 、 陸 上 交通 事業 調整 法 公 布 

朝 鐘 海 内 横断 トン ネル の 実地 踏査 は じ ま る 
鉄道 省 、 企 画 委員 会 内 に 鉄道 幹線 調査 分 科 会 を 設 


新幹線 路線 選定 の た め 地上 ・ 航 空 測量 開始 
新 線路 建設 基準 委員 会 を 開催 、 建 設 基 準 の 検討 
平沼 過 一 朗 前 田 米 蔵 
鉄道 大 臣 の 褒 問 機関 と し て 鉄道 幹線 調査 委員 会 
鉄道 幹線 調査 委員 会 、 路 線 ・ 軌 間 ・ 建 設 ・ 運 行 な ど 
大 臣 官房 に 幹線 調査 課 設置 。 東 海道 - 山 陽 本 線 の 
永井 柳 太郎 第 2 次 世界 大 戦は じ ま る 
鉄道 幹線 調査 委員 会 、 最終 答申 を 鉄道 大 臣 に 提 


第 22 回 鉄道 会 議 に 「 東 京 ・ 下 関 間 幹 線 増設 に 関す 
米内 光政 松野 鶴 平 野 線 調査 課 、 国 有 鉄 道 建設 規程 小 委 員 会 ( 土 事 
第 /5 回 天国 議会 で 東京 ・ 下 関 間 幹 線 増設 工事 巴 


軸 還 国有 鉄道 鉄道 建設 、 同 運転 、 同 信号 規程 改正 委員 
近衛 文 座 ( 第 2 次 ) 日 独 伊 三 国 同盟 調印 


小川 郷 太郎 新 東 山 ト ン ネ ル 上 り 線 意 工 (1944 年 8 月 完成 、 暫 

新 崩 那 トン ネル 意 工 (起工 式 は 1942 年 4 月 、1943 

近衛 文 鷹 (第 3 次 ) 村田 省 基 
日 本 坂 ト ン ネ ル 着 工 (944 年 9 月 8 日 完成 、 暫 定 的 


日 本 軍 、 マレ ー 半 島 上 陸 、 ハ ワイ 真珠 漆 空 本 、 米 英 
八田 宮 明 初 の 海底 トン ネル 、 山陽 本 線 関門 トン ネル 開通 式 、 
東条 英機 旅客 列車 の 大 幅 削 減 実施 、 貨物 列車 大 増発 。「 富 


資材 難 と 労働 力 不 足 の た め 昭 和 18 年 度 を も っ て 
決戦 非常 措置 要綱 に も と づき 、 特急 「 富 士 」 廃 上 
鈴村 太郎 小 日 山 直登 (運輸 大 臣 ) | 舞 条 件 降伏 、 ポ ツ ダム 宣言 受諾 (第 2 次 世界 大 戦 終 


岡田 啓介 


近衛 文 鷹 ( 第 1 次 ) 中 島 知久 平 


避 還 
田 
き 


五島 慶太 (運輸 通信 大 臣 ) 


4. 1 


昭和 20 8.15 


日 本 国有 鉄道 編 「 日 本 国有 鉄道 百年 史 ] 第 11 巻 1973 年 、 同 年 表 1972 年 、 日 本 国有 鉄道 編 | 鉄道 技術 発達 史 」 1958 年 、 日 本 国有 鉄道 東海 道 新幹線 支社 「 東 海道 新幹線 
工事 誌 土木 編 』】1965 年 、 原 田 勝正 鉄道 一 産業 の 昭和 社会 史 8 一 ] 日 本 経済 評論 社 1988 年 、 朝 尾 直弘 ・ 宇 野 俊一 ・ 田 中 丈 角 川 新版 日 本 史 辞 典 」 角 川 書店 1997 年 、 岩 
波 書店 編集 部 編 『 近 代 日 本 総合 年 表 第 四 版 岩波 書店 2001 年 な ど を も と に 作成 


※ 内 閣 は 年 月 日 の 該当 する 時 点 に 存在 し た も の の み を 記し た 
※ 鉄 道 省 は 1943 年 11 月 1 日 運輸 通信 省 に 、1945 年 5 月 19 日 運輸 省 に 
改組 され た 。 
・ 鉄道 の あゆ み 
・ 日 本 の 歴史 
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建設 規程 調査 小 幹事 会 記録 」 
1940 (昭和 15) 年 

鉄道 省 幹 線 調査 課 に 置か れ た 国有 鉄道 
建設 規程 調査 委員 会 ( 小 幹 事 会 ) で の 検 
討 資 料 。 の ち に 技師 長 と し て 新幹線 計画 
を 推進 し た 島 秀雄 技師 が 、 関連 資料 を 文 
書 綴り と し て 保存 し て いた も の 。 


第 つ 章 


ー Chapter 3 


問 ) 


ら 熱 海 経由 と な り ス ピー ドア ッ プ 。 特 女 「 富 士 」 (東京 一 下関 問 ) は 関 釜 航路 を 介し て 釜山 一 新 京 間 の 女 行 「 ひ か り 」 と 、 長 崎 本 線 急行 を 


。 主要 幹線 の 輸送 力 拡充 と 国内 ・ 大 陸 間 の 連絡 輸送 に あたる べき 幹線 鉄道 に つい て 検討 


進め る 

設置 。 東 海道 ・ 山 陽 本 線 の 輸送 力 拡充 問題 を 検討 

詳細 を 検討 する た め 特 別 委員 会 を 設置 。 委 員 長 は 島 安 次 郎 

軸 送 力 拡充 の 調査 と 計画 に 関す る 事項 を 主管 、 新 幹線 計画 の 中 心機 関 と な る 


出 、 東 京 一 下関 間 に 軌 間 1435 mm に よる 広軌 別 線 の 建設 を 答申 。 広軌 新幹線 計画 具体 化 
る 件 ] を 論 問 、 原 案 通 り 茸 成 を える 

会 ) を 設置 。 新幹線 の 建設 基準 、 運 行 計画 、 車 両 設計 等 を 検討 

算 通過 。 昭和 15 年 度 よ り 15 ヶ 年 継続 事業 、 総 額 5 億 5,610 万 円 

会 で 「 東 京 ・ 下 関 問 新 土 線 建設 基準 ] を 審議 ・ 議 決 (翌年 11 月 18 日 制定 ) 


定 的 に 在 米 線 に 使用 ) 

年 1 月 資材 難 こ 労働 力 不定 の た め 工 事 中 止 、 東 口 導 塊 650m ・ 西 口 導 抗 1,.400m 掘 削 ) 

に 在 来 線 に 使用 ) 

に 宣戦 布告 (アジ ア 太 平 洋 戦争 ) 

特 臣 「 富 士 」 を 東京 一 長崎 間 に 延 長 、 戦 時 陸運 非常 体制 実施 

士 」 を の ぞ く 特 急 列車 廃止 

新幹線 工事 中 止 (用 地 買収 区 間 : 約 100km、 工 事 完成 区 間 : 日 本 坂 ト ン ネ ル ・ 新 東山 トン ネル < 在 来 線 改良 工事 と し て 完成 〉、 新 丹那 トン ネル <〈 一 部 〉) 
(特別 交 行 列車 全廃 )、 意 行列 車 の 削減 実施 


結 ) 


ーー 層 休 科 人 MI 1 に は. 】 


イ ま ー 日 見 大 す 彰 上 よ 6 
る S ^ 人 ae 二 い ザ れ 永 
きす 黄 く 六 修 5 委 と 大 そら 年 。 きき ず 生 寺 生 w ん *' る @ 可 証 ビ 
か ああ 妙 + ま # を 村 MM まき い & る 表 人 生 て 久居 刀 調和 八 
栓 全 の 新 る 等 科 用 訪 0 上 上 尊 の 逢 時 = で だ を 間 キ K 電 玉 時 ーー 
用 : 8 c 家村 得 各地 〇 訂 電 本 4 を 者 る 採 は 生 全 本 * v 
健 k 此 ド 倫 も の 要 上 補 昌 “ ュ RE 間 誰 割 ま oh ヽ 
> の ま 「 仙 党 氷 放電 放 た MK 施 し 9 を KM を っ n 靖 0 
千 計 寺 る 誠 克 た 埋 呈 用 郊 の 放す 周三 呈 て と FR 具 
倫 の を 重 < す 了 電電 っ す 章 【 の 答 3 生生 回 移 を R 
3 3 り 4 と 世 で て る 拓本 と る 困 換 導 河 ポ の | 憶 引 を 
> 近 。 介 立 " 同 は て よ も 衝 A エ 0 表 半 贅 RR 人 室 衣 ら た 屋 こ 間 』 
| の 開 を た 名 は 半 の * 事 竹 午 : 情 今 東 く 9 普 
ls 和 民 さ 本 * 終 旦 衣 無人 な ボ が 許 項 す ょ 
kT に 坪 の 事 着 夏 の! も きす を 5 
> 剖 を 則 。 捉 質 。 は は 剖 氏 。 で  G 背 奉 衝 ら 史 
円 あい 記 _ 甘 宜 ゅ の 到 僚 渡 疫 を 交 1 交 
本 半 谷 た し ] も る を か を 息 6% 過多 語 』 
和則 立 ] 本 A モ 共和 示 朋 区 ニー | 書 1 を 旧 生れ 玲 討 和夫 半 
EE の つもり 1 ニー トト も かい いや VS s 拓 い TE fN 芽 意 前 て 本 討 導 
暫 沢 者 二 す 半 中井 名 き し で ょ が 因 省 C 秋生 
s 到 の | き : 伯 ・ 放 区 
人 了 | すす せ 全 ます すす 講 1 て * る まく ま 表 SW 新 
を 拓 は も | 3 き 5kB 
1 つ よ 21 琴 人 き が 表 
空 と | 叶 まき 0 テ し 矯 過 れ 貸 @ す 幹 
| 開  ] 1 な ま 
le 3 の ・ | 明 電 者 で 2 で る を る oe に | | 
| 1 1 - 9 : ) 答 た 困 で セ 1 了 t 拓 まま 
1 伺 健 胃 る ン ン ご ン 表 まる * きえ 店 塊 人 
中 奏 記 隊 定 罰 新 慎 で 人 結 も ) る 人 1 1 - 3 
も た ち てく の で 区 導 還 休み を 御 ) 衣 の 雷 沿 の 8Z 2 1 細 0 ほ は 
9 きき きき に HEI 放 IEEEN ン ュ ほ 
k 導 も も 只 “人 W の 計 約 矯 恋 ーー い 8 FSS 
を す を 人 敵 か 抽 肌 且 3 eo 和 0 ミ 時 MMii 
は 計 錦 年 電 利 恋 釘 民 は 困 骨 本 支 の 訳 暫 導 3 0 3 
5 バ ん omk2 人 5 でき 邊 る Ss まき 2 きす 9zsz2 違 1 おお ! 
w し 7 人 葉 [本 生 』 で 9 * 栓 3 和 w 
認 の 人 1 を 恒 9 交 る 代 及 まな 旗 時 年 は 計 痢 供 較 培 が も ル \ に すす すす. 還 | 時 ws ほ 
た 濾 が 褒 守 こら 次 具 よ ー 多 区 か くる 枯 を 昌和 時 議 隊 1 寺 S 内 相 1 くま ンー2We こ へ へ 、 3 と 
人 全 は 計 で たる ッ タ 理 い 本 相 志和 7 計 江 上 関 還 : 湯 拓 * 電 寺 (3 あか きま に ッッ ン ン ン NS 【 
贅 名 放 の 入村 雪 を YY を で G て いつ 放さ 表 電 背 イ 且 放 ま 上 ホ 状 擬 た す 嘩 ーー さき 4 は ます まあ / へ ヽ 
し 妊 事 衣 4 炎 交 ド 舟 る 0 大 で の きる 2 1 還る : 4 慌 時 だ だ いも に 
人 直 て 事 1 M S 詩 1 【 肝 ( らき と 
ネス 栖 山 な し と たろ が て は 革 子 庶 8 と の し % 。 人 ょ 介 きる 35 まま きき さき 
も 失 衣 較 で に 多 一 仁 衣 を 基 林 き の * と で の を 没 閣 まき 日 絆 衝 人 
ぬれ す 桂 で みっ を < 活 て 拉 代 俺 舞 も 的 まる 尊 き 由 拓 エメ 四 上條 人 内 1 も た 条 ま を を 
と た た ご 本 み 義 トド エ の 入り の は る の ド ぁ 是 義 本当 の まい ま すま ニー ジー 人 を 2 よさ を る 
導 友和 導 株 5 AS SE RI 人 二 ょ [4 で  " 幹 箕 ょ まさ S き 千 
AN AIP も 信 導 由 加 由 分 きき は 攻 閉 に 3 ず 細 記 し の 作 で て ニニ ニニ ーー 
人 披 。 g 血 NIIS 自 
を と ト 
人 合 き 寺 
c 3) 


佐藤 中 三郎 「 東 京 一 下関 間 広 軌 新幹線 に 就 い て 」 


1941 (昭和 16) 年 


広軌 新幹線 計画 を 一 般 向け に 紹介 し た 雑誌 記事 。 


新 丹 那 陸 道 工事 始ま 
情報 局 編 「 写 真 週 報 ] 還 ら 生 朱 の 
1942 (昭和 17) 年 


トン ネル 工事 が 開始 され た 広軌 新幹線 計画 を 紹介 。 の ち に 新幹線 総局 
長 と し て 新幹線 建設 の 指揮 を 取っ た 大 五 重 成 技師 が 紹介 記事 を 執筆 。 


す 7 9 うろ タ 侵す 92 ど 5 


新野 線 前 史 2 


j 決ま ら な か っ た 始発 駅 


広軌 新幹線 計画 の 路線 計画 に お いて も っ と も 
重要 な 問題 は 、 東 京 側 の 始発 駅 を どこ に 思 く 
か 、 と いう こと だ っ た 。 単に 乗客 の 便利 さや 連 
絡 交通 機関 と の 関係 だ け で な く 、 時 代 を 反映 し 
て 防空 上 の 検討 、 都 市 機能 の 分 散 、 天 旦 ・ 旦 
后 の 行幸 啓 の 利便 な ど さ ま ざま な 条件 を 考慮 
し つつ 議論 が 重ね られ た 。 そ の 結果 、 東 京 駅 
併設 案 、 市 ヶ 谷 、 新宿 、 高 井戸 の 4 案 が 有力 視 
され 、 路 線 長き さ 、 勾 配 、 最 小曲 線 半径 、 ト ン 
ネル や 高架 、 橋 染 の 数 、 工 事 費 、 そ し て 貨物 
施設 や 客車 操車 場 の 位置 と の 兼ね 合い な ど 、 さ 
ま ざ ま な 観点 か ら 検 討 が 行わ れ た 。 

東京 駅 併設 案 は 、 現 在 の 新幹線 ホー ム と ほぼ 
同じ 位置 に 駅 施設 を 新設 し よう と いう 案 だ っ 
こ 。 旅客 輸送 上 か ら は も っ と も 優れ て いた が 、 
設計 ・ 施 工 が 困難 な うえ に 工費 も 高く 、 さ ら に 
日 本 の 政治 経済 機能 が 集中 し た 地域 に ある た 
め 、 防 空 上 大 き な 問題 が あっ た 。 新宿 案 で は 
用 地 確 保 の た めす で に 形成 され て いる 筐 華 街 ・ 
市 街 地 を 買収 し な けれ ば な ら ず 、 設 計 ・ 施 工 が 
難し く 工 費 も 高く 、 繁 華 街 を 控え た 立地 は 防空 
上 も 難点 が あっ た 。 高 井戸 案 は 用 地 買 収 ・ 設 


『 車両 計画 


東京 一 大 阪 間 4 時 間 30 分 、 東京 一 下関 間 9 時 
間 運 転 を 実現 さき させ る た め 、 そ れ ま で の 狭軌 の 技 
術 水 準 を 大 きく 上 回 る 性 能 の 機関 車 が 計画 さ 
れ た 。 蒸気 機関 車 は 旅客 朋 と し て 長編 成 用 ・ 短 
編成 用 の 2 形式 、 貨 物 用 1 形式 、 入 換 用 2 形式 
が 計画 され た 。 特 に 旅客 月 の HD53 形 は 流 線 
形 の カバ ー を 取り 付け 、 動 輪 直径 2.300mm、 全 
長 は 30.15m と いう 巨大 な 機関 車 で 、 世 界 的 に も 
例 が 少な い 大 型 動輪 で 150km /h を 実現 させ よ 
うと いう も の だ っ た 。 当時 イギリス の 機関 車 と 
世界 最高 速度 を 競い 合っ た ドイ ツ の 05 形 に 男 
を と っ た も の と 言わ れる が 、 技 術 的 に は 未経験 
の 水準 の 性 能 を 狙っ て お り 、 果 た し て 当時 の 日 
本 の 鉄道 の 技術 力 ・ 工 業 生産 力 で 実現 が 可能 
だ っ た の か 疑問 と する 意見 も ある 。 

電気 機関 車 は 旅客 用 と し て 高速 用 低速 用 の 
2 形式 、 貨 物 用 に 1 形式 が 計画 され た 。 高 速 用 
の HEH50 形 は 最高 速度 200km /h で 計画 され 
た 。 直流 3.000V と いう 在 来 線 の 2 倍 の 大 電圧 
の 使用 を 前 提 と し た が 、 構 造 や 動力 伝達 装置 
制御 方 式 は 在 来 線 の 電気 機関 車 と 変わ り が な 
く 、 ど の 程度 の 性 能 的 な 飛躍 を 果たす こと が で 


計 ・ 施 工 と も 容易 で 工費 も 安く 、 重 要 な 都市 機 
能 も 少な いた め 防 空 上 の 問題 も 少な か っ た 。 し 
か し 都心 部 か ら 離 れ て 不便 で あり 、 都 心 部 と 結 
ぶ 交 通 機関 を 整備 し な けれ ば な ら な か っ た 。 こ 
れ に 対し 市 ヶ 谷 案 は 、 旅 客 輸送 上 の 利便 、 都 
市 計画 や 防 宅 上 の 問題 、 旦 居 か ら の 距離 、 設 
計 ・ 施 工 の 難易 、 工 費 の 大 小 等 、 ど れ を と っ て 
も 有利 と され た 。 ル ー ト と し て は 多摩 川 を 渡っ た 
と ころ か ら 地 下 へ 入り 、 そ の まま トン ネル で 進ん 
で 外 漂 を 埋め 立て て 新設 する 駅 へ いた る も の 
ご し が だ 。 

こう し て 市 ヶ 谷 案 が も っ と も 有利 と され た が 、 始 
発 駅 を 決定 する に は 政治 経済 的 な 影響 が 大 き 
いう え 利 害 関係 の 調整 が 難し く 、 最後 まで 決定 
を 見 な いま ま 計 画 中 止 と な っ て し まっ た 。 


Undecided Departure Station 


The location of the departure station in Tokyo was 
of greatest importance in the route plan. 
DiscusSsion progressed taking Into consideration a 
variety Of conditions such as ease Of connection to 
other forms of transport, air defense, and 


きた か は 、 机 定 的 に と ら え る 意見 も ある 。 

また 、 客 車 は 全長 25m、 幅 は 3.4m と 現在 の 
新幹線 に 近い 大 き さ で 、 流 線形 の カバ ー を つけ 
る こと に し 、 空 気 調和 装置 (エア コン ) の 完備 
し た も の と し て 計画 され た 。 

この よう に 、 車両 計画 は それ まで の 狭軌 時 代 
の も の と は 一 線 を 画 し 、 当 時 の 世界 の 鉄道 で も 
最高 レベ ル の 性 能 を ね ら っ て 計画 ・ 検 討 が 進め 
られ た 。 ま た 、 実 際 に 広軌 の 線路 を 敷設 し て 車 
両 を 走ら せる 試験 を 実施 する た め に 、 浜 松 付近 
に 試験 線 を 建設 する こと も 計画 され て いた 。 し 
か し こう し た 計画 も 戦争 の 激化 の た め 、 つ い に 
実現 せ ず に 終わ っ た 。 


Rolling Stock Plan 


In advance of the "bullet train", locomotives with 
technologies far above those of conventional 
narrOWw daude Were Dlanned. 「wo models of 
passender train steam locomotives Were 
planned?one for long and one for short train 
sets?along wtth one model for freight trains, and 
two models for Shunting. The HD53 for passenger 


Convenient access for imperial travel. As a result of 
those discussionSs, Candidates were narrOwed to 
four locations: Tokyo station, Ichigaya, Shinjuku, 
8nd Takaido. 

The proposal to add the “bullet train” station to 
Tokyo station had the lines at almost the same 
location as the current Shinkansen platforms. 
While that location was ideal jn terms of passender 
transpot, there were difficulties In terms of design, 
construction and cost. And as it was at the center 
Of government and economy, air defense Droved to 
be a malor ISSue. Locating the station at Shinjuku 
would require Durchase of land such as the 
Commercial district, and there were diffculties in 
terms of deslgn, construction, COst, and alir 
defense. 「akaido was Superior in terms of land 
purchase, desIgn, Construction and air defense, 
but it would require Construction of means of 
transport to the city centre. lchigaya proved to be 
advantageous jn all aspects including distance 
from the Imperial Palace with a route connectind 
the new station by underground tunnel from the 
banks of the Tama River 

While political and economic Impact would be 
dfeat, Coordinating amondg the variouSs interests 
was dificult. And the station location was never 
decided before the project was SCraDDed. 


trains in Darticular would be an enormous 
locomotive with streammlned covers and large drive 
wheels, having a target speed for 150knyh. lt was 
sald to be modelled on the German 05, the fastest 
Iin the world, but the whether the technologically 
unDrecedented performance could De achieved jn 
Japan at the time IS In doubt. 

Two models of electric locomotives were Dlanned!, 
one for high speed and another for Iow speed, 
along wth one model for freight trains. The high- 
Speed HEH50 was supposed to have a maximum 
SDeed Of 200 km/h. It was to use DC 3,000 
volts?double that of conventional Ines?Dut it was 
not greatly different from conventional line trains in 
termSs Of structure, equiprment, and control 
methnod, making some experts pessimistic aDout 
how much performance could have been 
enhanced. 

The passenger Car Sizes were Close to those of 
modern Shinkansen Cars and were designed to 
have strearmlined Covers and air Conditionind. 

As demonstrated here, the highest levels of 
performance were DurSued in roOling stock plans. 
There were plans for running tests to be 
performed, but those were never achieved due tO 
the escalating war situation. 
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| 建設 規程 調査 小 幹事 会 
1940( 昭 和 15) 年 


全長 30.15m、 直 径 2.300mm の 動輪 4 
軸 と いう 超大 型 の 旅客 用 蒸気 機関 車 。 
島 秀 雄 技師 の 提案 に よる 。 
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| 建設 規程 調査 小 幹 事 会 記録 」 


1940( 昭 和 15) 年 


HD53 形 を 動輪 3 軸 と し た 旅客 用 
機関 車 。 最高 速度 150km /h を ね 
ら っ た 設計 。 | 大 に 症 * 胡 > 贅 ) 
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| 建設 規程 調査 小 幹 事 会 記録 | 
1940 (昭和 15) 年 


電化 区 間 で の 使用 を 計画 し た 高速 用 
機関 車 。 直流 3000V で 最高 速度 210 
km /h を ね ら っ た 設計 。 


新幹線 前 史 2 


広軌 新幹線 の 蒸気 機関 車 ・ 


電気 機関 車 の 概要 


: 当館 ヒス トリ ー ゾ ー ン 展示 車両 


水 タ ング 容量 | 燃 


本 TFT 動 馬上 重量 = 
1 人 (運転 整備 時 ) (運転 整備 時 ) 


12.600kg 
11.360kg 


日 本 国有 鉄道 編 「 鉄 道 技術 発達 史 第 1 篇 (総説 )」 1958 年 、 日 本 国有 鉄道 工作 局 「 国 鉄 車両 諸 元 一 覧 表 ( 昭 和 46 年 版 )」 197 1 年 、JTB パブ リッ シン グ 発 行 4J の 国鉄 車両 ]2007 年 を も と に 作成 


) 地名 に な っ た 「 新 野 線 」 


静岡 県 田方 郡 画 南 町 に は 「 新 幹線] と いう 
字 名 (地元 で は 「 区 」 と 通称 ) が あり 、 国 土地 
理 院 発行 の 2 万 5000 分 の 1 地形 図 三島 」 に も 
その 名 が 記さ れ て いる 。 戦前 の 広軌 新幹線 計 
画 の 新 丹 那 ト ン ネ ル の 工事 に 従事 する 工事 関 
係 者 の 住宅 が ここ に 建設 され ん 、 そ れ が ひと つの 
集落 を 形成 する に いた っ た 。 そ し て 正式 地名 と 
し て 「 新 幹線 ] の 字 名 が つけ られ た と いう 。 

新 凡 那 ト ン ネ ル の 延長 は 7959m で 、 新 幹線 
計画 の な か で も 最長 が 予想 され る トン ネル の た 
め 早 期 に 工事 着手 する こと に し た 。 し か し 在 来 
線 の 丹那 トン ネル が 約 17 年 も の 工期 を 要 し た 
難 工事 だ っ た た め 、 慎 重 に 地質 調査 ・ 工 法 の 
0 10EIRH 1941 (昭和 16) 年 8 月 に 準 
備 工 事 に 入り 、 翌 年 4 月 に 起工 式 が 行わ れ た 。 
鉄道 トン ネル で は 初め て 経験 する 大 型 断 面 の 
も の で 、 東 口 導 玉 は 約 650m、 西 口 導 寺 は 約 
1 400m まで 進ん だ と ころ で 、 戦 争 の た め 工 事 は 
中 止 さ れ た 。 し か し 、 導 基 は 放棄 さん れる こと な 
く 保守 を 続け て 維持 され 、 東 海道 新幹線 の 工 
事 は この 地点 か ら 再 開 さ れ た 。 

新幹線 区 に は 「 新 幹線 公民 館 」 や | 幹線 上 」 
「 幹 線 下 ] と いう バス 停 が あり 、「 新幹線 ] を 種 
する 全国 唯一 の 珍し い 地名 は すっ か り 定 着 し 、 
「 新 幹線 ] の 名 称 が 戦前 か ら す で に 使用 され て 
いた こと 、 工 事 着手 され 具体 的 な 動き の 見 られ 
た “弾丸 列車 " の 名 残 を 今 に 伝 えて いる 。 


Shinkansen”" as a 
geographical name 


There is an area called “Shinkansen” in Kannaml 
town, Tagata County, Shizuoka prefecture. 「hat 
stems from a settlement where workers on the 
Shintanna tunnel for the prewar broad gaude 
Shinkansen project lived. 

The planned length of the tunnel was 7,959 m, the 
longest in the plan, so an early start to 
construction was needed. Care was taken in 


ce 
の 


新幹線 公 * 民 通 2009( 平 成 21) 年 7 月 3 日 


と 軒 。 
| 。 Fuebe kndeene 回 


geologic surveySs, 8S Construction of the nearby 
Tanna tunnel for conventional lines had proven 
dificult. Construction started in 1942 but was later 
stopped due to the escalating war situation. 
Maintenance of the pilot tunnel, however, waSs 
Continued, so construction could be restarted 
where it was left off in the Tokaido Shinkansen 


幹線 下 バ ス 停 と 
新幹線 区 の 町 並み 
2009 (平成 21) 年 
7 月 3 日 


COnstructiOon. 

In the Shinkansen area, the name has stuck with 
there being a "Shinkansen public hal" and "Below 
Shinkansen" and "Above Shinkansen" bus stopS. 
Remnants of the Shinkansen narme used even 
before the war and "bullet train" thus lve on even 
today, 


新野 線 を 見 送る 子供 た ち 
1964( 昭 和 39) 年 10 月 東京 


2 「 202c699 半 99999 


MNONSR RE SN 39 草 半 3 信二 
る すす 間 了 BA の 7 人 WW 打 /0m ア 


と ウム yg マテ 


3 時 


Chapter 4 


東海 道 新幹線 の 建設 と 開業 Senmpceynsm 


東海 道 本 線 の 行き 詰まり 一 打開 策 は 広軌 別 線 一 Tokaido Shinkansen 


太平 洋 戦争 の 終結 後 、 国 鉄 は 老朽 化し た 設備 を 酷使 し な が ら 復興 期 の 輸送 USE 
/ 『 is 内 { Ith te B 
を 支え を まし た 。 や が て 朝鮮 戦争 を 契機 と し て 経済 再建 が 軌道 に 乗り 、 旅 客 ・ 3 
貨物 の 輸送 量 が 急速 に 増加 し は じ め ま す 。 な か で も 東海 道 ベ ルト 地 淀 を 結ぶ While measures were being taken to increase 
半生 0 た た = の 市 人 っ さ 中 > 7 tranSsport capacity with narrow qaude, miltary 
東海 道 本 株 は 、 毎年 66 の ペ 0 で 輸送 量 カ 項 え 続 け 、 1356 ( 賠 和 31) 年 の 下 transport increased with the outbreak of the Russo- 
階 で すでに 輸送 力 が 飲 和 状態 に 達し て お り 、 今 後 輸送 力 増強 を 行わ な けれ ば 、 Japanese War. The Tokaido main Iine thus began to 
い S 来 っ い a ミ コリ テア 上 see ItS limitS to capacity being reached. 人 t was in 
和 近い 将来 に 限界 に 達 す る こと が 明らか に な っ て きま し た 。 tne midst of that situation that a new line-increase 
NII 国鉄 内 部 に 東海 道 線 増 強調 査 会 が 設け らら 。、 だ の ② の よ の な 形 で 線路 inttiative dot underway, 
増 設 を 行 和 て 輸送 力 を 強化 す 史 か 検討 が 行わ れ また 。 こ の 時 狭軌 の 款 畔 現 The Ministry of Railways put together a rough line- 
_- _- _- incfeaSe DfOposal at the end of 1938. In July of the 
在線 に 併設 レ て 複 々 線 e す る 案 (狭軌 併設 、 別 ルー ト で 和 複 株 を 増設 す る 条 following year, a plan was created to lay a new 
(狭軌 別 線 ) な ど 、 様 々 な 案 が 検討 きれ まし た が 、 当 時 の 十 河 信二 国鉄 総 赤 と ll 
し まひ で お _ー Tokyo and Shimonoseki that would connect those 
島 秀 雄 技師 長 は 、 こ オ ル ま で の 鉄道 技術 を 集大成 し て 理想 的 な 鉄道 シ ステ ム を cities in less than 12 hours, based on the proposal 
構築 し 、 将来 に わた る 発展 可能 性 を 持 た せる た め に は 、 ま っ た く 新 し い 鉄 道 review by the railway trunk Iine survey committee, 
_ 、、 1 、 5 an advisory committee to the Railway Minister. After 
を 建設 す の に る が 必要 で あ の の 基 え に 立つ て 広軌 (標準 軌 ) 別 線 に よる 新 tne passing Of a railway comrmittee resolution, the 
線 を 建設 し 、 電 車 方 式 に よる 高速 列車 を 走ら せ て 飛 虫 的 な 輸送 力 の 増強 を は Imperial Diet approved the 15-year plan with a 
東海 道 本 線 旅客 ・ 貨 物 輸送 量 の 推移 東海 道 広軌 新幹線 の 輸送 速度 


187 


( 
195 1( 昭 和 26) 
1952( 昭 和 27) 
1953( 昭 和 28) 生還 還 95 計 NN 。。 120 II 
1954( 昭 和 29) 四 議 還 還 2 
1955( 昭 和 30) 還 還 | 
1956( 昭 和 31) 軸 滞 還 2BEE 

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 


1957 パ 昭和 32) | 241 1 

1958( 昭 和 33) | 254 | 

1959( 星 和 34) | 279 1 

1960( 曲 和 35) | 308 

1961 晶 和 36)」 333 0 | 

1962( 昭 和 37 

1963( 昭 和 38) “ 「 、 
※ 輸送 人 キロ は 旅 容 の 数 に 乗車 し た 距離 を 掛け た も の 輸送 トン キロ は 貨物 の トン 数 に 輸送 し た 距離 を 掛け た も の !。 5 時 間 30 分 。  ! 


8| 


日 本 国有 鉄道 編 「 東 海道 広軌 新幹線 」 1959 年 、 同 鉄道 統計 資料 』 各 年 度 を も と に 作成 ーー ーーーーーーー 


日 本 国有 鉄道 編 『 東 海道 広軌 新幹線 」 1959 年 を も と に 作成 


7 9 5 ら 5 プラ?796 2 25 


東海 道 新幹線 の 建設 と 開業 


グ 0 


東海 道 本 線 昭和 31 年 、37 年 、50 年 の 列車 回 数 と 列車 設定 能力 


交 回 司 


_ 5 生計 画 完成 時 (昭和 36 年 ) '! 」 


人 5 本 


日 本 国有 鉄道 編 『 東 海道 広軌 新幹線 』 1959 年 を も と に 作成 


0 の つと し まし て 。 
し か し 、 当 時 の 国鉄 内 部 に は 狭 輸 に よる 線 増 で 現在 線 と 一 体 的 に 運行 し よ 
うと の 意見 が 強く 、 さ ら に 鉄道 は 邊 動車 や 航空 機 に 取っ て 代わ られ 、 輸 送 の 
座 か ら 転 落す る と する 鉄道 斜陽 諭 を 唱え る 識者 も 多く 、 内 外 か ら 反 対 
の 声 が 上 が り ま し た 。 け れ ど も 1957 (昭和 32) 年 5 月 に 鉄道 技術 研究 所 ( 現 ・ 
鉄道 技術 総合 研究 所 ) が 創立 50 周 年 を 記念 し て 開催 し た 講演 会 で 、 東 京 一 大 
阪 間 を 3 時 間 で 結ぶ こと が 可能 で ある こと を 発表 し て 大 き な セ ン セ ーション 
を 起こ す な ど 、 粘 り 悪 く 各 方 面 へ の 説得 を 続け まし た 。 
そし て 、 運輸 省 内 に 設け られ た 日 本 国有 鉄道 幹線 調査 会 が 、 1958 (昭和 33) 
年 7 月 に 、 東 海道 に 広軌 別 線 に よる 新規 路線 の 建設 を 、 あ ら ゆ る 施策 に 先行 
し て 強力 に 推進 する べき と の 答申 を 行い まし た 。 こ れ に も と づき 同年 12 月 に 
交通 関係 閣僚 協議 会 が 東海 道 新幹線 の 早期 着工 を 決議 し 、 閣 議 承 認 が えら れ 


まし た 。 剛 1959 (昭和 34) 年 3 月 に 国会 で 建設 予算 が 承認 され 、4 月 に は 運輸 
大 臣 に よっ て 建設 工事 が 認可 きれ 、4 月 20 日 に は 新 丹 那 ト ン ネ ル 熱 海口 で 東 


海道 新幹線 の 起工 式 が 行わ れ ま し た 。 


狭軌 ・ 広 軌 各 楽 の 比較 (1958 年 当時 ) 


budget of 556.1 million yen in March 1940. 

The broad gauge Shinkansen, also called the 
"bullet train", was to construct a through transport 
SySterm to and across the Asian continent. Railway 
officials achieved the renovation to broad gauge all 
at once taking into consideration also the strong 
jntentions of the miltary to enhance readiness for 
8l-Out war 

Construction started in 1941 but was stopped jn 
1943 due to a downturn of the tides of war. 
However, "bullet train” heritage such as much Of the 
specifications being considered at the time, 
Durchased land, and driled tunnels was passed 
down to and employed in the Tokaido Shinkansen 
construction.「hanks to that heritage, the Tokaido 
Shinkansen could be completed in just four and a 
half years. 


到達 時 分 (人族 各 剤 
線路 使用 方 法 


新 | 線路 総 合 輸送 
(片道 運転 回 数 ) 


孤 " 間 ・- 下 月 
土地 買収 の 困難 性 | 大 


車両 共通 運用 
ピギー バッ ク 利 用 
大 阪 以 速 の 旅客 
電 化 方 式 
al 期 
費 
車 両 費 


556km 
現行 各駅 (122 駅 ) 
東京 駅 大 阪 駅 


_ 400m 


10/1000(10%) 
120kmh 

約 6 時 間 30 分 
急行 ・ 緩行 別 に する 


300 て 310 回 / 日 
(現在 線 : 180 回 / 日 + 新 線 :120 て 130 回 / 日 ) 


可能 
で き な い 
乗換 な し 

直流 1.500V 

7 年 位 

2,500 億 円 を 下 ら ず 


約 500km 

主要 駅 

東京 駅 て 大 阪 駅 

1.500m 

10/1000(10%。) 

①120km/h ②150km/h ※ 高 速 列車 運転 、 輸 送 力 減 
①6 時 間 30 分 ② 4 時 間 30 分 

新 線 : 急 直行 (旅客 貨物 と も ) 


300 て 310 回 / 日 (現在 線 : 180 回 / 日 、 新 線 :120 て 130 回 / 日 
※ 客 貨 と も 狂 軌 張 付 と 同じ 速度 と し た 場合 


250 て 280 回 / 日 ( 央 な 析 180 回 / 日 、 新 線 :100 な いし は 70 回 日) 

| ※ 貨 物 別 車 を 夜間 の が 運転:100 回 、 同 列車 尽 間 も 運転 :70 回 " " 

三 案 と も 大 略 同じ 0 
(現在 線 沿 ) 線 は 人 口 密集 ) 小 ー 


多 (現在 線 約 1.100 信 所 ) | な し 上 U… | 4 


の 1 
100 億 円 


* 本 表 は 日 本 国有 鉄道 幹線 調査 会 第 1 分 科 会 で の 検討 結果 を まとめ た も の 


約 500km 
_ 主要 駅 


東京 大阪 
2.500m 


250km/h 


約 3 時 間 


新 線 : 急 直行 ( 放 容 作 と も 


330 回 / 日 
(現在 線 :180 回 / 日 + 新 線 :150 回 日 


※ 狼 軌 換算 375 回 / 日 


な し 

不可 能 

で きる 

乗換 あり 
交流 20.000V 

約 5 年 

1.625.4 億 円 

100 億 円 


日 本 国有 鉄道 発行 『 東 海道 新幹線 計画 資料 』 1958 年 9 月 、 同 東海 道 新 幹線 支社 発行 『 東 海道 新幹線 工事 誌 土木 編 』」 1965 年 
角 本 良平 『 東 海道 新幹線 」 中 央 公論 社 1964 年 を も と に 作成 


Chapter 4 


東海 道 新 寺 線路 線 図 


東海 道 新幹線 路線 図 


ーeー 新 幹線 と 駅 


在 来 の 東海 道 本 線 関ヶ原 トン ネル 記 


浦原 トン ネル 


Mk _ 由比 トン ネル 


mu 


呈 興津 トン ネル 
6 岡崎 
9 孤 ト ン ネ ル 計 


月 本 良平 東海道 新 幹線 』 中 央 公論 社 1964 年 を も と に 作成 


こう し て 、 多 く の 反 対 に も か か わら ず 、 将 来 の 鉄道 の あり 方 を 見 越し た 十 
河 総裁 や 島 技 師長 の 強い リー ダー シッ プ に より 東海 道 新幹線 の 建設 は 決定 
し 、 つ い に 着 工 に いた り ま し た 。 明 治 中 期 以来 何 度 も 挫折 を 繰り 返し て きた 
広軌 鉄道 建設 の 夢 は 、 こ こ に 実現 へ 向け て 第 一 歩 を 踏み 出し た の で す 。 


" 夢 の 超 特急 "走る ! 


こう し て 新幹線 建設 に 向け た 体制 が 急速 
地 買収 ・ 車 両 や 各種 施設 の た め の 技 術 開 発 
きま し 。 

路線 計画 は 、 戦 前 の 弾丸 列車 計画 を 引き 継い で ルー ト が 設定 され 、 東 京 側 
の 起点 は 東京 駅 八重 洲 口 、 大 阪 側 は 将来 の 延伸 を 考慮 し て 淀川 北岸 の 新 大 阪 
と され まし た 。 戦 前 に は 全線 の 約 20% の 用 地 を 買収 し て お り 、 す で に 完成 し 
て いた 日 本 坂 ト ン ネ ル 、 途 中 まで 建設 され て いた 新 丹 那 ト ン ネ ル と あわ せ 、 
弾丸 列車 の 遺産 が 新幹線 建設 に と っ て 大 き な 助 け と な り ま し た 。 ま た 軌間 は 
1435mm、 運 転 方 式 は 交流 電化 方 式 に よる 全線 電車 運転 、 最 高速 度 は 210km /h、 
全線 立体 交差 の 路線 は 高速 運転 に 適し た 曲線 ・ 勾 配 と し 、ATC (自動 列車 制 
御 装置 )、CTC (列車 集中 制御 装置 ) 等 が 採用 され まし た 。 

この よう に 路線 計画 や 建設 基準 は 、 戦 前 の 弾丸 列車 計画 の 際 に 検討 され た 
デー タ の 多く が 活用 きれ まし た 。 そ れ に 加え て 、 技 術 的 に は 戦後 すぐ か ら 継 
続 し て 研究 し て いた 台車 振動 の 研究 や 、 繰 り 返 し 行っ た 高速 度 試験 の 成果 な 
ど 、 長 年 に わた り 研 究 ・ 試 験 を 重ね 、 在 来 線 で 実用 化し て 信頼 性 を も っ た も 
の ば か り で 、 こ うし た 在 来 技術 の 積み 重ね が 世界 初 の 200km /h 超 で の 営業 運 
転 を 実現 きせ た の で す 。 

と ころ で 、 新 幹線 建設 工事 は 5 年 に わた る 長期 プロ ジェ クト で 、 建設 資 金 
の 安定 的 な 確保 に 不安 が あり まし た 。 そ こ で 国連 の 専門 機関 の ひと つ で 、 


整え られ 、 建 設 規 程 の 制定 ・ 用 
時 "iR 


展 途 上 国 や 戦争 で 療 幣 し た 国 の 復興 を 助け る た め に 、 低 利 の 資 和 
国際 復興 開発 銀行 (世界 銀行 ) に 借款 を 申し 込み 、8000 万 ドル ( 約 288 億 円 ) 
の 借款 契約 を 結び ま し た 。 世界 銀 行 の 借款 を 受け る に は 政府 に よる 完成 保証 


が 必要 で あり 、 借 款 の 成立 は 資金 面 で の 強力 な 裏づけ を える こと に な り ま し 


The "Super Express Of Dreams" Runsi 


Formation of a framework for the project, Durchase 
of land, and technical development and testing 
Droceeded at arapid Dace towards construction. 
The prewar plan was assumed, and the route 
between 「okyo and Shin-Osaka finalised. 
Completed and partially completed tunnels were 
SOrme Of the assets inherited from the prewar Dullet 
traIn project. About 20% of the land required had 
also already Deen Durchased, greatly contriDuting 
to the pace Of construction. Electric motor units 
DOwered by alternatng Current would operate at 
210 krm/h maximum speed on the full length of the 
line In 435 mm broad gauge. 「he entire jine 
would also employ grade separation, curves and 
qradients appropriate for high-speed operation, 
Automatic Train Control (ATO), and Centralised 
Traffic Control (CTO). 

In addition to the inherited prewar assets, vibration 
feSearch and high-speed tests of the Shinkansen 
bodgie were Conducted and verification tests 
fepeated on the conventional lines establlshed a 
technical foundation. The end result was 
achievement of the worlds first train that could be 
put into commercial Operation at over 200 krmyh. 
Stable supply Of funds for the five-year construction 
plan was 8 COncern. Although a government- 
backed approx. $80 milion (28.8 bilion yen) loan 
from the International Bank for Reconstruction and 
Development (World Bank) gave strong suDport for 
Continuation of the project, increases In Cost of 
qoods and land, changes to the line and other 
factors almost doubled construction _ expenses. 
JNR president Sogo and head of engineering 
Shima were forced to leave JNR in 1963 to take 
「eSDonSibllity for the jncrease in construction cost. 
After many twists and turns, the "Super exDreSSs Of 
dreams” started to run between Tokyo and Shin- 
Osaka on Oct. 1, 1964, just before the opening of 
the Iokyo Olympic Games. It made the most of its 
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東海 道 新幹線 ・ 在 来 線 の 旅客 輸送 量 の 推定 と 実績 、 貨 物 輸送 量 実 績 


旅客 輸送 量 推定 (1957 年 時 点 ) 


1964( 昭 和 39) 28 | 上 20 上 | | 386(231) | 425 | 
1965( 昭 和 40) 355( 
| 330( 


325(146) | 504 | 
17(145) | 527 | 34 


1966( 昭 和 41 
1967 昭 和 42 
1968( 昭 和 43 


1970( 昭 和 45 
1971( 昭 和 46 
1972( 昭 和 47 “ 
1973( 昭 和 48) _ | 279(113) 還 還 90 
1974( 昭 和 49) | 193 | 122 | 315 | 346 | 28922)| 635 | . 


291(133) | 559 
280( 
( 


( 

( 

( ) 

( ) 

( ) 
1969( 昭 和 44) 

( ) 

( ) 

( ) 

( 

( 


| 1975( 昭 和 50) | ー-(103)*3 


※\1 : 定期 外 は 含ま ず ※ 旅客 輸送 量 の 単位 は 億 人 キロ 輸送 人 キロ は 旅客 の 数 に 乗車 し た 距離 を 掛け た も の 
06 : 0 貨物 輸送 量 の 単位 は 億 トン キロ 輸送 トン キロ は 貨物 の トン 数 に 輸送 し た 距離 を 掛け た も の 
*3: 定 ー タ な 

*4:( ” ) 内 は コン テ ナ (前 年 度 まで 車 扱 の み 、 コ ン テ ナ の 分 類 な し ) 日 本 国有 鉄道 編 「 東 海道 新幹線 計画 資料 1958 年 、 


同 「 東 海道 広軌 新幹線 」 1959 年 、 同 『 日 本 国有 鉄道 百年 史 』 第 14 巻 1973 年 、 
同 「 鉄 道 統計 年 報 」 各 年 度 、 角 本 良平 『 新 幹線 軌跡 と 展望 」1995 年 を も と に 作成 


こ 。 し か し 、 当 初 は 1.972 億 円 と され た 建設 費 は 、 物価 上 昇 や 路線 変更 、 用 地 
買収 価格 の 高騰 な ど に より 不足 を きた し 、 内 外 か ら 厳 し い 批判 を 浴び る こと 
に な り ま し た 。 最終 的 に は 3800 億 円 に 達する こと が 明らか に な り 、1963 ( 昭 
和 38) 年 に その 責任 を 取る 形 で 十 河 総 攻 ・ 島 技師 長 ・ 大 石 新幹線 総局 長 ら は 
国鉄 を 去り まし た 。 

こう し て 紅 余 曲折 を へ な が ら る 工事 は 続け られ 、 東 京 オ リン ピッ ク 開 催 を 

目前 に し た 1964 (昭和 39) 年 10 月 1 日 に 東京 一 新 大 阪 間 は 開業 し 、 つ い に " 夢 
の 超 特 急 は 走り 出し た の で す 。 新幹線 は 大 量 の 旅客 を 、 高 速 で 、 な お か つ 
安全 に 輸送 する と いう 鉄道 の 特性 を 十 二 分 に 発揮 し 、 そ の 結果 、 東 京 と 大 阪 
お よび 沿線 各 都 市 間 の 時 間 距 離 は 大 幅 に 短縮 され 、 冶 線 の 開発 ・ 発 展 を 促し 、 
ひい て は 日 本 経済 の 高度 成長 を 支え る 大 動脈 の 役割 を 果たし まし た 。 東 海道 
新幹線 は 戦後 の 日 本 人 が 生み 出し た 技術 開発 物 の うち の 最高 傑作 と も 評 さ 
れ 、 高 度 経済 成長 期 を 象徴 する 存在 と な っ た の で す 。 


東海 道 新幹線 の 概要 


着 1959( 昭 和 34) 年 4 月 20 日 

開 1964( 昭 和 39) 年 10 月 1 日 

区 間 東京 て 新 大 阪 間 

距 離 515.4km( 在 来 線 : 556.4km) 

ずい 道 ( ト ソ ネル ) 延 長 68.7km(66 ヶ 所 ) 

橋 梁 延 長 25.1km(96 ヶ 所 、 延 長 100m 以 上 の も の ) 
1435mm 


東海 道 新幹線 の 建設 と 開業 


東海 道 メ ガロ ポリ ス に お ける 輸 送 機関 別 輸 送 量 


東名 ・ 名 神 高速 道路 [439) 
38 142 


日 本 国有 鉄道 編 『 日 本 国有 鉄道 百年 史 」 第 12 巻 1972 年 を も と に 作成 


fole as arallway for carrying high volumes of 
passengers safely at high speed, greatly shortening 
the time distance between Tokyo and Osaka as 
well as thneir neighboring cities. Development and 
growth along the Ine also progressed. The Tokaido 
Shinkansen Carme to be an artery to SuDport Japan' 
S era Of high economic growth. Et was hailed as a 
CrOownindg 8chievement of postwar Japanese 
technical development, becoming a symbol of the 
ade Of high econormic qrowth. 


12 駅 (東京 、 新 横浜 、 小 田原 、 熱 海 、 静 岡 、 浜 松 、 豊 橋 、 名 古屋 、 岐 阜 羽島 、 米 原 、 京 都 、 新 大 阪 ) 
30 往 復 ( 超 特 急 ( ひ かり 」: 14 往 復 、 特 急 「 こ だ ま 」: 16 往 復 (うち 区 間 運 転 4 往復 ) ) 


超 特 急 「 ひ か り 」 4 時間 (1965 年 11 月 1 日 より 3 時 間 10 分 に スピ ー ド アッ プ ) 
特 急 「 こ だ ま 」 5 時 間 (1965 年 11 月 1 日 より 4 時 間 に ス ピー ドア ッ プ ) 


210km/h 


自動 列車 制御 装置 (ATC) お よび 列車 集中 制御 装置 (CTC) に よる 運転 を 行う 


2.500m 以 上 

乗降 場 ( プ ラッ ト ホ ー ム ) に 沿う 部 分 : 1.000m 以 上 
乗降 場 両端 部 : 500m 以 上 

分 岐 器 に 付帯 する 場合 : 500m 以 上 


15/1000(15%) 以 下 (勾配 延長 が 1 km 以内 の 場合 20/1000 ま で ) 


200mm 

50T レ ー ル (53kg/m) を 溶接 し た ロン グレ ー ル 
2 ヨコ シク OO まく 引水 
二 重 弾 性 締結 

ノー ズ 可 動 分 岐 器 

伸縮 継目 

2 上 

4.6m 以 上 

4 500mm 

3.400mm 

6,.450mm 

4.400mm 

単 相 交 流 25,000V 60Hz 


に 
で マー 


道中 心 間 


限 


叶 選 科 と 了 臣 問 配 オ 


( ル 


合成 コン パウ ンド 人 提 線 、 標 準 高 さ : 5.000mm( レ ー ル 面 上 ) 
日 本 国有 鉄道 新幹線 局 編 『 東 海道 新幹線 』 1964 年 、 日 本 国有 鉄道 新幹線 総局 編 『 新 幹線 十 年 史 』 1975 年 、 


新幹線 運転 研究 会 編著 『 新 版 新幹線 』 1984 年 を も と に 作成 


第 章 


Chapter 4 


=: あ 還 詳 論 東海 道 新幹線 開業 まで の あゆ み 1946 一 1956 


1946 朗 : 庄 し 次 戦前 の 新幹線 計画 を 引き 継ぎ 、 外資 を 導 

10562 入 し 標準 軌 電車 列車 方 式 に より 東京 - 福 
岡 間 を 10 時 間 以 内 で 結ぶ 日 本 鉄道 の 計 
画 出願 され る が 却下 


1955 良 : 仙山 線 仙台 一 作並 間 で 交流 電気 機関 車 運 
ドド ソ (第 2 次 ) 転 開始 ( 単 相 2 万 V、50Hz、 交 流 電化 の は じ 
め ) 


鳩山 一 朗 言 次 国鉄 、 東海 道 線 増強 調査 会 を 設置 し 、 将 

(第 3 次 ) 十 河 信 二 | 来 の 輸送 量 想定 ・ 輸 送 力 増強 方 式 な ど に 
つい て 検討 (委員 長 : 島 秀 雄 技師 長 、 翌 年 
6 月 25 日 東海 道 本 線 の 増強 に つい て 皿 
急 を 要する 旨 総 裁 に 報告 ) 


東海 道 本 線 全 線 電 化 完成 


: 鉄道 の あゆ み ・ 国鉄 の 動き ・ 政 府 の 動き : 建設 ・ 試 験 ・ 運 転 


KZS ベ アヤ ャ ベベ 


80 系 電車 に よる 準急 「 い で ゆ 」 
1954 (昭和 29) 年 


東京 一 沼津 間 で 電車 運転 を 実施 する た 
め に 製作 され 、1950 年 3 月 より 運転 開 
始 。 オレ ンジ 色 と 緑 色 の 斬新 な 塗り 分 け を 
採用 し で "湘南 電車 と 呼ば れ た 。 


EF58 形 電気 機関 車 の 牽 く 
客車 特 切 「 つ ば め 」 
1956( 昭 和 31) 年 頃 根府川 一 真鶴 


東海 道 本 線 の 全線 電化 に より 、 東 京 - 大 
阪 間 全 区 間 が 電気 機関 車 運 転 と な っ た 
「 つ ば め 」。 最 高速 度 は 95km /h で 、 所 要 
時 間 は 7 時 間 30 分 を 要 し た 。 
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東海 道 新 土 線 の 建設 と 開業 


< 王 : 還 の 細 論 東海 道 新幹線 開業 まで の あゆ み 195/ 


つ 。 


9 で 、 刻 
うり 2 ここ 


国鉄 技術 研究 所 、 東京 大 阪 問 9 時 間 軍 
転 の 超 特 急 列車 構想 発表 
国鉄 十 河 総 裁 、 宮沢 運輸 大 臣 に 対し 東海 
道 本 線 の 増強 に つい て 適切 な 配慮 を 要 


圭 
品 三 


5h= 2 E 道 の あ K RA か: 
す 


1957 
(昭和 32) 


国鉄 内 部 に 野 線 調査 室 を 設置 、 新幹線 の 
調 食 ・ 計 画 及 び 輸 送 力 増強 に 関す る 事項 
を 担当 (初代 室長 : 大 石 重 成 ) 


韻 議 決定 に より 運輸 省 に 日 本 国有 鱗 道 寺 
線 調 査 会 を 設置 。 東海 道 本 線 等 の 輸送 力 
増強 な ら び に 輸送 の 近代 化 に つい て 詩 
査 審議 (11 月 25 日 、 第 1 分 科 会 く 新 規 路 
線 の 形態 、 使用 方 法 、 動力 、 工 期 、 建設 

を 担当 〉、 第 2 分 科 会 く 資 金 、 投 資 計画 、 運 
賃 を 担当 〉 を 設置 ) 


小田 如 電 鉄 3000 形 (SE 車 )、 東 海道 本 線 
軸 南 一 三島 間 で 高速 度 試験 実施 、 狭軌 世 
穫 記 錠 の 145km を 記録 


東海 道 本 線 大 船 一 平塚 間 で モ 八 90 形 
(101 系) 電車 に よる 高速 度 試験 実施 、 最 高 
速度 135km/h を 記録 


寺 線 調査 会 、 ビ 計 号 全 申 と し て 東海 道 に 
新規 路線 を 建設 する 必要 が あり 、 か つ 間 
手 は 繋 康 を 要する と 報告 


十 河 信 ニ 


: 次 道 の あ ゆみ : 国交 の 動き : 政府 の 動き ・ 建設 ・ 試 験 ・ 運 転 


小田 女 電 鉄 3000 形 SE 車 

1957 (昭和 32) 年 9 月 27 日 

沼津 撮影 : 生 方 良雄 

小田 急 電鉄 が 新宿 小田 原 間 1 時 間 運 
転 を めざし て 開発 し た 特急 電車 。 鉄道 技 
術 研究 所 の 指導 を 受け 、 徹 底 的 に 軽量 化 
を は か っ た 低 重心 ・8 車 体 連 接 構 造 の 車 
体 を 持つ 。 写真 は 高速 度 試験 で 145km 
/h を 記録 し て 沼津 に 到着 し 、 各種 機器 の 
点検 を 受け る 姿 。 


日 本 国有 鉄道 電線 調査 会 
番 議 の 様子 
1958 (昭和 33) 年 


う 0 
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Chapter 4 


= 多加 < 視 答 東海 道 新幹線 開業 まで の あゆ み 1958 


に: | 間 運輸 大 臣 国鉄 総裁 国鉄 ・ 政 府 の 動き 、 鉄 道 の あゆ み 


韻 議 決定 に より 内 閣 に 交通 関係 閣僚 協議 
会 設置 。 交通 関係 の 整備 に 関す る 基本 方 
お よび 重要 問題 に つい て 協議 


幹線 調査 会 第 1 分 科 会 、 広軌 別 線 案 が 妥 
当 と 結論 


建設 、 試 験 ・ 運 転 


1958 
(昭和 33) 


岸 信介 
(第 1 次 ) 


中 村 三 之 氷 


団 線 調査 会 第 2 分 科 会 、 所 要 資 金 1,725 
門 円 、 利子 を 含め 1,948 億 円 で 将来 収支 
は 十分 まかない つる と 結論 


新野 線 建設 基準 調査 委員 会 を 設置 、 東海 
道 新幹線 の 建築 基準 に 関す る 事項 を 詩 
査 ・ 審 議 


野 線 調査 会 、 永野 運輸 大 臣 に 対し て 最終 
合 申 。 東 海道 新規 路線 は あら ゆる 施策 に 
先行 し 、 強 力 に 推進 され る よう 政府 な ら び 
に 国鉄 に 決断 と 努力 を 要望 (7 月 9 日 間 議 
報告 ) 


団 線 調査 所 を 廃止 し 、 鞭 線 調査 事務 所 を 
設置 。 新幹線 の 調査 ・ 測 量 ・ 設 計 ・ 線 路 
用 地 の 保存 管理 を 担当 (8 月 21 日 航空 測 
時 を 開始 ) 


考 自 急 [ こ だ ま 」 運 転 開始 。 従 


車 牽引 列車 を 上 回 る 速度 ・ 快 半 
京 一 大 阪 問 6 時 間 50 分 ) 


交通 関係 閣僚 協議 会 、 東 海道 新 土 線 の 早 
期 着 工 を 決定 (12 月 19 日 間 議 報告 、 承 


識 ) 


に も る 広 の 針 門 が 
義 乱 で エ 吾 を 中 し た 凌 色 狼 ル と ホル (者 夷 疹 必 東 性 慎 恋 拉 「 肖 ) 
0 2 = 


5 年 後に 東京 ・ 大 阪 間 3 時 間 新幹線 の 計画 ちゃ くち ゃ く 進 む 新野 線 電 車 の 想像 図 

「 ト ラベ ルフ ォ ト ニュ ー ス 」 第 11 巻 第 10 号 1959( 昭 和 34) 年 黒岩 保 美 画 

1958( 昭 和 33) 年 9 月 25 日 発行 国鉄 の デザ イン 分 野 で 活躍 し た 黒岩 保 美 に よる 想像 図 。 車 
『「 ト ラベ ルフ ォ ト ニュ ー ス 』 は 国鉄 営業 局 が 編集 し 日 本 交通 公社 が 発行 し て いた タブ 両 は 151 系 を ベー ス に し 、 前 頭 部 は 航空 機 を イメ ー ジ し て 描か 
ロイ ド 版 の 壁 新聞 。 駅 構内 な ど に 掲出 され 、 時 々 の 鉄道 の 話題 や 観光 案内 な ど を グ れ た 。 富士 山 を バッ ク に 富士 川 を 渡る 列車 の 様子 。 


ラフ 構成 で 紹介 し て いた 。 航空 測量 を 開始 し た 時 期 の 新幹線 の 構想 を 紹介 。 
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東海 道 新 電線 の 建設 と 開業 


< 用 是 答 東 海道 新幹線 開業 まで の あゆ み 19509 


年 内 運輸 大 臣 国 吹 総裁 国鉄 ・ 政 府 の 動き 、 鉄 道 の あゆ み 


国鉄 、 東海 道 本 線 東京 一 大 阪 問 線 踏 増設 
工事 の 誰 可 を 永野 運輸 大 臣 に 申請 (4 月 
13 日 認可 ) 


31 国会 で 東海 道 野 線 増設 費 こ し て 昭 
和 34 年 度 予算 30 億 円 が 承認 ( 総 工事 費 
1.972 億 円 ) 


建設 、 試 験 ・ 運 転 
東海 道 本 線 東京 大 阪 間 線 路 増 設 工事 
に と も な う 建 設 規程 の 特別 承認 を 申請 
(1960 年 5 月 12 日 認可 


1959 
(昭和 34) 


野 線 調査 室 を 廃止 し 野 線 局 を 設置 。 野 線 
調 倉 事務 所 を 廃止 し 東京 幹線 工事 局 を 、 
名 古屋 、 大 阪 に 埋 線 工事 局 出張 所 を 設置 


新 丹 那 トン ネル 熱海 口 で 東海 道 新幹線 起 
筑 4e 休 


岸 信介 


(第 2 次 ) 十 河 信 二 


東海 道 本 線 金谷 一 藤 核 間 で 151 系 電車 
に よる 高速 度 試験 実施 、 狭軌 世界 記録 の 
163km ル を 記録 


新 丹 那 ト ン ネ ル 起 工 式 を 来 志 方 坊 口 で 挙行 


中 間 9 駅 (横浜 市 、 小 田原 市 、 熱 海 市 、 静 岡 
市 、 浜 松 市 、 豊 橋 市 、 名 古屋 市 、 米 原町 、 京 
都市 ) に つい て 運輸 大 臣 認 可 (岐阜 県 下 ] 
駅 に つい て は 1961 年 1 月 11 日 認可 ) 


名 古屋 、 大 阪 の 幹線 工事 局 出張 所 を 廃止 
し 、 静 岡 、 名 古屋 、 大 阪 に 電線 工事 局 設置 
(12 月 24 日 各 工 事 局 の 所 管 地域 決 定 ) 


: 鉄道 の あゆ み ・ 国鉄 の 動き : 政府 の 動き ・ 建 設 ・ 試 験 ・ 運 転 


1 て PACEI | + ク ベル プッ ォ ト ュー ス 衝 村 電 穫 2 時 人 健 拓 和紀 34 年 (久生 人 3 WNWe 和 Eee 
0 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー arr か ーー ペー 上 


束 混 道 新 音 線 に 


WorMg ww <emAtyuetlen preieme of fhe new TskYe-Oxeke high- teeed reihwey 


4 年 乏 、 東 京 ・ 大 欧 間 を 3 時 間 で 
大 っ 者 る 東海 導 新 竿 線 は 、 列 凍 の 最 
高 時 通 250 kw た いう だけ に 、 い ろ い 
る 信二 で も 類 の な い 胡 夫 面 が を 々 
ある ゆで 、 国鉄 で は 各部 状 維 力も 槍 
集 し で 、 新幹線 の 湊 現 勢力 し て い 
る 。 特に 扶 格 釣 に つい て は 、 そ の ス 
タッ プ 維 800 名 の 鉄道 技術 研 究 所 中 
が 、 そ の 程 、 中 央 線 国 立 に 新設 の 紗 
合 研究 案 で 日 夜 研 完 を 続け て いる 


、 本 高 時 速 250ke 新 幹 拉 少 寄 列 車 の 構想 較 


トン ネル 内 すれ ちがい の 履 圧 実 可動 機 て 業 り 地 の 測定 
水生 で 補 気 の 代り に 永 で 低 枚 を 理 験 は は | 3 まる ま 】 


- 工事 すす む 新 幹線 の 及 衝 ト ン ネ ル 
まず 時 が を な に か る な 尊 括 を 得 を 


東海 道 新幹線 起工 式 で 東海 道 新幹線 起工 式 に 使用 され た 鍛 東海 道 新幹線 に 総力 挙げ る 国鉄 
鈴 を 入れ る 十 河 総 裁 1959 (昭和 34) 年 「 ト ラベ ルフ ォ ト ニュ ー ス ]」 第 12 巻 第 12 号 
1959 (昭和 34) 年 新 丹 邪 トン ネル 熱海 口 で 行わ れ た 起工 式 1959 (昭和 34) 年 12 月 25 日 発行 

の 際 に 、 十 河 国鉄 総裁 が 使用 し た 外 。 新幹線 の 実現 に 全力 で 取り 組む 国鉄 の 姿 を 紹介 。 


Chapter 4 
= 王 : あ 回 < 玉 答 束 海道 新幹線 開業 まで の あゆ み 1960 


1960 
(昭和 35) 


] 始発 駅 は 東京 駅 # リ 駅 は 宮原 近 車 場 と 
する こと に つい て 運輸 大 臣 認可 


野 線 局 を 廃止 し 新幹線 総局 を 設置 。 予算 
の 実施 計画 の 通達 ・ 決 算 、 諸 施設 の 建設 、 
尽 良 、 保守 、 管理 を 所 管 し 新野 線 工事 を 
推進 (初代 局長 : 大 石 重 成 ) 


岸 信介 > 
(第 2 次 ) 植 橋 渡 


新野 線 建設 資金 の 導入 に 関し 、 国際 復興 
開発 銀行 (世界 銀行 ) 調 査 団 来 日 。 新幹線 
に 関す る 経済 上 ・ 技 術 上 の 問題 点 を 調査 


新 叶 線 建設 基準 の 主要 事項 が 決定 
東山 トン ネル 意 工 (1963 年 2 月 10 日 買 通 ) 


池田 勇人 
( 誠 1X) | TO 


東海 道 本 線 金谷 一 朋 枝 間 で 架 線 試験 電車 
(クモ ヤ 93 形 ) に よる 高速 度 試験 実施 、 狂 


軌 世界 記録 の 175km ル を 記録 


東海 道 新幹線 に 関す る 研究 2 


始 和 358 箇 4 月 


' 日 本 国 有 有 背 道 


鉄 道 技術 研 究 所 


「 東 海道 新幹線 に 関す る 研究 』 表 紙 
1960( 昭 和 35) 年 


1957 年 に 開催 され た 鉄道 技術 研究 所 創立 50 周 年 
記念 講演 会 「 超 特急 列車 東京 一 大 阪 間 三 時 間 へ 
の 可能 性 ] の 講演 内 容 を まとめ た 論文 集 。 


速度 記録 を 更新 し た 架線 試験 車 ク モヤ 93 形 
1960 (昭和 35) 年 
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東海 道 新幹線 の 建設 と 開業 


年 表 4-6 


東海 道 新幹線 開業 まで の あゆ み 196 1 


年 月 日 内 
196 1 と 朋 に 
(昭和 36) 
3.26 
5. 2 
池田 勇人 
(第 2 次 ) 
0 : 鉄道 の あゆ み 


モテ ル 線 に 向け て 山手 買物 線 を 
回 送 さ れる 試作 電車 1001 号 
1962 (昭和 37) 年 5 月 22 日 渋谷 
提供 : 星 晃 


運輸 大 臣 国鉄 ・ 政 府 の 動き 、 鉄 道 の あ ゆみ 建設 、 試 験 ・ 運 転 


新 大 阪 駅 の 起工 式 挙行 


富士 川橋 梁 着 工 (1963 年 4 月 18 日 桁 架 
設 完 了 、1.373m) 


因 


木暮 武 太夫 新幹線 建設 資金 と し て 、 世界 銀行 と 総額 


8,.000 万 ドル 借款 契約 調 ( 約 288 億 円 、 
日 本 政府 と し て 工事 完成 を 国際 的 に 保 
証 、1981 年 5 月 完 済 ) 


東京 駅 計画 決定 (7 月 25 日 運輸 大 臣 認可 


1959 年 か ら 継 続 的 に 申請 が 続け られ て 
さ た 各区 間 の 計画 に つい て 最終 区 間 の 
運輸 大 臣 認可 に より 東京 一 新 大 阪 間 の 
全 ル ー ト が 決定 


・ 国鉄 の 動き ・ 政府 の 動き ・ 建 


: 試験 ・ 運 転 


に 


新野 線 電車 の 赴 像 図 
1961( 昭 和 36) 年 黒岩 保 美 画 


試作 車 の 図面 を も と に 新橋 付近 を 走行 す 
る 列車 の 様子 を 描く 。 カ ラー リン グ が 決定 し 
て いな か っ た た め 塗 色 が 施さ れ て いな い 。 


臣 国鉄 総裁 国鉄 ・ 政 府 の 動き 、 鉄 道 の あゆ み 


世界 銀行 借款 条件 と な る 第 1 回 国際 入札 
実施 (外国 企業 1 社 参加 、2 回 目 以降 の 参 
加 な く 、 以 後 国際 入札 は 実施 せ ず ) 


最高 速度 を 200 km /h 試験 に 
の ぞ お B 編 成 

1962 (昭和 37) 年 10 月 31 日 
提供 : 星 晃 


試作 電車 の 運転 琶 か ら 手 を 振る 
十 河 総 裁 

1962( 昭 和 37) 年 6 月 26 日 

鴨宮 基地 提供 : 星 晃 


モデ ル 線 で の 試運転 開始 の 日 、 試運転 を 
終了 し 満足 の 表情 で 手 を 振る 。 
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Chapter 4 


新 寺 線 総局 所 属 の 現業 機関 と し て 鴨宮 に 
モデ ル 線 管理 区 設 


則 避 モデ ル 線 で 試作 電車 に よる 試運転 
開始 式 


1962 
(昭和 37) 


池田 勇人 
(第 2 次 ) 


束 度 向上 試験 
で 在 来 線 電車 特急 「 こ だ ま 」 と 並ぶ 110 
Km を 記録 


新 丹 那 ト ン ネ ル (7,959m) 貫通 (完成 は 
1964 年 1 月 ) 


綾部 健太 郎 


東海 道 新幹線 開業 準備 委員 会 設置 。 新 
幹線 開業 後 の 運 営 に 関す る 重要 事項 を 
調査 番 議 


試作 電車 ( ビ 編 成 ) に よる 速度 向上 試験 
で 200km/ を 記録 。 この 模様 を NHK テ 
レビ が 実況 中 継 


・ 次 道 の あ ゆみ 


新 丹 那 ト ン ネ ル 買 通 
1962 (昭和 37) 年 9 月 20 晶 


新幹線 工事 の 工期 を 左右 する と 言わ れ た 
新 丹 那 ト レン ネル の 工事 は 、 底 設 導 坊 先進 
式 半 断 面 工法 を 採用 し た こと で 工期 が 短 
縮 さ れ 、4 年 4 ヶ月 で 完成 し た 。 


・ 国鉄 の 動き ・ 政府 の 動き 


: 建設 試験 ・ 運 転 


新 圭 線 総局 モデ ル 線 管理 区 看板 
1962 (昭和 37) 年 


1962 年 4 月 に 設置 され た モデ ル 線 で は 
数 々 の 試験 が 実施 され 貴重 な デー タ を 
提供 し 、1964 年 4 月 に その 役割 を 終え 
て 廃止 され た 。 


明 年 の 開通 めざし 切 ビ ピッ チ に 
工事 進む 東海 道 新 電線 

「 ト ラベ ルフ ォ ト ニュ ー ス | 第 16 巻 第 1 号 
1962( 昭 和 37) 年 12 月 25 日 発行 


開業 を 1 年 後に ひか え 、 土木 ・ 路 盤 工事 
が 進む 状況 を 紹介 。 


すべ ルーク ォ ネ 6 秋 馬 | 竹 ( 遂 吾 委 148 甘 : 瑞 麗 37 是 32 間 5 伯 WWrRM を 和 003P ペ キ さ すす 抹 人 人 人 人 
トーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー……ー ジ ーー ボー ペー ペー ニー ニー 


大 邊 の 選 通 めざし 
焦 だ ッ チ z7 事 堪 あ 鈴 海 . 道 新吉 


enainueRiww werk oo 6MW's mw fwkwtie AN fm Ke wiN IN すさ 


事 家 9 トック が 搬 係 きれ る 遇 年 を 提 洋 上 構い 
志 張 拍 6 よ に め て いる あい 要 の 直 香 取 ( 東 
混 間 閣 閑 録 は 、 い ょ いよ 発 成 答 獅 の 婁 し い 介 た 吉 
な 、 揚 夫 の の 針 設 と も いわ れる の 新 電 幸 は 企 午 欄 S19 
*、 うち 高 貢 横 と 栄 の 区 開 が 170*、、 誤 信 が 66 カ 
胡 の 65*。、 織 坪 よ 切 通し の 区 隔 が 280、 で ある が 、 
雷 工 事 を 平 起き れ ね た 新 丼 部 隊 道 も 落 3 年 昌 で 0 枚 
中 通い て お り 、 ま か 、 事 京 + 以 孤 な が の 釈 商 を は ト 
、 介 株 人 の 外 森 江 事 の … 雪 を 本 伸 ま で 愉 T の 平 
電 で 、 肝 褒 急 せ りす に 出 事 が 坦 訟 私 で いる も 、 いか 
釣 車 に 2 いて は 、 度 時 通 2000 宙 軸線 MY な 
り 、 旅 天 光 車 が 報 頑 も AN まり 、 前 針 め 礎 まで に 1 
次 の 電 束 が 史 で N あがる 予定 玖 あ る 、 


8 時 間 平均 時 右 170*。 


最 200 *。 
kd 


Chapter 4 


c: 芝 下馬 論 東 泡 道 新幹線 開業 まで の あゆ み 1963 


1963 
(昭和 38) 


、 運 季 大 臣 国鉄 総裁 国鉄 ・ 政 府 の 動き 、 鉄 道 の あ ゆみ 


CS る 


試作 電 PTP ペー 
256Km ル を 記録 (当時 の 電車 に よる 世界 
記録 ) 


第 34 回 国会 で 新幹線 建設 予算 増額 承認 
(1.972 億 円 か ら 2,926 億 円 に 増額 ) 
新幹線 工事 費 が さら に 不定 し て いる こと 
が 表面 化 

十 河 総裁 任期 満了 に より 退 任 、 後任 に 財 
界 出身 の 石田 簡 助 が 就任 (5 月 20 日 )。 島 
技師 長 、 大 石 新幹線 総局 長 辞任 (5 月 31 


池田 勇人 
(第 3 次 ) 


綾部 健太 朗 


国鉄 、 新幹線 総 工事 費 を 874 借 円 増加 し 
3.800 億 1 の 3 シマ 


新野 線 開 業 時 の ダイ ヤ は 1 日 30 往 復 前 
後 、 編 成 両 数 12 両 に 決定 


新野 線 総局 を 廃止 し 、 新 幹線 局 を 設置 
伸縮 継目 、 ノ ー ズ 可動 分 岐 器 仕様 書 制 定 


石田 中 助 


東海 道 本 線 鶴 見 一 横浜 間 で 物 列車 と 
上 下 の 横 須賀 線 電車 街 突 (死者 161 名 ・ 
負傷 者 120 名 、 鈴 見 事故 ) 


軌道 敷設 工事 

5 1963 (昭和 38) 年 頃 
由 oo 雪 道 工事 は 工期 を 短縮 す 
へ る た め 、 工事 基地 で あら か 
じ め レ ー ル と まく ら 木 を 組み 
合わ せ た 軌 槍 を 作り 、 現地 
へ 運ん で 門 型 クレ ー ン で 下 
ろ し 、 軌 栓 相互 を 溶接 し た う 
え で 、 パラ スト を まい て いっ 
た 。 こ の 工法 に より 最大 1 

日 800m を 敷設 し た 。 


io ビ ) 


IP 叶 還 HH ) 
ま Lo ゃ , 症 ! 
ML ! 


高架 橋 建 設 工事 

1963 (昭和 38) 年 頃 

全線 の うち 約 115km が 高 京都 駅 建設 工事 
架橋 で 建設 され た 。 1963 (昭和 38) 年 頃 


在 来 線 に 隣接 し た 南側 に 駅 施設 を 新設 。 
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東海 道 新幹線 の 建設 と 開業 


ほ 志紀 0 議 東海 道 新幹線 開業 まで の あゆ み 19 


1964 
(昭和 39) 


1.20 東京 一 新 大 阪 間 515.4 km の 全線 に わた 
り 用 地 買収 が 完了 

2.23 収容 数 3 万 座席 の 本 格 的 座席 予約 装置 
MARS-101 使用 開始 


3.2 口 業 用 量産 車 ( の ちの 0 系 、6 両 編成 ) に 


よる 試運転 開始 
第 2 京浜 
東海 道 新野 線 支社 設置 。 施 


転 ・ 車 両 の 各 関 係 業務 、 列 車 乗務 員 に 関 
する 業務 、 難 指令 業務 を 担当 


綾部 健太 郎 


ニン 


鉄道 の あゆ み ・ 国鉄 の 動き ・ 政府 の 動き ・ 建設 : 試験 ・ 運 転 


いい 
NM 


姿 を 現し た 量産 1 号 編 成 
1964 (昭和 39) 年 3 月 2 日 鴨宮 
提供 : 星 晃 


長年 の 研究 成果 と 試作 車 で の 試験 結果 
を 取り 入れ た 量産 車 (日 本 車輌 製 の 6 両 編 
成 ) が つい に 姿 を 現す 。 東海 道 新幹線 の 
顔 と し て 長き に わた り 活 躍 す る こと に な る 。 


全線 通し 試運転 列車 を 見 つめ る 

十 河 前 総裁 

1964( 昭 和 39) 年 8 月 東京 

提供 : 星 晃 

この 前 年 5 月 、 新 幹線 工事 費 不足 問題 の 
責任 を 取る 形 で 十 河 総 裁 は 退任 し 、 国鉄 
総裁 と し て 新幹線 の 開業 を 迎え る こと は で 
き な か っ た 。 


を な * ラン 
第 人 章 
Chapter 4 


東海 道 新幹線 開業 まで の あゆ み 1964 


1964 4.21 
(昭和 39) 


6.22 東海 道 新幹線 に お ける 列車 運行 の 
を 妨げ る 行為 の 処 害 に 関す る 特例 法 公 


(法律 第 111 号 ) 


綾部 健太 郎 
川崎 市 内 で 最終 レー ル が 締結 され 、 東京 


ー 新 大 阪 間 515.4 km の 軌道 が 全 通 


公募 に より 愛称 名 を 超 特 切 は 「 ひ か り 」、 
特 切 は 「 こ だ ま 」 に 決定 


東京 一 新 大 阪 間 全線 試運転 開始 (所 要 時 
間 10 時 間 )。 この 模様 を NHK テ レビ が 実 
況 中 継 


池田 勇人 
(第 3 次 ) 石田 障 且 


松浦 周 太郎 


全線 試運転 開始 
1964 (昭和 39) 年 7 月 25 日 
東京 提供 : 星 晃 


工事 開始 以来 5 年 3 ヶ月 、 つ い に 全 区 間 
通し の 試運転 が 開始 され た 。 関係 者 に よ 
る テー プ カ ッ ト 前 の 様子 。 


車両 設計 事務 所 関係 者 の 記 念 撮影 これ が 東海 道 新 埋 線 の 列車 

1964 (昭和 39) 年 9 月 29 日 東京 提供 : 星 晃 「 ト ラベ ルフ ォ ト ニュ ー ス 」 第 17 巻 第 4 号 
国鉄 臨時 車両 設計 事務 所 で 新幹線 車両 の 開発 に た ず 1964( 昭 和 39) 年 3 月 25 日 発行 

さわ っ た スタ ッ フ 全員 に よる 記念 撮影 。 新幹線 は 数 多く 0 系 の 概要 を 紹介 。 


の 関係 者 の た ゆま ぬ 努 力 に より 開業 の 日 を 迎え た 。 


も そ て ル チャ トキ ホ ュ ー ス 征 サ 重 魏 4 和 ( 通 名 避 や 6 生生 和 53 芽生 称 務 wt 1 電 人 NN WWW 5 1PR お 本 3 の は 示さ を 


ご れ が 東 深 道 間 線 の 列車 


この 1 月 森 通 の 東海 道 新幹線 を 直る 章 加 の ( 油 守 本 > つま り 賞 
務 才 電 東 の 一 都 か この は ず 完 成 し た 、 事 体 人 の 配信 は いま まで の 試 


憎 よ し た ほか 、 首 朋 灯 、 運 転 古 の 陽 な ば を 共 平 史 模 様 が えた を 行か 
っ た 。 ま た トン まし ル 肉 の 気 左 低下 に よる も 革 只 り すま 、 槍 甘 義 置 ま 
ン ネル に は いる 背 に た 敵 動 的 に 閉じ い 、 車 内 を 再 玲 区 こ よ で 


人 席 、1 半 事 は リタ ウッ と mhN の AA 間 WN 凍 な 、 
1・? 等 還 と も 向い 合わ の 誠 も せれ る 、 


和博 地 リク ライ ニン グ シ ー 


半 本 : き 本 と を 和泊 を 、 箇 あて ま 人 し ビュ ーッ ーー 析 丘 の の の 本 要 の 生 め 素人 


新 船 線 完 成 記 念 


昭 利 39 年 9 月 29 日 東京 航 放 て 


す 7 9 5 ら フラ ィ 96 る 2 か 


補 ・ に 7 テ ム MM 
人 東京 総合 指令 所 が 完成 。 
(昭和 39) で 

用 に よる 運転 開始 


全線 運転 性 能 試験 で 超 特 急 ダ イヤ (4 時 
間 ) に よる 全線 試運転 に 成功 

朋 井 技師 長 を 団長 と する 東京 一 新 大 阪 
間 全線 の 開業 藍 査 を 実施 
東海 道 新幹線 開業 、「 ひ か り ]14 往 復 ( 東 
京 一 新 大 阪 間 4 時 間 )・「 こ だ ま 」 16 往 復 
( 同 5 時 間 、4 往復 は 区 間 運 転 ) を 運転 


8.25 


NEl 5 由 寺 へ | 松浦 周 太郎 石田 科 助 


国鉄 本 社 に 昭和 大 旦 ・ 香 淳 旦 后 を 迎え て 
開業 式 を 挙行 


10. 1 


: 鉄道 の あゆ み ・ 国鉄 の 動き ・ 政 府 の 動き ・ 建設 ・ 試 験 ・ 運 転 


日 本 国有 鉄道 編 『 日 本 国有 鉄道 百年 史 ] 第 11 巻 1973 年 、 同 年 表 1972 年 、 日 本 国有 鉄道 東海 道 新幹線 支社 | 東海 道 新 幹線 工事 誌 土木 編 』1965 年 、 日 本 国有 鉄道 新 電 
線 局 『 東 海道 新幹線 ] 1963 年 、 東 海道 新幹線 支社 発行 新幹線 事典 ] 1966 年 、 角 本 良平 「 東 海道 新幹線 中 央 公論 社 1964 年 、 原 田 勝 正 『 鉄 道 一 産業 の 昭和 社会 史 8 一 』 
日 本 経済 評論 社 1988 年 、 老 川 慶喜 「 日 本 史 小 百科 一 近代 一 (鉄道 〉』 東 京 堂 出版 1995 年 、 古 義朗 「 超 高速 に 挑む 文藝 春秋 1993 年 、 高 橋 団 吉 『 新 幹線 を 作っ た 男 』 小 学 
館 2000 年 、 朝 尾 直弘 ・ 宇 野 俊一 ・ 田 中 丈 角 川 新版 日 本 史 辞 典 」 角 川 書店 1997 年 、 岩 波 書 店 編集 部 編 「 近 代 日 本 総合 年 表 第 四 版 』 岩 波 書 店 2001 年 な ど を も と に 作成 


※ 内 閣 は 年 月 日 の 該当 する 時 点 に 存在 し た も の の み を 記し た 


東海 道 新 電線 出発 式 「 ひ か り 1 号 」 
テー プ カ ッ ト 
1964( 昭 和 39) 年 10 月 1 日 東京 
午前 6 時 、 東 京 か の ら 「 ひ か り 1 号 」 が 、 新 大 
阪 か の りら 「 ひ か り 2 号 」 が 同時 に 発車 し 、 歴 
史 的 な 一 歩 が 踏み 出さ れ た 。 


ホー ム を 離れ た 「 ひ か り 1 号 」 
1964( 昭 和 39) 年 10 月 1 日 

東京 提供 : 星 晃 

数 多く の 報道 陣 ・ 見 物 人 に 見 送ら れ て 新 
大 阪 へ 向かう 「 ひ か り 1 号 」。 


凌 婦 - 上 だ ま 旦 0 
S 時 間 ! 時 


30 往 復 一 30 分 間隔 


@ 新設 駅 の 所 在 地 


新横浜 駅 横浜 市 港北 区 篠原 町 
岐阜 中 島 駅 破 車 県 羽島 市 福 馬 町 
新 大 阪 駅 大 阪 市東 演 用 区 責 中 島町 


第 章 


Chapter 4 
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ポス ター 東海 道 新野 線 開業 当日 の 東京 駅 18・19 番 線 
10 月 1 日 開業 1964( 昭 和 39) 年 10 月 1 日 東京 
1964( 昭 和 39) 年 提供 : 星 晃 


早朝 の 新幹線 ホ 
前 の 1 コマ 。 


ー ム 、 一 番 列車 入線 


東京 一 大 阪 間 楽し い 日 帰り の 旅 も 

『「 ト ラベ ルフ ォ ト ニュ ー ス | 第 17 巻 第 9 号 

1964 (昭和 39) 年 9 月 25 日 発行 

スピ ー ド アッ プ に より 東京 - 大 阪 間 の 日 帰り 旅行 が 可 
能 に な る こと を アピ ー ル し た 内 容 。 


き K を プー や っ 逢 神 租 ま 作 = 肖 務 答 3 等 晴夫 詩人 き 朋 39 和 な でき の 人 生還 本寺 ん ボキ 生か 人 を 休ま を 


間 楽しい い 日帰り 9 旅 6 


沈 机 所 に は 写 奈 鍵 を 


電 人 滞 と る 入閣 いあ や せ に 座 も それ る る 称 主 
editivdloaNAtol その た もし まう 


2 9 らら プラ 796 23 / 


:: 再 浮 上 し た 民間 資本 に よる 電気 鉄道 


戦争 直後 の 混乱 期 に 、 戦 争 に より 中 止 と な っ 
た 弾丸 列車 計画 を 引き 継い で 、 外 資 の 導入 に よ 
り 資金 を 確保 し て 、 こ れ を 民間 の 力 で 実現 し よ 
うと する 計画 が あっ た 。 1946( 昭 和 21) 年 6 月 、 
東急 グル ー プ 絵 帥 の 五島 度 太 を 中 心 と ト 静 上 
本 鉄道 会 社 に よる も の で 、 戦 後 復興 の 一 環 と し 
て 東京 一 福岡 間 1.060km に 広軌 (標準 軌 ) の 線 
路 を 建設 し 、 全 線 複線 で 直流 3.000V で 電化 、 
運行 方 式 は 直通 列車 ・ 嫌 台 列車 ・ 貨 物 列 車 は 
電気 機関 車 牽引 、 そ の 他 は 電車 と し 、 最 高速 
度 は 150km /h 以上 、 運転 時 間 は 東京 一 大 阪 間 
を 4 時 間 、 東 京 一 福岡 間 を 10 時 間 で 結ぶ と し 
>。 資本 金 35 億 円 の うち 519% は 国内 で 、 残 り は 
国外 で 調達 する 計画 だ っ た 。 

この 雄大 な 構想 に 対し て 、 監 督 官庁 の 運輸 
省 は 、 2 < 定め ら 
れ て いる よう に 建設 運営 を 国 が 行う 建前 で あ 
り 、 終 戦 直 後 の 国鉄 の 戦災 復旧 に 優先 的 に 資 
金 と 資材 を 投入 する と いう 方 針 か ら 許可 を 与え 
な か っ た 。 当 時 の 情勢 か ら 最 重要 幹線 を 外資 
を 含む 民間 資本 で 建設 ・ 運 営 す る こと は 認め ら 
れる も の で は な か っ た 。 

この よう に 実現 は し な か っ た が 、 東海 道 に 新 


電車 の 発達 


太平 洋 戦争 後 、 電 車 技術 は 飛躍 的 な 進歩 を 
見 せ た 。 私 鉄 各社 は 積極 的 に 新 技術 を 導入 し て 
技術 革新 を リー ド し 、 そ の 結果 カル ダン 務 動 方 
式 、 乗 り 心地 の よい 人 台車 、 軽 く て 丈夫 な 車体 を 
そなえ た 高 性 能 電車 が 続々 と 登場 し た 。 一 方 国 
鉄 で は 、 湘南 電車 で 長 距離 運転 の 地歩 を 固め 、 
私 鉄 各社 の 動向 を 踏ま えて 徐々 に 新 技術 を 取り 
入れ 、1957 (昭和 32) 年 登場 の モハ 90 形 (の ち 
の 101 系 ) で カル ダン 駆動 方 式 を 確立 し 、 翌 年 
東京 一 大 阪神 戸 間 を 結ぶ 20 系 (の ちの 151 系 ) 
0 [こだま 」 を 登場 させ た 。151 系 は 

速 性 能 ・ 乗 り 心地 ・ 接 客 設備 の いずれ も が そ 
か まで の 機車 引 の 室 還 列車 を 上 回 、 電車 
が 鉄路 の 主役 と な る 決定 的 な 役割 を 果たし た 。 
こう し て 長年 に わた り 磨 き を か けら れ た 電車 技 
術 が 新幹線 へ と 発展 ・ 継 承 さ きれ 、200km /h で 
の 高速 運転 を 実現 させ る こと に な る 。 


Development of Electric Multiple 
Unit Trains 2 


EMU technology progressed at an astounding 
pace after the war. Private railways actively 
introduced new technologies, and thus, high- 
performance EMU trains with new drive methods, 
bogies that provided a cormfortable ride, and light 
and strong bodies came into use one after another 


設 構想 


た な 幹線 鉄道 を 建設 する こと は 、 鉄 道 資本 家 
や 経営 者 に と っ て 、 魅力 的 な 事業 で あっ た こと 
を 示し て いる 。 


Re-emergence of an Electric Railway 
Construction Initiative 
by Private Capital 


In 1946 during the turbulent post-war Deriod, 
Nippon Railway, which never commenced actual 
Operations, headed by Tokyu Group leader Keita 
Goto aimed to revive the bullet train project jn the 
private sector, SeCurindg funds by drawing foreign 
capital. The plan was to construct a line that was 
引 douple track, electrified, and Droad daude@. 
Trains would have a toD speed in excess Of 150 
krm/h and connect Tokyo and Osaka in four hours 
and Tokyo and Fukuoka jn 10 hours. Capital would 
be 499%% Drocured frOrn OverSeaS. 

The Ministry of Iransport did not approve that 
initiative, however. The law that nationalised 
rallways stated that trunk ines should be 
constructed and operated by the national 
dovernment, and ministry policy Dut priority on the 
restoration of JNR. Thus, Drivate sector 
management that included foreign capital was out 
of the question for the countrys most important 
trunk line. 


1 邊 | 
| 


モ 八 90 形 に よる 高速 度 試験 
1957 (昭和 32) 年 11 月 13 日 沼津 提供 : 星 晃 


小田 女 電 鉄 3000 形 SE 車 に よる 狭軌 世界 最高 速度 記録 達成 か ら ま も な い 同 年 10 月 か ら 11 


月 に か け て 、 モ ハ 90 形 試作 車 に よる 高速 度 試験 が 実施 され 、 最 


JNR too accumulated experience with long- 
Qistance operation of 80 series EMU trains. Its 
cardan dariving 101 series was introduced in 1957, 
and 151 series business limited express "Kodama" 
linking Tokyo and the Kansal region the following 
year. With the arrival of the 151 series that 


東海 道 新幹線 の 建設 と 開業 


日 本 鉄道 計画 を 推進 し た 
五島 慶太 
(1882 一 1959) 


高速 度 135km /h を 記録 し た 。 


outstripped other Dassenger Car trains In terms of 
high-speed performance, comfort, and Dassender 
service facilities, EMU trains took the lead role in 
rall Ines. And EMU technology advanced to create 
Shinkansen and achieve 200 km/h high-speed 
ODeratiOn. 


> 流れ を 変え た 鉄道 技術 研究 所 の 講演 会 


1957 (昭和 32) 年 5 月 、 国鉄 本 社 に 付属 し 鉄 
道 その 他 陸 運 に 関す る 技術 上 の 研究 を 行う 研 
究 機 関 で ある 鉄道 技術 研究 所 ( 現 ・ 鉄 道 総合 
技術 研究 所 ) が 、 創 立 50 周 年 を 記念 し | 超 特 
急 列車 、 東京 一 大 阪 間 三 時 間 へ の 可能 性 」 と 
題する 一 般 向 け の 講演 会 を 開催 し た 。 この 講 
演 会 で は 国鉄 内 部 で 検討 が 重ね られ て いた 新 
幹線 構想 が 、 初 め て 世間 に 明らか に され た 。 

この 時 の 講演 内 容 は 、 三 木 忠 直 (車両 構造 
研究 室長 ) 「 車 両 に つい て 」、 星 野 陽 一 (軌道 
研究 室長 ) [線路 に つい て 」、 松 平 精 (車両 運 
動 研 究 室長 ) 「 安全 と 乗 心地 に つい て 」、 河 辺 一 
(信号 研究 室 ) | 信号 保安 に つい て ] と いう も の 
で 、 東 京 一 大 阪 間 に 450 一 500km の 標準 軌 新 
線 を 敷き 、 カ ー ブ の 曲線 半径 は 2.500m に 抑え 、 
低 重 心 ・ 軽 量 構造 ・ 空 気 ば ね 付き で 、3,500 一 
4.500 馬力 の 電車 列車 を 走ら せれ ば 、 平 均 速度 
150 一 160km /h、 最高 速度 210km /h (研究 目標 
速度 250km /h) の 高速 運転 が 可能 で あり 、 そ 


の 結果 同 区 間 は 3 時間 で 結ぶ こと が で きる 、 プ 


レー キ は 風圧 お よび 電磁 ブ プレー キ が 併用 さ 
れ 、 信 号 は 車内 信号 を 利用 し て 列車 の 集中 制 


お 半 衣 で きた ちら す ば ち し いる の で ある 、 高 加 下 沖の 鍋 動 
に 合 し て 持 露 輸 に 之 転 者 の 意 寄 が 博 朱 の 遂 さ で 伝え られ 

る 電気 制 租 お 式 が 最も し て いも も の と 放 え らち れ る 。 

これ だ 閉所 防 頑 さか 電磁 ソ ー ル ダレ ー キ 方 筐 の 俳 用 を 

後 え る まで あ ち う 。 また 200kng/h 以上 の 高 如 か らち の 
柚 午 を 清和 え る と 、 も ょ きだ 視 束 ジュ c【 爆 貢 嘩 が 落下 替 
を に て 氏 了 し て いる ょ まう 3 導 王 ブン ー キ 世 が 有 才 中 な る 
第 6 痕 に 落す よう 北 圧 ブ レーキ 記 つ いて も 括 洲 試験 を 
符 の た 轄 果 、 底 作 抵 挑 衣 深 線 陣 に し た も の の 2 倍 か らち 
8 第 応 和 は で きる 。 内 庄 ブ プレー* は 連 誠 が 高けれ ば 吉 い 
注 ま 、 発 主 生葉 が 軽 け れ ぼ 転 しい 流 ど 有 有効 で 、 200kmb 

で 3 誠 才 ら し い 、 す わせ 委 科 下 mm で らい の も の が 
し 6000m で ちい に 、25kn/h で は 6 党 、 す な わ も ち 3,000 
m で ぐら ちい の も の が が 24000m で ちい 所 条 くし 瘍 る 。 フ ラン 
メ の 331 mh 試験 の 時 も ま 子 客車 の 参 を 交 あ け で 
200 kmh て ちい まで 落し 、 和 そ 拓 か ら 区 通 プン ー キ を 多 
境 し て いる 。 テ アリ カタ の を ョ ト 扶 進 の IROGgmh 特 
原 鉄 疾 当 は どー と の 関 に 胡 い 下 積 を 置き 、 事 か ら 伯 み だ 
概 生 需 生 沙 庄 ア ャ ー ペ を 蘭 い て いる 基 。 と の 方 式 は 移 般 
的 に ほ は 用 いち れ な いた にし て で も 図星 の る 方 義 で ある 。 


因 上 近 通 欄 関 の 中 赤 導 の 占め あめ 位置 、 そ の 離 度 遇 膨 も の と 洛 た られ る 。 


. 姜 全 さ 衆 心 地 松下 


車山 を 高 瑞 で 公 ら せる た め 紀 は 、 ま ず 第 ! に 安 金 で あめ 
る こと が 総 答 に 必要 で ある 。 と 開 時 江 入 心地 が よく 棒 導 
で ある こと とがめ 林 で ある 。 た だ し 究 例 と いつ で も 。 ここ 
は 交 軒 及び 倍 琴 保 当 の 開 給 に は 勿 れ ず 、 も つば ち 寺 導 
と か 和 線 と か 専 病 の 運動 訪 学 立 関す る 問題 の み に 恨 定 す 
ね 。 を た 具 心 地 の 脱 期 は 角 動 の ほか に 駐 暫 ・ 朋 月 ・ 色 
窓 ・ 名 伺 ・ す ね り 心地 な どの 諸 敵 題 を 含む の で ある が 
ここ で は 和 を の 中 空 最も 間 本 折 本線 心地 の 聞 本 だけ を 本 
ずる こと に する 。 

1 暫 本 

齋 困 の 転覆 に は 箇 隊 人 K ける 適 む 力 に よる あの と 、 横 
庫 に よる も の と が ある が 、 後 坦 は 軍 癌 の 高速 化 資 状 99 
な 用 係 は な い の で 、 こ こ で は 秀 窒 だ けた つい て 考え る 。 
品 析 上 を 志 つ て いる 井 固化 狩 する 通 お 力 と 重力 の 働き 方 
は 征 団 の .E に 示す 通り で 、 こ の 2 つの 力 の 公 力 の 方 
砲 雪 ど こと の 外 計 出る と 転覆 が 起 る 。 こ の 転 林 に 対す る 
補 全 性 を 増す た め 抱 、 間 前 で は 獅 燃 の よ うだ 畔 道 に 傾 唐 
を つけ て ある が 、 と の 儲 毅 を ああ る り 大 きく する と 。 部 引 
中 で 伊東 し た 場合 に 軍 開 か 肉 備 に 転 析 す る 飲 論 が 生じる 


松平 精 「 安 全 と 乗 心地 」 


「 東 海道 新幹線 に 関す る 研究 」 1960 (昭和 35) 年 


第 5 関 環 圧 プー レキ の 一 還 


力 の 擬 泊 、 吉 速 施 間 を 凍 璃 する た め 特 に 考 軒 研究 すべ き 
点 な ど を 妖 さだ た 。 ア タン ス の 聞 度 記録 の 時 は 300km7h 

其 と の 持続 時 本 iA わずか 1 分 半 ぐ で らい で その 記録 保 
索 で ある フタ シメ 園 多 で も 特 委 の 最高 速度 は 在 149 
kn 近い 持 来 これ を 160kmh に あげ よう と し て いち 。 
200 km/k よい う 剖 度 は *7: ど この 明 で も 沈 較 に 用 いて 
読 いな い 。 し か し 近代 化 き れ た 新しい 接 親 の . 上 に 立つ て 
新 錦 を 徳 設 す る な ら ば 郊 多 の 研究 棒 組 が 陸 き れ て は いる 
4 結び が 200km 小 得 諾 の 加 矯 は 突 用 的 に も 沈 分 殺 態 姓 め あ る 
( 鉄 研 ・ 密 小 音 研究 訟 長 ) 


し 。 それに 薬 ら な いま で も 、 柴 答 た 不 検 呈 を サ え る 。 モ 
の た めこ の 米 余 は 約 20 が 限度 と され て いる 。 そ こと で 
1710 の 傾 魚 を つけ た 歳 級 を 通過 する 車 語 の 転覆 連 度 と 韻 
諸 雀 と の 関係 を 示す と 、 第 1 図 の 話 区 の 実 帳 の ょ 5 
な る 。 い 3 まぜ る な く 、 軸 青 束 度 は 事例 の 重心 の レー ル 
碗 から の 滴 き て ガ ) 記 備 い 依 を 、 ま た レー ル 竹 用 (9) 


御 を 行う 、 と いう 研究 内 容 を 発表 し た 。 

この 講演 は 、 戦 後 す ぐに 島 技 師長 (当時 は 工 
作 局 動力 車 課長 ) が 若手 技術 者 に 将来 の 高 
速 ・ 遠 距離 電車 の 研究 を させ て 以来 、 こ れ ら 
鉄道 技術 者 と 、 戦 後 研究 所 に 受け 入れ た 旧 陸 
海軍 で 航空 機 の 設計 ・ 開 発 に 従事 し て いた 技 
術 者 や 、 車 両 製造 メー カー の 技術 者 た ち が 
論 を 重ね 、 調 査 ・ 研 究 を 続け て きた 高速 鉄道 
構想 の 成果 を 世に 問う も の だ っ た 。 

この 講演 会 は 内 外 に 大 き な 反 響 を 呼び 、 世 
間 一 般 に 東京 一 大 阪 間 を 3 時 間 で 結ぶ " 芝 の 超 
特急 "が 実現 可能 で ある こと を 広く アビ ー ル し 、 
国鉄 内 部 に も 新幹線 の 可能 性 を 再 認識 させ る 
こと に な り 、 新 幹線 構想 が 具体 化す る に あたっ 
て 大 き な 役 割 を 果たし た 。 


Decisive Railway Technical Research 
Institute Lecture 


A lecture was held at JNR' Railway 「echnical 
Research Institute Lecture in 1957 to 
commemorate the institutes 50th anniversary. lt 


が 広い ほ と た 高 く な る 。 すなわち も 如 の 編 が 小さ いぼ ほど 
婦 宮 が よい 。 

と よ と ちろ で 、 韻 結 通 通 中 滑 筐 は 遠心 旋 に つて 費 線 四方 
へ お し つけ られ る が 、 和 キモ れ 光 あま か 大 きく な る と 涼 民 を 


も と 、 田 体 に 対す る 規 方 山 の 吉 速 農 が CIg を と まる 吉 
いい か と れ ば げ 超 通 通 江 力 て 曲 招 の 燃 に つり 人 和合? 遠心 ガ 
より 親 通 し た 代 ) 堆 講 施 9 電 補 に る も 上司 と きれ て いあ 
この 名 界 作 和 を 開閉 に か まき 入れ る 不 線 の よう 5 に な り 。 
転 震 伯 欠 よ り は る か に 角 間 了 に な る 。 し た が の て この 大 
午 で お 8 きえ て け ば 。 転 閉 丘 千 し て は 十分 條 人 金門 ある と 
と に 江 あ 。 この 鎌 心 地 明 紳 を 甘 に する と 。 だ と 見 ば 曲 
団 を 200kmh の 運 鹿 全 寺 ね うと する 場合 ば 。 曲線 潤 秦 
は 約 1,600m 以上 に し な けれ ば な ちな い の で ある 。 た 
宮 、 関 中 に 湖 才 の た め 貫 績 の 百 身 限 速度 の 線 を 入れ て 
ある が 、 こ れ は 戦後 の 臣 規 定 に よる も の で あつ て 。 あ 
まり に 低く すぎ で ある 。 

2. 有 憶 縛 ある 。 

軍 両 の 脱線 は 、 委 する だ に 軍 給 の タタ ンジ 起こ と 女 維 
りこ と えて 渕 ち る 現 萌 で ある 。 今 事 槍 と レー ル 肢 に 懲 く 方 
を 、 症 2 開 の 左 関 に 示す よ 5 旗 、 水 平 柄 力 @ と 第 悪 ど 
と に 分 ける と 、 の が 大 きい ほど 、 ま た だ ため が 小さ いま ど 宮 
輪 の ウレ ー ル へ の 鞭 り 上 り は 符 電 に な る わけ で ある 。 し た 
が つて この 障害 の 比 久 は 朋 続 の 八 絢 礎 を 痢 わす 最 
あつ て 、 脱線 保 芝 と 呼 淡 れる 。 腕 線 の 直る と まき の と の 係 
触 の 偽 は 、 宣 輸 フ ウン ジ 内 面 の 角度 や 事 垢 レー ん 聞 の 主 
筑 大 数 の 価 j に ょ つて か な か り 広 徹 了 に 下る が 。 菅 通 の 場合 
少な くら る 19 以上 と 考え ち れ で いる 。 

た れ で は 揚 際 の 東 潤 で 脱線 保 租 の 秦 が の 私 度 の も の 
で ある か 上 る た め 紀 、 清 南 電 耳 に つい て 仙 潮 し た 直 昌 
を 示す と 第 2 図 の 右 図 の 通り で ある 。 と の 国 で わか る よ 
う に 、 現用 電 還 は !20kayh 電 度 まで の 加代 で は 昌 線 保 
散 の 念 は 十分 に 小 き く 、 説 織 の 佐 険 は 人 金 く な い 。 才 に 曲 
二 半 球 ぶ 大 きい 場合 、 脱 線 保 散 は 抵 問 で は 非常 に 小さ い 
し か し 適度 が iOOgm/h を こえ る あたり か ら 脱 線 係数 が 
夫 に 上 衝 し て いる 京 は 注意 を 回 する 。 こ とれ は この 還 両 で 
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1957 (昭和 32) 年 に 開催 され た 鉄道 技術 研究 所 創立 50 周年 記念 講演 会 「 超 特急 列車 東京 一 大 阪 問 
三 時 間 へ の 可能 性 ] の うち 、 高 速 運転 用 の 台車 に 関す る 松平 精 (車両 運動 研究 室長 ) の 講演 要旨 。 松平 
は 戦時 中 は 海軍 航空 技術 廊 で 航空 機 の 振動 理論 の 研究 を 行っ て お り 、 戦 後 鉄道 の 世界 に 転じ た 。 


鞭 3 図 豪 交 振動 の 許容 界 


Chapter 4 


was there that the Shinkansen intiative was first 
8nnounced to the DuDlic. 

Research results were announced, stating that it 
would be possibple to link Tokyo and Osaka jn three 
hours by jaying standard gauge tracks, keepind the 
curve radius within 1.500 m, runnind 3,500 to 
4.500 hp EMU trains with low centre of gravity, 
lightweight structure, and pneumatic SDrinds, and 
Operatind at an averade Speed Of 150 to 160 krmh 
maxirmum speed of 210 km/h . Trains would use 
both wind pressure and electromagnetic brakes, 
and concentrated control would be by onboard 
electronlc SIdnalS. 

That announcement was the appeal of an initiative 
for high-speed rail to the public. The initiative was a 
result of discussionS, Surveys, and research by 
raillway engineers who had researched high-speed 
long-distance trains, institute engineers with 
aircraft design and development experience in the 
former army and navy, and rolling stock 
manufacturer engineerS. 

The lecture gained much attention both inside and 
outside Japan. It Dromoted the achievabilty of a 
"SUDer 6XDreSS Of dreams", and contributed greatly 
to the realisation of the Shinkansen initiative. 


は この 付近 の 運 訂 ふら たよ で 間 義夫 の 更 条 動 が 5 起 9 超 め た 
た ためる 考え られ る 。 し た お つて 施 連 隊 で は 、 こ の 蛇行 
動 を 中 目 し て 、 ま ぬ だ に 甲 交 の 動 を 条 心 地 の 移 地 か らち 
分 小さ 保つ て おけ ば 、 肢 練 の 心 重 は 金 く な いと いる と 
感じ る 。 そ の 陣 鹿 は 、 テ デメ リカ に お 好 る 人 書 共 の 結果 に ょ と が で きる 。 
3. 可 動 病 心 好 

水 民 県 心地 の 箇 か ち 思 た 座 陣 培 筐 の 限 硬 は どの くら い 
の も の る で ああ うか 。 と お は 入 凍 の 庁 勤 感覚 の 問 本 で あつ 
て で れ れ Kr は 多く の の 欄 の 入信 誠 動 集 数 を 行 つて 
耕 究 した 束 季 上 あ る 。 それ ら の 寺 時 を 松 合 する と 、 事 天 
K 答 する ぁ 呆 心 地上 の 紙 動 当選 と し て 、 提 動 弧 と 抱 組 と の 
聞 選 逢 3 敵 示す 弧 寺 る 。 洋 応 地 よ の 前 動 屋 具 
対す る 比較 の 次 味 で 。 上 下 銀 動 に 対し て は 。 1g の 読 
す な わ ゃ 括 動 こよ つて 稚 吉 徐 び 上 る 界 を 入れ で ある 。 
を 右 禁 動 に 記し で は 、 秘 婦 肌 滴 と し た ョ ッ プ の 水 が と 
公 れ る 際 許 、 セ ーー セン が 杜 れ る 恨 界 大 六 婦 入れ た 
玩 面 毅 ? 3 先客 整骨 の 永 が だ ぼれ る 限 罪 の 級 を 入れ て 


第 3 敵 の 申 の 吉成 は 最近 の 管 車 や 密 束 の 代 綿 9 な 角 
動 の 大 き さ を 肖 わ し た ゃ の で ある 。 こ れ に よ つ て 季 近 の 
筐 電 間 の 銀 動 の 大 きき は 、 低 振動 馬 の いね ゆる 大 ゆめ れ は 
だ いた い 天 必 地上 の 附 餅 付 近 に ある ゆ 、 次 棚 動 粗 の い 
ゆる で セリ 擬 動 は 限 独 依 か ら 各 矯 はみ出し て いる と と 
が ね か か る 。 し た 避 の て 吉 心 地 の 季 地 か は 、 狐 用 の 客 電 
事 は 高 醒 有 織 囲 の 弱 動 を 更 下 の 敷 委 の 1 學 度 に 江 少 オ 
る よう に 避 敬 する 必要 が ある 。 

4 凍 丁 の 弄 記 と 描 動 の 角 克 

次 に 軍 岡 が 高速 に を つた 得 合 に 悪人 林 の 掘 動 な デュ yk:】 
か を 室 え る 。 匠 4 普 は 東 交 道 森 様 静 了 一 折 松 馬 で 季 つ か 
問 思 転 吉 腔 に れい て 徐 事 及 記 電 事 に つい 1 
体 所 動 如 聞 度 の 束 行 近 度 に 対す る 関原 を 示す 。 こ の 例 に 
示さ れ て いる よう 所 、 車 体 の 拓 動 加 剖 席 は 、 府 生 速 豆 と 
と も に 少し ずつ 堆 吉 し て いる が 、 業 近 の 設 好 に な る 幣 岡 
(ナー10 基 ) で は FOR から で は は と ん ど 一 葉 に 
近 ず いて いる 。 

き で われ われ が 全 答 光 交 いる 200 放 いし kwWNh 
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1958 (昭和 33) 年 11 月 に 東京 一 大 阪 ・ 神 戸 
間 で 運転 を 開始 し た 電車 特急 | こだま 」 は 、 東 
京 一 大 阪 間 を 6 時 間 50 分 で 結び 、 初 め て 同 区 
間 の 日 帰り を 実現 させ た こと か ら “ ビ ジネス 特 
急 ” と 呼ば れ た 。「 こだま 」 に 使用 きれ た 20 系 
(の ちの 151 系 ) 電車 は 、 モ ハ 90 形 (の ちの 101 
系 ) で 確立 し た 走行 シス テム を も と に 、 特 急 列 
車 に ふさ わし い 接 客 設備 、 軽 く て 丈夫 な 車体 、 
乗り 心地 の よい 台車 、 冷 暖房 完備 の 静か な 車 
内 、 ス ピー ド 感 あふ れる 流 線 形 の 先頭 形状 、 赤 


高速 度 試験 に の ぞ む ビジ ネス 特 女 1「 こだま 」 
「1959 (昭和 34) 年 7 月 31 日 金谷 提供 : 星 晃 


と クリ ー ム 色 の スマ ー ト で スピ ー ド 感 あ ふれ る 
外部 塗装 な ど 、 数 多く の 新 機軸 を 盛り 込ん で 設 
計 ・ 製 作 さ れ た 。 

こう し て 、 数 々 の 斬新 な 機能 ・ 設 備 ・ サ ー ビ 
ス を 取り 入れ て 運転 を 開始 し た 電車 特急 | こ だ 
ま 」 の 成功 は 、 近 距離 の 通勤 輸送 ・ 都 市 内 輸 
送 に し か 向 か な いと され て いた 電車 が 、 長 距離 
都市 間 輸 送 の 分 野 で も 十分 に 笑 躍 呈 能 で ある 
こと を 実証 し た 。 そ し て さら に 、 明治 期 以来 機 
関 車 窪 引 に よる 列車 運転 (動力 集中 方 式 ) を 


151 系 の 性 能 限界 の 確認 と 高速 運転 時 の 軌道 ・ 架 線 の 関係 を 究明 し 、 新 幹線 計画 へ 反映 させ る た め 、 
1959 年 7 月 27 日 か ら 31 日 まで 、 軌 道 ・ 架 線 を 強化 し た 東海 道 本 線 金谷 一 焼津 間 の 上 り 線 で 高速 度 試験 
を 実施 。 最 終日 に は 当時 の 狭軌 世界 最高 速度 記録 と な る 163km /h を 達成 し 、 新 幹線 が 技術 的 に も 実現 


可能 で ある こと を 裏づけ た 。 


> 長年 に わた る 研究 ・ 試 験 


戦後 まち も な い 1946 (昭和 21) 年 末 、 国 鉄 ( 当 
時 は 運輸 省 ) 工作 局 車両 課内 に 島 動 力 車 課長 
に より 高速 台車 振動 研究 会 設け られ た 。 
鉄 技術 陣 に 加え て 研究 所 に 採用 され た 旧 軍 の 
航空 機 の 開発 に 携わっ た 技術 者 や 、 民 間 車 両 
製造 メー カー か ら 若 手技 術 者 が 参加 し 、 自 由 
で 希望 に 燃え た 雰囲気 の 中 、 様 々 な テー マ で 
議論 が 戦わ され た 。 そ の 結果 、 そ れ ま で 経験 
則 に 頼っ て いた 台車 の 振動 研究 が 理論 化 され 、 
高速 運転 の 際 に 発生 する 車両 の 蛇行 動 の メカ ニ 
ズム が 解析 され 、 こう し た 成果 を 取り 入れ て 高速 
運転 に 適し た 台車 の 開発 が 進め られ 、 新 幹線 の 
台車 へ と 結実 し て いっ た 。 

また 、 戦 後 まもなく か ら ス ピー ドア ッ プ を め ざ 
し た 高速 度 試験 が 何 度 と な く 実 施さ れ 、 高 速 運 
転 時 の 車両 や 軌道 、 架 線 へ の 影響 に 関す る 様々 
な デー タ が 蓄積 され て いっ た 。 な か で も 1959( 昭 
和 34) 年 7 月 に 東海 道 本 線 で 151 系 を 使用 し て 
実施 され た 高速 度 試験 で は 、163km /h と いう 、 


当時 の 狭軌 鉄道 の 世界 最高 記録 を 達成 し た 。 
これ に よっ て 電車 の 高速 性 能 と 優秀 性 は 広く ア 
ビー ル さ れ 、 東 海道 新幹線 が 技術 的 に も 実現 可 
能 で ある こと を 裏づけ る こと に な っ た 。 

こう し た 長年 の 研究 や 試験 の 成果 は 在 来 線 
だ け で な く 、 高 速 鉄道 構想 に も 取り 入れ られ 、 
新幹線 計画 の 骨格 が 着 々 と 作り 上 げ ら れ て 


いっ た 。 


Years of Research and Tests 


An organisation for testing high-speed bogie 
vbration was launched in 1946 with former miltary 
aircraft development engineers employed by the 
InStitute and rolling stock manufacturer junior 
engineers joining in heated discussion with the 
JNR research staff. Theorisation was made 
redarding bogie Vibration research, the mechanism 
of hunting was analysed, and development of 
bogies for high-speed operation was promoted 
based on the results of those. 


東海 道 新幹線 の 建設 と 開業 


>: ビジ ネス 特 婦 | こだま 」 の 功績 


当然 と し て きた 国鉄 に あっ て 、 電 車 運転 (動力 
分 散 方 式 ) が それ に 取っ て 代わ り 、 列 車 運転 
方 式 の 主流 と な る 決定 的 な 役割 を 果たし た 。 い 
わ ば 電車 特急 「 こ だ ま 」 は 、 日 本 の 鉄道 を “ 汽 
車 "から" 電車 "へ と シス テム チェ ンジ させ る 立 
役者 と な り 、 新幹線 の 建設 に あたっ て る も 電車 方 
式 が 採用 され 、 世 界 初 の 200km /h で の 営業 運 
転 を 実現 させ た 新幹線 へ の 重要 な 試 金石 と 
な っ た の で ある 。 


Achievements of the “Kodama" 
Business Limited ExpreSSs 


The “Kodama" that started running In November 
1958 Inked Tokyo and Osaka in six hours and 50 
minutes, making 8 Sarme-day r『Ound triD DoSSiDle 
for the frst time. t was tnus dubbed the "Dusiness 
limited express". [he 151 series EMUs used for 
the “Kodama” employed Dassenger SerVICe 
faciltties ftng for limited express trains, lightweight 
and strong body, comfortable ride bogies, quiet 
cabins witth heating and cooling, a streamlined 
front, painted Dody, and nurmerous Other innovative 
functions, equipment, and Services. 

The success Of the “Kodama” proved that EMUs 
could handle long-distance intercity transport. lt 
played a deocisive role in JNR replacind 
conventional locomotive-Dulled train operation 
concentrated traction with EMU operation 
distributed traction and EMUs becoming the main 
method of train operation. With that shift, adoption 
of EMU operaton by Shinkansen was considered 
to be a given, making the operation of the 
"Kodama” in essence an Important ltmus test for 
Shinkansen. 
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東海 道 新幹線 に 総力 挙げ る 国鉄 
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1959 (昭和 34) 年 12 月 25 日 発行 


新幹線 の 実現 に 全力 で 取り 組む 国鉄 の 姿 を 紹介 。 


High-speed tests were conducted, accumulating 
data on effect on rolling stock, track, and overhead 
lines. In 1959 tests with the 151 series, a world 
Speed reCOrd Of 163 kmyh for narrow gauge at the 
time was recorded. That proved EMU high-speed 
performance and superiority and that the Tokaido 
Shinkansen was technically feasible. 

Such results were introduced into the high-speed 
rall inttiative, forming the framework for the 
Shinkansen project. 


交流 電化 万 式 の 採用 


高速 運転 を 行う に は 非常 に 大 き な 動 力 ( エ ネ 
ルギー) が 必要 に な る 。151 系 | こだま 」 の 編 
成 で は 2.400kw だ っ た 出力 が 、 新 幹線 で は 12 
両 編成 で 8.880kw と 3 倍 以上 の 出力 を 要する 。 
これ を 大 都市 主体 に 導入 し て いる 直流 1.500V 
で 供給 し た 場合 、 必要 と する 出力 を 得る た め の 
電流 を 避 線 に 流す た め に は 、 単 純 に 従来 の 倍 
の 断面 積 が 必要 と な り 太 < く 重 いも る の と な る 。 ま 
た 、 変電 所 も 電圧 降下 に より 設置 間隔 が 短く な 
り 、 地 上 設備 に 慕 大 な 経費 が か か っ て し まう 。 
一 方 、 車 両側 も パン タグ ラフ が 集 電 する 電流 が 
大 きく な り 、 集 電 部 の 構造 ( 集 電 舟 ) が 大 型 化 
する た め 、 高 速 で は 架線 と 車体 の 振動 に 対し て 
パン タグ ラフ の 追従 性 が 悪く な る 。 この よう に 
直流 で の 高速 運転 は 、 当 時 の 技術 で は 不可 能 
で あっ た 。 

そこ で 、 北 陸 本 線 や 常盤 線 、 鹿 児島 本 線 で 
実用 化 さ きれ て ま も な い 単 相 の 交流 電化 方 式 が 
採用 され た 。 この 方 式 で は 、 車 両 に 変圧 器 を 
設置 する た め 車 両 費 は 高く な る が 、 架線 電圧 を 
高く する こと が で きる た め 、 地上 設備 は 変電 所 
の 間隔 が 長く で き 、 か つ 商 用 周波 数 を 使用 する 
た め 設 備 は 単純 と な る 。 ま た 、 電 圧 を 高く し た 
分 、 運 転 す る た め の 電 流 は 小さ く で き 、 パ ンタ 
グラ フ の 集 電 部 の 構造 が 小型 化 で きる こと で 、 
慣性 力 は 高く な り 追 従 性 が 向上 する 。 こ の よう 
に 交流 電化 方 式 で は 、 シ ステ ム 全 体 の 経済 効 
率 も る 向上 させ る こと が で きた 。 

な お 、 電 圧 は 在 来 線 の 2 万 V か ら 国 際 標 準 
規格 で ある 2 万 5.000V に 引き 上 げ ら れ た 。 また 
日 本 国内 で は 、 商 用 周波 数 が 富士 川 を 境 に 東 
日 本 は 50 H z 、 西日本 は 60Hz と な っ て いる が 、 
東海 道 新幹線 で は 東京 一 新 大 阪 間 の 3/4 が 60 
Hz の 地域 に あたり 、 今後 山陽 方 面 へ の 延伸 が 


電車 万 式 の 採用 


交流 電化 と 並ぶ 新幹線 の 大 き な 特 徴 は 、 電 
車 方 式 (動力 分 散 方 式 ) の 採用 だ っ た 。 新 幹 
線 を 計画 し た 際 に は 電車 方 式 と する か 、 機 関 車 
判 引 方 式 (動力 集中 方 式 ) に する か が 検討 され 
た が 、 最 終 的 に は 電車 方 式 が 採用 され た 。 電 
車 方 式 を 採用 する と 、 列 車 全 体 に 動力 を 分 散 す 
る た め 各 車輪 の 負担 重量 が 均等 化 さ れ て 軽く 
な る の で 、 線路 や 構造 物 の 規格 を 大 きく し な い 
で 高速 運転 が で きる こと 、 それ に 関連 し て 建設 
費 も 抑え られ る こと 、 保守 費 そ の 他 の 年 間 経 費 
が 安く な る こと 、 折 り 返 し 運転 の 際 に 始終 端 駅 
設備 作業 が 簡単 に な り 、 列 車 を 頻繁 に 運転 す 
る こと が で き 、 車 両 の 運用 効率 が 高め られ る こ 
と 、 そ し て 全車 を 電動 車 と する こと で 、 高 速 運 
転 の 際 に 電気 ブ プレー キ を 活用 する こと が で き 
る こと 、 動 力 を 分 散 す る こと で 車両 故障 に よっ 
て 運転 に 支障 を 来 す こと が 少な く で きる こと 、 


想定 され る こと を 考慮 し て 、 全 線 を 60 Hz と し 
こ 。 そ の た だ ため 、 関 東 地方 の 地上 設備 に は 周波 
数 変換 装置 を 設置 し 50Hz を 60Hz に 変換 し た 。 
この よう に 、 当 時 国鉄 が 研究 を 重ね て 実用 化し 、 
信頼 性 を 確立 し て いた 、 電車 方 式 と 交流 電化 が 、 
新幹線 を 実現 させ る 大 き な 技 術 的 要因 と な っ た 。 


Employing AC Electrification 


Tremendous amounts of enerqy are reduired for 
high-speed operation. A 12-car Shinkansen train 
would need more than three times the output for 
the 151 series “Kodama". With DC 1.500V power 
SuDDly, Overhead lines would need to be thicker 
and heavier, substation setuDp costs would 
increase, and rolling stock collector equipment 
would need to be larger. High-speed operation 
with direct current was therefore impossible with 
the technology Of the time. 

Electrification by single-phase alternating current, 
which had just been put into practical use jn 
Japan, waS ermployed. With that, transformers 
were installed on the rolling stock, Increasind rolind 
stock cost. However, overhead line voltage Could 
be increased, the distance between subDstations 
increased, and commercial freduencieSs USed, 
引 lowing for Simplified facilties. While the voltage 
was Increased, Current used Could be lower and 
pantograph collection equipinent more Compact. 
Employing that method made the overall system 
more ecConomical, 

Voltage was increased to the international standard 
of 25.000V. Commercial freduency differed 
between eastern and western Japan, but 3/4 of 
the Tokaido Shinkansen between Tokyo and Shin- 
Osaka was jn the 60Hz area. With future 
exDanSsiIon In mind, the entire Ine was made 60HzZ, 
and freduency Converters were installed in Kanto 
fedIOn waySide eduIDment. 

AC electrification that JNR put into practical use 
after repeated research proved to be another 
major technical factor of achievement of 
Shinkansen, along with EMU operation. 


と いっ た 数 多く の 利点 が あり 、 車両 の 保守 に か 
か る 経費 が か さむ こと を 考え て も 、 総 合 的 に 電 
車 方 式 が 有利 と の 判断 が くだ され 、 電 車 方 式 
が 採用 され た 。 

すでに ビジ ネス 特急 「 こ だ ま 」 に よっ て 電車 
方 式 の 利点 が 明らか に な っ て お り 、 軌 間 を 標準 
軌 に 広げ 、 交 流 電化 を 取り 入れ 、 試 験 で 163km 
/h を 記録 し た | こだま 」 の 技術 を 磨き 上 げ て い 
け ば 、200km /h で の 営業 運転 は 十分 に 可能 と 
考え られ だ わけ で ある 。 こ の よう に 電車 方 式 と 
交流 電化 の 採用 が 、 戦 前 の 弾丸 列車 計画 と は 
大 きく 異な る 点 で あり 、 新 幹線 成功 の 鍵 に な っ 
7 ん る 。 


Employment of EMU Operation 


Pulling passenders cars by a locomotive was 
considered for Shinkansen, but EMU operation 
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Chapter 4 


仙山 線 で 試運転 中 の ED44 形 機関 還 
1955 (昭和 30) 年 陸前 白沢 一 熊ヶ根 


第 二 広 瀬川 橋梁 を 行く 交流 電気 機関 車 ・ 
ED44 形 。 
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仙山 線 の 交流 電化 試験 区 間 

| 交流 電化 調査 委員 会 報告 ] 

1956 (昭和 31) 年 

交流 電化 試験 の 行わ れ た 仙山 線 の 試験 区 間 の 概要 
を 示す 略図 。 仙台 方 の 北仙台 作並 間 で 試験 は 実 
施さ れ 、 そ の 成果 を 踏ま えて 1957 年 に 北陸 本 線 田村 
敦賀 問 が 交流 電化 され 、 幹線 で 初 の 交流 電化 区 
間 と な っ た 。 


waS employed in the end. That method enabled 
overall weight of the train to be distributed so the 
weight on Individual axes would be equal, 
eliminating the need to make tracks and structures 
larger to allow high-speed operation and keeping 
construction costs down. The method proved to 
have many benefts such as increased operating 
efficlency by allowing easy back-and-forth 
operation. While rolling stock maintenance 
exDenSseSs Would 9o up, the method was deemed 
to De effective overall. 

The benefits of EMU operation had already been 
demonstrated with the "Kodama". By introducing 
standard gauge and AC electrification along with 
further refinements to technologies, commerclial 
operation at 200 km/h was thought to be 
achievable. Employment of EMU operation and AC 
electrification were major differences from the 
prewar bullet train project, and proved to be the 
key to achievindg Shinkansen. 


東海 道 新幹線 の 建設 と 開業 


『 東京 ・ 大 阪 の ター ミナ ル の 決定 


新幹線 計画 に あたっ て は 、 戦 前 の 弾丸 列車 
計画 の 時 と 同様 に ター ミナ ル の 所 在 地 を どこ に 
置く か が 大 き な 問 題 と な り 、 東 京 ・ 大 阪 と も 旅 
客 の 便 官 や 都市 計画 的 な 観点 か ら 検 討 が 進め 
られ た 。 そ の 結果 東京 で は 東京 駅 、 汐 留 、 品 
川 、 皇居 前 広場 、 市 ヶ 谷 、 ワ シン トン ハイ ツ ( 現 : 
代々 木 公 園 )、 新 宿駅 西口 広場 、 淀 橋 浄 水 場 
( 現 ・ 新 宿 副 都心 ) な ど が 候補 に 挙がっ た が 、 
工費 や 立地 の 点 で いずれ も 難点 が あり 、 東 海道 
本 線 を は じ め 各 線 が 集中 する 東京 駅 が 最 有 力 
と され た 。 そ こ で 、 品川 か ら 先 は 通勤 輸送 目的 
の 在 来 線 用 に 取得 し て いた 用 地 を 転用 し 、 急 曲 
線 や 幅員 不足 の た め 速 度 制限 が か か る こと を 
承知 の うえ で 新幹線 用 の 高架 線 を 建設 し 、 八 
重 洲 口 側 に 専用 ホー ム と 駅 施設 を 建設 し た 。 

一 方 大 阪 は 、 戦 前 に 東淀川 駅 北側 に 駅 用 地 
が 確保 きれ て いた が 、 市 衡 へ の 連絡 や 他 線 と 
の 接続 の 利便 性 か ら 大 阪 駅 へ の 併設 が 検討 さ 
れ た 。 し か し 大 阪 駅 まで の ルー ト の 用 地 取 得 が 
難し いう え に 、 大 阪 駅 に 新幹線 用 の ホー ム を 設 
ける スペ ー ス が な く 、 近 い 将 来 に 延伸 が 予想 さ 
れる 山陽 方 面 に 向かう に は 、2 回 淀川 を 渡ら ね 


建設 工事 中 の 東京 駅 
1963 (昭和 38) 年 頃 


*: モデ ル 線 の 建設 


新幹線 を 建設 する に つい て は 、 線 路 の 保守 
方 式 、 車 両 や 架線 の 関係 な ど 、 高 速 運 転 に 関 
する 諸 問 題 を 検討 し 、 新 た に 採用 され た 軌道 構 
造 、 車 両 、 電 化 方 式 、ATC な ど に つい て 、 標 
進 軌 の 線路 上 で 車両 を 走ら せ て 実地 に 試験 
し 、 そ の 性 能 を 検証 し て さら な る 改良 点 や 保守 
上 の 問題 点 を 見 出す た め 、 そ れ に 加え て 乗務 員 
を 養成 する た め に 、 戦 前 に 用 地 を 取得 し て いた 
神奈 川 県 の 綾瀬 付近 か ら 鴨 宮 付 近 ま で の 間 約 
32km を 早期 に 建設 し 、 モ デル 線 と し て 各種 試験 
を 実施 する こと に し た 。 

モデ ル 線 の 保守 管理 と 運転 は 、 新 た に モデ 
ル 線 管理 区 を 設け て 運営 する こと に し 、1962 
(昭和 37) 年 6 月 か ら 試 作 電車 に よる 試験 が 開 
台 さ れ た 。 構 造物 の 振動 お よび 応力 、 軟 弱 地 


イィ) 


ば な ら な いこ と な ど 、 技 術 ・ 工 費 的 に 問題 点 が 
多かっ た 。 結局 淀川 を 渡ら ず 東 海道 本 線 、 北 
方 貨物 線 、 宮 原 操車 場 回 送 線 に 囲ま れ た 三角 
地 淀 に 新 大 阪 駅 を 設置 し 、 国 鉄 と 大 阪 市 営 地 
下 鉄 御堂 筋 線 が 連絡 する こと に な っ た 。 


Deciding Locations of Tokyo and 
Osaka Terminals 


Where to locate terrminals was a problem with the 
Shinkansen Droject too, and Iocations were 
Considered from convenience and urban plannin9 
Derspectives. Candidates in Tokyo included Tokyo 
Station, the courtyard in front of the Imperial 
Palace, Shinagawa, Ichigaya, and the west side 
Sduare Of Shinjuku Station. Al of those posed 
problems jn terms of construction costs and 
location, but 「okyo Station where many lines 
Converded Droved to be the prime candidate. Land 
oridinally slated for increasing Conventional lines 
between Iokyo and Shinagawa was transferred to 
Shinkansen, elevated tracks constructed, and 
dedicated platforms and station facilities 
Constructed on the Yaesu side of Tokyo Station. 

In Osaka, land was acduired on the norh side of 


1963 (昭和 38) 年 


盤 地 帯 の 振動 の 分 布 状況 、 軌 道 構造 、 車 両 、 
電気 方 式 、ATC な ど に 対す る 各種 試験 が 実施 
され 、 そ の 成果 が 施設 や 量産 車 に 取り 込ま れ て 
いっ た 。 速度 向上 に つい て は 、 試運転 開始 4 ヶ 
月 後 の 10 月 31 日 に 国内 初 の 200km /h 運転 に 成 
功 し 、 絆 年 3 月 30 日 に は 256km /h の 電車 に よる 
世界 最高 記録 を 達成 し た 。 

また モデ ル 線 で は 関係 者 を 招い て の 試乗 会 
が 行わ れ 、 多 く の 人 々 に “ 夢 の 超 特急 の 実現 
が 間近 に 近づい て いる こと を アビ ー ル し た 。 


Model Line Construction 


An advance model line was laid in Kanagawa 
prefecture before start of Shinkansen construction. 
HS DurDose waSs tO study problems related to high- 


建設 工事 中 の 新 大 阪 駅 
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東海 道 新 電線 の 準備 すす お 
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開業 を 約 10 ヶ 月 後に 控え た 東海 道 新幹線 の 工事 
の 進捗 状況 を 紹介 。 


Higashi-Yodogawa Station, Dut a plan to construct 
the terminal alongside Osaka Station was also 
ConSidered in lght of access to the city centre and 
Connections with other Iines. However, there were 
many technical and cost problems such as land 
purchase provindg dificult, no room for platform 
construction, and future Ine expanSsion redulrind 


the Yodogawa River to be crossed twice. Shin- 
Osaka Station was thus constructed on the Kyoto 
siIde juSt before crossing the Yodogawa River, with 
a JNR Ine and the Midosujit metro Ine connecting 
to the station. 


SDeed Operation such as line maintenance method 
and the relationship between rolling stock and 
overhead lnes. Another use was for verifyind 
performance of elements such as tracK structure, 
rolling stock, electrification, and ATC to find points 
to be improved and problems in maintenance. 
also served as a venue fOr Crew trainin9. 

Tests usind prototype cars started in 1962. Various 
tests were Conducted, with the results of those 
8pplied in facilties and mass production Cars. In 
October four months after tests started, 200 krmyh 
Operation was achieved for the frst tme in Japan. 
A world record of 256 km/h was set the following 
March. Test ride events were held to promote that 
the "Super exDreSS Of dreams' was near: 


Chapter 4 


早朝 の 酒匂 川 を 渡る B 編 成 
1962( 昭 和 37) 年 10 月 31 日 
提供 : 星 晃 


この 日 、 最 高速 度 を 200km/h ま で 
引き 上 げた 試験 を 実施 。 
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東海 道 新 電線“ 夢 の 超 特 切 " 試 作 電 車 
「 ト ラベ ルフ ォ ト ニュ ー ス | 第 15 巻 第 9 号 
1962 (昭和 37) 年 6 月 25 日 発行 


試作 車 で 試さ れ た さま ざま な 接客 設備 を 紹介 。 


建設 中 の モデ ル 線 _ 
1962( 昭 和 37) 年 4 月 20 日 提供 : 星 晃 モデ ル 線 略 史 


島 技師 長 以下 関係 者 が モー ター カー に 乗っ て 視察 中 。 還 - 
新幹線 総局 の 現業 機関 と し て モデ ル 線 管理 区 を 設置 
A 編 成 (1001 二 1002) 搬 入 開始 

B 編 成 (1003 十 1004 二 1005 二 1006) 搬 入 開始 
A 編 成 、 本 線 (東京 起点 71.8 て 69.5km、 下 り 線 )50Hz で 70km/「 走 行 

第 1 次 速度 向上 試験 、B 編 成 、 本 線 (東京 起点 71.8 て 65.5km、 下 り 線 )60Hz で 70km/[ 走 行 
十 河 総裁 列席 の も と 公式 試運転 開始 

第 2 次 速度 向上 試験 その 1 (東京 起点 71.8 て 65.7 km、 下 り 線 )110km/h 走 行 

A 編 成 、 架 線 試験 車 に 改造 (8 月 21 て 26 日 )、 試 運転 


9.8.13 て 14 第 2 次 速度 向上 試験 その 2 (東京 起点 71.8 て 61.8km、 下 り 線 )160km/h 走 行 
10.21.27.31 第 2 次 速度 向上 試験 その 3 (東京 起点 71.8 て 51km、 下 り 線 )210km/h 達 成 


11.11 て 13, 20 て 23 | 高速 総合 性 能 試験 (運転 ・ 電 気 関係 基本 性 能 、 軌 道 各 部 応力 ・ 振 動 、 橋 脚 応力 ・ 振 動 、 
PD PD 列車 風速 ・ 風 圧 、 地 盤 振動 、 伸 縮 継目 各部 応力 ・ 振 動 ) 
け ) 入 】 E 


台車 性 能 試験 ( 軸 箱 支持 装置 の 比較 ) 


11.30 
2 月 


3.19 速度 向上 試験 B 編 成 、 下 り 線 で 243km/h 達 成 
3.25 速度 向上 試験 A 編 成 、 下 り 線 で 220km/h 達 成 
3.30 速度 向上 試験 B 編 成 、 下 り 線 で 256km/h 達 成 (電車 に よる 世界 最高 速度 記録 ) 
3 月 土木 関係 200km/h 総 合 試験 (路盤 、 列 車 風 、 橋 梁 、 地 盤 振動 ) 
4.23 て 24 コン クリ ー ト まく ら 木 試験 
4.25 て 27 すれ 違い 試験 金目 川 ・ 出 縄 ト ン ネ ル 内 で の すれ 違い 走行 、 気 圧 変動 測定 
6.8 6 両 編 成 総括 制御 試験 (A 編 成 十 BB 編成) 
た 則 | 9.15 て 16 橋梁 応力 試験 (各部 の 応力 、 横 揺れ 、 た わ み ) 
GPEED ETER | ' | 中 10.16 て 17, 11.6~ て 8 | 改造 ATC 試 験 


2 の と 人 タイ ヤ フ ラ ッ ト 試 験 
列車 風 試験 
排 障 器 試験 
C 編 成 (0 系 量産 先行 車 6 両 ) 搬 入 開始 

C 編 成 公式 試運転 

熱海 方 (上 り 線 、 東 京 起点 93.2km ま で ) 入 線 試験 

モデ ル 線 管理 区 廃止 、 東 京 運転 所 鴨宮 派出 所 と な る (6 月 27 日 派出 所 廃止 車両 の 
走行 距離 約 25 万 km、 試 乗 者 約 15 万 人 

A 編 成 浜松 工場 へ 回 送 、 全 般 検 査 、 救 援 車 に 改造 

B 編 成 浜松 工場 へ 回 送 、 全 般 検 査 、 電 気 試験 車 に 改造 


200 km/h を さす 速度 計 
1962( 昭 和 37) 年 10 月 31 日 提供 : 星 晃 
東京 て 新 大 阪 間 全 線 試運転 


つい に 200km /h に 到達 。 速度 計 は 1004 号 の 車内 東京 新 大 阪 間 開 業 
仕切 り 部 に 取り 付け られ て いた 。 日 本 国有 鉄道 新幹線 支社 発行 「 東 海道 新幹線 工事 誌 土 木 編 」 1965 年 、 久 保 歓 「 東 海道 新 幹線 モデ ル 線 物語 」「 レ イル 』」N64 2009 年 ) を も と に 作成 


7 9 5 フラ ィ タタ ク 6 る 2. 


・ 幻 に 終わ っ た 真 物 輸送 


東海 道 新幹線 の 建設 に あたっ て は 、 東海 道 
本 線 の 線 増 対策 と いう 観点 か ら 、 旅客 輸送 だ 
け で な く 貨 物 輸送 も 構想 され た 。 計画 の 概要 
は 、 標準 軌 専用 車両 で 新幹線 内 革 着 貨物 を 輸 
送 し 、 コ ン テ ナ ・ ピ ギー バッ ク 方 式 を 採用 する 、 
旅客 列車 と 競合 し な いよ う 運 転 は すべ て 夜間 
と する 、 貨物 取扱 駅 は 東京 ・ 静 岡 ・ 名 古屋 ・ 大 
阪 の 4 駅 と する 、 開業 時 に は 電車 方 区 の コン テ 
ナ 列 車 を 11 本 運転 し 、 東京 一 大 阪 間 を 5 時 間 30 
分 で 結ぶ 、 週 に 1 日 は 運転 を 行わ ず 、 線路 の 保 
守 作業 に あて る と いう も の で あっ た 。 

貨物 電車 は 10 両 編成 (電動 車 4 両 ・ 付 随 事 6 
両 ) を 1 単位 と し 、 3 単位 30 両 を 1 個別 車 と し た 。 
] 両 に つき 5t コ ン テ ナ 5 個 を 搭載 し て 、 1 列車 で 
750t の 貨物 を 輸送 する 計画 だ っ た 。 また この ほ 
か に 自動 車 輸送 電車 $ 計 画 さ きれ て いた 。 

初 の コン テ ナ 専 用 列車 | た か ら 」 が 運転 開始 
され て ま も な い 当時 、 新幹線 に よる コン テ ナ 電 
車 は 画 期 的 な 構想 だ っ た が 、 工事 の 進捗 と と も 


愛称 名 は 「 ひ か り 」 と 「 こ だ ま 」 


東海 道 新幹線 の 開業 に あたっ て 、 列車 体系 
は 東京 一 新 大 阪 間 を 途中 名 古屋 と 京都 に 停車 
する 超 特急 、 各駅 に 停車 する 特急 の 2 本 立て に 
する こと に な り 、 愛称 が 公募 さき れん る こと に な っ 
た 。 その 結果 、 新幹線 の 開業 が 近づき 、 国民 の 
期待 の 大 きき さ を 反 映し て か 、 全 国 か ら 55 万 
8.882 通 と いう 記録 的 な 数 の 応募 が あり 、 地 
名 ・ 人 名 ・ 天 体 の 名 前 ・ 動 物 名 ・ 植 物 名 な ど 700 
種 に も 上 っ た 。 

応募 数 で 一 番 多 か っ た の は 「 ひ か り 」 の 1 万 
9.845 通 で 、 スピ ー ド を 象徴 する 光速 の イメ ー ジ 


に いつ の 間 に か 立ち 消え と な っ て し まっ た 。 資 
金 事情 の 山師 や 夜間 の 保守 作業 時 間 の 確保 、 
旅客 輸送 量 が 予測 を は る か に 越え た こと な ど 
が 理由 と され て いる が 、 世 界 銀行 か ら の 借款 を 
受け る た め の 便 法 と し て 貨物 輸送 構想 を 策定 
し た と も 言わ れ て いる 。 

いずれ に し て も 、 新幹線 で の 貨物 輸送 は 実 
現 せ ず 、 新幹線 は 高速 旅客 列車 、 在 来 線 は 各 
駅 停車 を 中 心 に し た 旅 竹 列車 と 貨物 列車 と い 
う よ う に 、 運転 速度 の 近い 列車 を 走ら せる こと 
で 両 線 と も 効率 の よい 輸送 を 行い 、 貨物 需 
を まかなう こと (な っ た 。 


Freight Transport That Never Was 


Freight transport was also planned with the 
construction of the Tokaido Shinkansen. !he plan 
was for freight transport between Shinkansen 
arrivalsS and departures, EMU container train 
Operation, and night runs so as not to compete 


が 超 特 急 に ふさ わし いと し て 採用 され た 。 これ 
に 対し て 各駅 に 停車 する 特急 の 愛称 は 、 東海 
道 本 線 の ビジ ネス 特急 と し て 活躍 し て いた 「 こ 
だ ま 」 が 、 光速 に 対す る 音速 の 象徴 と し て 「 ひ か 
り 」 と 好 一 対 の 愛称 と し て 採用 と な っ た 。 な お 、 
公募 の 得票 順位 は | ひか り 」 以 下 [は や ぶさ 」][ い 
な づま 」| は や て | 富士]| 流星 | あか つき 」| さ く 
ら ]| 日 本 」 と 続き 、「 こ だ ま 」 は 第 10 位 だ っ た 。 
こう し て 決定 し た 愛称 名 は 1964 (昭和 39) 年 
7 月 に 発表 され 、 開業 が 10 月 に 近づい た “ 夢 の 
超 特 急 へ の 期待 は ます ます 高まっ て いっ た 。 
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with passendger trains for track use. 「okyo, 
Shizuoka, Nagoya, and Osaka stations were toO 
handle freight. At start of Ine operations, 11 EMU 
container trains were to run between Iokyo and 
Osaka in five and a half hours, with one day a 
week having no runs So maintenance work could 
De done. 

However, there was a lacK of funds, and 
passendger transport volume qreatly exceeded 
forecasts. Freight transport thus eventually faded 
from the plan. Abandoning freight transport is also 
Said to have been a measure eimDIOyed tO recelve 
funding from the World BanKk. 

In the end, Shinkansen freight transport was never 
realised. Shinkansen would be for hiqgh-Speed 
passendger trains: Conventional would be Ines for 
passendger trains, Centring on those stopping at 
every station, and for freight trains. Highly efficient 
transport would be made by operating freight 
trains at speeds close to those of conventional 
passendger trains to meet demand for freight 
tranSDolt. 


東海 道 新幹線 貨物 電車 想像 図 
1960( 昭 和 35) 年 黒岩 保 美 画 

国鉄 の デザ イン 分 野 で 活躍 し た 黒岩 保 美 に よる 想 
像 図 。 資 物 電車 は 図面 が まっ た く な か っ た た め 、 当 
時 の コン テ ナ 貨 車 と 157 系 の 先頭 部 を 組み 合わ せ 
て 想像 で 描い た と いう 。 


The “Hikari" and “Kodama" 


As start of operations, two types Of trains would be 
run?a SuDer exDreSs that only stopped at Nagoya 
and Kyoto in addition to the terminals, and a 
limited express that stopped at al stations. Names 
for the trains were soudht from the public. ApDrox. 
560,000 entries were submitted, resulting In 700 
candidate names, reflecting the great expectations 
Of the DuDlic. 

The most popular name was "HiKkar', JapaneSe fOr 
light, and that was employed as 人 t presented a 
hidh-Speed imade juSt right for the Super exDreSS. 


新野 線 の ダイ ヤ 早 図 


東 京 


開業 当初 の 運転 計画 


新幹線 が 開業 し た 際 の 運転 計画 は 、 東海 道 
お 新 才 
線 へ の 転移 割合 、 高速 道路 開通 に よる 彰 響 な 
ど を 考慮 し て 策定 され た 。 Pet ょ 東京 一 
新 大 阪 間 を 途中 名 古屋 ・ 京 都 の 2 駅 に 停車 する 
超 特 急 と 、 各 駅 に 停車 する 特急 に 分 けら れ た 。 
計画 段階 で は 超 特 急 は 早朝 か ら 深 夜 ま で 1 時 
間 間 隔 で 片道 19 本 、 特急 は 30 分 間隔 で 38 本 運 
転 し 、 こ の 他 に 東京 一 熱海 間 に 区 間 運 転 列車 
22 本 を 運転 する 計画 だ っ た 。 また 、 旅客 列車 の 
走ら な い 夜 間 に 貨物 列車 を 東京 一 新 大 阪 間 に 
6 本 、 区 間 運 転 5 本 を 走ら せ 、 週 1 回 は 保守 作業 
の た め 運 休 す る こと に し た 。 

し か し な が ら 、 予 算 不 足 等 か ら 開 業 時 の 車 
両 は 30 編 成 、360 両 と な り 、 盛 土 区 間 の 路盤 が 
安定 する まで は 、 超 特 急 は 4 時 間 、 特 急 は 5 時 
間 運 転 と する こと に な り 、 開業 時 の 列車 本 数 は 
当初 計画 より も 大 幅 に 減ら さき ざる を えな く な っ 


“Kodama", Japanese for echo and the name of the 
busineSsSs limited express on the conventional 
Tokaido main line, was chosen for the train 
stopping at all stations as it paired well with 
“Hikari” to give a lght and sound speed contrast. 
The most popular names after “Hikari' were 
“Hayabusa”falcon and “Inazuma” lghtning , with 
“Kodama" comind In gt tenth place. 

Train names were announced in July 1964. And 
with that announcement, expectations for the 
“SuDer exDreSS Of dreams" furher mounted. 
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連 輸 観光 技術 協会 編 『 事 典 東海 道 新幹線 』1964 年 を も と に 作成 


た 。 また 貨物 列車 の 運転 も 当面 は 取り 止め と 
な っ た (結果 的 に 運転 は 実現 せ ず ) 。 そこ で 6 
時 始発 、 24 時 終着 と し 、 お お むね 30 分 ご と に 
超 特 急 と 特急 が 交互 に 発車 する パタ ー ン と され 
た 。 これ に より 、 超 特 急 [ ひ か り 」 は 東京 一 新 大 
阪 間 に 片道 14 本 、 特 急 [ こ だ ま 」 は 12 本 と し 、 こ 
の は ほか に 東京 一 静岡 間 、 東京 一 名 古屋 間 、 静 
岡 一 新 大 阪 間 、 名 古屋 一 新 大 阪 間 に そ れ ぞ れ 
特急 を 1 本 の 計 30 本 が 運転 され る こと に な っ 
た 。 また 夜間 は 保守 時 間 と し て 営業 運転 は 行 
な いこ と に し た 。 


Initial Operation Plan 


The operation plan was put together taking into 
acCcourt factors such as estimates foOr passender 
and freight volume, rate of switch to Shinkansen 
USe, 8Td OpDenind Of express highwayS. Initially, 
SUDer eXDreSS trains were tO run In One-hour 


開業 近づく “新幹線 " 
「 ト ラベ ルフ ォ ト ニュ ー ス ] 第 17 巻 第 8 号 
1964 (昭和 39) 年 7 月 25 日 発行 


[ひか り 」 「 こだま 」 の 列車 愛称 が 決ま り 、 工 事 
も 最終 段階 に は し か っ て いる こと を 紹介 。 


intervals and limited express trains in half-hour 
intervals from early in he morning to late at night. 
There were also plans to run regional trains 
between 「okyo and Atami and to run freight trains 
at night. 

A lack of funds, however meant that only 30 train 
sets totalling 360 cars were available at start of 
operations. The number of runs thus had to be 
decreased and freight train operation postponed 
for thne tme being. So, until firm roadbeds could be 
established, super exDress runs being four hours 
and limited express runs five hours long. The first 
train of the day would depart at 6 am, and the last 
arrive at 12 midnight, with alternating super 
exDress and limited express trains running at 30 
minute intervals. Furthermore, one limited express 
reSDectively would run between Tokyo and 
Shizuoka, Tokyo and Nagoya, and Nagoya and 
Shin-Osaka. Those translated to a total of 30 runs 
tnat would be made daily Late night was reserved 
for rmaintenance. 
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# ソ 


開業 当時 の 運賃 ・ 料 金 


東海 道 新幹線 は その 建設 の 経緯 上 、 東海 道 
本 線 の 線路 増設 と いう 位置 づけ の た め 、 運賃 
(基礎 と な る 営業 キロ ) に つい て は 東海 道 本 線 
と 同一 と し た 。 新設 駅 の 新横浜 、 岐阜 羽島 に つ 
いて は 、 そ れ ぞ れ 横 浜 、 岐 阜 に 対応 する も の と 
し 、 そ れ ぞ れ の 対応 駅 の 営業 キロ を 用 いて 運 
賃 を 計算 し た 。 一 方 新幹線 特急 料金 は 、 そ の 
高速 性 や 運行 コス ト な ど を 考え て 在 来 線 より 割 
高 な 設定 と する こと に し た 。 全線 を 三 つ の 距離 
区 分 に 分 ける と と も に 、 A・B・C の 三種 の 特急 
料金 を 設定 し た 。 この うち [Al は 東京 一 新 大 阪 
間 を お お むね 3 時 間 運 転 の 列車 に 、|B] は 4 時 間 
運転 、 |C」 は 5 時 間 運 転 の 列車 に 適用 する も の 
と し た 。 これ に よっ て 開業 時 4 時 間 運 転 だ っ た | 
ひか り 」 は 「B] 料 金 、 5 時間 運 転 の | こだま 」 は 
[C」 料 金 を 適用 し た 。 「Al 料 金 は 当時 の 在 来 線 
特急 料金 の 2 倍 、[B] は 6 割増 し 、[C」 は 3 割増 し 
全 の 
に より 、 開業 時 の 東京 一 新 大 阪 間 の | ひ 
本 は 1.300 円 、 運賃 と 合わ せ て 2,.480 
円 (2 等 ) と な っ た 。 当時 の 同 区 間 の 航空 運賃 
(6.000 円 ) に 比較 する と か な り 割 安 で 、 当時 
の 給与 水準 と 比べ て も 利用 し や すい 金額 で も 
あり 、 9600 40 な 要因 と な っ た 。 
な お 、 1 等 は 運賃 料金 と も 2 等 の 約 2 倍 (通行 税 
10% 加 算 ) だ っ た 。 その 後 、1969 (昭和 44) 年 5 
に 1 等 ・2 等 と いう 等 級 制 が 廃止 きれ ん 、 そ れ ま 


10 月 1 日 の 「 ひ か り 1 号 」 
新幹線 B 特 剖 券 と 乗車 券 
1964( 昭 和 39) 年 

所 蔵 : 白土 貞夫 


開業 当日 の 下り 1 番 列 車 「 ひ か り 1 号 」 の 特急 券 と 乗車 券 。 車内 で は 記念 品 と し て 東海 道 新幹線 
開業 記念 新幹線 B 特急 券 、 新 幹線 を 紹介 する パン フレ ッ ト 、 絵 は が き な ど が 乗客 に 配布 され た 。 


で の 1 等 車 は 特別 車 (グリ ー ン 車 ) 、 2 等 車 は 普 
通 車 と し た 。 運賃 ・ 料 金 は グリ ー ン 車 ・ 普 通 車 
と も 同額 と な り 、 グリ ー ン 車 に 乗車 する 場合 に 
に 加え て グリ ー ン 料金 を 徴収 する 形 に 改 

め ら れ た 。 

この よう に し て 、「 ひ か り 」 と 「 こ だ ま 」 は 別 料 金 
と な っ た の で 「 ひ か り 」 を 超 特 急 、「 こ だ ま 」 を 特 
急 と 称し て いた 。 超 特急 ・ 特 急 の 区 分 は 1972 

(昭和 47) 年 3 月 の 山陽 新幹線 開業 まで 続き 、 
料金 の 2 本 立て 体制 は 1974 (昭和 49) 年 10 月 改 
正 ま で 続い た 。 また 、 開業 翌年 の 1965 (昭和 
40) 年 11 月 か ら 「 ひ か り 」 は 3 時 間 10 分 、 | こだま 」 
は 4 時 間 に ス ピー ドア ッ プ され た の で 、 それぞれ 
|Al 料 金 、|B] 料 金 を 適用 する こと に し た 。 

開業 当時 は 全席 指定 席 で 、 手 作業 に より 硬 
券 に 必要 事項 を 記入 し て 発券 し て いた が 、 開 
業 の 年 の 年 末年 始 輸 送 に あたっ て は 、 窓口 の 
混雑 を 避け る た め 「 こ だ ま 」 に 自由 席 を 設け た 。 
そし て 翌年 11 月 の スピ ー ド アッ プ に と も な っ て 、 
上 定席 は 全席 コン ピュ ー タ (マル ス ) に 収容 

端 林 機 で の 機械 発券 を 開始 し 、 合 わせ て 「 

SO (1 等 1 両 、 2 等 6 両 ) を 通年 設 
定 す る こと に し 、 利用 の 増加 に 対応 し た 。 


Initial Fares and ChargeSs 


The Tokaido Shinkansen was positioned as an 
addition to the Tokaido main lne, so fares were Set 
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the same as for the Tokaido main Ine. For the new 
Shin-Osaka and Gifu-Hashima stations, fareS were 
calculated according to the distance to and from 
those. The Shinkansen expresS Charge waS Set 
higher than that for conventional lines in 
consideration of factors such as the high speed 
and operation costs. The line was separated into 
three sections, and three types Of charges tnus set 
according to travel time. Charges for the “Hikari" 
and "Kodama” were thus initially different, with the 
“Hikarl” classified as SuDer express and "Kodama" 
as lmited express, 「he separate charge systems 
continued until the opening of the SanyOo 
Shinkansen in 1972. 

The “Hikari” charge between Tokyo and Shin- 
Osaka at start of operations was 1.300 yen, 
coming to 2.480 yen with the second class fare 
added. That was far less than airfare, and 
Shinkansen use drew as the fare was quite 
reasonable considering salaries of the time. 「he 
frst class fare and charge was about double that 
Of SeCOnd ClaSS. 

All seats were reserved at start of operations, with 
seating hand written on pre-printed tckets of hard 
Daper. To prevent crowding at the ticket counter at 
the New YearS rush, non-reserved seating was 
introduced on the “Kodama" for that period. The 
year after operations started, reserved seat 
information was cormpiled by computer, and ticket 
iSsuing by machine commenced. 「hat also marked 
the “Kodama" institutind year-round non-reserved 
seating to handle increaSed USe. 


10 月 1 日 の 「 ひ か り 2 号 」 新幹線 B 特 誠 券 と 乗車 券 
1964( 昭 和 39) 年 所 蔵 : 高 橋 勝 代 


開業 当日 の 上 り 1 番 列車 |! ひかり 2 号 」 の 特急 券 と 乗車 券 。 


東海 道 新幹線 (東京 一 新 大 阪 間 ) の 運賃 と 料金 (2 等 ・ 普 通 車 指定 席 ) の 推移 


* 料 金 は 2 等 ・ 普 通 車 指定 席 、 通 常 期 の も の 


ひか り | こだま | ひか り | こだま 


1964( 昭 和 39) 年 10 月 1.300 1.100 2,480 2,280 
1965( 昭 和 40) 年 11 月 1.600 1.300 2,780 2,480 
1966( 昭 和 41) 年 3 月 , 1.600 1.300 3.330 3.030 
1966( 昭 和 44) 年 5 月 , 1.900 1.500 4.130 3.730 
1974( 昭 和 49) 年 10 月 5,.010 
1975( 昭 和 50) 年 11 月 5.510 
1976( 昭 和 51) 年 11 月 8,300 
1978( 昭 和 53) 年 7 月 9,100 


( 開業 、「 ひ か り 」「 こ だ ま 」 別 料金 
( 
( 
( 昭 
( 
( 
( 
( 
1978( 昭 和 53) 年 10 月 ) 9,300 
( 
( 
( 
( 
( 
( 
( 
( 平 


スピ ー ド アッ プ に よる 料金 改定 
運賃 の み 改定 32.3% 

等 級 制 廃止 (グリ ー ン 料金 設定 )15.9% 
運賃 ・ 料 金 改 定 23.2%『 ひ か り 」「 こ だ ま 」 料 金 一 元 化 
料金 の み 改定 11% 

運賃 料金 改定 50.4% 
運賃 の み 改定 16.4% 

料金 の み 改定 12.2% 
運賃 の み 改定 8.8% 

運賃 の み 改定 4.5% 

運賃 ・ 料 金 改 定 8.8% 

運賃 料金 改定 6.1% 

運賃 料金 改定 8.2 % 

運賃 の み 改定 4.4% 

運賃 の み 改定 4.8% 

通行 税 廃止 、 消 費 税 導 入 


1979( 昭 和 54) 年 5 月 9,500 
1980( 昭 和 55) 年 4 月 9.900 
1981( 昭 和 56) 年 4 月 ) ) 10,800 


1984( 昭 和 59) 年 4 月 ) 12.200 
1985( 昭 和 60) 年 4 月 ) ) 12.600 
1986 で 年 9 月 1 13,100 


) 
) 
) 
1982( 昭 和 57) 年 4 月 11.500 
) 
) 
) 
1989 元 ) 


年 4 月 13.480 
| 。 | ひか 9: こだま | の ぞ み | ひか り : こ だ ま 
1992( 平 成 4) 年 3 月 8,.340 5,140 6.090 | 13.480 14.430 
1997( 平 成 9) 年 4 月 8.510 5,240 6,210 | 13.750 14.720 | 消費 税 5% に 引上げ 
2003( 平 成 15) 年 10 月 8.510 5,240 5,.540 | 13.750 14.050 | 「 の ぞ み 」 主 体 運 転 と な り 料 金 値 下げ 
東海 旅客 鉄道 株 式 会 社 新幹線 鉄道 事業 本 部 発行 『 新 幹線 の 30 年 その 成長 の 軌跡 』 1995 年 、 東 海 旅客 鉄道 株 式 会 社 発行 『 東 海 旅客 鉄道 20 年 史 』 2007 年 を も と に 作成 


「 の ぞ み 」 運 転 開始 、「 ひ か り 」「 こ だ ま 」 と 別 料金 に 


う ひ 


姿 を 現し た 量産 1 号 編成 
1964 (昭和 39) 年 3 月 
モデ ル 線 提供 : 星 晃 


の ^ 
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初代 新幹線 車両 0 系 


新野 線 の 建設 量 準 ・ 車 両 限界 


標準 軌 (1435mm) を 採用 し た 新幹線 で は 、 在 
来 線 の 様々 な 制約 を 離れ 、 まったく 別個 に 高速 
連 転 を 行う た め の 理 想 的 な 建設 基準 が 定め ら 
れ た 。200km /h で の 高速 運転 を 可能 に する た 
め に 、 最 小曲 線 半径 は 2.500m と し 、 カ ント 量 
(カー ブ で の 左右 の レー ル の 高低 差 ) は 最大 
200mm と し た 。 在 来 線 よ り は る か に 緩やか な 曲 
線 と な り 、 カ ー ブ で の 減速 の 必要 が な く な っ 
た 。 ま た 電車 運転 の み と な る た め 、 勾 配 は 在 
来 線 よ り 急 な 15/1000 (15%%、1.000m で 15m の 
高低 差 ) を 最大 勾配 と し た (勾配 延長 1km 以 内 
の 場合 は 20/1000 ま で 許容 )。 一 方 車両 の 軸 重 
(一 軸 あ た り に か か る 重量 ) は 、 重 い 機 関 車 を 
使用 し な いた め 16t 以下 と し 、 橋 梁 な ども これ 
に あわ せ た 規 格 が 定め られ た 。 これら の 基準 


建築 限界 ( 左 ) と 車両 限界 ( 右 ) の 比較 


の 多く は 、 戦 前 の 弾丸 列車 計画 の 際 に 決定 さ 
れ た も の を その まま 用 いた が 、 勾 配 や 軸 重 は 電 
車 方 式 を 採用 し た た め に 条件 が 緩和 され 、 建 
設 費 の 削減 に 役立っ た 。 

車両 限界 に つい て も 、 標準 軌 を 採用 し た の で 
在 来 線 よ り も 広げ られ た 。 在 来 線 の 車体 高く さ が 
レー ル 面 上 4.300mm、 幅 3.000mm な の に 対し 、 新 
還 線 は 高き を レー ル 面 上 4.500mm、 幅 3.400mm と 
し た 。 そ の 結 北 2 等 車 (現在 の 普通 車 ) で は 2 
人 掛 +3 人 掛 の 座席 配置 が 実現 で きた 。 ま た 、 
貨物 輸送 を 行う 際 に コン テ ナ を 搾 載 で きる よう 
に 、 上 部 の 限界 に ゆとり が ある た め 、 後 年 2 階 
建 車両 の 導入 に あたっ て 、 十 分 な 高き さと 広 さ の 
ある 車両 を 導入 する こと が で きた 。 こう し た 限界 
の 拡大 が 、 新 土 線 の 大 き な 輸 送 力 を も た らし た 。 
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運輸 観光 技術 協会 編 | 事 典 東海 道 新 幹線 ] 1964 年 を も と に 作成 


Series 0 Shinkansen 


Construction standards / clearance 


With the Shinkansens adoption of standard gauge 
track, ideal construction standards freed from 
Various restrictions that applied to conventional 
lineSs were set down for high-Speed operation. The 
minirmum curve radius was set to 2.500 m and 
maximum cant (left/right rail height difference in 
Curves) to 200 mm to allow 200 km/h high speed 
operation. Vith curves much more gradual than 
those on conventional lines, trains no longer 
needed to slow down for curves. And as only 
EMUs are operated for Shinkansen, grades could 
be steeper than for conventional lines at a 
maximum of 15/1000 (15%。, or 15 m height 
dirfference over 1,000 m). Meanwhile, roling stock 
axle load (weight per axle) could be 16 tons or less 
8S heavy Iocomotives are not used, and 
specifications for structures such as viaducts thus 
set according to that weight. Many of the standards 
wefe used unchanged from those of the pre-war 
bullet train plan, but qrade and axle load conditions 
were relaxed with the employment of EMUs, 
helping to reduce construction costs. 

As for clearance, it was made larger than for 
conventional lines as standard gauge (1.435 mm) 
waSs adopted. Conventional Ine car body height js 
4.100 mm apove the rails and width is 3.000 mm, 
while Shinkansen car body height is 4.500 mm 
above the ralls and width js 3.400 mm. Thanks to 
tne increased Size, 8 two seat + three seat 
arranderment was DoSSible for second class cars 
(present day ordinary cars). And as extra top 
clearance was given to handle containers for freight 
tranSport, roling stock with sufficient height and 
width could be introduced later with addition of 
double-decK cars. Such increase in clearance 
brought about the large transport capaoity of 
ShinkanSsen. 


ecnanrsom 


初代 新幹線 車両 0 系 | 


: 王 線 立体 交差 、 軌 道 、 


新幹線 は 高速 運転 時 の 安全 を 確保 す る た め 
に 、 全 線 を 高架 ・ NM 
交差 と し て 踏切 を 廃止 し た 。 トンネル ・ 橋 染 を 
の ぞ く < 多く の 区 間 が 盛土 区 間 で 、 高 さき は 6 一 
7m、 施工 基 面 幅 10.7m の 路盤 上 に 複 人 
が 敷設 され 、200km /h で の すれ 違い 時 に 
る 風圧 の 影響 を 考慮 し て 、 PP 
4 ル 2m と きだ 。 

路盤 の 上 に は バラ スト を 敷き 、PC ま くら 木 に 
締結 し た レー ル を 敷設 0 
し て いる 。 レー ル の 重量 は 通過 トン 数 や 保守 
と の 兼ね 合い か ら 、50 エ レー ル 2 
53kg) と され た (開業 後 、 高 速 走行 時 の た わ 
みな ど に 対し て 強度 が 不 十分 な こと が 分 か り 、 
60kg レ ー ル に 交換 され た )。 ま た 、 信 号 用 軌道 
回 路 を 構成 する た め 1.500m の ロン グレ ー ル と 
し 、 継 目 に は 絶縁 継目 付 伸縮 継目 を 採用 し た 。 
レー ル と まく ら 木 を つなぐ 締結 装置 は 二 重 弾 
性 締結 を 用 い 、 レ ー ル 下 に は ゴム パッ ド を 敷い 
て 、 板 バネ と と も に 列車 通過 時 の 衝撃 を 吸収 
2 2 9 きま 
た 分 岐 器 (ポイ ント ) は 高速 運転 に 対応 し た 
ノー ズ 可 動 分 岐 器 を 採用 し 、 列 車 通過 時 の 衝 
撃 が ほとん ど な い 構造 と し た 。 

トン ネル は すべ て 複線 型 と し た た め 、 鉄道 用 
と し て は これ まで に な い 大 断面 トン ネル と な っ 
た 。 新 凡 那 トン ネル 以下 、 全 長 が 2.000m を 越 
6 は 12 ヶ所 ある 。 一 方 橋 染 は 、 海 岸 沿い 

こ ル ー ト が 設定 され て いる た め 数 多く の 河川 を 
0 ば な ら ず 、 富 士 川橋 染 を は じ め 延 長 
500m 以 上 の も の が 9 ヶ所 ある 。 これ に つい て は 
工期 短縮 と 経費 節減 の 観点 か ら 標準 設計 を 取 
り 入 れ 、 ま た 電車 方 式 を 前 提 と し て いる た め 、 
設計 荷 重 を 軽く 取っ て いる 。 


一 般 的 な 盛土 区 間 


トン ネル 、 栓 染 


Full grade separation, track, 
tunnels, and viaducts 


To ensure safety in high-speed operation, 
Shinkansen track is elevated or on 
embankments for the full length of the 
line and grade separation made at al 
roads to eliminate crossings. Many 
sections other than tunnels and bridges 
8re embankment sections that have 
double track laid on a roadped 6to7 m 
hidgh with a formation width of 10.7 m. 
The distance between the centre Of 
tracks is also made to be 4.2 m in 
consideration of the effects of wind 
DreSSure when trains Dass each other at 
200 km/h. 

Ballast iS laid on roadbeds, and 
ballasted tracks are ermployed that have 
railS laid fastened to PC sleepers. In 
terms of rail weight, 50T rails (53 kg/m) 
8re employed with passing tonnage and 
maintenance volume In mind. 
Furthermore, 1,.500 m long rails are used 
to create track circuits for signals, and 
exDanSsilon jOints with insulated joints are 
ermployed for joints. Fastening deviceS 
that connect the railSs and sleepers are 
Qouble elastic fastenings. RuDber Dads 
are laid under rallS to absorb the shock of 


主要 ずい 道 一 覧 


7.958.6m 熱海 一 静岡 間 96.9km 


5,170.0m | 小田 原 一 熱海 間 | 83.3Km 
- 音 羽山 5.044.6m | 米原 一 京都 間 | ・ 464.7Km 
浦原 | 4.934.0ml 熱海 一 静岡 間 | 139.8Km 
由比 | 3.993.0m| 熱海 一 静岡 間 | 146.1km 
- 泉 越 | 3.193.0m | 小田 原 一 熱海 間 | 91.1km_ 
- 牧 の 原 | 2.917.0m | 静岡 浜松 間 | 198.6Km 
- 関 ケー 原 | 2.809.8m | 岐 早 羽 島 一 米原 間 | 391.7km 
- 坂 野坂 2.198.0m| 豊橋 一 名 古屋 間 | 293.7km 
日 本 坂 | 2.173.2m | 静岡 浜松 間 | 175.1Km 
2.094.0m 米原 京都 間 473.1km 


2.023.0m 圭 海 一 静岡 問 151.3km 

* 全 長 2.000m 以上 の も の 位置 は 開業 時 の 駅 問 で 表記 

* 東 京 一 新 大 阪 問 ず い 道 : 66 ヶ 所 、 延 長 : 68.713.5m 

\* 日 本 国有 鉄道 東海 道 新 幹線 支社 発行 「 東 海道 新幹線 工事 誌 土木 編 」 1965 年 を 
も と に 作成 


主要 村 


帳 ビ 


曽 東京 起点 
熱海 一 静岡 間 137.9km 
362.8km 
190.3km 


1.373.39m 


1.001.26m | 名 古屋 一 岐阜 羽島 間 
987.08m 
901.40m 


静岡 一 浜松 間 
静岡 一 浜松 間 232.8km 
748.02m 米原 一 京都 間 448.8km 
667.46m | 新横浜 一 小田 原 間 51.2km 
595.40m 静岡 一 浜松 間 169.7km 
571.40m | 名 古屋 一 岐阜 羽 島 間 | 368.3km 
504.60m 浜松 一 豊橋 間 253.1km 


* 和 全長 500m 以上 の も の 位置 は 開業 時 の 駅 間 で 表記 

* 東 京 一 新 大 阪 間 橋梁 (延長 100m 以上 ) : 96 ヶ 所 、 延 長 : 25,113.2m 

* 日 本 国有 鉄道 東海 道 新幹線 支社 発行 「 東 海道 新幹線 工事 誌 土木 編 」1965 年 
を も と に 作成 


trainSs DaSSind In conjunction with leaf SpringSs, 
reducind destructive force to tracks. AlsO, turnouts 
with movabple nose crossing that can handle high- 
SDpeed operation are employed for turnouts 
(points), forming a structure where there is aimost 
no shock when trains DaSS. 

Tunnels are all double track, and they have a 
Iarde CrOSS Section never-before seen In railwayS. 
From Shintanna tunnel there are 12 tunnels that 


ずい 道内 横断 面 図 
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_ 伸縮 継目 部 分 
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are longer than 2.000 m. Many rivers also have to 
be crossed by bridge as the route was Set along 
the seashore, and nine bridges includind the 
Fujldgawa railway bridge have a length of 500 m or 
jonger. Standard design was introduced for those 
structures from a Derspective of shortenind 
construction time and trimming costs, and design 
load is lghter as only EMUs are presumed to be 
operated on the line. 


ノー ズ 可 動 分 岐 器 


基準 線 に 開通 (A 方 向 ) の 場合 
方 中 


A 方 向 


分 岐 線 に 開通 (BB 方向) の 場合 な 到 線 
ウイ ング レー ル e あ お 


ョ ンジ ーー 


基準 線 
可動 ノー ズ 
在 来 線 の クロ ッ シ ジ シング 
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9 


回 定 ノ ー ズ 


A 方 向 


ウゥ ウイ ング レー ル 


試運転 列車 後部 運転 台 か ら み た 寄 線 
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1964( 昭 和 39) 年 9 月 名 古屋 一 岐阜 羽島 撮影 : 巴 川 享 則 


高速 運転 に 対応 し た 集 電 シ ステ ム 


新幹線 の 建設 に あたっ て は 、 高 速 運 転 に 必要 
な 大 量 の 電力 を 安定 し て 供給 する た め 、 電車 線 
路 (架空 式 の 電車 線 : 架線 ) の 構造 も 様々 な 方 
式 が 検討 され た 。 東北 本線 や 東海 道 本 線 で の 
架線 試験 車 に よる 架線 と パン タグ ラフ の 総合 試 
験 (1960 年 11 月 に 175km /h を 記録 ) を へ て 、 合 
成 コ ン パ ウン ド 架 線 が 採用 きれ た 。 こ れ は パン 
タグ ラフ に 接する トロ リ 線 の 上 に 和 順 架線 を 2 本 
張っ て コン パウ ンド 型 に し た も の で 、 架線 と パン 
タグ ラフ と の 間 の 振動 や 離 線 が 抑え られ る も の 
だ っ た 。 ま た 、 新 規 に 建設 し た 路線 の た め 、 全 
線 に わた っ て 架線 の 高 さ を レー ル 面 か ら 5,.000 
mm に 揃え る こと が で きた 。 こ れ ま で は 、 ト ン ネ ル 
や 立体 交差 の 下 を 通る 際 に は 架線 高 さ が 低く な 
り 、 踏 切 で は 架線 高 さ を 高く する 必要 が ある た 
め 、 そ れ に 応じ て パン タグ ラフ の 作用 範囲 を 広く 
する た め 、 大 型 の も の が 用 いら れ て いた 。 し か 
し 架線 高き が 一 定 に な っ た こと で 、 パン タグ ラフ 
の 作用 男 囲 が 一 定 と な り 、 在 来 線 よ り も 慣性 力 
が 高く な っ た の で 小型 に する こと が で き 、 集 電 
性 能 が 大 幅 に 向上 し た 。 と ころ が 、 開 業 後 トロ 


PS200 形 バン タグ ラフ 組立 


日 本 国有 鉄道 臨時 車両 設計 事務 所 (新幹線 ) 編 [新幹線 用 旅客 電車 説明 書 (増補 改訂 版 ) 付 図 
II」 1965 年 を も と に 作成 
3 次 車 以 降 の 図面 の た め 、1・2 次 車 か ら 変 更 あり ( 奄 子 大 型 化 、 本 体 は 内 側 に 沈み 込む ) 


リ 線 の 振動 に よる 離 線 が 多く 、 パ ンタ グラ ブフ 数 
を 減ら し (BT き 電 方 式 か ら AT き 電 方 式 に 変更 
し て 実現 )、 高 張力 架線 に 改良 され た 。 

また 地上 設備 も 、 東 海道 本 線 に 比べ て 変電 
所 は 51 ヶ 所 か ら 25 ヶ所 に 減り 、 設 備 の 合理 化 ・ 
集中 化 を 進め て 効率 の よい 設備 と し た 。 


Collection system that handles 
high-speed operation 


In construction of Shinkansen, various types Of 
structures for contact lines (Overhead line 
eduipment: OLE) were considered to stably 
provide large armounts of electrical Dower reduired 
for high-speed operation. After overhead lne and 
pantograph tests on the Tohoku main lne and 
Tokaido main line using overhead contact line 
inSpection Cars (175 km/h in November 1960), 
Composite tyDe compound catenary eduipment 
was adopted. 「hat was compound eduipment 


電車 線路 標準 構造 図 
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下 枠 交差 型 パ ンタ グラ フ 
1964( 昭 和 39) 年 提供 : 星 晃 
従来 の パン タグ ラフ より 小型 化 さ れ た 
PS200 形 。2 両 に 1 基 搭 載 。 


Comprlsind a contact wire that contacts the 
pantograph slung under two messender wires, SO 
vibration and contact loss between the overhead 
ine and pantograph could be minimised. And as 
tne track was newly constructed, the overhead line 
height could be standardised at 5.000 mm above 
the rails for the entire length of the track. 
Previously the overhead line had to be made lower 
when passing through tunnels and under grade 
Separations and higher at crossings, so the 
pantograph range Of operation was wide, and a 
large pantograph had to be used. But with a 
uniform overhead line height, the pantograph 
rande Of operation was constant and inertial force 
higher than that of conventional lines. The 
pantograph could thus be smaller, greatly 
improvind current collection performance. 

Wayside equipment too, could be decreased from 
51 substations on the Tokaido malin line to 25 on the 
Tokaido Shinkansen. In that way, equipment was 
streamlned and concentrated to be more efficient, 
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補助 ちよ う 漆 線 日 本 国有 鉄道 新幹線 
ーー 局 編 「 東 海道 新幹線 」 
1963 年 を も と に 作成 


新幹線 の 変電 所 
1964( 昭 和 39) 年 
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安全 運転 を 文 え る ATC と CTC 


在 来 線 の 信号 保安 シス テム は 、 線 路 脇 に 建て 
られ た 信号 機 に 示さ れ た 信号 を 、 運 転 士 が 目視 
で 確認 し て 、 ス ピー ド を コン トロ ー ル し て いた 。 し 
か し 新幹線 の 場合 、200km /h の 速度 か ら ブ レー 
キ を か け て 完全 に 停止 する まで に 4.000m の 距 
離 が 必要 と な る 。 そ の 上 運転 士 が 前 方 を 見 通 
せる 距離 は 800m が 限度 と いわ れ て お り 、800m 
先 に 停止 し て いる 列車 が 見 えて か ら プ レー キ を 
か け て も 間に合わ な いこ と に な る 。 これ を 防ぐ 
た め に は 、 た くさ ん の 信号 機 を 建て る し か な い 
が 、 高 速 に な れ ば な る ほど 運転 士 は 非常 に 短い 
時 隔 で 信号 機 を 視認 し な が ら 走 ら な けれ ば な 
ら な く な る た め 、 見 落と し や 疲労 の 危険 が 生じ 
安全 性 が 確保 で き な く な っ て し まう 。 

そこ で 、 新幹線 の 建設 に あたっ て は 上 自動 列 車 
制御 装置 (ATC) に よる 車内 信号 方 式 を 導入 し 
こ 。 レー ル に 速度 を 指示 する 信号 電流 を 流し 、 
電車 側 の アン テ ナ ( 車 上 子 ) が その 信号 を 受け 
て 運転 室 の 計器 に 信号 を 現 示 する と と も に 、 そ 
の 時 の 速度 と 照ら し 合わ せ (速度 照査 )、 速 度 
が 高い 場合 は 自動 的 に ブ プレー キ が か か り 、 指 示 
速度 以下 で 走る よう に し た 。 こ れ に よっ て プ ブ 
レー キ は 、 運 転 士 の 判断 に よら ず 、 指 定 し た 速 
度 と な る よう に 確実 に コン トロ ー ル され る こと に 
な り 、 安 全 性 が 飛躍 的 に 向上 し た 。 

また 、 東 京 一 新 大 阪 間 の すべ て の 駅 の ポイ ン 
ト 操作 、 全 列車 の 信号 制御 は 、 東 京 駅 北側 に 
新設 され た 総合 指令 所 に 設け られ た 列車 集中 
制御 装置 (CTC) で 一 括 し て 行う よう に し た 。 
これ に よっ て 全線 の 運転 、 営 業 、 電 力 、 信 選 、 
通信 な どの 指令 ・ 制 御 が 総括 管理 され 、ATC 
と あわ せ て 、 高 速 列車 を 短い 間隔 で 安全 に 走ら 


ATC の 作用 (上 : 駅 中 間 、 下 : 入 駅 時 ) 


確認 ボタ ン を 
衝 さ な い 場 合 
/ 


| 約 3000 
トル ! メール 


後 紋別 車 の 
信号 現 示 


2.400- キ -2,400 
メー ル | メー トル 


ーー テ 


運輸 観光 技術 協会 編 「 事 典 東海 道 新幹線 ] 1964 年 を も と に 作成 


ATC 事 上 装置 
1964( 昭 和 39) 年 頃 
運転 室 と デッキ を 仕切 る 
壁面 に 設置 。 


せる こと が 可能 に な っ た 。 

な お 、 当 初 の ATC は 階段 式 制御 の アナ ログ 
式 だ っ た が 、 現 在 で は 連続 制御 (パタ ー ン 式 ) 
の デジ タル 制御 へ と 改良 され て いる 。 


ATC and CTC that support safety 


The signaling safety system for conventional lnes 
controlled speed by having signals from signallnd 
devices set up alond the track Visually confirmed 
by train drivers. But Shinkansen reduires 4.000 m 
to come to a complete stop after applying the 
brakes at 200 km/h. Moreover, the driverS view IS 
said to be limited to 800 m ahead, and tt would be 
Impossible to apply the brakes and stop the train 
uDOn seeind a stopped train 800 m ahead. 「o 
avoid such a sittuation, rmany Signalling devices 
would have to be set up, and the driver would 
have to drive while visually confirmind signalind 
devices In ever-decreasind Intervals the faster the 
train ran.「hat would result in the danger Of signals 
being missed and the driver becoming fatigued, 
thus jeODardisind Safety, 


東京 総合 指令 所 の CTC 制 件 呈 
1964 (昭和 39) 年 

横幅 20m に 達する 話 風 形 の 表示 盤 
に 列車 の 運行 状態 を 示す 。 


An onboard signal system by Automatic Irain 
Control (ATO) was thus introduced In Construction 
Of Shinkansen. A signal Current instructng Speed jS 
run along the rails, and an antenna on the EMU 
(onboard antenna) receives that signal to indicate it 
on cabin instrumernts while simultaneously 
comparing wtth the actual Current Speed (Speed 
check) and automatically applying the brakes if too 
fast to slow down to jnstructed speed.「hat way, 
brakes are thoroughly controlled wrthout relying on 
Qriver judgerment to keep the train at the instructed 
speed, greatly dramatically safety, 

Furthermore, DOint operation at all stations 
between Tokyo and Shin-Osaka and signal control 
for al trains were made to be uniformly conducted 
by Centralised Iraffic Control (CTO) at the general 
dispatch office newly set up at the north side of 
Tokyo station. That way, Operations, SerVIC@eS, 
poOwer, SidgnalHindg, comrmunications, and other 
commands and controls became uniformly 
managed. In conjunction with ATC, high-speed 
trains could tnus be run safely in short intervals. 


新幹線 東京 駅 に 隣接 し た 東京 
総合 指令 所 

1964 (昭和 39) 年 

運転 、 営業 、 電力 、 信号 、 通信 等 新 
幹線 の 運行 管理 を 一 括 し て 行う 。 


eo、 eo PS 
OR rh 


『 数 多く の デー タ を 提供 し た 試作 電 


新幹線 の 車両 製造 に あたっ て は 、 こ れ ま で 
の 在 来 線 と は 異な る 未知 の 速度 領域 で の 運転 
と な る た め 、 試作 電車 を 製作 し て 実際 に モデ ル 
線 で 走ら せ 、 各 種 の 性 能 確認 や 実地 試験 を 行 
な い 、 その 成果 を 取り 入れ て 量産 車 を 製造 する 
こと に し た 。 試作 電車 は 最小 限 の 両 数 で 有効 
な 試験 ・ 調 査 ・ 訓 練 が で きる よう に 、A 編成 2 
両 (1001+1002 の 2 両 ) と 、B 編 成 (1003+ 
1004+1005 +1006 の 4 両 ) の 計 6 両 で 、A・B 
編成 を 連結 し て 総括 制御 する こと も で きた 。 

車体 は 在 来 線 よ り 大 型 化 さ ん る の で 、 で きる 
だ け 軽 量化 を は か り 、1004 号 で は 側 構え ( 車 
体側 面 ) に X 字 形 の スジ 違い 柱 を 入れ た 構造 
を 試し て いる 。 こ の ほか 全 軽 合金 製 の 上 屋根 
構造 、 新 し い 防 音 防 熱 材 料 の 使用 、 空 気 抵抗 
を 考 上 應 し た 前 頭 形状 、 様々 な タイ プ の 腰掛 、 汚 
物 処 理 装置 な ど が 取り 入れ られ た 。 友 車 は 軸 
箱 支 持 装置 の 異な る も の と し 、 パ ンタ グラ フ も 


B 編成 に 取り 付け られ た 速度 記録 標 
1964( 昭 和 39) 年 提供 : 星 晃 

1963 年 3 月 30 日 の 速度 向上 試験 で B 編 成 が 256 
km/h を 記録 し 、 当 時 の 電車 に よる 世界 最高 速度 記録 
を 達成 し た こと を 記念 し て 、 先 頭 車 の 前 頭 部 側面 の 運 
行 番号 表示 窓 下部 に 取り 付け られ た 。 


3 タイ プ が 捨 載 さ れる な ど 、 実 車 で の 比較 試験 
の た め 、 同 じ 機 圭 で も 異な る タイ プ の も の が 搭 
載 さ れ た 。 

A・B 両 編成 は 1962 (昭和 37) 年 6 月 か ら モ デ 
ル 線 で 試運転 が 開始 され 、 様 々 な 試験 に 供 さ れ 
て 貴重 な デー タ を 提供 し 、 車 両 だ け で な く 各 施 
設 の 設計 に も 試験 の 結果 が 反映 され た 。 な か で 
も 、1963 (昭和 38) 年 3 月 に 実施 し た 速度 向上 
試験 で は 、B 編 成 が 当時 の 電車 に よる 世界 最高 
速度 記録 と な る 256km /h を 達成 し 、 新 幹線 が 
技術 的 に 実現 可能 で ある こと を 広く アビ ー ル し 
た 。 また モデ ル 線 で は 各種 の 試験 と 並行 し て 乗 
務 上 員 の 杖 成 が 行わ れ 、 両 編成 を 教材 に し て 訓練 
が 行わ れ た 。 さらに 試乗 会 も 開催 され 、 多 く の 
招待 者 が 200km /h の 世界 を 体感 し 夢 の 超 特 
急 の 姿 を 間近 に 感じ させ る 役割 を 果たし た 。 

こう し て 、 各 種 試験 を つう じ て 量 産 車 へ の デー 
タ を 提供 し た 試作 車 は 、 試 験 の 終了 後に A 編 成 
は 救援 車 に 、 B 編 成 は 電気 試験 車 に 改造 され 、 
緑 の 下 の 力持ち と し て 新幹線 の 運行 を 文 え た 。 


Prototype cars that provided much 
data 


Prototype cars were built in the process of 
manufacturing Of Shinkansen rolling stock as the 
fOling Stock would be run In SDeed randeSs never 
before experienced on conventional lines. The 
prototypes were run on model lines to confirm 
Various performance aspects, and field testS were 
performed. Results of the test runSs were 
inCOrDporated In masS production car manufacture. 
A total of six prototype cars were bui for effective 
tests, SurveyS, and training with a minimum 
nurnber of cars.「hose were the two-car A frain set 
(1001 and 1002) and four-car B train set (1003, 


Chapter 


登場 ま も な い A 編 成 
1962( 昭 和 37) 年 鴨宮 基地 
提供 : 星 晃 

スカ ー ト を すべ て 取り 付け た 登場 
当時 の 姿 。 試 験 が 開始 され る と 点 
検 等 に 支障 する た め 、 一 部 を 取り 
外し て 走行 し た 。 A 編成 は 同年 8 
月 に は 架線 試験 車 に 改造 され 、 大 
阪 寄 り の 1001 号 に は 運転 室 寄り 
に 測定 用 パン タグ ラフ 、 観測 用 テ 
レビ 、 測定 室 が 取り 付け られ 電車 
線 関 係 の 測定 に 使用 され た 。 


1004, 1005, and 1006). The A and B train sets 
could be coupled and multiple unit control 
COnducted. 

Car bodies were larger than those of 
Conventional Ines, so they had to be made as light 
aS DoSSible. Vith side walls (car body sides) of the 
1004 car, a structure with X-shape cross braced 
columns was tried. Other innovations implemented 
Included an all light alloy roof structure, use of new 
Sound and thermal insulating materials, nose 
shape that took air resistance into account, various 
types of seats, and waste processing deviceSs. 
Diferent types of the same devices were installed 
SuCh as bogies with different axle box suspensions 
and three types of pantographs to make 
COmDarISOnS On 8ctual cars. 

Test runs of the A and B train sets started in June 
1962. Valuable data was provided from tests, and 
test results were reflected in design of various 
facilties in addition to rolling stock. In the speed 
improverment test conducted in March 1963 jn 
particular, the B train set achieved the world speed 
reCOrd for EMUs at the time of 256 knyh, helping 
to broadly promote that Shinkansen was 
technically feasible. Crews were also trained while 
conducting various tests on the model track, with 
the train sets used as instructional materials. Public 
test-ride events were also held, fulfling the role of 
havindg many invitees experience he world of 200 
krmyh speeds and get a close-up feel for the "super 
exDfeSsS Of dreams'". 

The prototype cars that provided data for mass 
production cars 【nhrough various testS were 
modifed for other uses after tests were Cormpeted. 
The A train set became relief cars and B train set 
electrical test cars. In that way, those prototypes 
became unsung heroes SuDDporting operation of 
Shinkansen. 
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初代 新幹線 車両 0 系 


> 0 系 の 形式 、 編 成 


今 で こそ 最初 の 新幹線 電車 は 0 系 と 呼ば れ 
て いる が 、 開 業 当時 に は 「0 系 」 と いう 呼び 方 
は され ず 、[ 新幹線 電車 ] と 呼ば れ た り 、|21 形 
式 ] な ど と 各 形 式 名 で 呼ば れ て いた 。 の ち に 東 
| の 200 系 が 登場 し た 頃 か ら 
区 別 の た め に 0 系 と いう 名 称 が 一 般 的 に な っ て 
いっ だ 。 

開業 時 に は 12 両 編成 で すべ て 電動 車 (モー 
タ 付 の 車両 ) と され 、 将 来 輸送 の 電 妥 が 増え 
れ ば 16 両 まで 増結 で きる よう に し た 。 電気 的 に 
は 2 両 1 ユ ニッ ト と し 、 東 京 方 の 車両 (偶数 号車) 
に パン タグ ラフ 、 主 変圧 器 、 タ ッ プ 切換 稚 、 
リコ ン 整 流 器 等 が 搭載 され 、 大 阪 方 の 車両 ( 奇 
数 号車 ) に は 主 抵抗 器 、 主 制御 器 等 が 搭 載 さ 
れ た ほか 、 大 阪 方 車両 に トイ レ * 洗 面 所 が 設け 
られ て いた 。 そ し て 、 こ の ユニ ッ ト を 6 組 組み 合 
わせ た 12 両 編成 と し て いる 。 1 編成 中 、1 等 車 
2 両 、 他 は 半 室 ビュ フェ 車 2 両 を 含む 2 等 車 と な 
る 。 定員 は 1 編成 合計 で 987 人 と な っ て いる 。 

また 開業 当初 、0 系 は 編成 ご と に 車両 メー 
カー に 発注 し て 編成 ご と に 運用 する た め 、 運 用 
管理 等 の 都合 か ら メ ー カ ー 別 の 略号 (アル ファ 


新幹線 旅客 電車 12 両 編成 


Z/ (fk ) 定 上 75 人 


上 一 | (1 
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2 oo 2 ーー イ 1 


。 沼 RS 


ベッ ト ) と メー カー ご と の 編成 製造 順 を 示す 編 
成 番号 が つけ られ た 。 編成 番号 は 先頭 車 助士 
席 側 前 面 窓 左下 部 、 乗務 員 室 扉 窓 下部 、 乗務 
員 室 扉 下 部 の スカ ー ト に 白 文 字 で 表示 し た 。 し 
か し 、「 ひ か り 」「 こ だ ま 」 の 編成 区 分 が 明確 
に な り は じ め 、 用 途 別 の 意味 の 方 が 重要 に な っ 
て きた た め 、1971 (昭和 46) 年 12 月 か ら 用 途 を 
表す 編成 記号 (| ひか り 」 が H、「 こだま 」 が K) 
に 改め られ た 。 


0 series types and train Sets 


The first Shinkansen series IS called the “0 series" 
today, but it was simply called the “Shinkansen 
train” or by type such as "Type 21” gt the start Of 
operations. When the 200 series appeared for the 
Tohoku and Joetsu Shinkansen, the 0 series name 
came into general use to differentiate the train 
SerieS. 

At the start of operations, the 12-car train sets 
were made up of all motor cars (roling stock with 
motors), and those could be expanded by 
coupling extra cars to make train sets up to 16 
cars. In electrical terms, two cars made UD On@e 


26 (内 間 計 7 の の 人 
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旧 昌 田 60 
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25 ( 邊 ) 諾 買 /po 人 


unit. Tokyo-facing cars (even-numbered cars) had 
equipment such as pantographs, traction 
transformers, tap changers, and silicon rectlifiers: 
Osaka-facing cars (odd-numbered cars) had 
equipment such as main resisters and main 
controllers as well as lavatories/washrooms. Six 
unitS were combined for a 12-car train set. Each 
train set had a two first-class carsi the rest were 
second-class cars including two cars that were 
half buffet cars. Passenqger Capaclty was 98/ 
people per train Set. 

At the start of operations, each 0 series train set 
was individually ordered from rolhng stock 
manufacturers. For scheduling and other reaSonSs, 
each train set had a symbol (letter) identifying the 
manufacturer and a number indicating the order in 
which it was built by that manufacturer. 「he train 
set number was displayed in white at the top left of 
the assistant driver's side front window, at the 
bottom of the conductor's cabin door window, and 
at the skirt at the bottom of the conductors cabin 
door bottom skirt. Hikari and Kodama train set 
classification later started to become clear So In 
December 197 1 train set symbols were changed 
(H for Hikari and K for Kodarma) tO exDreSS USe 8S 
differentiating by use came to be importart. 
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日 本 国有 鉄道 臨時 車両 設計 事務 所 (新幹線 ) 編 
[新幹線 用 旅客 電車 説明 書付 図 ] 1964 年 を も と に 作成 
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新幹線 電車 の 車両 名 称 ・ 形 式 (東海 道 新幹線 開業 時 ) 


第 1 の 数 字 ( タ イプ ) | 第 2 の 数 字 ( 用 途 ) | 第 3 の 数 字 (構造 ) 


旅客 車両 
(0 の 場合 は | 1 | リーン 中 
| 表記 し な いり ) 110 まま よー 
| 貨物 車両 2 等 車 う 制御 電動 車 
普通 車 


ビュ フェ 車 食堂 車 | 間 
| | "| (全車 


制御 電動 車 


5 | 中 間 電 動車 
中 間 電 動車 
( 集 電装 置 付 ) 


* 新 幹線 電車 の 車両 名 称 ・ 形 式 は 基本 的 に 3 ケタ の 数 字 で 用 途 や 構造 を 示 
し 、 番 号 は 3 ケタ 数 字 の 後ろ に ハイ フン (一 ) を 置き 、 形式 ご と に 1 か ら 順 を 
追っ て 付 番 する 。 0 系 の 場合 は 第 1 の 数 字 ( 百 の 位 ) は 「0」 な の で 、 省略 し 
て 第 2 の 数 字 ( 十 の 位 )、 第 3 の 数 字 (一 の 位 ) で 形式 を 表し て いる 。 0 系 で 
は 第 3 の 数 字 の 「3」「4」 は 存在 せ ず 。 事業 用 車両 の 分 類 は 省略 

日 本 車輌 製造 編著 『 日 本 国有 鉄道 0 系 新幹線 電車 」2003 年 を も と に 作成 


0 系 の 編成 番号 (東海 道 新幹線 開業 時 ) 


日 本 車輌 製造 製 
川崎 車両 製 (中 = RIVER) 
近畿 車輌 製 GF=SHORT) 


汽車 製造 会 社 抽 
日 立 製 作 所 製 
東急 車軸 製造 製 (1967 年 一 ) 東海 道 新幹線 」 2009 年 を も と に 作成 


標準 軌 の 採用 に よっ て 車体 は 大 型 化 さ れ 、 
全長 25m (連結 面 間 長 さ 、 先 頭 車 は 25.15m) 、 
幅 3.38m、 高 さ 3.975m と し た 。 車体 幅 は 世界 
的 に も も っ と も 大 き な 部 類 に 入る 。 在 来 線 の 車 
両 に 比べ 床 面積 で 約 40% 広 く な り 、 な お か つ 交 
流 機器 を 多数 搭載 する た め 、 乗 客 が 乗車 し た 
状態 で 重量 が 60t を 越 さ ない よう 、 徹底 的 な 軽 
量化 が は か られ た 。 当時 は アル ミ な ど 軽 合金 に 
よる 車体 製造 の 実績 は 少な く 、 外 板 に は 耐候 
性 鋼板 を 使用 し た 。 ま た 、 空 気 抵抗 の 低減 を 
は か る た め 、 外 板 は 可能 な か き ぎり 平滑 に 仕上 げ 
られ 、 車 体側 面 に は 軽 合金 製 の 側 ス カー ト を 、 
車両 連結 部 の 外側 に も 幌 を 取り 付け た 。 さら に 
屋根 上 を 平滑 に する た め に 、 軽 合金 製 の 上 屋根 
で 空気 調和 装置 を 覆っ て いる 。 


車両 の 筐 密 対 策 


ーー 新鮮 な 空気 …- ヶ 排気 、 四 外気 締切 錯 
(①^-⑤ は 空気 の 流れ る 順序 ) 


空気 調和 ユニ ッ ト ( 運 転 室 ) 給 気風 道 1 


0 糸 の 車両 形式 と 編成 (東海 道 新 電線 開業 時 


2 等 制御 電動 車 


) 


運転 室 付 、 制 御 機器 ( 主 制御 器 ・ 主 抵抗 器 ・ 電 


動 発電 機 等 ) 搭 載 、 ト イレ ・ 洗 面 所 付 


ーーーーーーーーーーー キ ドー ニーー ビ ーー ここ と 二 さ ロタ ニセ いと らら さこ と と と こま いくこ ーー ュー ニー ニー ニーーーー ニ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ae ここ ッ こ こ マ ーー ニー と ッッ ロー ご トキ ーー ニー ニー ニニ ーーーーーーーーー ニ ーー ニー ニー ニー ニニ ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニニ ーー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニニ ニニ ニニ ニニ ニー ニー ニニ ニニ ーー ニー ニー ニー ニー ニキ ニニ ニニ ニニ ニュ ニー ニー ニー ニー ニー ニー 


2 等 中 間 電 動車 ( 集 電 装置 付 ) 


電源 機器 ( 主 変圧 器 ・ 主 整流 器 等 ) 搭 載 、 乗 務 員 
室 ・ 業 務 用 室 付 


2 等 中 間 電 動車 


制御 機器 を 搭載 トイ レ ・ 洗 面 所 付 


ーー 


2 等 中 間 電 動車 ( 集 電装 置 付 ) 


2 等 ビュ フェ 合造 中 間 電 動車 


制御 機器 を 搭載 、 電 話 室 ・ 売 店 ・ 車 販 準 備 室 、 ト 
イレ ・ 洗 面 所 付 


2 等 中 問 電動 車 ( 集 電装 置 付 ) 


2 等 中 間 電 動車 ( 集 電装 置 付 


2 等 ビュ フェ 合造 中 間 電 動車 


電源 機器 搭載 


| 制御 機器 捨 載 、 ト イレ ・ 洗 面 所 、 乗 務 員 室 ・ 荷 物 
| 保管 室 付 


電源 機器 搭載 、 乗 務 員 室 ・ 荷 物 保管 室 付 


制御 機器 を 搭載 、 電 話 室 ・ 売 店 ・ 車 販 準 備 室 、 ト 
イレ ・ 洗 面 所 付 


電源 機器 搭載 、 乗 務 員 室 ・ 業 務 用 室 付 


さ ャ ー = ュー ニー ニニ ーー 


2 等 中 間 電 動車 


制御 機器 搭載 、 ト イレ ・ 洗 面 所 付 


PE に ーー ドド ドド ドド ドド ドド ドド 


運転 室 付 、 電 源 機器 搭載 、 乗 務 員 室 ・ 業 務 用 室 付 


* 1 号車 が 新 大 阪 方 、12 号車 が 東京 方 * 編 成 全車 が 電動 車 で 電気 的 に は 2 両 で 1 ユニ ッ ト を 構成 
* 1969 年 5 月 の 等 級 製 廃止 に より 1 等 車 は 特別 車 ( グ リー ン 車 ) に 、2 等 車 は 普通 車 に な る 
日 本 国有 鉄道 皿 時 車両 設計 事務 所 (新幹線 ) 編 | 新幹線 用 旅客 電車 説明 書 」 1964 年 を も と に 作成 


浅原 信彦 「 ガ イド ブッ ク 最盛 期 の 国鉄 車輌 6 


軽量 化 を 追究 し た 車体 、 気 密 構 造 の 採用 


また 、 空 気 調和 装置 は 冷暖 房 と も に 使え る 
ヒー ト ポ ボン プ を 採用 し 、 天 井 に 分 散 配 置 し た 。 
これ に より 座席 下 に 暖房 器 を 設置 する 必要 が 
な く な っ た 。 上 屋根 肩 部 の カバ ー は 空調 装置 の 
通風 口 を 兼ね て いる 。 と ころ で モデ ル 線 で の 走 
行 中 に 、 試 作 車 が 高速 で トン ネル に 入っ た 際 、 
室内 の 気圧 が 上 朋 間 的 に 低下 する た め に 起こ る 
" 朋 ツ ン 現 象 が 大 き な 問 題 と な っ た 。 か な り の 
不快 感 を と も な うた め 、 量 産 車 で は 客室 を 気密 
構造 と し て 、 外部 の 圧力 変化 の 影響 を 受け な い 
よう に 設計 変更 を 行っ た が 、 デ ッ キ 部 と 便所 ・ 
洗面 所 を 気密 構造 に で さき な か っ た た め 、 営 業 開 
j 後 に 仕切 戸 (仕切 引戸 ) が 開か な い 、 排 水 が 
逆流 する な どの トラ ブル が あり 、 翌 年 に は 気密 
構造 に 改良 され た 。 


Employing bodies with a pursuit of 
lightness and airtight structures 


Car bodies were made larger with the application 
of standard gaudge, becoming 25 m long (Coupled 
length, 25.15 m for leading cars), 3.38 m wide, 
and 3.975 m tall. Car body widths were some Of 
the widest in the world. FlOoor SDaCe W8S 8DD「OX. 
4096 greater than conventional ine cars. CarSs were 
eduipped with much AC equipment, so striot 


weight reduction was made to keep weight from 
exCeeding 60 tons even with passengers. At the 
time, there had been few previous examples of 
USind lght alloys such as aluminium, and weather- 
reSistant steel Danels were used. Outer surfaces 
were also finiShed as smooth as possible, light 
alloy side skirts attached to body sides, and 
diaphragms attached to the outside of between- 
Car COUDIing areas toO reduce 8air resistance. 
Furthermore, 8ir CoOnditioning eduiprment was 
covered by a light alloy roof top to make the roof 
top smooth. 

Heat Dumps for air conditioning that could be 
usSed with both heaters and coolers were also 
employed and distributed across the ceiing. That 
eliminated the need to install heaters under seats. 
The cover on the shoulder of the top roof also 
served as vent duct for air conditioning eduipment. 
However, the ear DODDindg Sensation caused by 
momentary droD In air DreSSure aS test CarSs 
entered tunnels at high speed became a major 
problem. 「he sensation was quite unpleasant, so 
DaSsenger CaDbins were made airtight with mass 
production cars. The design was changed so the 
cabin was not affected by outside DreSSure 
changes, but the deck and lavatory/washroom 
areas COuld not be made airtight, so problems did 
occur after cormmercial operation started. 


化 往 草 。 > 
ッ ジ 用] 
レン 
和 密 区 分 
日 本 国有 鉄道 臨時 車両 設計 事務 所 ( 新 幹 


線 ) 編 「 新 幹線 用 旅客 電車 説明 書付 図 ]」 
1964 年 を も と に 作成 


初代 新幹線 車両 0 系 


: 時代 を 象徴 し た 先頭 形状 


特徴 的 な 0 系 の 先頭 形状 は 、 鉄 道 技術 研究 
所 で の 風洞 実験 の 結果 を 踏ま え 、 車 両 製造 メー 
カー 各社 の 提案 を も と に 試作 車 の 形状 が 作り 
上 げ ら れ た 。 高速 運転 時 の 空気 抵抗 の 減少 を 
追 完 し 、 ト ン ネ ル 内 で の すれ 違い 時 の 風圧 や 、 
駅 を 通過 する 際 の 列車 風 を 抑え る こと も 考 應 し 
て 形作ら れ た 流 線 形 で 、 国産 旅客 機 YS -11 に 
も 通じ る 、 当 時 と し て は と て も スマ ー ト な デザ イ 
8 の 76 

鼻先 の 半球 形 の カバ ー は “光り 前 頭 と 呼ば 
れ 、 非 常時 に 使用 する た め の 連 結 器 が 収め ら 
れ て いる 。 島 技 師長 の 強い 意向 も あり 、 試 作 還 
で は 遠く か ら で も 地上 作業 員 な ど に 列車 の 接 
近 が よく わか る よう に 、 蛍 光 灯 を 仕込 ん で 光ら 
せ て いた が 、 高 速 運 転 中 の 地上 保守 作業 が 廃 
止 さ れ 、 法 律 に より 線路 内 の 立ち 入り が 禁止 る 
れ た た め 必 要 性 が 薄れ 、 量 産 車 で は 左右 の 標 
識 灯 か ら 漏 れる 明か り で 光っ て 見 える よう に 改 
め ら れ た 。 し か し 、 開 業 時 に は メタ アク リル 樹 
脂 製 の カバ ー を 使用 し て いた の で 、 鳥 の 衝突 な 
ど で カ バー が 割れ る こと が あり 、 よ り 強 度 の 高 
い ぃ FRP 製 に 交換 され た 。 そ の た め 、 光 る 様子 
は ほとん ど わ か ら な く な っ て し まっ た 。 

運転 室 の 窓 は 、 試 作 車 で は 曲面 ガラ ス と 平面 
ガラ ス が 比較 使用 きれ た が 、 曲面 ガ ラス は 当時 
の 製造 技術 で は 均一 な 寸法 と する こと が 難し 
く 、 ガ ラス が 割れ て 交換 する 際 に 、 車 体側 で 曲 
面 の 寸法 を 合わ せ て 加工 し な けれ ば な ら な 
か っ た 。 そこで 、 量 産 車 で は 容 気 抵抗 的 に は 
大 差 の な い 平 面 ガ ラス が 採用 され た 。 走 行 中 に 
は も っ と も 風圧 を 受け る 部 分 の ひと つ で あり 、 
厚 さ 11.6mm の 合わ せ ガ ラス を ステ ン レ ス 鋼 の 押 


光り 前 頭 を 光ら せ た B 編 成 
1962( 昭 和 37) 年 

鴨宮 基地 提供 : 星 晃 

東京 方 の 先頭 車 1006 号 。 
運転 庫 の ガラ ス を 平面 ガラ ス 
と し 、 これ が 量産 車 に 採用 さ 


し 縁 を 用 いて 取り 付け て いる 。 これ に よっ て 、 
湘南 電車 以来 の 国鉄 車両 の 伝統 と な っ た 見 筋 
を 通し た デザ イン が 踏襲 され た 。 
車体 下部 に は 排 障 器 (スカ ー ト ) が 取り 付け 
られ た 。 試作 車 で は 1 枚 の 薄 鋼 板 で 作ら れ て い 
だ た が 、 モ デル 線 で の 試験 中 に 降 婦 で で きた 吹 
き 溜 まり に 突っ 込ん だ 際 に 、 ス カー ト が つぶ れ 
て し まっ た 。 高 速 運 転 時 に は 小さ な 障害 物 で も 
大 き な 衝撃 が 加わ る こと が わか り 、 障害 物 を 巻 
き 込ん だ 場合 に は 脱線 の 危険 も ある た め 、 量 産 
車 で は スカ ー ト を 厚 さ 16mm の 鋼板 と し 、 そ の 内 
側 に 同じ 厚 さ の 銅板 を 5 枚 重ね た "防弾 チョ ッ 
キ ′ を 取り 付け た 。 こ れ に よっ て 障害 物 を 跳ね 
飛ば し 、 走 行 中 の 脱線 を 防ぐ よう に し た 。 


Nose shape symbolising an era 


The distinctive nose shape of the 0 series came 
about in the prototype car nose shape settled on 
gafter Droposals by rolling stock manufacturers and 
tests in wind tunnels. Reduction Of air resistance In 
high-Speed OperatiOn waS Dursued, and a 
strearmlned shape was formed with control of wind 
Dressure when trains pass in tunnels and wind 
from trains passing through stations in mind. 「he 
design was quite sleek for the time, and was 
similar to that of the domestically built YS-11 
Dassender airDlane. 

The cylindrical cover of the nose tp was Called 
the "light front", and it housed couplng equipment 
for use in emergencles. Prompted by the stronqg 
desire of head of engineering Hideo Shima, a 
fluorescent lamp was buit in to the nose Of 
prototyDe Cars SO One Could see from far away that 


the train was coming. But entering the tracks 
became prohibited by law, so the need for that 
light faded. Changes were made so the nose Of 
masSs Droduction cars seemed to be ji by the light 
leaking from the left and right signal lamps.「he 
serm-transparent acrylic Cover used at the start of 
operations, however would sometimes crack from 
bird strikes. lt was tnus replaced with a stronger 
cover made of FRP That change made the lghting 
effect stand out leSs. 

Curved glass was used in the driver'S cab 
window for the prototype cars, Dut Droducindg that 
to uniform dimensions was difficult with the 
manufacturing technology of the time. lf glass had 
to be replaced, It would need to De adiusted to 
match the body curve dimensions on site. Mass 
production cars thus employed flat plane glass that 
didnt differ much from curved glass in terms Of air 
fesistance. The caD window receives Some Of the 
greatest air DreSsure Of all the train components 
when running, and 11.6 mm think laminated glass 
is attached using stainless steel glazing Deads. 
With that glass, the sharp profile design that had 
been a tradition for JNR roling stock since the 80 
series EMUs was adhered to. 

A guard iron (Skirt) js attached to the Dottom Of 
the body. That was made of one thin steel plate 
with the prototype cars, but the skirt colapsed 
Quring a test on the model lne on impact with a 
snow bank created by snowfall. That incident 
proved that even small obstructions could lead to 
major shock. As picking up obstructions can lead 
to derailment, the skirt was changed to a 16 mm 
think steel plate for mass production cars. On the 
inside, a “Dulletproof vest' of five overlappin9g 
plates of the same thickness was attached. Vith 
that improvement, obstructions would be cleared 
off and derailment while running prevented. 


光り 前 頭 カ バー を 外し た 
曇 産 車 の 先頭 部 

1964 (昭和 39) 年 

非常 用 の 連結 器 を 上 方 に 折 
り た た ん で 収納 。 


排 障 装 置 の 内 部 

1964( 昭 和 39) 年 

厚 さ 16mm の 排 障 器 内 部 に 同 

じ 厚 さ の 鋼板 を 5 枚 重 ね に し 

て 障害 物 に そなえ た 。 さら に 

排 障 器 前 部 下方 に は ゴム の as 、 
補助 排 障 器 を 、 先 頭 全車 直 
ー ー W 観 光 技術 協会 編 
則 ル 面 すれ すれ に 排 [事典 東海 道 新幹線 ] 

障 箕 を 取り 付け た 。 1964 年 を も と に 作成 


有 了 有 了 〈 メ (202CE【 illobcvlvkvklkckctkckc 


Chapter 5 


流 色 を 使っ た 塗装 案 青色 を 使っ た 塗装 案 
1962 (昭和 37) 年 3 月 16 日 1962 (昭和 37) 年 3 月 16 日 
提供 : 星 晃 提供 : 星 晃 


151 系 特急 電車 を ベー ス と し 
た 赤色 和 糸 の 塗装 案 。 さま ざま 
な 塗り 分 け を 検討 。 


試作 電車 A 編 成 に は 一 番 下 、 
B 編成 に は 中 央 の 塗り 分 け を 
アレ ンジ し て 塗装 


・ スピ ビー ド 感 あふ れる ツー トン カラ ー 


車両 の 塗 色 は 、 国 鉄 本 社内 に 新幹線 意 [ 区 標 
準 化 委 員 会 を 設け て 、 そ こ で 検討 され た 。 当初 
は 赤 系 統 、 青 系 統 、 そ の 中 間 的 な も の と いう 三 
つの 案 か ら 検 討 が 始ま っ た が 、 新 幹線 で は 今 ま 
で に な い 色 、 そ し て 高速 を キイ メー ジ す る 色 に し よ 
うと の 考え か ら 、 白 地 に 青い ライ ン を 人 れる こ 
と に な っ た 。 高速 と いう と 航空 機 の イメ ー ジ が 
あり 、PAN AM( パ ン ア メリ カン 航空 ) や BOAC 
(英国 海外 航空 、 現 在 の プリ ティ ッシュ ・ エ ア 
ウェ イズ ) の ジェ ッ ト 機 が 円 地 に 再 い ライ ン を 人 
れ て お り 、 こ うし た 航空 機 の カラ ー リ ング の 影響 
を 受け た と も 言わ れ て いる 。 鉄道 車両 で 白地 が 
採用 され た の は 新幹線 が 初め て で 、 ブ レー キ 
ディ スク や パン タグ ラフ の 集 電 舟 の 材質 が 改良 
され て 、 車 体 が 汚れ る こと が 少な く な っ た こと 
で 、 初 め て 使用 が 可能 に な っ た 。 

この まう に し て 、 目 (アイ ポポ リー ホワ ィ イト 、 ク 
リー ム 色 10 号 ) と 鮮やか な 青 ( 青 20 号 ) の パ 
ター ン に 決ま り 、2 本 の 試作 編成 に 2 種類 の 塗り 
分 け を 施し て 、 外 部 の 識者 や 塗料 メー カー の 意 


試作 電車 製造 前 の 模型 
1961( 昭 和 36) 年 10 月 31 日 国鉄 本 社屋 上 提供 : 星 晃 
試作 電車 が 製造 され る まで に は 模型 を 作っ て 先頭 形状 や 塗 色 な ど を 検討 し た 


見 を 聞い た 。 そ し て 最終 的 に は 、 B 編 成 に 塗ら 
れ た 窓 周 り は 再 、 そ の 上 下 を 白 に する と いう 和 案 
で 決定 し た 。 ま た プラ ッ ト ホ ー ム 関係 の 設備 に 
も 、 車 両 の 色 に 合わ せ て 青 と 白 の カラ ー コ ー 
ディ ネー ト が 施さ れ た 。 

以来 、 青 と 白 (100 系 以降 は より 白 に 近い 白 3 
号 に 変更 ) の ツー トン カラ ー は 東海 道 新幹線 の 
シン ボル と し て 定着 し 、 塗 り 分 け 方 は 変わ っ た 
が 現在 に いた る まで 引き 継が れ て いる 。 


Two-tone colour with afeel of speed 


The paint colour for rolling stock was Considered 
by a Shinkansen design standardisation 
comrmitted formed within JNR. Consideration 
initially started with three proposals of reds, blues, 
and colours in-between. In the end, however, 8 
white base with blue Ines was settled on to create 
an imadge Of high speed through a colour scherme 
never used on trains before. Airplanes evoked an 
imade of high speed, and Pan Am (Pan American 
World Airways) and BOAC (British Overseas 


量産 車 の 塗り 分 け 
1964( 昭 和 39) 年 熱海 一 静岡 
現在 まで 継承 され る 東海 道 新幹線 の カラ ー リ ング 。 


中 7 らら 2 /7 』 < g2? 


AirwayS Corporation, currently British Airways) jets 
employed white bases with blue ines, so 
Shinkansen colouring IS said to have been 
Influenced by the colour of such jets. The 
Shinkansen was the first train to employ a white 
base as the colour became feasible due to 
Improvements to brake disks and pantograph 
collector head materials that resulted in less 
Qirying of the car body, 

With the white (ivory white, JNR cream colour 
#10) and vivid blue (UNR blue #20) colour patterns 
decided on, a different pattern was painted on 
each of the two test trains. Opinions of outside 
exDerts and paint manufacturers were heard, and 
the B train set pattern of blue around the windows 
and white above and below that became the final 
choice. Platform related facilities were also Dainted 
blue and white to coordinate their colours with 
those of the trainSs. 

Ever SinCe, the blue and white (whiter JNR white # 
3 from the 100 series) two-tone colour has stuck as 
the symbol of the Tokaido Shinkansen. While the 
Separation Of the two colours used has changed 
Over time, the use of those continues even today, 
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中 央 に 2 ヶ所 見 える 円 筒 形 の 部 分 が 空気 ば ね 。 


『 高速 台車 の 開発 


高速 運転 を 行う に あたり 、 も っ と も 苦労 を し 
た の は 台車 の 開発 だ っ た 。 戦後 まもなく に 発足 
し た 高速 台車 振動 研究 会 以来 、 さ ま ざ ま な 研究 
が 行わ れ 、 す ぐれ た 乗り 心地 の 台車 が 開発 され 
て きた が 、200km /h も の 高速 に な る と 蛇行 動 
(台車 が レー ル 上 で 左右 に ぶれ る 動き ) が 発生 
し 、 乗 り 心 地 が 低下 する だ け で な く 、 車 輪 の レー 
ル に 対す る 横 圧 が 大 きく な っ て 脱線 の 危険 が 
出 て くる 。 そこで 、 蛇 行動 を 防止 する た め に 車 
輪 踏面 の 形状 を 改良 し 、 さ ら に 車軸 の 台車 要 
に 対す る 支持 部 に つい て 、 磨耗 部 分 が な く 性 能 
が 変化 し な い 、 さ ま ざ ま な 構造 の 軸 箱 支持 装置 
を 製作 し て 試作 車 に 取り 付け 、 試 験 を 行っ た 。 
その 結果 国鉄 で 考案 し た IS 式 (開発 を 担当 し 
基本 方 式 を 決定 し た 石澤 應 彦 主任 技師 、 島 隆 
技師 と 具体 的 設計 を 担当 し た 住友 金属 の イニ 
シャ ル を と る ) を 採用 する こと に し た 。 

また 、 台 車 枠 が 車体 を 受け る 部 分 に 空気 ば 
ね を 配 し 、 細 か い 振 動 (高周波 振 動 ) を すべ て 
吸収 し て 車体 を 支え 、 乗 り 心 地 を よく し て いる 。 
さら に 空気 ば ね に 横 方 向 の 復元 力 を 持た せる 
設計 と し て 、 従来 使わ れ て いた 吊り リン ク (揺れ 
マク ラ ツ リ ) を 廃止 し 、 軽 量 で シン プル な 構造 
の 台車 と する こと が で きた 。 車輪 も 磨耗 に 耐え 
る 硬い 一 体 車 輪 と し 、 車軸 も 太く し 、 表面 の 疲 


労 強度 を 高め る た め 高 周波 焼 信 れ ( 金 属 表面 を 
硬化 させ る 熱処理 法 ) を 取り 入れ て 、 材料 の 磨 
耗 強度 に 対し て 十分 な 配慮 を し た 。 

一 方 、 駆動 装置 は 様々 な タイ プ の も の が 研究 
され た が 、 機 構 の 単純 な WN カ ル ダ ン 駆動 方 式 
と し 、 誘 導 障 害 を 減ら す た め 高 脈 流 の 直流 主 
電動 機 ( モ ー タ 、 出 力 185kw) が 1 台車 に 2 基 
装 架 き れ た 。 

この よう に 、 各 部 に つい て の 長年 の 研究 ・ 開 
発 の 成果 に より 、 構 造 が シン プル で 高速 運転 に 
適し た 乗り 心地 の よい 台車 が 開発 され 、 文字 通 
り 新幹線 の 高速 運転 を 支え を る こと に な っ た 。 


High-speed bogie development 


The biggest headache in achieving high-speed 
operation was development of bogies. Various 
topics had been researched since a study group on 
high-speed bogie Vibration started just after World 
War 上 and bogies with high levels of ride comfort 
had been developed. But at high speeds of 200 
km/h, hunting motion (left and right shaking 
movement of bogies on the rallS) occurred, IOwerind 
Cormfort levels and increasing the risk of derailment 
from greater lateral force of wheels on rallS. So, 
wheel tread shape was improved to prevent hunting 
motion. With the axle support component for the 
bodie frame, axle Dox susDenSsions Of VariouSs 


軸 箱 文 持 装置 


DT200 形 台車 の 軸 箱 
支持 装置 
1964( 昭 和 39) 年 


structures that did not have wearing Darts and didn* 
{ change performance were Droduced and 
attached to the test cars to perform tests. As a 
result of the tests, the IS type axle box suspension 
(name taken from the initials of developers head 
engineer Masahiko Ishizawa and engineer lakashi 
Shima) contrived by JNR was ermployed. 

Furthermore, 8ir SDrin9S were arranged on the Dart 
where the bogie frame holds the car body, 
absorbing all fne vbration (high-ffequency Vibration) 
and supportinq tne car body to improve ride 
cormfort. The air Springs were also given lateral 
restoring force, Conventionally used Swingind links 
(Swing bolster hangers) were eliminated, and light 
and simple structure Dogies achieved. Wheels were 
made to be hard sold wheels that withstand wear 
axles were made thicker, high-freduency quenching 
(heat processing method that hardens the metal 
Surface) waS aDDlied for Various COmponents, and 
sufficient consideration was diven for material wear 
strength. 

At the sarme time, various types Of driving devices 
were studied. WN Cardan driving devices with 
SimDle mechanisms were decided on, and two 185 
kw high-power traction motors were jnstalled. 

In that way, Simple-structure and comfortable-ride 
bogies that were optimum for high-speed operation 
were developed thanks to the successes Of years 
of research and development. And tnose came to 
literally Support Shinkansen high-speed operation. 


日 本 国有 鉄道 臨時 車両 設計 事務 所 (新幹線 ) 編 「 新 幹線 用 旅客 電車 説明 書付 図 】 1964 年 を も と に 作成 
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日 本 国有 鉄道 上 時 車両 設計 事務 所 (新幹線 ) 編 [新幹線 用 旅客 電車 説明 書付 図 ] 1964 年 を も と に 作成 
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日 本 国有 鉄道 上 時 車両 設計 事務 所 (新幹線 ) 編 『 新 幹線 用 旅客 
電車 説明 書付 図 I] 1964 年 を も と に 作成 


』 電 式 ブレ ー キ (発電 ブレ ー キ ) と 


ディ スク ブレ ー キ の 採用 


高速 運転 を 行う に あたり 、 い か に 高速 域 か 
ら 確 実に スピ ー ド を 落と し 、 停 止 す る か が 大 き 


な 間 題 と な っ た 。 こ れ ま で の 機械 的 な 摩擦 ブ 


レー キ で は 、 大き な 走行 エネ ルギー を 制 輪 子 で 
吸収 する た め 過 大 な 熱 が 発生 し 、 連 続 的 な 営 
業 運 転 で は 材料 の 耐久 性 に 問題 が ある こと か 
ら 、 電 気 ブ レー キ を 併用 する こと と し た 。 こ れ 
は 、 モ ー タ を 発電 機 と し て 機能 させ る 方 式 で 、 
走行 に よる 車輪 の 回 転 を 利用 し て 発電 させ 、 こ 
の 電気 を 抵抗 器 で 消費 し 熱 に し て 放散 させ る 
も の で 、200km /h か ら 50km /h 程度 まで は 電気 
ブレ ー キ で 減速 、50km /h 以下 で は 自動 的 に 機 
械 的 な 摩擦 ブ プレ ー キ に 切り 奉 わ る 方 式 と し た 。 
また 、 万 一 電気 ブ プレー キ が 故障 等 に より 機能 
な い 場 合 も 、 機 械 的 な 摩擦 ブ プレ ー キ が 動作 す 
る よう に し た 。 この よう に 発電 に よる 電気 ブ 
レー キ は 、 新 幹線 が 電車 方 式 を 採用 し 、 編 成 
中 の 全車 を 電動 車 と し て すべ て の 車軸 に モー 
タ が ある こと か ら 実 現 で きた 方 式 だ っ た 。 

また 、 機 械 式 の 摩擦 ブ プレ ー キ も 従来 の 車輪 
の 踏面 に 制 輪 子 を 押し 付け る 方 式 を や め 、 デ ィ 
スク プ ブレー キ 方 式 を 採用 し た こと で 安定 し た プ 
レー キ カ を 確保 する こと が で きる よう に な っ た 。 
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日 本 国有 鉄道 上 時 車両 設計 事務 所 (新幹線 ) 編 「 新 幹線 用 旅客 電車 説明 書付 図 {] 1964 年 を も と に 作成 


Adoption of electric brakes and 
disk brakes 


How to decrease Speed and stop from high speeds 
without fall became a major ISsue with high-speed 
operation. Previously used mechanical friction 
brakes generated tremendous heat, and duraDilty 
of brake materials in continuous Commercial 
operation proved to be a problem. 「hus, electric 
brakes Came to be used in parallel with those. In 
that method, a motor functions as a generator, 
uSing wheel rotation in travel to generate electrictty, 
The electricity IS consumed in aresistor and 


diffused as heat, and speed iS reduced from 200 
km/h to around 50 km/h using electric brakes. 
Braking IS Switched automatically to mechanical 
fiiction brakes at 50 kmh or less. lf electric brakes 
fall or otherwise do not function, mechanical friction 
Drakes Operate. Electric brakes by electric 
generation Could thus be achieved as Shinkansen 
uses EMUs and all cars in the train set are motor 
Cars with rmotors on every axle. 

Furthermore, mechanical friction brakes were 
changed from the conventional method where a 
brake shoe pressed the wheel tread. A disk brake 
methnod was adopted to secure stable Drakind. 
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: 間 素 の 中 の 美 " を 求め た 車内 


車内 設備 は 1 等 と 2 等 の 2 クラ ス を 設け 、12 両 
編成 中 、2 両 を 1 等 車 (現在 の グリ ー ン 車 )、10 
両 を 2 等 車 (現在 の 普通 車 ) と し た 。2 等 車 に 
つい て は 車体 幅 が 3.380mm に 広げ られ た た め 2 
人 掛 +3 人 掛 と し 定員 を 大 幅 に 増やす こと が で 
きた 。 当初 は 3 人 掛 +3 人 掛 も 検討 され た が 、 か 
な り 負 屈 に な る た め 取 り 止 め と な っ た 。 腰掛 に 
つい て も さま ざま な 形状 の も の を 試作 し 、 実 際 
に 試作 電車 に 取り 付け て テス ト が 行わ れ 、 最 終 
的 に は 3 人 掛 で も 快適 に 座れ る よう に 寸法 を 考 
慮 し 、 和 肘掛 で 一 人 分 を 区 分 し た デザ イン で 、 進 
行方 向 を 向い て 座る こと の で きる 転換 式 の 腰 
掛 が 採用 され た 。 

そし て 、 ビ ジネス 利用 で 3 一 4 時 間 程 度 の 乗 
車 時 間 を 考慮 し 、 車両 と し て は 区 沢 な 車 で は な 
く 、 す っ きり と し た “簡素 の 中 の 美 し さ "を 追究 
し た 。 そ し て 明る い 車 両 空間 を 提供 し よう と い 
うこ と で カラ ラー コンディショニング に 配慮 し 、1 
等 は ゴー ルド 、2 等 は シル バー を イメ ー ジ カラ ー 
と し た 。 な か で も 1 等 車 は 出入 扉 ( 側 引戸 ) の 
周り や 客室 と デッキ の 仕切 戸 (仕切 引戸 )、 シ ー 
ト に も 金 を イメ ー ジ させ る 色 を 使い 、 カー テン に 
る 金糸 を 入れ 、 洗 面 所 の 鏡 の 枠 も 金色 と する ほ 
ど 徹 底 し て いた 。 客室 の 窓 は 腰掛 2 列 に つき 1 
窓 と し 、 床 面 か ら 窓 下 縁 まで の 高き を これ まで 
の 車両 より 高め に し た 。 こ れ に よっ て 乗客 は 通 
常 よ り も 遠く の 景色 を 眺め る こと に な り 、 こ れ ま 
で に な い ス ピー ド 感 に も 抵抗 を 感じ な いよ う 配 
慮 し た 。 ま た 洗面 所 に は 女性 客 に 配慮 し て 初め 
て 三面 鏡 を 設置 し た 。 

また 、 新 幹線 は 乗車 時 間 が 短い た め 、 従 来 
の 「 こ だ ま 」 や 「 つ ば め 」| の 食堂 車 の よう な 本 
格 的 な 供 食 設備 は 設け ず 、 短 時 間 で 食事 が 済 
ませ られ る よう 、1 両 の うち 半 室 を 軽食 堂 と し た 


設備 


ビュ フェ を 2 ヶ所 に 設け る こと に し た 。 落ち 着い 
た 色調 の 座席 車 と は 対照 的 に 気分 転換 を ね 
ら っ て 色彩 豊か な 空間 と し て いる 。 そ れ ぞ れ の 
デザ イン を 変え 、1 等 車 に 近い 9 号車 は 落ち 着い 
た 色彩 に 、2 等 車 の 間 に 入 る 5 号車 を カラ フル な 
色合い と し た 。 車 体 幅 が 広げ られ た お か げ で 山 
側 の 窓際 に は 回 転 椅子 を 設け る こと が で き 、 在 
来 線 の ビュ フェ と は 異な り 腰 掛け て 食事 する こ 
と が で きる よう に な っ た 。 電車 特急 で 好評 だ っ 
た だ た スピード メ ー タ ー も る 取り 付け られ て いる 。 ま 
た 、 キ ッ チ ン に は 当時 実用 化 き され て ま も な い 電 
ツア ジン の て な る られ ル 、 エ ビブ フラ イィ イ 、 ポー クウ の 
ツ 、 う な ぎ 、 カレ ー ラ イス な ど を すばやく 提供 す 
る こと が で きる よう に な っ た 。 


Cabin equipment with 
“beauty in simplicity" 


Cabin eduipment was separated into that for two 
classes, first and second. Two cars of the 12-car 
train set were first class cars (present-day “Green" 
Cars), and the rermaining 10 cars were Second 
classS (present-day Ordinary C8rS). Second class 
CarS CoOuld have a two + three seat arrandement 
thanks to the 3.380 mm car width, greatly 
InCreaSind Capacity. A three + three seat 
arrangerment was initially considered, but that was 
abandoned as seats would De quite cramped. A 
variety of forrms were tried out for seats, with those 
actually installed on prototype cars and tested. In 
the end, revolving seats were adopted with a 
design where eaCh Derson'S SpaCe was SeDarated 
by an armrest, taking into account dimensions 
where DaSsenders Could sit comfortably even in 
three seat arrangements. 「hose seats could also 
be turned so passengers face the direction of 
travel. 


1964 (昭和 39) 年 
提供 : 星 晃 


ビュ フェ (9 号車 ) 車 内 


Taking Into account business use with travel tme 
being juSt three or four hours, "beauty Im simplicity" 
WaS DUurSued instead of makind CarS IUXUrIOUS. IO 
DrOvide a bright cabin space, first class had 
COlours witth an irmage of gold and second class 
with an imadge of silver. In first class, the area 
arOunQd exit Oors, CaDin/deck separatind dOOrS, 
and seats were 9given Colours that evoked an 
imade Of gold. The colour coordination was SO 
thorough that gold thread was used in Curtains and 
washroom irror frames were dold coloured. 
Cabins had one window per two rowSs Of seats, 
and the height of the bottom edge of windows waSs 
higher off the floor that on previouS Cars. 「hat was 
8 Consideration that allowed passenders tO view 
scenery further than ordinarily possIple and not feel 
uncomfortable wth the feel of speed not 
exDerienced before. Washrooms also had triple 
mirrors for the first time in consideration of the 
needs Of fGrmale DaSsenderSs. 

As Shinkansen travel time was short, ful-scale 
meal facilities such as the dining car on the 
Kodama and ISubame were not provided. Buffets 
where meals could be consumed in a short time 
were instead installed on half of two cars. 「he 
buffets were colourful SDaces tO Drovide a 
contrasting feel to the relaxing colour tones of the 
seating cars. The two buffet designs differed, with 
the one nearer the frst class having more relaxinq 
COlours and the one In second class being more 
colourful. As the body was wider than conventional 
cars, the mountain-Side windowS Could be 
eduipped with revolving seats, allowing 
pasSsendgers to stt unlke in buffets on conventional 
lines. Speed rmeters that were a hit on EMU limited 
exDreSsSs trains were also jnstalled. Kitchens had 
microwave ovens, which were just comind Into 
practical use at the time, allowindg fried shrimp, 
Dork cutlets, eel and rice, Curry and rice, and other 
food to be served quickly. 


1・2 等 車 の ドラ イ な 色彩 に 比 
べ 鮮 や か な 色 使 いと され た 。 
1 等 車 に 隣接 する 9 号車 の 内 
装 で や や 沙 ち 着い た ムー ド 。 
壁 に は 速度 計 を 取り 付け た 


笠 NOSS 


2 等 車 の 転換 式 シ ー ト 


1964 (昭和 39) 年 還 還 還 還 還 較 
提供 : 星 晃 1 等 車 の リク ライ ニン グ シ ー ト 
1964 (昭和 39) 年 
科 車 出入 扉 の 押 緑 シー トピ ッ チ は 在 来 線 2 等 車 よ 提供 : 星 晃 
1 扉 の 押 * 
1964( 昭 和 39) 年 ES シー トピ ッ チ は 在 来 線 1 等 車 と 同じ 1.160mm と し 、 
ト は 内 側 を ペル シャ ン ブ ル ー、 、 内 
提供 : 星 晃 シー ト は ゴー ルデン イエ ロー の モケット を 張っ た リク 


外側 を シル バー グレ イ と し た 。 
転換 式 で リク ライ ニン グ 機 能 
は な か っ た が 、 長 時 間 座 っ て 
いて も 疲れ な い 形 状 と し た 。 


出入 扉 周 囲 の 押 緑 、「1」 の 文字 ライ ニン グ シ ー ト で 、 座 り 心地 の よい も の だ っ た 。 


な ど は 人 金メッキ と され て 豪華 さ を 強 
調 し た 。 車両 間 に は 外 幌 を 設置 。 


第 う 音 


Chapter 5 


世界 初 の 試み ー ト イレ の タン ク 化 


明治 時 代 以 来 、 日 本 の 鉄道 で は 、 列車 の トイ 
レ か ら 出 る 汚物 は その まま 外部 へ と た れ 流 し て 
処理 し て いた 。 し か し 沿線 に 人 家 が 増え 、 列車 
が 高速 化す る と 飛 ま つが 飛び 散る 範囲 が 広 が 
り 、 昭和 30 年 代 に は 社会 問題 に な っ て きた 。 
鉄 と し て も この よう な 不 衛生 な 状況 を いつ まで も 
放置 する わけ に は いか ず 、 新 幹線 の 建設 に あ 
た っ て は 、 汚 物 は 新た に 車両 に 設け る タン ク に 貯 
え 、 車 両 基地 へ 持ち 帰り 処理 する こと に し た 。 

車両 側 で は 1 ユニ ッ ト ご と に トイ レ を 設置 する 
こと に し 、 奇 数 号車 の 東京 方 車 端 部 に 通常 形 
の 列車 便所 2 ヶ所 (1 等 車 は 和 式 洋式 各 1 ヶ所 、 
2 等 車 は 和 式 2 ヶ所 ) 男子 小 用 1 ヶ所 を 一 括 し て 
設け 、 そ の 部 分 の 床下 に 汚物 貯留 用 タン ク を 取 
り 付 けた 。 タ ンク は FRP 製 で 容量 1.1006 と し 、 
営業 運転 中 に タン ク に 貯留 され た 汚物 は 、 車 両 
基地 の 車両 と セッ ト で 計画 ・ 新 設 さ れ た 処理 施 
設 で 抜き 取っ て いた 。 し か し 、 列車 が 1 往復 す 
る と タン ク が 満杯 に な る た め 、 こ れ で は 1 往復 ご 
と に 汚物 排出 の た め に 車両 を 基地 へ 入れ な け 
れ ば な ら ず 、 運 用 上 の ネッ ク と な っ て いた 。 

そこ で 、 洗 浄水 を 繰り 返し て 使用 で きる 循環 
式 汚物 処理 装置 が 開発 され て (循環 液 の 関係 
で 陶器 製 だ っ た 便器 を ステ ン レ ス 化 )、 タ ンク か 
ら の 汚物 の 排出 は 1 日 一 回 程度 に 減ら すこ と が 
で きる よう に な り 、 新幹線 の 車両 運用 効率 は 飛 
躍 的 に 向上 し た 。 さらに 現在 で は 、 臭 気 対策 
に すぐ れ た 真空 吸引 式 汚物 処理 装置 へ と 発展 
し て いる 。 

新幹線 は 車両 だ け で は な く 、 基 地 や 地上 施 
設 を 含め て すべ て を 新しく 作っ た た め 、 基地 に 
車両 に 合わ せ て 汚物 を 処理 する 施設 を 新設 
る こと が で き 、 こ れ に よっ で て で 物 め て た れ 沈 し を 
や め る こと が 可能 に な っ た 。 世 界 の 鉄道 に 先 が 
け て 採用 きれ た 列車 トイ レ の タン ク 方 式 は 、 現 
在 で は 在 来 線 で も 一 般 的 に な り 、 国 内 で は た 
れ 流 し の 車両 は ほとん ど 見 か け な く な っ た 。 


FRP 製 の 汚物 貯留 用 タン ク 
1964( 昭 和 39) 年 


トイ レ は 床下 に 設置 され 、 東 京 一 新 大 阪 間 を 1 往復 し し も も つよ うに 容量 は 


約 1.100% と し た 


便所 洗面 所 
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日 本 国有 鉄道 臨時 車両 設計 事務 所 (新幹線 ) 編 ! 新 幹線 用 旅客 電車 説明 書付 図 1] 1964 年 を も と に 作成 


The world's first attempt at adding 
tanks for lavatories 


SInce trains were first introduced in Japan, waste 
from their toilets was simply flushed out of the 
train. But that method became a Social iSSue 
starting from the late 1950s as rmore houses came 
to be buit along tracks and the distance that 
waste was thrown increased as trains became 
faster. Management at JNR realised that they 
couldnt let tnat unhealthy situation go on forever 
so with the construction of Shinkansen, waste 
would be held in onboard tanks and broughHt to the 
depot for disposal. 

Each unt of rolling stock had a lavatory. Odd- 
numbered Tokyo-end cars had two ordinary 
lavatories (one siting and one squatting type each 
for frst class, and two squatting types for second 
class) and one urinal for men. 「he waste holding 
tank was under the foor of the lavatory area. Tanks 
were made of FRP and had a capacity Of 1,100 
ltres. Waste accumulated durind commercial 
operation was removed in the depot at the 
processing facilty planned and buit in conjunctlon 


各 連 転 所 の 整備 線 


with roling stock. However one round triD would 代 
the tank, so the train would have to be taken into 
the depot after every round trip to empty waste, 
creating an obstacle to smooth operations. A 
CirCulatind type method was thus developed where 
cleanind liquid could be used repeatedly (with 
Ceramic toilets replaced with stainless steel due to 
properties of the circulatindg liquid), reducing the 
need to empty tanks to once a day. That 
dramatically improved Shinkansen scheduling. 
Lavatories have advanced to a point today where 
tney usSe vacuurm Suction waste DroceSssind 
Qdevices that are excellent at removing OdOurS. 

With the Shinkansen, depots and wayside 
eduipment were built from scratch along with the 
rolling stock. 「hat allowed waste processind 
facilties to be constructed in depots in conjunction 
with roling stock, at last allowing dropping waste 
from trains to be stopped. That tank system for 
train lavatories adopted ahead of other railwayS 
worldwide jS also the norm for conventional line 
trains today. Rolling stock that drops waste IS 
almost never seen In Japan anymore. 


車両 暴 地 の 汚物 排出 装置 
1964( 昭 和 39) 年 提供 : 星 晃 


置 さ れ 、 ス タン ド パ イ プ を 貯留 タン ク に 接続 


し て 汚物 を 排出 。 東京 運転 所 (品川 基地 ) で は 都 の 下水 処理 場 
へ 放流 し た が 、 大 阪 運転 所 (鳥飼 基地 ) で は 下水 路 が な く 用 水路 


に 放流 する た め 、 汚 水 を 無害 化す る 処理 設備 を 構内 に 設け た 。 


ecpanrsom 


初代 閑 幹 線 車 両 0 系 


: 難 車 に あっ た 非常 脱出 口 非常 ロ 


在 来 線 の 151 系 電車 、20 系 客車 以降 の 特急 
車両 の 客室 窓 は 、 空 調 装置 を 完備 し た 結果 複 . 全 を 5 ス ハル 
層 ガ ラス 固定 窓 と な り 、 開 閉 す る こと が で き な く 中 ーー ニー ニー テー 王 
な っ た た め 、 客 室内 に 非常 時 に そなえ て 脱出 用 ーー ー、| ピン ン ン : 
の 非常 口 を 設け る よう に な っ た 。 0 系 で も この 考 っ 上 ee aa 
え 方 に も と づき 、 出 入口 の 多い 2 等 ビュ フェ 合造 人 W 1 


車 を の ぞ く 各 車 の 左右 中 央 部 窓 下 の 腰部 に 非 
常 口 が 設け られ た 。 非常口 扉 は 気密 構造 と き 
れ 、 手 動 で 外側 に 開く 方 式 で 、 操 作 は まず 扉 
右上 の 忍 錠 装 置 の フタ を 開き (この 時 フタ と 連動 
し て 電池 式 プ ザー が 鳴る ) 、 内 蔵 し て ある ハン ド 
ル を 手前 に 引き 、 さ ら に 扉 に 設け られ た 錠 取 手 三 明 邊 2ー 
を 回 す と 、 扉 が 外側 に 開く よう に な っ て いた 。 
この よう に し て 装備 され た 非常 扉 だ っ た が 、 

保守 に 手間 が か か り 、 使 用 実績 が な か っ た こと ' 0 
か ら 0 素 2000 番 代 か ら は 廃止 きれ 、200 系 以 車両 (0 系 ) 主 要 諸 元 


い ッ 白 友 >) ユミ 製造 初 年 ' 1964( 昭 和 39) 年 
と 尊 電 4 衝 プ 7 So っ 
降 の 新幹線 電車 に は 設け られ な く な っ 中 交流 25.000V 60Hz 


シリ コン 整流 器 式 全 電 動車 式 


日 本 国有 鉄道 上 時 車 
両 設計 事務 所 ( 新 幹 
線 ) 編 『 新 幹線 用 旅客 
電車 説明 書付 図 I」 
1964 年 を も と に 作成 


隊  。。 Y。K、 1 
Emerdgency exItS On CarS 8 1 単位 2 両 (MM') 


主 電 動機 個数 4 基 X2 


Passenger Cabin windows on MUSE SM UM 1 ユニット 性 能 | 連続 定格 出力 っ) 0 1.480kW Pd 
roling stock except for those in conventional line - 連続 定格 速度 | 167km/h YO 間 2onnMMI0) 
151 series EMUs and 20 series DaSSenger C8rS _ | 車体 長 さ (連結 面 間 ) | 先頭 車 :25.150mm 中 間 車 :25.000mm 
were all double glass fixed windows. They could 車体 高 さ で 。 3.975m 

t be opened, so emergency exit doors were パレ ー ル 画 上 が ら 屋 根上 画 ) eo 
央 講和 IS SN 最大 幅 ( 車 体外 部 ) 3.380 m 
installed in the passenger Cabin in Case Of に ~ 床 面 高 さ ( レ ー ル 面 よ ) 。 | In nn ーーー ーー ea 。 の 


連結 器 高 さ で (レール 面 上 ) 1.000 mm 


パン タグ ラフ 折り た た み 高 さ 4,.490 


emergencies. That concept was also employed In 
the 0 series, with ermergency exits installed under 


the left and right centre area windows except on "自重 ( 軸 重 ) ee 9202SBWIESIStIU ド ) = 。 > 。 。 。 。  。 
second class buffet-equipped cars that already 生ま DBE0MG 本 普通 鋼 製 溶接 構造 
had many exits. The emergency exit doors were Of レレ 0 誠二 DT200 
an airight structure, and they opened manualy to eo _2 較 ボギー、IS 式 、 補 気 バネ 式 。 
the outside. They were operated by opening the 全車 及び 所 io 
cover Of the night lock device at the top right of the に 4 IO 1 e ご UE 1 
door (causind a battery-Dowered alarm to sound), 加 力 人 局 圭 衣 蛇 。- シシ や | 可 と う 歯 車 付 一 段 歯車 減速 方 式 
puling the handle inside, hen turning he locklever 。 ま 導 し | 軸 較 昌和 te ll 。 20869M0H2IG ーー = 
on the door to open the door to the outside. 拓 人 220005 半 科 MY ュー | WINE ME ラテ こい ニー 
Such emergency exits were installed on early 電 続 定 栓 出力 人 1 次 
Shinkansen EMUs. But they have been 主 電動 機 oN3Ehn 0 時 NG 
okBIUBGBIN25008B0 潜 0 剛 R 連続 定格 回 転 数 。 | 2.200rpm 上 
EMUS、 | 00 二 織 0 ーー 
2 の き 先 で] 低圧 タッ プ 切 換 25 ス テッ プ LTC200 
2 ルン ミュ 発電 ブレ ー キ 17 ステ ッ プ SS) 2 
MA 2 半 六 | (09SS 電動 カム 幸 式 


制 御 電圧 DC100V 


抵抗 制御 式 発 電 ブ レー キ (50km/h 以上 で の 減速 ) 


電磁 直通 空 先 ブレ ー キ (50km/h 以 下 で の 減速 及び 非常 時 
の 全速 度 域 ) 


ATC 制 御 及 び 手 動 制 御 


ディ スク ブレ ー キ 


132 名 ( 横 4 列 ) 


855 名 ( 横 5 列 ) 


1.160 mm 


940 mm 


AU56 AU57 


ユニ ッ ト 式 天井 分 散 配 置 (1 両 あ た り 10 個 ) 


1 等 車 の 非常 口 


1964( 昭 和 39 年 。 敵 還 ou ms あし 章 0 
PS200 


下 枠 交差 式 6 基 (1 ユニ ッ ト あ た り 1 基 ) 


汚物 タン ク 式 


BB 210Km/h 
時 吉 2 の Nt ) OU 
編成 出力 8,880kW(1.480kWX6 ユ ニッ ト ) 。 


開業 時 車 両 数 360 両 (12 両 編成 X60 本 ) 


日 本 国有 鉄道 臨時 車両 設計 事務 所 (新幹線 ) 編 『 新 幹線 用 旅客 電車 説明 書 1964 年 、 日 本 国有 鉄道 新 志久 「 東 海道 新幹線 」 1963 年 、 日 本 
国有 鉄道 新幹線 総局 編 『 新 幹線 十 年 史 】1975 年 、 新 幹線 運転 研究 会 編著 『 新 版 新幹線 】 1984 年 を も と に 作成 


64 


快走 する 新 土 線 と 
名 神 高速 道路 
1964( 昭 和 39) 年 
米原 一 京都 


| 2 入 拓 6 革 


Chapter 6 


昭和 30 年 代 の 日 本 
高度 経済 成長 、 消 費 単 命 、 新 野 線 、 そ し て オリ ン ピ ビッ クー 


東海 道 新幹線 が 計画 され 、 建 設 ・ 開 業 し た 昭和 30 年 代 は 、 政 治 ・ 経 済 ・ 科 学 
技術 ・ 文 化 と あら ゆる 分 野 で 大 き な 変 革 が あり 、 人 々 の 暮らし も 大 きく 様 変 わ 
りり し 7afN で し 6。 

[経済 白書 ] が 「 も は や 戦後 で は な い 」 と 宣言 し た 1956 (昭和 31) 年 、 戦 後 の 
日 本 人 は 敗戦 の 打撃 と 苦し みか ら 立 ち 直 り 、 経 済 的 に は 戦前 の レベ ル に まで 回 
復 し 、 政治 と 経済 の 枠組 み が 整 い 、 さ ら に 生活 を 充実 させ よう と し て いま し た 。 
特に 1960 (昭和 35) 年 の 新 安 保 条 約 の 発効 と 三池 争議 の 終結 後 は 、 政 治 的 な 対 
立 か ら 経 済 的 な 繁栄 を 最 優先 に し た 政策 が と られ 、 産 業 構造 の 重化学 工業 化 を 
めざし て 産業 各 分 野 で の 積極 的 な 設備 投資 と 技術 革新 が 進め られ て いき まし 
た 。 さらに 所 得 倍増 計画 が 実施 され て 国民 の 消費 意欲 を 刺激 し 、 三 種 の 神 問 (上 
里 テ レビ ・ 電 気 洗濯 機 ・ 電 気 冷蔵 庫 ) と 呼ば れ た 家電 製品 な ど 、 耐 久 消費 財 が 
急速 に 普及 し て 消費 革命 と 呼ば ん た の で す 。 ま た 輸出 も 急速 に 伸び 、 劉 易 立国 ・ 
技術 立国 と し て の 地位 が 確立 され て いき まし た 。 

こう し て 昭和 30 年 代 の 日 本 は 、 毎 年 10% 近 い 経 済 成長 率 を 維持 し 続け 、 世 界 
的 に 見 て も 警 異 的 な 経済 発展 を 成し遂げ て いき まし た 。1964 (昭和 39) 年 に は 、 
IMF (国際 通貨 基金 ) 八条 国 へ 移行 し て 国際 通貨 と し て の 「 円 」 の 地位 が 確立 
し 、 さ きら に OECD (経済 協力 開発 機構 ) に 加盟 し て 経済 の 自由 化 を 進め 、 先 進 
国 の 仲間 入り を 果たし まし た 。 そ し て この よう な 上 り 坂 の 時 代 を 象徴 する か の 
よう に 、1964 (昭和 39) 年 10 月 に 東海 道 新 幹線 が 開業 し 、 第 18 回 オリ ン ビ ピック 
東京 大 会 が 開催 きれ た の で す 。 新幹線 は 世界 に も 例 を 見 な い 大 量 高速 輸送 機関 
と し て 、 日 本 の 技術 水準 の 高 さ を 象徴 する 存在 と な り ま し た 。 そ し て オリ ン ビ ピッ 
ク は 、 単 に 世界 的 な スポ ー ツ の 祭典 と いう に と ど ま ら ず 、 日 本 が 敗戦 の 痛 手 か 
ら 立 ち 直 り 、 経 済 成長 を 遂げ 、 先 進 国 の 仲間 信 り を 果たし た こと を 世界 に アビ ー 
ル す る 政治 的 な 儀式 で も あっ た の で す 。 

この よう に 昭和 30 年代 と いう 時 代 は 、 戦 後日 本 の 国 の あり 方 や 、 人 々 の 生活 
スタ イル が 大 きく 転換 し て いっ た 時 期 で し た 。 急速 な 社会 ・ 経 済 の 変転 の 過程 
で は 、 都 市 へ の 人 口 集中 と それ に と も な う 住 宅 難 、 生 活 ス タイ ル の 洋風 化 と 核 
家族 化 の 進行 、 地 方 の 過疎 化 と 衰退 、 経 済 発展 を 最 優先 し た た め に 起こ っ た 数 々 
の 公害 問題 な ど 、 経 済 の 急 成長 に よる 矛盾 も 明らか に な っ て きま し た が 、 さ ら 
な る 経済 発展 を めざし て 突き 進ん で 行く こと に な り ま す 。 


2 In the late 
1950s and early 1960s 


High Economic Growth, Consumption 
Revolution, Shinkansen, and the 
Olympic GameS 


Around the time when the Iokaido Shinkansen 
started operation, everything in Japan waSs 
undergoindg dramatic change, and people'S lives 
also being transformed. Economic levels had 
feCovered by 1956 to an extent that an economic 
white Daper declared the Japanese eConomy Could 
"no longer be termed postwar". A poltical and 
economic framework had been put in place, and 
improvement in quality of lfe achieved. Economic 
DrospDerity became the priority policy, Darticularly 
after the new US-Japan Security Treaty came into 
effect and the Great Miike Strike was settled. 
Infrastructure investment and technical innovations 
advanced heavy and chemical Industries. 
Consumer durables such as the “three Sacred 
treasures” black and white TVs, washing machines 
and refrigerators became common under the plan 
to double personal income, and expOorts also 
raDidly increaseQd. 

Japan maintained an annual growth of 109% and 
made phenomenal economic development during 
that period. lt established a place for the Yen in the 
global economy with acceptance of International 
Monetary Fund IMF Article 8 and economlc 
liperalisation by joining the Organisation for 
Economic Co-operation and Development OCED . 
Those paved the country'S way to joining the 
community of developed nations. Such momentum 
was symbolised jn 1964 by the opening of the 
Tokaido Shinkansen and holding of the 18th 
Olympiad in Tokyo. The Shinkansen became 3 
symbol of Japan's high technology, being 
unparalleled anywhere as a high-volume, high- 
Speed mode of transport. And the Olympics fulfilled 
JapanS political Objective Of promoting to the world 
the country's remarkable development. 

The late 1950s and early 1960s was a time when 
the direction and lfestyles of postwar Japan 
underwent major changes: Population 
Concentrated in urDan areas and housing was thus 
hard to find, lifestyles became westernised, the 
nuclear family became the norm, rural areaSs 
became depopulated, and pollution became a 
major ISSue. 「hose factors also demonstrated the 
Corflicts brought about by rapid economic growth, 
but Japan would stl rush towards itS goal of even 
further economic development. 
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昭和 30 年 代 の 日 本 


昭和 30 年 代 の で き ご と 


鳩山 一 朗 

第 1 次 : 1954.12.10 一 1955.3.19 
第 2 次 : 1955.3.19 一 11.21 

第 3 次 : 1955.11.22 一 1956.12.20 


石橋 混 山 1956.12.23 一 1957.2.23 | 


岸 信介 
第 1 次 : 1957.2.25 一 1958.6.12 
第 2 次 : 1958.6.12 一 1960.7.15 


池田 勇人 

第 1 次 :1960.7.19 一 12.8 
第 2 次 : 1960.12.8 一 1963.12.9 
第 3 次 :1963.12.9 一 1964.11.9 


_ 第 1 回 原水 爆 禁 止 世界 大 会 広島 大 会 開催 


| 原子 力 基 本 法 ・ 原 子 力 委員 会 設置 法 公 布 


_ 日 本 住宅 公団 、 千 葉 ・ 大 阪 で 初 の 入居 者 募集 開始 。 
日 本 道路 公団 設立 


2 CR SE 
も "トヨ ペッ ト ・ 2 日 453cc、101 万 5,000 円 ) 


ー 日 本 、 本 、GATT( 科 本 と 錦 易 に 関す る 一 HDS こっ 
日 本 住宅 公団 設立 (大 都市 で の 住宅 不足 へ の 対策 ) 


_ 東京 通信 工業 (ソニ ー の 前 身 )、 トラ ンジ スタ ・ ラジ オ 発 売 ( 五 石 、 1 万 8, i90OI 問 上 


自由党 と 日 本 民主 党 が 合 同 し 自由 民主 党 結成 、 保守 合同 に より に UGC 拓夫 厩 CPM 9N 守 ia3IMMMU 


「 和 新着 ( 版 社 に よる 最初 の 週 和 ーー 0 


| 首都 較 整 備 法 公布 (東京 の 人 口 過剰 に 対処 、 首 都 圏 の 整備 に 関す る 総合 的 計画 策定 


水俣 病 初 の 公式 届 が 水俣 保健 所 に 出さ れる 


ーー ツー ツ ーー パーーーーーー バ ーー ツー プー ボー プー プーー ツ ーーーー パ ーーーーーーー ツ "ーー ツー ツー の "mm ューーーー ペ wmrmーー バ ーーーーーーーーーーーーー ペ ーーー ペ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ペ バツ ーーーーー ツ ーーーーーーーーーー バ ーーーーーーーーーーーーーーーーー バ ーーーーーーーーーーーー ペ ーー ペー ペーーーーーーーーーーーーーーー…ーーーーーー ニ ーーーーー ペ ーー バツ ーーーーーーーーーーーーー ツ ーー ボー ベベ ーーー ペペ ーーー 


日 本 山岳 会 マナ スル 遠征 隊 、 ヒ マラ ヤ の マナ スル 初 登 頂 


経済 企画 庁 昭 和 31 年 度 年 次 経済 報告 書 (経済 白書 )」 を 発表 、「 も は や 戦後 で は な い 」 が 流行 語 に 。 


電源 開発 、 佐久 間 ダ ム 完 成 ( ダ ム 高 さ 150m、 出力 36 万 kW、 総 工費 約 360 億 円 ) 


_ 南極 観測 隊 、 昭 和 基 地 を 設 溝 


大 阪 市 に 「 主 婦 の 店 ダイ エー」 1 号 店 開店 


総評 ・ 日 教 組 、 勤 務 評 定 反対 全国 闘争 開始 


_ 初 の 少年 央 計 「 週 刊 少年 サン デー」 (小学 骨 )、「 週 刊 少年 マガ ジン (講社 ) 借 刊 uu 


還 孤 オリ ジック 希 人 (DO 1964 年 オリ ン ピ ッ ク 開 催 地 を 東京 に 決定 


| 日産 自動 車 、" ダ ッ ト サ ン 310 型 (ブル ー バ ー ド "発売 (988cc、65 万 5.000 円 ) 


_ 日 米 相互 協力 お よび 安全 保障 条約 ( 新 安保 条約 )、 行 政 協定 に 代わ る 新 協定 を ワシ ント ン で 調印 


| 新 安保 条約 批准 書 交 換 、 発 効 。 岩 首相 退陣 を 表明 


| 関西 電力 、 黒 部 川 第 4 発電 所 完工 式 (ダム 高 さ 186m、 出 力 23 万 4.000kW、 総 工費 約 519 作 円 


、 初 の 都市 間 高 速 道路 と な る 名 神 高速 道路 、 栗 東 一 尼崎 間 開 通 ( 総 工費 約 450 億 円 、1965 年 7 月 1 日 全線 開通 ) 


| 新潟 県 を 中 心 に 大 地震 死者 26 人 、 全 半壊 家屋 7 万 6.000 戸 (新潟 地 大) 
_ 東京 都 、 異常 潟 水 の た め 45% 節水 の 給水 制限 。 水不足 深刻 化 _ 


東浜 、 東 京 - 新 大阪 問 が 開業 (516.4m、 一 新大陸 4 時給 工 商 3.800 人 円 ) = 


- 日 ソ 国交 回 復 に 関す る 共同 宣言 な ど 調印 (12 月 12 日 発効 


国連 総会 、 日 本 の 国連 加盟 を 承認 


高速 自動 車 国道 法 公 布 
茨城 県 東海 村 の 原子 力 研究 所 原子 炉 が 臨界 点 に 達し 原子 の 火 が と も る 


、 ソ連 、 世 界 初 の 人 工 衛星 スプ ブー トニ ク 1 号 の 打ち 上 げに 成功 


100 円 硬貨 発行 


東京 有楽 町 の 日 本 劇場 で 第 1 回 ウエ スタ ンカ ー ニ バル 開催 (ロカ ビリ ー 旋風 ) 
PH 2 OO 発表 (356c、 ak gp 


日 食品 、 初 め て イン ス ラン 2 ( 刀 語 チキ ン ラー メ ジ 3 2 


estetm ら と et ニー ニー ニー ニーーー ニ ーー シー れい ー い こい ーー ニー ニー ツー ズーwommmー ニ ーーーーーーーーーー… ツ ーー ニー ツー トー ンー ボーーーー…ー パ ーーーーーーーーーーーーーーーーーー… ペ ーー ツーーーー……ー バ ーー ジー ボー バー ツー ツー ボー ボー ボー ペー ツー の mt ュー ペー つい" ママン mm ペー… ト mm ニー ムー ペーーーーーーーーーーーーーーー 


プロ 野球 日 本 シリ ー ズ で 西鉄 ライ オン ズ が 三 連 肛 成 


] 用 癌 札 発条 さ れる ーーーーーーーーーー…ーー…ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ペ ーー の の memeーーーー…ーーーーーー…ーーーーー…ーーーーーーーー ボ ーー ドーーーーーーーー ツ ーーー ツ ーー ツー に ーー ニーーーーー ツ ーーーーーーーーーーーー・ 
東京 タワ ー 完 工 式 ( 高 さ 333m は 当時 世界 一 、 総 工費 約 28 億 円 ) 


ーー 太子 ( 現 天 旦 ) と 正田 美 御子 結婚 、 成婚 パレ ー ド を テレ ビ 各 社 が 中 継 


NT RA ーー 


折 和 大 旦 ・ 香 浪 皇 后 後楽 園 球場 で 初 の プロ 野球 観戦 (巨人 一 阪神 戦 )、 長島 の サヨ ナラ ホー ー ム ラン で 巨人 勝利 


台風 15 号 、 中 部 地方 を 朋 い 死者 5.041 人 、 被 填 家屋 57 万 戸 ( 伊 勢 湾 台風 ) 


三井 鉱山 、 三 池 談 鉱 労組 に 対し 指名 解雇 を 通告 (三池 争議 始ま る ) 


に ン 三 =、 ap テレ ピ 発 売 (8 イ ンチ 、! 6 万 9, 800 円 ) 


| 衆議院 特別 委員 会 ・ 本 会 議 で 自民 半 新 安保 条約 ・ 新 協定 を 強行 採決 (20 日 、 以 後 国会 空白 状態 連日 国 会 周辺 に デモ ) = 


安 人 有明 殆 f 〒 動 に 全国 で 580 万 人 が 参加 。 国 会 周辺 で の デモ 隊 を 右 細 行 動 隊 が 朋 撃 、 警 官 多数 が 傍観 し 負傷 者 多数 。 
全学 連 主流 派 、 国 会 突入 を は か り 警 官 隊 と 衝突 、 東 大 生 樺 美 制 子 死亡 


NHK、 <、 民 放 4 社 カラ ー テレ ビ 本 放送 開始 


_ 浅沼 稲 次 郎 会 党委 員 長 、 日 比 谷 の 3 党首 立会 演説 会 で 右 肌 少 少年 に 刺殺 ぐさ: 


閣議 、 国 民 所 得 倍増 計画 を 決定 。 高 度 経済 成長 政策 スタ ー ト 


農業 基本 法 公布 (農業 生産 の 選択 的 拡大 ・ 生 産 性 向上 ・ 構 造 改善 ・ 流 通 合理 化 な ど ) 


ーー で ポピーーー や ememirrretーー ア ーーー ニ ーー ニー ニーム 


_ 本 田 技研 工業 チー ム 、 英 国 マ ン 島 オー トレ ー ス で 125cc・250 cc 両 ク ラス に 優勝 


ーー 


大 阪 ・ 金 ケ 崎 で 暴動 、2.000 人 奈 り の 群集 が 警 巨 隊 と 衝突 


愛知 用 水 、 完 工 通 水 式 (幹線 水路 長 112km、 総 延長 1.135km、 総 工費 約 423 億 円 ) 。 


東京 都 の 韻 住 人 口 、 推計 で 1 ,000 万 人 を 突破 (世界 初 の 1, ,000 万 都市 ) 


ab 本 受信 契約 数 1.000 万 件 を 突破 (普及 率 48.5 5%) 


0 (区 域 指定 ・ 基 本 計画 作成 な ど だ ) " 
戦後 初 の 国産 旅客 機 YS-11、 試 験 飛行 に 成功 


閣僚 害 議会 、230 品目 の 貿易 自由 化 を 決定 (自由 化 率 88%% に ) 
閣議 、 全 国 総合 開発 計画 を 決定 ca kd 


米国 ケネディ 大 統領 、 キ ュー バ に ソ連 ミ サイ ル 基 地 建 設 中 と 発表 、 キ ュー 人 海上 封鎖 を 声明 (キュ ー 人 危機) 
首都 高速 道路 1 号線 、 京橋 芝 浦 間 開通 (東京 オリ ン ピ ッ ク ま で に 832. Bm 開通) 


、 フジ テレ ビ 、 初 の 長編 テレ ビア ニ メ 「 鉄 腕 ア トム 」 放 映 開始 
東京 入谷 で 村越 吉 展 ちゃ ん 誘拐 され る (7 月 5 日 遺体 発 見 、 吉 展 ちゃ ん 事件 )_ 


本 ーー ツ ツーー……… ee 


_ 大 相撲 夏場 所 で 横綱 大 腸 、 史 上 初 の 6 場所 連続 優勝 を 達成 


閣議 、 新 産業 都市 こ 岡 山県 水島 な ど 9 急所 、 工業 整備 特別 地域 に 茨城 県 鹿島 な ど 6 ヶ所 の 指定 を 決定 


新 三 三菱 重工 HE 三菱 造船 の 三 社 が 合 全 契 約 に 調 D( 翌 年 6 月 1 日 合 人 輸入 制限 緩和 に そなえ た 大 企業 の 合併 ラッ シュ ) 


w…ー ペ ーーーーーー。 SS の の 会 と だ の だ の こと デー に SO きこ D こ ーーー ニ ーー ーーーーーーーーーー…ーーー ペ ーーー…ーーーーーーーーー ペ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ボ ーーー… つ ーーーーーーー ペ ーーーーーーーーーーーーー…ー…ー 


ーー ドー の の ツーー パ ーーー い ひ ーーーーーーーーーー い いら ーー い emー…… ツ ーーーー ド ーーーーーーー…ーーーーーー ツ ーーーーーーーーー… ツ ーー ee ーー 


9 テレ fm め ネ デ イ ュ ー を 2 


( ー 衣 国民 の 海外 渡 有 邊 由 化 計り 12 万 ooo 50 上 記 計 
日 本 、OECD (経済 協力 開発 機構 ) に 加盟 (本 格 的 開放 経済 体制 に 入る 、 先 進 国 へ の 仲間 入り ) 。 


王 貞治 (読売 ジャ イア ン ツ ) 、 本 塁打 55 本 の 日 本 新 記録 


第 18 回 オリ ン ピ ッ ク 東 京 大 会 開催 (10 月 24 日 まで 、 参 加 94 ヶ国 、 選 手 総数 5.541 人 ) 


流行 語 : 2 年 以上 に お よぶ 場合 は も っ と も 流行 し た 年 に 採録 出版: 単行 本 で 刊行 され た も の を 発行 年 に 採録 、 映画: 邦画 は 封切 り 年 に 、 洋 画 は 日 本 で 初 公開 され た 年 に 採録 テレビ : 連 続 番組 は それ が 始ま っ た 年 に 採録 


神 果 気 は じ ま る 、 マ ン ポ スタ イル 流行 。 。 
ノイ ロー ゼ 、 ボ ディ ビル 、 ビ キ ニ ー 
遠山 茂樹 藤原 彰 今井 清 一 「 昭 和 史 」、 新 村 出 編 「 広 辞 苑 」 


「 浮 雲 」 (監督 : 成瀬 巳喜男 、 出 演 : 高峰 秀子 )、「 エ デン の 東 」( 米 ) 


[私 の 秘密 」(NHKD  。 。 。 。 レレ ィ ウ 「「 ナ 7 ーー 
「 別 れ の 一 本 杉 」 ( 歌 : 春日 八郎 ) 


_ 技術 革新 に よる 設備 投資 ブー ム 
太 間 話 、 一 人 総 蜂 化 、 吉 中 泊 ーー ニニ ーー ミミ = ミー _ ーー 間 旨 還 還 ーー 
石原 慎太郎 「 太 陽 の 季節 」 、 五味 川 純平 「 人 間 の 条件 」、 原 田 康子 「 挽 歌 】 間 還 還 還 間 還 間 間 間 語 
|] 「 ビ ピル マ の 堅 琴 ] (監督 市 川 宙 、 出 演 : 安井 昌 二 )、「 早 春 」 (監督: 小津 安 二 朗 、 出 演 : 池 辺 良 、 崖 恵 子 )、「 太 陽 の 季節 」 ( 監 上 古川 卓 選 、 出 演 : 長門 裕之 )、「 鉄 道 貞 」 ( 伊 )、「 ベ ニ イ ・ グ ッ ド マン 物語 」( 米 ) 
ー「 お 笑い 三 人 組 」 (NHK) ー _- 前 了 二 
_「 リ ン ゴ 村 か ら 」( 歌 三橋 美智 了 ) ' ' NIINNIT 


較 三 委 由 紀夫 「 美 徹 の よろ めき 」 上 晴 「 、 深 沢 七郎 「 和 山 館 考 」 還 | 
「 喜 び も 悲し み も 幾 歳 月 」 (監督 : 木下 恵介 、 出 演 : 佐田 啓二 高峰 秀 子 )、「 市 を 呼応 男 」 (監督 : 井上 梅 次 、 出 演 : 石原 裕次 郎 ・ 北 原 三枝 )、「 明 治 天皇 と 日 忠 大 戦争 」 (監督 : 渡辺 邦男 、 出 演 : 貞 下 寿郎 ) 、 
| 「 戦 場 に か ける 橋 ]( 米 ) 前 
| 「 名 犬 ラ ッ シ ー」 (ラジ オ 東 京 テ レビ ) 


_ 「 東 京 だ よ お っ か さん 」( 歌 : 島倉 千 代 子 )、「 有 楽 町 で 違い まし ょ う 」( 歌 : フラ ンク 衣 圭 ) 


ロカ ビリ ー ブ ー ム 、 フ ラフ ー プ 大 流行 、 ミ ツチ ー ブ ー ム 


団地 族 、 い か す 、 ビ ジネス 特急 、 神 様 ・ 仏 様 ・ 稲 尾 欄 ーー II 清 清 上 上 目 上 記 所 記 記 記 記 II 


松本 清張 「 点 と 線 」、 山本 周 五郎 「 栓 の 木 は 残っ た 」、 石 川 達三 「 人 間 の 壁 」 ' ーー ーー ーー | 


「 張 込み 」 (監督 : 野村 芳太郎 、 出 演 宮口 靖 二 )、「 無 法 松 の 一 生 」 (監督 : 稲垣 洗 、 出 演 : 三山 鈴 郎 )、「 駅 前 旅館 」 (監督 : 豊田 四郎 、 出 演 : 森繁 久弥 ・ 伴 淳 三郎 )、「 死 刑 台 の エレ ベー ター」 (人 )、 
「 十 戒 」( 米 )、「 大 いな る 西部 」( 米 ) 


[/ 通り 理 」 (NHKO、 「 月 光 仮 直 ] SD oka ーー _ - 


に 、 岩戸 景気 、 テ レビ ・ 電 気 炊 販 器 ・ 電 気 洗濯 機 な ど 面 久 消費 財 の 大 幅 普 及 は じ ま る 。  .。.  〈{ { フ 「 _ 
_ タフ ガイ 、 カ ミナ リ 族 、 神 風 タ クシ ー 還 旨 II II it ミミ 5 
本 | 上 宗 白鳥 「 今 年 の 秋 』、 安 岡 章 太郎 「 海 辺 の 光景 ] 「 「 8 T5Rsnssjl 
弄 叶 | 「 ギ ター を 持っ た 渡り 局 」 ( 四 上 : 久 藤 市 、 出 演 小林 旭 )、「 人 間 の 条件 」( 四 上 : 小 林 正 樹 出 演 仲代 達矢 ・ 新 珠 三 千代 )、「 恋 人 た ち 」( 俊 )、「 灰 と ダイ ヤ モ ン ド ] (ボーランド) 。。 
「 兼 高 か お る 世界 の 旅 ]( ラ ジオ 東京 テレ ビ )、「 ロ ー ハ イド 」 (NET)、「 ポ バイ 」(KRT) 。 目 生 IN 
[3 _ 「 南 国土 佐 を 後に し て 」 ( 歌 : ペギー 葉山 )、「 黒 い 花びら 」( 歌 : 水原 弘 ) ーー に = 
_ イン スタ ント 廊 品 次 々 に 発売 、 ダ ッ コ ちゃ ん ブー ム 、 政 治 の 季節 か ら 経 済 の 時 代 N ヽ エエ エア ーー アー < コブ て ベ 
_ 声 な き 声 、 所 得 倍増 イシ スタ シン トレ アア アー 
に に ーー 
[青春 残酷 物語 ] (監督 : 大 島 清 、 出 演 : 得 野 みゆ き ・ 川 津 裕介 )、「 お と うと 」 (監督 市 川 還 、 出 演 : 崖 悪 子 ・ 川 口 )、「 ベ ン ・ ハ ー」 ( 米 )、「 太 陽 が いっ ぱい 」( 仏 ) 昌和 
開 あ Pa 、「 ブ ー フ ー ウ ー」 (NHK) 、「 ラ ラミ ー 牧 場 ] (NET) ョ 。、。。 


_ 「 誰 より も 君 を 愛す 」( 歌 : 松尾 和子 と マヒ ナス ター ズ ) 、「 ア カシ ア の 雨 が や お と き 」( 歌 : 西田 佐知 子 ) 


「 _ 消費 革命 ・ レ ジャ ー ブ ー ム が 浸透 、 う た ご え 喫 茶 隆盛 。 間 昌 間 旨 旨 昌 間 記 旨 
に あま 本 わか っ ちゃ いる けど や め ら れ な い 、 六 本 木 族 昌和 間 ーー 間 還 還 旨 
小田 実 「 何 で も みて や ろう 」、 岩 田 一 男 「 英 語 に 強く な る 本 」 5 1 _- 
1 _ [名 も な く 貧 し く 美しく 」 (監督 : 松山 善 三 、 出 演 : 高 嘩 秀子 ・ 小 林 桂 樹 )、[ 用 心 棒 」 (監督 : 黒 澤 明 、 出 演 : 三 朋 敏 郎 ・ 仲 人 達矢 )、「 大 学 の 若 大 将 」 (監督 : 杉江 敏男 、 出 演 : 加山 雄三 ・ 星 由里子 )、 

「 ウ エス ト ・ サ イド 物語 」( 米 )、「 荒 野 の 七 人 」( 米 ) = 間 本 
ーー -「 夢 で あい まし ょ う 」 (NHK) 、「 シ ャ ボン 玉 ホ リ デ ー」(NTV) 間 TS 09 osRTsununusss 
iaetiaziii le | 「 ス ー タ ダラ 節 」( 歌 : ハ ナ 貢 と クレ ー ジ ー キ ャ ッ ツ ) 、「 上 を 向い て 歩 こう ]( 歌 : 坂本 九 ) VRMNNtnpmriastnmzbevieewatosea daimi パ 
- 内 |SI 半 | 開 昌和 


- 大 都市 の 住宅 難 深刻 化 、 新 卒 者 の 就職 率 が 最高 を 記録 


_ 無責任 時 代 、 青 田 買 い 、 総 会 屋 " " 還 還 還 還 旨 還 還 還 旨 還 間 間 間 較 ーー 軸 細 間 
安部 公 \ 房 「 砂 の 女 」、 梶山 季之 「 黒 の 試走 車 」 谷崎 潤一 一 郎 「 六 顔 老人 日 記 」 


「 キ ュー ポラ の ある 街 ] (監督 浦山 桐 郎 、 出演 : 吉永 小百合 )、「 切 腹 ] |( 監 上 : 小林 正樹 、 出演 : 仲代 達矢 ・ 三国 連太郎 )、 「 情 事 」( 伊 ) 「 史 上 最大 の 作戦 」 (\) 隔 間 間組 
間 間 還 肖 肖 。 こ 、 織 「 ベ ン ・ ケ ー シ ー」「 コ ン バ ッ ト 」 (TBS) 、「 て な も ん や 三 度 笠 」 (朝日 放送 ) ーー II - _ 
傘 S 「 い つ で も 夢 を 」 ( 歌 : 橋 幸 夫 ・ 吉 永 小百合 ) 、「 遠 く へ 行き た い 」( 歌 : ジェ リー 藤尾 ) " 還 還 還 還 較 
ーー と _ 兼営 を 主 と する 農家 、 全 農家 数 の 4 割 を 越え る ーー | 
ーー 3 流通 革命 、 バ カン ス 、 三 ちゃ ん 農業 _ ee ee 導 還 SiJaieiiai2emii 
間 寺 > 司馬 基 太郎 「 竜 馬 が ゆく 」、 河 野 実 ・ 大 島 み ち 子 「 愛 と 死 を みつ ゆめ て 』 EE ニニ ニニ EE ミニ = 
「 天 国 と 地獄 ] (監督 : 黒澤 明 、 出演 : 三 般 敏郎 ・ 仲 代 達 矢 )、 | ェ ッ ポン 無責任 時 代 」 (監督 : 古 涯 家 吾 、 出演 : 植 等 ハナ 違 )、 「 ア ラビ ア の ロレ ンス 」 ( 英 )、 「 大 脱走 」 ( 米 )、「007 は ま 疫 し の 番号 」 ( 英 ) 
kiry 2 | 「 鉄 腕 ア トム 」( フ ジテ レビ )、「 花 の 生涯 」(NHK) 、「 ロ ン パ ー ル ー ム 」 (NTV) ーー 
PP 「 こ ん に ち は 赤 ちゃ ん 」( 歌 : 梓 み ちよ )、「 高 校 三 年 生 ] ( 歌 : 用 木 一 夫 ) 


オリ ン ピ ッ ク 景 気 高 まり デパ ー ト ・ ホ テル の 拡張 盛ん に 、 消費 者 物価 高騰 つづ き 消 費 は 沈静 化 
根性 お れ に つい て こい 、 ウル トラ C、 シェ ー、 巨人 - 大 陽 チ 爆 き 


「 妥 と 死 を みつ め て |( 外 区 市 央 吉永 小百合 -「 生 の 女 」( (監督 PC 出演 : 岡田 英 次 岸田 今 日 子 )、「 マ イ ・ フ ェ ア ・ レ ディ ] ( 米 )、「 か くも 長き 不在 ] ( 公 ) 
「 赤 穂 浪士 」「 ひ ょ っ こり ひょう た ん 島 」 (NHK)、 で ES ショ ー]」 (NET) 


- 「 東 京 五輪 音 頭 」( 歌 : 三波 春夫 ) 、「 ア ンコ 椿 は 恋 の 花 ] ( 歌 : 都 は る み )、「 秒 」( 歌 : 美空 ひば り ) 


N 
過 0 


岩波 書店 編集 部 編 『 近 代 日 本 総合 年 表 第 四 版 ]2001 年 、 講 談 社 編 「 昭 和 二 万 日 の 全 記 録 」 第 11 13 巻 1990 年 、 小 学 館 発行 「 日 本 20 世紀 館 」1999 年 、 原田 勝正 編著 「 昭 和 の 歴史 別巻 昭和 の 世相 」1983 


年 、 猪 木 武 徳 『 日 本 の 近代 7 経済 成長 の 果実 1955~ 1972」2000 年 な ど を も と に 作成 
7aro 795 の Os amd ら a ァ ルッ 796 の Os 


昭和 30 年 代 の 日 本 


国内 総 生 産 (GDP)・ 経 済 成長 率 の 推移 と 東海 道 新 電線 輸送 量 の 変遷 230.249 1227 42g 
34,459 
213,129 59.2 
53.0 
oe cl 200,000 
43.0 1 
.5 
(1990 年 =100) 133,.195 
26.6 28.1 29.1 30 剛 
224 241 250 128.080 
185 18.5 19.1 19.0 ig2 200 210 
11.9 
13.3 
11.9 11.2 田 也 | 
] 10.2 150,000 
対 前 年 増加 率 
経済 成長 率 (%) 、 9.3 
8.6 8.8 136,300 
7.5 
7.3 
6.5 5 7 122,700 
111.294 3.1 
105,320 
SI 司 e ane 5 eS で 基本 Reeso Fo 100,000 
94,724 
87,073 
国内 総 生産 ( 実 買 )』 -1|2 
(単位 10 僚 円) 9 80,180 
Ne 71,683 
\ |e63,242 
57,856 
。 門 53,898 ee ー = EE II ュー ュー ここ ーー に ニニ ここ ニニ ムコ ニー ニー ニー ニー ニー ご ぴこ ニニ ニニ ーー ニー 町 ー ニ ーーー ニー ニー コニー ニー ニー ニー ニニ ーー ニ こ に ーー ニニ ーー ニー オー ニー ニー ニニ ーー パニ ニー ニニ ニニ ニニ トニ ーー ニー ニー 50 000 
50.603 rc 客 輸 送 量 
NIR 員 ( 千 人 ) 
国民 所 得 
(単位 :O 借 円) ga 9 
5, 1 
6 の 12, sl 
7j587| 8790| 9.188| 
6,772 単位 :10 億 円 
] 1 ] 1 ] ] 1 ] 1 1 1 1 1 1 ] | 1 M 1 6 
9 只 9 呈 9 只 93 只 9 呈 9 只 3 3 只 9 共 3 太 9 呈 93 只 3 中 93 席 3 昭 昭 昭 昭 昭 昭 
5 和 5 和 5 和 5 和 5 和 6 和 6 和 6 和 6 和 6 和 6 和 6 和 6 和 6 和 6 和 7 和 7 和 7 和 7 和 7 和 7 和 
530 631! 732 833 934 035 136 237 338 439 520 634 72 833 933 03 。 1 27 38 4⑲9 589 


* 国内 総 生 産 (GDP) : 一 定期 間 内 に 国内 で 生み 出さ れ た 付加 価値 の 総額 。 実質 GDP は 名 目 GDP( そ の 年 の 経済 活動 水準 を 市 場 価値 で 評価 し た も の ) か ら 物 価 変動 の 影響 を の ぞい た も の 
* 対 前 年 増加 率 : 実質 GDP の 前 年 度 増減 率 で いわ ゆる 経済 成長 率 の こと 。 経済 規模 が どれ だ け 伸 び た か を 示す 

* 東 海道 新幹線 の 輸送 人 員 の 1972 年 度 以降 は 、 山 陽 新幹線 を 含む 

総務 庁 統計 局 「 第 46 回 日 本 統計 年 鑑 ] 1997 年 、 日 本 国有 鉄道 新幹線 総局 数 字 で みた 新幹線 く 東 海道 ・ 山 陽 〉』1986 年 を も と に 作成 


国内 輸送 機関 別 旅客 輸送 人 キロ ・ 條 物 輸送 トン キロ の 変遷 


3,500 一 14.000 
3,350 
3,130 13.000 
国鉄 ・JR 
3000 一 12,000 
11.000 
2,500 一 
9.000 
キー 2,221.7 
: ン ~ 
( 抽 物 ) 議 了 2 Ii 
2,000 一 っ 
1.835.8 7.000 
じ 1.789.0 
ン 6,000 
1.500 一 81 9 
誠 1,359.2 
4.000 
1.000 一 
3.000 
ニー 2.000 
1.000 
- 重 和 空 (が 
単位 : 億 トン キロ ーー 
旅客 船 (旅客 ) 単位 :10 億 人 キロ 
1955 1960 1965 1970 1975 1980 1985 1990 1995 2000 2005 
(昭和 30) (昭和 35) (昭和 40) (昭和 45) (昭和 50) (昭和 55) (昭和 60) (平成 2) (平成 7) (平成 12) (平成 17) 


1 : 鉄道 合計 の 数 値 ( 私 鉄 も 含め た 輸送 量 ) 
※ 軸 送 人 キロ は 旅客 の 数 に 乗車 し た 距離 を 掛け た も の  ※ 輸 送 ト ン キロ は 資 物 の トン 数 に 輸送 し た 距離 を 掛け た も の 
1990 年 度 ま で は 清水 義 汎 「 交 通 政策 と 公共 性 ) 1992 年 を も と に 作成 (原資 料 は 運輸 省 「 運 輸 白書 」 各 年 版 )、1995 年 度 以降 は 総務 省 統計 局 「 第 58 回 日 本 統計 年 鑑 」2009 年 を も と に 作成 


信 東 海道 新幹線 の 開業 は 国鉄 の 旅客 輸送 量 を 大 きく 伸ばし た が 、 国 の 自動 車 産業 育成 政策 ・ 道 路 整備 の 結果 、 乗 用 車 の 伸び は 鉄道 を 大 きく 上 回 り 、 輸 送 分 担 率 の 過半 数 を 占め て いる 。 そ 
の 結果 相対 的 に 鉄道 の 地位 は 低下 し 、1955 年 に は 国鉄 ・ 私 鉄 合わ せ て 80% を 上 回 っ て いた 分 担 率 が 、2005 年 に は 30% を 切っ て いる 。 

信 真 物 輸送 は 1955 年 に は 鉄道 の 輸送 分 担 率 が 過半 数 を 占め て いた が 、 1960 年 代 以降 は 自動 車 ・ 内 航海 運 の 伸び に 圧倒 され て 国鉄 末期 に は 5% ま で 落ち 込ん だ 。 現在 も 自動 車 依存 の 
状況 が 続い て いる 。 


開業 ま も な い 八重 洲 口 
1964 (昭和 39) 年 10 月 
駅 ビル に 東海 道 新 電線 開 
業 、 東京 オリ ン ピ ッ ク 開 催 
の 装飾 が 飾ら れ て いる 。 駅 
前 を 都電 が 走行 。 


よら ア ム m コー 


3 呈 


Chapter 7 


開業 当初 、 新 幹線 に は 12 駅 が 設置 され ま し た 。 新横浜 ・ 岐 阜 羽島 ・ 新 大 阪 は 
新設 駅 で 、 他 の 9 駅 は 東海 道 本 線 の 現在 駅 に 併設 され 、 豊 橋 ・ 米 原 以外 は 高架 
駅 と な り 、 駅 設備 は ホー ム 下 に 機能 的 に まとめ られ て いま す 。 次 か ら 次 へ と 列 
車 が 発着 する 新幹線 で は 、 駅 に 着い て すぐ 列車 に 乗り 込め る よう に 、 旅 客 の 歩 
行 距 離 が 最小 限 に な る よう に 設計 され 、 そ れ ま で の 大 駅 の よう に 壮 過 な 駅 舎 や 
待合 室 と いっ た 設備 は 廃 き れ 、 ビ ジネス ライ ク で 効率 的 な 空間 と され まし た 。 
また 可能 な 限り 各駅 の 設計 を 標準 化し 、 プ ラッ ト ホ ー ム は 将来 の 16 両 化 に そ な 
えて 全長 430m と され て いま す 。 

と ころ で 、 新 幹線 の 駅 施設 の デザ イン は 、 意 匠 標準 化 委員 会 を 設け て すべ て 
の 意匠 を 統一 し 、 シ ンプ ル な 中 に も 機能 的 な 美 を 表現 する こと に し まし た 。 こ 
の デザ イン ポリ シー に し た が い 出 札 窓口 、 改札 ラッ チ 、 ホー ム 上 家 、 旅客 便所 、 
ホー ム 用 ベン チ 、 水 飲み 、 す い が ら 入 れ 、 く ず も の 入れ 、 ビ クト グラ ム 、 各 種 
掲示 類 等 は すべ て 標準 設計 と され まし た 。 特に ホー ム 上 の 設備 は 車両 の ツー ト 
ンカ ラー に 調和 させ る た め 、 青 色 ・ ク リー ム 人 色 を 採用 し て いま す 。 ま た 、 広 告 
上 類 も 規格 を 統一 し 、 通 路 な ど 一 定 の 場所 に 限定 し て 掲出 する よう に し 、 ホ ー ム 
や 車両 内 に は 一 切 広告 が 掲出 され ませ ん で し た 。 

新幹線 の 東京 駅 は 、 在 来 線 ホ ー ム と 八重 洲 品 駅舎 と の 間 に 8・9 番 ホー ム と し 

て 建設 され ま し た 。 着 発 線 4 線 を 設け る 計画 で し た が 、 当 初 は 17・18・19 番 線 
の 3 線 で スタ ー ト し て いま す 。 ホ ー ム 下 の 空 間 を 利用 し て 駅 設備 が 設け られ 、 そ 
れ ま で あっ た 名 店 街 の 大 部 分 を 地階 に 移し 、1 階 は 旅客 通路 、 駅 施設 が 主体 と 
な り 、 従 来 駅 に 比べ て 明快 な 平面 お よび 空間 構成 が で きま し た 。 新幹線 前 発 特 
急 券 発売 所 に は 初め て オー プン カウ ンタ ー が 採用 され まし た 。 

この 展示 室 で は 、 東 海道 新幹線 の 開業 当時 の 東京 駅 19 番 線 の 様子 を 部 分 的 に 
再現 し て いま す 。 駅 名 標 、 発 車 標 、 列 車 発車 時 刻 表 、 乗 場 番号 標 、 ホ ー ム 用 べ 
ンチ 、 す い が ら 入 れ 、 く ず も の 入れ を 当時 の 図面 を も と に 再現 し 、 さ ら に 開業 
時 に ホー ム に 掲げ られ た 装飾 も 一 部 再現 し て いま す 。 現在 の 新幹線 ホー ム に 比 
べ 、 非 常に シン プル な ホー ム だ っ た こと が わか り ま す 。 
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PursSuit of 
Functionality in 
Station Equipment 


There were 12 Shinkansen stations at the start of 
Operations. Except for newly built Shin-Yokohama, 
Gifu-Hashima, and Shin-Osaka stations, 
Shinkansen platforms were constructed at 
preexIStind stations with station equipment 
functionally located under the platforms. As there 
were many train arrivals and departures, efficient 
design that reduced the walking distance and 
allowed quick access to the trains upon arrivind gt 
the station was employed. Magnificent 
stationhouses and waiting rooms were thus not 
buit. Platforms were standardised with features 
suoh as a length of 430 m with an eye to handling 
16-car trains jn the future. 

Unifed and simple functional beauty was pursued 
In facility design, with standardised design used for 
everything from ticket counters to restroomSs, 
benches and even trashcans and signs. Blue and 
Crearm Colours were employed for platform 
equipment to achieve harmony with train colourSs. 
Advertisement boards were also standardised, with 
their placement being imited to areas such as 
DaSSadewayS anQd not on platforms or in CarSs. 

The Shinkansen area of Tokyo Station was 
constructed between the conventional line 
platforms and Yaesu exit stationhouse. Equipment 
was located under the platform and the shop area 
moved to the basement floor to group the 
DaSsadeway and station facilities on the ground 
floor and create a clear station layout. Furthermore, 
an Open Counter was ermployed for the first time for 
limited express ticketing. 

This display room recreates the No. 19 jine of Tokyo 
Station at the tme. Platform equipment as well as 
Some of the decorations used at the opening Of the 
Shinkansen ijS recreated. You can see that the 
jayout jS quite Simple compared to today, 
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1964 (昭和 39) 年 10 月 3 日 提供 : 星 晃 
売店 、 自 動 販 売 機 、 待 合 室 等 が な く 、 現 在 に 比べ て 非常 に ンプ ル な プラ ッ ト ホ ー ム の 光景 。 


開業 当初 、19 番 線 は 「 ひ か り ]」 専用 の 発着 
ホー ム だ っ た 。 


当時 の 図面 を も と に 再現 。 実物 は 時 計 の 左側 に 18 番 線 用 の 東海 道 新幹線 の 開業 に 当たっ て は 、 全 駅 の 掲示 類 を 標準 設 
発車 標 が あっ た 。 列車 名 は 「 超 特急 ひか り 」 と 表記 され て いる 。 計 と し 、 書 体 ・ 表 記 ・ 寸 法 等 が 統一 され た 。 


到 古 理 和 キ % 朱 人 村 時 支 三 
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六 -START IN TRACK 17 


開業 当初 、「 ひかり ] 「 こだま 」] と も 1 時 間 に 1 本 の 運転 で 、 両 ホー ム 上 の 設備 は 車両 と 同じ 青 ・ ク リー ム の ツー トン カラ ー で 
者 合わ せ て 1 日 30 往 復 の 運転 だ っ た (区 間 運 転 を 含む )。 統一 。 
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東京 駅 コン コー ス の 乗り 場 案内 
1964 (昭和 39) 年 9 月 提供 : 星 晃 
すでに 東海 道 新幹線 (17、18、19 番 線 ) が 掲示 され て いる 。 
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Chapter 8 
ゃ も ョ 
東京 駅 の 赤レンガ 駅 合 トー 
9 Red Brick 
Stationhouse 
この 展示 室 に 展示 し た レン ガ は 、 東 京 駅 の 丸の内 駅 舎 (赤レンガ 駅 舎 ) の These bricks are from the outer wall of the Tokyo 
外層 に 使用 きれ て いた レン ガ で す 。 1914 (大 正 9 年 12 月 18 昌 は 全 nH 
ーー 還 昌 - ーー pened In at its 
国 の 鉄道 網 の 中 心 に 位置 する 駅 と いう に と ど ま ら ず 、 帝 都 ・ 東 京 の 玄関 口 の location facing the Imperial Palace as the centre of 
役割 を も 担う 駅 と し て 、 宮 城 (現在 の 皇居 ) に 向き 合う 位置 に 開業 し まし た 。 8 
- 開 。 た っ の きん ー signed by prominent architect Kingo Tatsuno, 
当時 の 建築 界 の 第 一 人 者 だ っ た 辰野 金吾 が 設計 を 担当 し 、6 年 半 も の 歳 月 を the magnificent steeLreinforced brick three-story 
か け て 壮 臣 な 駅 金 が 建設 され まし た 。 鉄骨 レ ン ガ 造 3 階 建 て 、 正 面 長 3345m stationhouse took six and a half years to build. lts 
_ 。 South dome housed the entrance, tne north dome 
と いう 長大 な 建物 で 、 南 側 の ドー ム を 乗車 口 、 北 側 の ドー ム を 降車 口 と し 、 the exit and the centre area a Special gate reserved 
中 央 に は 皇室 専用 の 玄関 が 設け られ て いる の が 大 き な 特 徴 で す 。 の for the Imperial family. The station is of Drick 
陸 construction, and the window frames and pillar- 
ガ 積 と 他 示 表面 に ( は 化粧 レ 2 を 冶 り 付け 、 腰 回 り ・ 人 人 口 ・ 窓 車 寄せ M shaped ornamentations are of qranite and 
欄 型 装飾 な ど に は 花岡 署 と 擬 石 漆喰 塗 り を 混用 し て お り 、 レ 必 に 自ら い whitewashed cast stone, creating an Impressive red 
and white contrast. 

石 が 色彩 的 に 好 対 照 を 見 せ て いま す 。 The third floor and both domes succumbed to fire 
アジ ア 太 平 洋 戦争 末期 、1945 (昭和 20) 年 5 月 の 空 空 競 で 3 階 部 分 と 南北 の during In World War 1. But the station was restored 
還 6 了 に 復 、 soon after the war to itS present twO-StOry, 
ドー ム 部 分 を 焼失 し まし だ 0 終戦 後 す ぐに 夏 旧 工事 を 行い 、 2 背 叶 て ・ 八 octagonal-domed roof form. Tokyo Station was 
角 ド ー ム 屋根 の 次 と な り ま し た 。 こ の 次 で 長年 に わた っ て 親しま れ 、2003( 平 declared an important cultural asset in 2003 by the 
」 _ oo _ ー 8 、 Japanese 9overnment. Construction IS currently 
成 15) 年 に は 国 の 重要 文化 財 に 指定 る れ ま し た 。 そ し て こ の 丸の内 駅 告 を 水 ongoing to give the station seisimic Isolation and 
続 的 に 保存 し 、 恒 久 的 に 活用 する た め に 建物 全体 を 免 震 構造 と し 、 外 観 を 創 restore it to its original three-etory structure 

建 当時 の 3 了 k 逢 て の 姿 1 - 復 原 す る 工事 が 、 2011 (平成 23) 年 度 未 完成 を め ペ (scheduled completion: end of FY 2011). 


し で 行 あ て いま す 。 


還 (tWrd 


I 1 NN 


開業 ま も な い 東京 駅 正面 に 皇室 専用 玄関 を 設け 、 右 ( 南 ) 側 の ドー ム が 乗車 口 、 左 ( 北 ) 側 の ドー ム が 降車 口 と され た 。 
[紀念 写真 帖 大 正三 年 十 二 月 」 1914( 大 正 3) 年 展示 し た 外壁 レン ガ は 左 ( 北 ) 端 の 八角 形 の 塔 部 の も の 。 


東京 駅 の 赤レンガ 駅 舎 


岡 面相 屋 本 場 車 健 京 東 


[| に いう 1 


南下 場 降 乗 及 階 室 
状 客 
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東京 停車 場 本 屋 平面 図 
「 大 正三 年 十 二 月 東京 停車 場 案 内 ] 1914( 大 正 3) 年 


東京 駅 開業 時 に 鉄道 院 が 発行 し た パン フレ ッ ト の 一 部 。 駅 告 各 階 と 
構内 の 平面 図 で 、 構 内 の 一 方 通行 を 示す 赤い 矢印 が 記さ れ て いる 。 


。 外壁 レン ガ 


il 
一 部 を 切り 取っ た も の 。 外壁 は レン ガ 2 枚 半分 の 厚み を 持つ 了 駆 体 部 分 と 、 
7 
長手 を 1 段 お き に 積む 積み 方 ) で 積ま れ 、 化粧 レン ガ に 接する 面 は 凹凸 を つけ 
て 、 こ れ に 対し て 2 種類 の 厚 さ の 化粧 レン ガ を 交互 に 貼り 付け て 、 外壁 を 平滑 
に 仕上 げ て いる 。 化粧 レン ガ は 焼き 上 が り の 人 色調 を 揃え る た め 、 カ ッ セ ル 穴 と 
いう 特別 の 無煙 穴 で 」 寧 に 焼き 上 げた 。 そ し て この 化粧 レン ガ は ドイ ツ 積 ( レ 
ン ガ の 小口 だ け を 表面 に 出す 積み 方 ) で 、 均 等 な 大 き さ の 小口 を 見 せ て いる 。 
一 方 レン が ガ と レン ガ の 間 の 目地 は 、 見 栄え ん を よく する た め 覆 輪 晶 地 (レン が 
の 仕上 げ 面 と 同じ 面 で 円 紋 を 描く 日 地 ) と し た 。 こ れ は 通常 の 平目 地 よ り も 施 
工 に 手間 の か か る 工法 で 、 外 快 を 美しく 見 せる た め に あえ て 取り 入れ て いる 。 
この よう に 丸の内 駅 人 告 の 美しい 赤い 色 は 、 部 材 の 選定 か ら 工 法 と いっ た 細部 に 
いた る まで 工夫 が 獲 ら きれ 、 さ ら に 」 寧 な 施工 を 行っ た こと で 、 初め て 実現 す 
めど と が で きたら 
と ころ で この 外壁 は 、 戦 災 で 和 失わ れ た 3 階 部 分 の 立ち 上 が り に 位置 し 、 戦 後 
の 復旧 工事 に あたり 3 階 部 分 は この レン ガ の 上 面 の 位置 で 切断 ・ 撤 去 さ れ た 。 そ 
し て この 切断 面 の 上 部 に 屋根 を か ける た め に 、 外 璧 の 一 部 が 削り 取ら れ 、 角 材 
を は め 込 み モ ル タ ル を 流し 込ん で 、 屋 根 を 文 え る 基礎 部 分 と し た よう で ある 。 
この よう に 東京 の 中 心 部 に あっ て 100 年 近い 風雪 に 耐え 、 戦災 の 被害 も 乗り 
越え を て きた レン ガ の 姿 は 、 東 京 駅 が た どっ て きた 歴史 と 積み 重ね られ た 歳 月 
の 重み を 示し て いる 。 


丸の内 駅 舎 の 外壁 レン ガ 


表面 に 化粧 レン ガ が 貼ら れ 、 覆 輸 目地 と いう 
見 栄え を 意識 し た 目地 で 仕上 げ ら れ て いる 。 


Outer Wall Bricks 


The bricks displayed here are from the outer wall of 
the octagonal tower on the north end of the 
Marunouchi stationhouse. 「he outer wall consists 
of a 2.5-brick thickness frame with cosmetic bricks 
attached to the surface. 「he frame is Dutch bond 
(alternating headers and stretchers), and cosmetic 
bricks of two different thicknesses are attached to 
the corrugated surface to form a Hat surface. 
Cosmetic bricks fired in a special srmokeless kiln for 
desirable colours are laid in the heading bond style 
(only headers VisIDle). 

Labour-intensive beaded joints are ermDployed for 
the mortar joints to give a beautiful outer wall fimish. 
t jiS this meticulous and careful construction that 
gives the Marunouchi stationhouse its beautiful 
fedneSS. 

The outer wall the bricks came from was located in 
the part raised at the third floor lost in the war. The 
third floor was removed at the top of the bricks jn 
the restoration work. Part of the outer wall was alSso 
removed and other construction done to transform 
the wall into the foundation for the roof. 

Tokyo Station has weathered almost a hundred 
years at the centre of Tokyo. And its brick form that 
even made it through the turmoil of war ijS a 
testamert to the history and weight of the years 
haSs endured. 


前 部 出入 台 ( 新 大 阪 方 デッキ ) 
付近 か がら 展 示 室 を 見 る 。 
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21-2 徹 底 紹介 
1 失 21 形式 新 電線 電車 (0 系 新幹線 電車 ) 
番 号 :21-2 定 員 :75 人 
Externals 製造 年 : 1964( 昭 和 39) 年 全 長 :2515m 


訓 造 所 : 日 本 車輌 製造 


| 東海 道 新幹線 最初 の 営業 用 車両 

安定 し た 高速 走行 の 実現 と 輸送 力 増強 の た め 標 準 軌 を 採用 。 
在 来 線 で 技術 を 確立 し た 電車 方 式 (動力 分 散 方 式 ) と 交流 電化 
( 単 相 2 万 5.000V) を 採用 し 、 電 車 方 式 で 世界 初 の 200km/h 

で の 営業 運転 を 実現 。 

MM ' ユニット に よる 全 電 動車 方 式 、 電 気 ブ レー キ の 採用 。 

大 き な 輸送 力 を える た め 、 車 両 限界 を 拡大 し 車体 の 空間 スペ ー 
ス を 確保 。 

ATC (自動 列車 制御 装置 ) の 実用 化 に より 、 高い 安全 性 と 高 
頻度 運転 を 実現 。 

車両 を 地上 設備 ・ 運 行 管理 と 一 体 と な っ た 鉄道 シス テム の 一 
部 と し て 位置 づけ て 開発 。 

1986( 昭 和 61) 年 まで 20 年 以上 に わた っ て 製造 され 、 総 製造 
両 数 は 3.216 両 に 達し 、 数 々 の バリ エー ショ ン が 派生 。 | 
21-2 は 1964( 昭 和 39) 年 7 月 の 新 製 時 か ら 1978( 昭 和 53) 年 
3 月 に 廃車 され る まで 6,142.913.5km( 地 球 約 153 周 分 ) を 走行 。 」 
東海 首 新 幹線 か ら は 1999 (平成 11) 年 、 山陽 新幹線 か ら は 
2008 (平成 20) 年 に 引退 。 | 


後 位 出入 台 後 方 に 取り 付け られ た 


形式 番号 ボン ネッ ト の 最 先端 に 取り 付け られ 
小型 の ステ ン レ ス 製 の 切り 文字 で 形式 ・ た 光り 前 頭 


… _- s 己 ぶ HV【 寸 【 こ の ク デ 平 』d よ ズ 尺 
時 の 最 先端 だ っ た 流 線 形 の 前 番号 が 取り 付け られ て いる 直径 1.400mm、 奥 行き 400mm の 球状 で 、 乳 
白色 の メタ アク リル 樹脂 製 。 


外部 か ら 見 た 標識 灯 

レー ル 面 高 さ 1.700mm の 位置 に 左右 に 取り 付け られ 、 灯 
具 本 体 の 中 に 150W の シー ルド ビー ム を 上 下 2 個 配置 。 
前 面 に 赤色 フィ ル タ を 設け 、 フ ィ ル タ を 開い た 場合 は 前 灯 
と し て 、 閉 じ た 場 合 は 後部 標識 灯 と し て 使用 され る 。 


FRP 製 の 光り 前 頭 に 交 換 さ れ た 21 一 2 (上 ) 


メタ アク リル 樹脂 製 の 光り 前 頭 は 鳥 の 衝突 等 で 割れ る こ 
と が 多く 、 日 中 に 計画 し て いた 保線 作業 を 行わ な いこ と に 
な っ た た め に 光ら せる 必要 性 が 薄れ 、 開業 か ら 1、2 年 で 
光 を 透過 し な い FRP (ガラ ス 繊 維 強化 プラ スチ ッ ク ) 製 に 
交換 され 、 光 る 様子 は 分 か ら な く な っ た 。 


光り 前 頭 を 外し た 21 一 2( 右 上 ) 前 頭 排 障 装置 (前 頭 ス カー ト ) 運転 室 の 両側 寄 窓 


し に は 折り た た み 式 の 非常 用 連結 時 が 収納 きれ て い 。 レー ル 画 に は 補 量 隊 器 (ゴム 排 障 器 ) が 設け られ 、 車 体 右側 は 固定 天 で 左側 は 引 窓 。 引 窓 は 内 部 窓 桁 の 上 下 に 取 
ナー の ガラ ス 板 が 標識 灯 の 照明 を 通し 、 光 り 前 請 を 中央 部 に は 連結 如 カ バー と 光り 前 頭 保護 用 の 雪 よ け 、 左 り 付け られ た 綿 付 金具 に より 車外 へ 押し 付け て 気密 を 確保 
\ ら せる 構造 - 右 に は 床下 機器 保護 用 の 雪 よ けが 取り 付け られ て いる 。 する 構造 。 気 密 を 十分 に 保 て ず の ち に 形状 を 変更 し た 。 


運転 室 前 面 交 と ワイ バー “ ンー 人 還 較 結 壮 穫 調和 装置 (エア コン ) の 通風 口 と 静 電 ア ン テ ナ 
前 面 窓 は 走行 中 に も っ と も 風圧 が 大 きく な る 部 分 の ひと 上 履 還 要 の 上部 に 時 され た 無線 アン テ ナ 0 系 は 外部 に 露出 し た 上 屋根 の 下部 に 下 屋根 が 設け ら 
つ で 、 安全 性 確保 の た め 厚 さ 11.6mm の 合わ せ ガ ラス を れ て お り 、 軽 合金 製 の 上 屋根 は 下 屋 根上 部 に 設置 され 


21 形 は 上 屋根 に 無線 アン テ ナ を 設置 する た め 、 上 部 を 
一 段 高 くし て この 部 分 に アン テ ナ 4 基 を 取り 付け 、 カ バー 
で ふさ いで いる 。 


は め 込 み 、 外側 か ら ス テン レス 鋼 の 押 面 で 取り 付け て い 
の 。 二 連 の 窓 フ キ 問 ( ワ イ パ ー) は 窓 > 光 浄 装置 付 。 | N2」 


た エア コン (ヒー ト ポ ン プ 式 、 冷暖 房 兼 用 ) の カバ ー の 役 
害 を 果たす 。 静 電 ア ン テ ナ は 、 パ ンタ グラ フ を 上 げ な く て も 


の 表記 は 日 本 車輌 製造 製 の 第 2 編成 で ある こと を 示す 。 架線 に 電圧 が 加 圧 され て いる か どう か を 検知 する 装置 。 
前 位 出入 台 用 側 引 戸 運転 室 側 開 戸 ( 左 ) 
横 の 号車 札 、 座 席 指 定 
59: 計 JWN 窓 は 単独 で 内 側 に 開く 
サボ 、 列 車種 別 ・ 行 先 還 ー 


用 サポ 


開業 当初 は 座席 指定 車 21 一 2 の 車 端 部 ( 右 ) 


両 を 示す サボ ポ 、 列 車 名 ・ 

先 を 表示 し た サボ (アル ミ 貫通 路 両 側 に 主 電 動 

製 ) を 取り 付け て いた が 、 機 風 道 、 貫 通路 下 に 密 

列車 ご と に サボ を 用 意 し な 着 連結 器 、 両端 に ゴム 

けれ ば な ら ず 、 交換 作業 も 2 床下 に 物 

面倒 で 、 さ ら に 風圧 で 飛び 5 0 4 
さ の 7 られ て いな い 状 態 カ 
新 大 限 SHN0SAM 上 蘭 に の る た っ バ 見 える 。 


め 、 の ち に 廃止 され た 。 


ーーー 
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機器 室 (ボン ネッ ト ) 内 部 


Equipment room 


機器 室内 部 

ボン ネッ ト 内 部 に は 列 
車 無線 装置 総括 配電 
盤 、 標 識 困 な ど を 設置 


ポ ボンネット 内 部 
(1 位 側 ) 


左手 の 列車 無線 装置 
裏側 (光り 前 頭 寄 り ) に 
空気 調和 ユニ ッ ト が 設 
置 さ れ て いる 。 


ボン ネッ ト 内 部 
(2 位 側 ) 


光り 前 頭 側 か ら 見 た 
ボン ネッ ト 内 部 

中 央 に 運転 室 へ の 通 
路 、 左 手 に 総括 配電 盤 
が 見 える 。 


運転 室 か がら 見 た 機器 室 ( ボ ン ネ ッ ト ) 内 部 
運転 士 席 と 助士 席 間 の 床板 を 跳ね 上 げ る と ボン ネッ ト 内 へ 通じ る 通路 が 現れ る 。 


海 側 (2 位 側 ) の 様 
語 %] と 光り 前 頭 
機器 室 は 気密 構造 の 
た め 、 光り 前 頭 と は ガラ 
ス 板 で 仕切 られ て いる 。 
団 識 灯 の 明か り が こ 
ガラ ス 板 を 透過 し て 光り 
前 頭 を 内 部 か ら 照 らし て 
いた 。 現在 は 標識 灯 の 
照度 を 下 け て いる た め 、 
事 光 灯 を 設置 し て 光り 
前 頭 を 照ら し て いる 。 


海 側 (2 位 側 ) の 様 識 灯 上 か ら 見 た 海 側 (2 位 側 ) の 標識 灯 
上 下 に シー ルド ビー ム が 配置 され 、 前 方 標識 灯 、 赤 色 フ ィ ル タ 、 反射 板 、 外 板 の 
に 開閉 式 の 赤色 フィ ル タ が ある 。 位置 関係 が 分 か る カッ ト 。 


/ う 


) 


Driving room 


広く 細長 い テ ー ブ ル 状 
の スペ ー ス 奥 に 各種 
対 類 、 表 示 灯 類 、 ス 
イッ チ 類 を 収め た 計 問 
盤 を 45* の 取り 付け 角 
度 で 設置 。 


テー ブル 部 左側 に 横 軸 式 の ブレ ー キ 弁 (ブレ ー キ ハン ドル は 
未 設 置 ) 、 右 側 に 縦 軸 式 の マス コン を 、 マス コン 左 に は 縦 軸 式 
の 逆転 器 を 配置 。 


FNNONWWWWWWeaWNaeuNees 
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こも 。 


中 央 に 大 型 の 速度 計 、 そ の 下 に 各種 表示 灯 類 、 左 右 に 中央 に 列車 無線 指令 操作 盤 、 事故 表示 灯 、 蓄電 池 電 ATC 切 換 ・ 開 放 ハ ンド ル 、 配 線 用 シャ 断 器 スイ ッ チ 、 列 車 
圧力 計 ・ 電 圧計 、 操作 スイ ッ チ 灯 を 配置 。 速度 計 は 列 圧計 を 配置 。 計器 盤 上 の V 字 状 ス ペー ス に 予備 速度 計 番号 設定 器 、 各種 操作 スイ ッ チ 、 転 色 装 置 切換 ハン ド 
車速 度 と 、 速 度目 盛り 上 部 に 制限 速度 を 示す ATC 信 号 (速度 計 故 障 時 の バッ クア ッ プ 用 ) が ある 。 ル 、 イ ン バ ー タ 切換 ハン ドル 等 を 配置 。 

を 表示 。 


マス ヨン ば 10 ノッチ で 
手前 に 引く と 加速 す 
る 。 逆転 革 は 下り が 前 
進 、 上 り が 後進 扱い 。 


窓 部 の み で も 内 側 に 
開く 構造 。 左側 に 車掌 


スイ ッ チ ( 側 引 戸 を 開 
閉 す る 装置 ) を 配置 。 連 転 士 席 は 疲労 軽減 を 考慮 し バケ ッ ト 状 の 腰掛 


を 設置 。 足元 に は 泊 笛 の ペダ ル が ある 。 ま た 二 
つ 並 ん だ 受話 器 は 、 左側 は 総合 指令 と の 連絡 用 
の 列車 無線 電話 機 、 右側 は 車内 放送 用 の 電話 
機 。 その 下 に は 車内 放送 用 の オル ゴー ル を 設置 。 
セン マイ 式 で 鉄道 唱歌 の メロ ディ が 流れ る 。 


OO 


高速 運転 に そなえ 運転 士 席 、 助士 席 は 床 面 か の ら 約 800mm 
(レー ル 面 か ら 約 3500mm) の 高 さ に ある 。 
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| 前 部 出入 台 ( 新 大 阪 方 デッキ) 


Stand of front door 


urllepy 


全体 に 薄茶 色 の 内 装 色 。 
在 来 線 特 急 電車 と 同じ 幅 700mm の 側 引 戸 。 1 両 の 定員 が 増 

加 し た め デ ッ キ は 前 後に 2 ヶ所 設置 。 側板 は 腰部 が 緩やか な 

曲線 を 描き 、 屋 根 に 向かい 3* 内 側 に 傾斜 し 、 滑 ら か な 形状 を 示 

し て いる 。 


ーー 」 


Passenger room 


シル バー を 基調 と し た シン プル な 客室 。 室 内壁 、 腰 板 、 仕 切り 壁 は 薄紫 色 か か っ た 薄 灰 腰掛 の シー トピ ッ チ は それ まで の 特急 形 電車 より 30mm 拡 幅 さ れ た 940mm。 幅 は 445 
色 系 の メラ ミン プラ スチ ッ ク 化 粧 板 (アク リル 樹脂 塗装 ) で 、 それ ぞ れ 微妙 な 濃淡 を つけ mm。 1 人 分 の 座席 が は っ きり わか る よう 固定 の 中 ヒジ 掛 を 設け た 。 枕 部 分 に 白布 カバ ー 
て 変化 を も た せ て いる 。 腰掛 は 痛 ズリ を 転換 し て 方 向 を 変え る タイ プ で 海 側 に 3 人 用 腰 を か ける 。 

掛 (W-70)、 山 側 に 2 人 用 腰掛 (W-12) が 配置 され た 。 表地 は 青 と 灰色 の 2 色 の モ ケ ッ 

ト を 組み 合わ せ 。 定員 は 75 人 。 


昌 記 Ui 
NAT 


1 (作り (NG 0 


NH129B 人 0 
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い RUE) も 8 (7 


ji1 ma 


引 寺 出し 式 灰皿 、 デ テー ブル が 収納 され た 
通路 側 ヒジ 持 


通路 側 に 設置 され た 取手 
背 ズリ を 転換 する 際 に 使用 。 


新 大 阪 方 デッキ ペ の 仕切 引戸 


ハニ カム サン ドイ ッ チ 構造 を 採用 し 、 表 面 は 軽 合金 製 。 2 等 車 (の ちの 普 ーー 
通 車 ) は アル マイ ト 処 理 を し た 銀色 、1 等 車 (の ちの グリ ー ン 車 ) は 金色 し し フー フル を 引き 出し た 状態 
た 。 下部 に は 後 年 の 改造 (デッキ の 気密 化 ) に より 通風 グリ ル を 追加 。 ※ 展示 車両 の テー ブル 、 灰 皿 は 引き 出せ ませ ん 


テー ブル 下 の 灰 農 
側 窓 下 に 設置 され た テー ブル と 四 当時 の 新幹線 電車 は 
3 人 掛 側 は 窓側 ・ 中 央 の 乗客 が 共用 する すべ て 喫煙 車 だ っ た 
た め 横 長 の タイ プ 。 た め 、 灰皿 は 標準 装 
備 だ っ た 。 


座席 指定 札 ( 和 側 ) 側 窓 の 横 引 きき カー テン を 閉め た 状態 
海 側 か ら 順 に A・B・C・D・E 席 と され た 。 薄 緑色 の メー ソン 模様 。 アク リル 系 の 難 
燃 素 材 を 使用 。 


に は 

この フタ を 
あけ ハン ドル を 
手 萌 に 9 は と びら の 
錠 を を に 回 し て 
お せ は 開き ます 


非常 口 の ハン ドル 仕切 引戸 上 部 の 順位 札 (号車 札 ) 客室 か ら 見 た 東京 方 (後部 側 ) デ ッ キ 
ふた を アク リル 板 に 交換 し て 内 部 を 見 え 仕切 引戸 左側 の 仕切 壁 に 温度 計 、 右側 に 便所 使用 知ら せ 灯 と 非常 警報 スイ ッ チ が そ 
る 状態 で 展示 。 な わる 。 


/@ 
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後部 出入 台 ( 東 京 方 テッ キ )、 洗 面 所 、 便 所 


Back deck, Iavatory, andrest room 


山側 側 引 戸 か ら 見 た デッキ デッキ の 山側 (3 位 側 ) デッキ の 海 側 (4 位 側 ) 治水 器 


上 部 に 配電 盤 (空調 、 客室 灯 等 の サー ビス 機 冷水 器 、 配電 毅 ( ン シャ 断 器 盤 、 制 御 回 路 殺菌 装置 を 内 蔵 。 当 時 の 優等 列車 用 車 
器用 配電 盤 。 内 部 を 見 える よう に し て 展示 )、 下 開放 器 、 継 電 妖 盤 等 。 内 部 を 見 える よう 両 で は 一 般 的 な 装備 だ っ た 。 
部 に くず も の 入れ 、 消 火 益 が そ な わ る 。 に し て 展示 ) が そ な わ る 。 


小作 飲ま な いで くだ さい 
0 net arink wefer 


注意 表示 の 右側 に 折り 
た た み 式 の 紙 コ ッ プ が 
スイ ッ チ そなえ られ て いた 


カー テン 、 紙 タオ ル 入 れ ( レ プリ 三面 鏡 


カ )、 荷 杉 、 帽 子 カケ 明る い 照 明 と 三面 鏡 は 女性 客 へ の 配慮 
カー テン は それ ぞ れ 暖色 系 と 寒色 系 と し 、 だ っ た 。 


女性 客 用 、 男性 客 用 の 意識 づけ を ね ら っ 
だ と いう 。 


山側 に 2 ヶ所 配 さ れ た 

三面 鏡 付 き 洗面 所 

洗面 器 、 三 面 鏡 、 化 粧品 タナ 、 月 形 の 洗 男 問 
石鹸 入れ 、 コッ プ 受 、 紙 タ オル 右手 の ノブ を 回 す と 


入れ 、 く ず も の 入れ 、 差 込 接続 水 が 、 左手 の ノブ を 
器 ( コ ン セ ント ) な ど を 設置 。 回 す と 温水 が 出 た 。 
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を も 。 


車 端 部 か ら 見 た 洗面 所 ( 石 側 )、 便 所 (左側 )、 デ ッ キ 、 客 室 ( 上 ) 


客室 が ら 見 た デッキ ( 左 ) 
デッキ 奥 右 手 ( 海 側 ) に 和 式 便所 、 左 手 (山側 ) に 洗面 所 、 男 子 小便 所 を 配置 。 


海 側 に 2 ヶ所 配 さ れ た 和 式 便所 便器 は 当初 は 陶製 だ っ た が 、 男子 小便 所 
後 年 ステ ン レ ス 製 に 交換 洗面 所 側 (3 位 側 ) の 車 端 部 に 設置 
「 「 | 連絡 用 プ ザ | 


CALL BUZZER 


ee 


消毒 の た め 青 い 水 が 出 ま す 


便器 に は 物 を 捨て な いで くだ さい 
( 紙 以 外 の 物 を 捨て る と き は 左 の 第 の 中 へ ) 小便 所 開 戸 の 小宮 
' 使用 者 が いる か どう か 、 
外部 か ら 確 認 す る こと 
が で きる 。 


柚 誠 時 の 連絡 用 ブザー 


プ | 床下 機器 


Equipmentinthe Floor under 


プ を 点灯 きせ る と ペダ ル が 重く な る が 、 こ れ と 
2 同じ 原理 を 利用 し て いる 。 
語法 「 主 抵抗 器 ] に は 大 き な 電 流 が 流れ 、 た くさ 
NO ん の 熱 を 発生 する た め 、 送 風 機 か ら の 風 で 強 
ブレ ー キ 容量 ” 2.200kWx908/ [ 

1 回 制 的 に 冷却 する 構造 と な っ て いる 。 0 系 で は 1 
風量 105m27min 両 分 の 主 電動 機 (モー タ ) 4 基 を 1 箱 で 消費 す 

る 構造 と な っ て お り 、210km/h か ら 約 50km/h 

叶 し くみ と 特徴 まで 度 速 する 際 に 使用 され る 。 


電車 が アワ レー 中 る 6 とき 、 モ ー タ 作 公 電 
機 と し て 利用 する こと で 減速 し て いる 。 この 際 
に 発生 する 電気 を 熱 に 変え 、 大 気 中 に 放散 する 
機器 を 「 主 抵抗 器 ] と いう 。 自転 車 で 発電 ラン 


傘 却 する た め の 空 気 は 展示 され て いる 手前 
側 より 吸気 し 、 反 対 側 に 排気 する 構造 と な っ て 
いる が 、 こ れ は 海 に 近い 側 (展示 車両 で は 反対 
側 ) の 塩分 を 含ん だ 空気 で 機器 が 腐食 する 「 塩 


ーー テト 
ト 導 人 ンー 
1 まき # 


山側 (1、3 位 側 ) か ら 見 た 床下 機器 


展示 室 へ 搬入 前 の スカ ー ト を 装 し た 状態 。 前 か ら DT200 形 台車 、 主 抵抗 器 、 主 
制御 器 、 主 抵抗 器 、 シャ 断 器 、 ブ レー キ 制 御 装置 、 水 タン ク 、 DT200 形 台車 、 汚物 
処理 装置 と いっ た 機器 が 取り 付け られ て いる 。 


主 制御 器 (中 央 ) を 

は さむ よう に 左右 に 配置 
され た 二 群 の 主 抵抗 器 
床下 機器 は 取り 外し て 保守 が 
し や すい よう に 、 関連 機器 を ブ 
ロッ ク 式 に し て 搭載 。 基 本 的 
に 枕木 方 向 に 配置 され る 。 


前 頭 排 障 装 軒 (前 頭 スカ ー ト ) の 内 部 主 制御 器 
16mm 厚 の 銅板 が 5 枚 重 ね 合わ せ て 取り 付け られ て LMain controller」 
いる 。 形式 CS81 形 (東芝 ) 


方 式 ら 電 動機 操作 カム 軸 方 式 


定格 電圧 DC1.660V 
電流 DC500A 
(逆転 カム 接触 器 ) 
DC300A 
(その 他 の カム 接触 器 ) 
制御 回 路 電圧 DC100V 
抵抗 制御 段数 18 
岬 し くみ と 特徴 
主 制御 器 
を 電気 に よる 指令 に し て 遠隔 操作 する 方 法 で 


内 部 構造 を 見 や すく する た め 外 蓋 を 取り 外し 、 鏡 を 設 
置 し て 展示 。 


2 | 主 制御 器 ] で は その 
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害 ] を 受け に くい よう に する た め の 工 夫 で ある 。 
あわ せ て 、 換 気 する 切れ 目 (スリ ッ ト ) は 吸気 側 

を 縦 、 放熱 する 排気 側 を 横 と する こと で 走行 時 
に より 取り 込み や すく 、 か つ 吸 い 出し や すい も 
の と な っ て いる 。 排気 口 は 、 排 風 温度 が 高 v 
の で 、 耐 熱 塗 料 が 用 いら れ て いる 。 

な お 、 発 電 し た 電気 を 抵抗 器 で 熱 に 変え て 
放散 する 方 式 は 電気 を 無駄 に する こと に な る た 
め 、 最 近 の 車両 で は 発電 し た 電気 を 架線 に 送り 
返す [電力 回 生 プ レー キ 」| を 採用 し 、 他 の 列車 
が 使う こと で 省エネ ルギー 化 を は か り 、 環境 に 
0 の 0 GUSS 0VY の 5 


主 抵 抗 器 と 電動 送風 機 


主 抵抗 益 へ の 外気 を 送り 込む 
電動 送風 機 は 、 塩分 の 混じる 
空気 を 取り 込ま な いよ うに 吹 気 
は 山側 、 排 気 は 海 側 と し た 。 


電気 指令 を 受け て 、 主 電動 機 (モー タ ) に 流れ 
る 電流 の 向き や 量 を 変え る こと で 、 前 進 ・ 後 進 、 

ブレ ー キ (減速 ) の 制御 を 行っ て いる 。 
電車 で は 、2 両 を 1 つの ユニ ッ ト と し て 構成 す 

る こと が 多く 、 0 系 で は 展示 され て いる 車両 に 


「 主 制御 如 ] が 搭載 され 、2 両 分 (8 基 ) の 主 
電動 機 を 制御 し て いる 。 な お 、 2 
隣 の 車両 に は 、 ト ラン ス か ら の 出力 電圧 を 変 
る こと が で きる | タッ プ 切 換 器 」 陸 
加速 の コン トロ ー ル を 行っ て いる 。 
制御 器 の 電気 信号 は 1 9 本 の 電線 を 1 東 に し 
た 接続 装置 (19 記 配 線 用 キャ ノン ) 3 個 で 接 
続 さ れ て いる が 、 色 と 線 の 長 さ を 変え る こと に 
0 DU 人 失 に も 区 や ず ぐ な る よう な 
工夫 が きれ て いる 。 


a kh 航 て Lc ムッ とる 
| 2 1.2 久 7 2 
5 へ 。U っ y \ に 2 中 


吾 車 
|IBogie」 
形式 DT ら 00 形 
(1964 〈 昭 和 39〉 年 、 汽 車 製造 ) 
軸 距 ら .500mm 
車 輸 直 径 910mm 
最大 長 4.180mm 
最大 幅 3,.164mm 
駆動 方 式 平行 、 可 と う 歯 車 継手 


1 段 減 速 歯車 式 
ブレ ー キ 方 式 空気 一 油圧 ディ スク プレ ー キ 


し くみ と 特徴 | 
車輪 2 つ を 車軸 に 取り 付け た も の を 「 輪 軸 」 
と 呼び 、「 輪 軸 ] 2 組 を 枠 の 中 に 収め た も の を 
問屋 中 いう 5 この UE NOUN の の ( ク を 昌 が 
りや すく する と と も に 、 高速 運転 も で きる よう に 
2 つい の 

し か し 200km/h を 超え る 高速 運転 で は 、 直 
線 区 間 で 蛇 の よ うに 左右 に 振動 する 虹 行 動 」 
が 発生 する た め 、0 系 で は これ を 軽減 する た め 


IS 式 軸 箱 支 持 装 置 

軸 箱 と 軸 箱 両側 の 軸 ば ね を 前 後 1 枚 ず つの 板 ば ね で 
支え 、 ゴ ム ブ ッシュ を 介し て 人 台車 枠 と 接続 させ て いる 。 
前 後 ・ 左 右 動 (蛇行 動 ) の 抑制 に 優れ て いる 。 


シャ 断 器 
内 部 構造 を 見 や すく する た め 外 蓋 を 取り 外し て 展示 。 


ORREPDTTDEENOESS DNC JP OS 
NIIUT コ こ い ひ 】 


に 様々 な 工夫 が 採ら れ て いる 。 

その 工夫 の ひと つが [1S 式 | と 呼ば れる 軸 箱 
支持 装置 で 、 軸 箱 の 前 後 を 板 ば ね で 引っ 張っ て 
支え る 構造 と な っ て お り 、 拉 動 する (擦れ る ) 部 
分 が 全く 無い も の と な っ て いる (「1S 式 | と は 、 
考案 し た 石沢 應 彦氏 と 島 隆 氏 の イニ シャ ル か 
ら 名 付け られ た )。 

他 に も 、 空 気 ば お ね に は | ダイヤ フラ ム 形 | が 
採用 され 、 車 体重 量 を 「 側 受 ] で 支持 する 方 式 
と な っ て いる 。 こ れ に より 、 構 造 が 簡素 化 さ れ 
た だ け で な く 、 横 播 れ が 防止 きれ 、 乗り 心地 の 
向上 が は か られ て いる 。 この 方 式 は 、 そ の 後 き 
ら に 改良 が 施さ れ 、 中 間 の 梁 を 無く し て 台車 の 
枠 に 直接 空気 ば ね を 載せ る 「 ボル スタ レス 台車 」 
と な り 、 新 幹線 車両 や 在 来 線 車両 に 採用 され 
で いる 。 「 

また 、 車 輪 に は 、 踏面 の 汚れ を 取っ て 空転 や 
滑走 を 防ぐ た め に 、 鉄 製 の ブロック を 軽く 押し 
付け る 「 踏 面 清掃 装置 」 が の ち に 取り 付け られ 
(WO 


シャ 断 器 
lircuit-breaker | 


形式 CB26 形 
崎 電機 製造 < 現 : 富 士 電機 ?) 


定格 主 回 路 電 圧 DC1.660V 
主 回 踏 電流 500A 
制御 回 路 電 庄 DC100V 
操作 空 抽 圧 力 
5kg/cm( 約 4980kPa) 
し くみ と 特徴 


電車 が 動い た り 止ま っ た りす る 時 に は 、 モ ー 
タ に 流れ て いる 電流 を 切っ た り 入 れ た りす る 必 
要 が ある 。 この ON/OFF を 行う スイ ッ チ を 
グル 了 電 | と いう 。 


p 


My に N 
則 Nw | 


DT200 形 台車 


高速 走行 実現 の 鍵 と な っ た DT200 形 台車 。 IS 式 軸 
邊 支持 装置 、 空 気 ば ね 、 デ ィ ス ク ブ レー キ の 採用 な ど さ 
ま ざ ま な 工夫 が 凝ら され て いる 。 


台車 要 に 装 稚 
され た 主 下 動 
機 (MT200 
形 、 奥 ) と 歯車 8 
装置 の 継手 部 「 
(手前 ) 


電車 が 使う 電流 は きわ め て 大 きく 、0 系 車両 
で は 制御 用 の 主 回 路 電流 に お いて も 最大 500A 
に 達する た め 、 電 流 を 遮断 する 際 に 火花 が 発生 
し て スイ ッ チ が 焼け た り 溶け た りす る 恐れ が あ 
る 。 こ の た め 、 機器 が 壊れ な いよ うに 電流 を 少 
な くし て か ら 電 気 を 段階 的 に 遮断 する | 減 流 
シャ 断 」 方 区 を と り 、 あ わせ て 磁力 に より 火花 
を 飛ば す 仕 組み を と る な ど 、 複 雑 な 構造 と な っ 
IGUO 

また 大 電流 が 流れ る 状況 で も 安全 を 確保 す 
る た め 、6 組 の ガイ シ で 二 重 絶縁 に し て 取り 付 
けら れ て お り 、 箱 に 赤い 淀 の 塗 色 を する こと に 
よっ て 注意 を 促し て いる 。 


ブレ ー キ 
制 信 装 軒 


汚物 処理 装置 

(床下 に 取り 付け られ て いな い 状 態 ) 

便所 の 汚水 を 貯留 する た め に 1.1009@ の タン ク を 設 
置 。 後 年 貯留 式 か ら 循環 式 に 変更 。 


Remodeling Part 


) | 新 製 後 の 改造 箇所 
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Chapter 9 


当 車 両 は 、1964( 昭 和 39) 年 の 新 製 時 か ら 1978( 昭 和 53) 年 に 廃車 に な る まで に 、 さ まさ まな 改造 を 
受け 、 新 製 当 時 と は 異な る 部 分 が あり ます 。 その うち の 主要 な も の は 以下 の 通り で す 。 


1. 故 障 等 に よる 無給 電 時 の 対応 の た め の 列 車 無線 電源 の 増強 
(1964 年 11 月 27 日 付 ) 
蓄電 池 箱 及び イン バー タ 増 設 。 こ れ に と も な い 標 準 目 重 訂正 
(56.7t か ら 57.6t へ ) 。 


2. 客 室内 圧力 変動 に よる 客室 引戸 開閉 不良 対策 
(1966 年 1 月 21 日 付 ) 
客室 仕切 引戸 に 通風 グリ ル 取 り 付 け 。 


3. 全 席 指 定 の 定員 乗 車 制 か ら 自由 席 導 入 に よる 立 席 乗車 制 へ 
の 変更 (1966 年 1 月 21 日 付 ) 
デッキ 部 の 温度 対策 と し て 、 空 調 ユ ニッ ト 追 加 及 び 屋 根部 に 空気 
取り 入れ グリ ル 追 加 (客室 だ け で な く デ ッ キ ・ 便 所 まで 気密 化 )。 


運転 台 助士 席 の 追加 (1967 年 7 月 10 日 付 ) 
鐘 " TS 同 部 床 面 の イン バー タ 点 検 フタ 撤去 。 


運用 効率 化 対応 (1968 年 頃 ) 
1 タン ク 式 か ら 循環 式 汚物 処理 式 に 取替え 、 こ 
れ に よる 薬剤 変更 に と も な い 大 便器 を 陶製 か ら ス テン レス 製 に 交換 
(汚物 処理 の た め の 車 両 基地 入庫 サイ クル が 延長 され 車両 運用 効 
率 が 向上 ) 。 


6. 長 大 トン ネル 対策 (1973 年 頃 ) 
連続 換 筑 装 置 取り 付け (山陽 新幹線 の 長大 トン ネル 走行 中 も 換気 
可能 に )。 


7. そ の 他 
・ 軸 温 ス イッ チ (セン サー)、 中 面 清掃 装置 取り 付け 。 
・ 客 室 仕切 引戸 の 自動 化 (空気 式 戸 開閉 装置 ) 取り 付け (1966 年 頃 )。 
・ 客 室 仕 切 引戸 の 自動 ドア ハン ドル スイ ッ チ 廃止 、 マ ッ ト ス イッ チ に より 開 
閉 す る 方 式 に 変更 (1970 年 頃 )。 


後部 台車 の 前 に 水 タ ンク 。 その 前 に 増設 され た イン バー タ と 普 電 池 稲 。 仕切 引戸 の 通風 グリ ル と マッ トス 運転 台 に 追加 され た 助士 席 。 


イ w チ 。 


上 屋根 に 追加 され た 空気 取り 入れ グリ ル 後部 デッキ に 追加 され た 空調 ユニ 
( 車 端 部 )。 グリ ル 。 


踏面 清掃 装置 (中 央 奥 の 車 輪 左 に 見 陶製 か ら ス テン レス 製 に 交換 され た 
える 長方形 の 機器 ) 。 大 便器 。 


ドア ハン ドル スイ ッ チ か ら 変 更 さ れ た マッ トス イッ チ 。 


貯留 式 か ら 循 環 式 汚 
物 処理 式 に 取り 替え ら 
れ た 汚物 処理 装置 
(床下 に 取り 付け られ 
て いな い 状 態 ) 。 


どら 1 一 どの ふる ぐさ と 日 本 車輌 製造 東京 支店 藤 工 場 


当館 に 展示 され て いる 21 一 2 は 、 実 は 埼 
玉 県 で 製造 され た 車両 で ある 。 東 海道 新 埋 
線 開業 時 に 製造 され た 0 系 電車 360 両 ( 昭 
和 38 年 度 発注 の 1 次 車 180 両 、 翌 39 年 度 
発注 の 2 次 車 180 両 ) は 、 国 内 の 車両 メー 
カー5 社 (日 本 車輌 製造 、 川 崎 車輌 、 汽 車 
製造 会 社 、 近畿 車輌 、 日 立 製作 所 ) に 発注 
され 、 そ の うち の 72 両 (6 編成 ) が 、 埼 玉 
県 川口 市 に あっ た 日 本 車輌 製造 東京 支店 
基 工 場 で 製造 され て いる 。 

当初 0 系 は 編成 単位 で 各 メ ー カ ー に 発注 
され た た め 、 編 成 番号 は 各社 の 略称 を 用 い 、 
日 本 車輌 製造 製 の 車両 に は [N] が 付け ら 
れ 、N1 か ら N6 編 成 が 製造 され た 。1964 
(昭和 39) 年 2 月 に 落成 し た 量産 第 1 号 編成 
も 同社 で 製造 され 、N1 編成 と な っ た 。21 一 
2 を 含む N2 編成 は 、 東 海道 新幹線 の 全線 
試運転 が 開始 され た 同年 7 月 に 沙 成 し て い 
る 。 ま た 、 開 業 前 の 1962 (昭和 37) 年 4 月 
に 製造 され た 試作 電車 1000 形 の うち 、 
1002 号 が 東京 支店 で 製造 され 、 激 車 製造 
会 社 製 の 1001 号 と 組ん で A 編成 と な り 、 新 


光り 前 頭 を 光ら せ た A 編 成 
1962 (昭和 37) 年 4 月 25 日 
日 本 車輌 製造 東京 支店 
提供 : 星 


ユニ ッ ト 試 験 を 行う 試作 電車 A 編 『 


成 。 後方 は 山手 線 用 の 101 系 。 


日 本 車輌 製造 東京 支店 

藤 工 場 看 の 様子 

2010 (平成 22) 年 3 月 3 日 

蔵 駅 北西 方 の 東北 本 線 沿い に 立 
地 し て いた 。 現在 は 跡地 に 川口 芝 
園 団地 が 建つ 。 


be 
3 
・ 
に 


幹線 電車 と し て 初め て 走っ た の も この 蔵 工 
場 の 構内 試運転 線 で あっ た 。 

日 本 車輌 製造 は 、1896 (明治 29) 年 に 
名 古屋 市 に 設立 され た 鉄道 車両 製造 メー 
カー の 老舗 の ひと つ で 、1920 (大 正 9) 年 
に 天野 工場 を 譲受 し て 東京 に 進出 し 、 東 京 
支店 と し た 。 そ の 後生 産 設備 拡張 の た め の 
用 地 を 埼玉 県 内 に 求め 、1934 (昭和 9) 年 
に 当時 の 北 足立 郡 芝 村 大 字 芝 へ 移転 し て 
東京 支店 蔵 工場 と 称し た 。 東北 本 線 藤 駅 北 
西方 の 線路 沿い に 立地 し 、 当 時 の 敷地 面積 
は 38,810 坪 で 、 国 鉄線 と は 専用 線 で 結ば 
れ て いた 。 その 人 後 、 1940 (昭和 15) 年 に 芝 
村 が 川口 市 に 合併 され た た め 、 蔵 工場 の 所 
在 は 川口 市 と な っ た 。 

戦後 工 工場 は 電車 専門 工場 と な り 、 交流 
電車 試運転 設備 、 電 車 総合 試験 場 、 車 両 
組立 工場 な どの 設備 も 拡充 され て いっ た 。 こ 
れ に と も な い 、0 系 を は じ め と し て 国鉄 の 修 
学 旅行 用 155 系 、 交 直 流 近郊 形 401 系 、 交 
直流 急行 形 455 系 、 交 直流 特急 形 483 系 、 
アル ミ 車 体 の 通勤 形 301 系 、 交 直 流 寝 台座 


席 両用 特急 形 581 系 、 山 陽 新 幹線 試験 電 
車 951 形 や 、 私 鉄 の 長野 電鉄 2000 系 、 小 
田 急 電鉄 3000 形 (SE 車 )、3100 形 (NSE 
車 )、 東 武 鉄道 1720 系 (デラ ックス ロマ ンス 
カー)、 京 王 帝都 電鉄 5000 系 、 帝 都 高速 
度 交通 営団 6000 系 な ど 、 鉄 道 史 に 残る 車 
両 の 製造 を 手がけ て いる 。 

し か し 、1970 年 代 の 鉄道 車両 業界 の 不況 
に より 、 日 本 車輌 製造 は 鉄道 車両 の 生産 拠 
点 を 愛知 県 の 豊川 工場 に 集約 する こと に な 
り 、1971 (昭和 46) 年 3 月 に 藤 工 場 の 敷地 
は 日 本 住宅 公団 に 売却 され 、 車 両 製造 工場 と 
し て の 歴史 に 幕 を 閉じ た 。 その 後 跡地 に は 川 
口 芝 園 団地 が 建て られ 現在 に いた っ て いる 。 

今 蔵 工場 の 跡地 に は 、 鉄 道 車 両 製造 工 
場 が 存在 し た こと を し の ば せる 員 構 は 何 も 
残さ れ て いな い が 、 こ の 工場 か ら は 0 系 を は 
じ め 数 々 の 名 車 が 生ま れ 各 地 で 活躍 し て 
いっ た 。1964( 昭 和 39) 年 に この 地 で 製造 
され た 21 一 2 は 、45 年 ぶり に ふる さと の 埼 
玉 県 に 里帰り し て 、 鉄 道 博物 館 に 安住 の 地 
を 得 た わけ で ある 。 


藤 工 場 へ の 専用 線 の 
高 柏 下 

2010 (平成 22) 年 3 月 3 日 
蔵 駅 付近 か ら 工 場内 へ の 
専用 線 ( 引 込 線 ) の 橋台 
跡 。 工場 東端 を 流れ る 戸 
田 用 水 に か か っ て いた も 
の 。 東北 真 物 線 に 並行 す 
る 保守 用 車 の 留置 線 の 延 
長 上 に 位置 し て いる 。 工場 
内 に は 東北 本 線 に 並行 し 
て 試運転 線 が 設置 され て 
7 だ 
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修復 前 、 修 復 中 の 様子 


Before after 


2 


coast 


* 


2009 (平成 


21) 年 6 月 
2009( 平 成 21) 年 4 月 2009( 平 成 21) 年 4 月 旧 塗 装 を いっ た ん すべ て 剥離 し 、 下地 処理 を し た うえ で 
外 板 塗 装 が か な り 傷ん だ 状態 。 塗装 が 剥離 し 、 内 部 まで 腐食 が 進 当時 と 同じ 塗料 (アク リル 樹脂 エナ メル ) で 塗装 し 自然 
2 乾燥 させ た ( 塗 色 は クリ ー ム 色 10 号 、 青 20 号 )。 最 終 


的 に は 3 回 塗り を 行い 、 新 車 並 み の 仕 上 が り と な っ た 。 


2009( 平 成 21) 年 5 月 2009( 平 成 21) 年 4 月 


ボン ネッ ト 部 が も っ と も 傷ん で いた 。 機器 の 脱落 は ほとん ど な い が 、 ほ こり に まみ れ た 状態 。 
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2009( 平 成 21) 年 4 月 2009 (平成 21) 年 4 月 
床 は 勇 化 が 激しく 部 分 的 に ひび 割れ し 、 壁 ・ 天 井 は タバ コ の ヤニ が 付着 し 変色 。 腰掛 は モケット が 汚れ クッ ショ ン も 硬化 し て いた 。 


懇 掛 を 撤去 し た 客室 

2009( 平 成 21) 年 6 月 

内 装 の 修復 の た め 腰掛 を 取り 外し た 状 
清掃 、 天 井 は 拭き 立て 塗装 を 行う 。 


再度 取り 付け 
られ た 腰掛 


年 8 月 

クッ ショ ン が 人 硬化 
し た も の は 交換 
し 、 モケット は すべ 
て 新品 に 張替え 。 


修復 後 の 21-2 


2009 (平成 21) 年 9 月 
修復 前 と は 見 ち が え 
美しく な っ た 外観 。 FRP 製 
の 光り 前 頭 は 展示 室 に 撤 


人 後に 交換 。 
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修復 前 の 
洗面 所 

2009 (平成 21) 
年 4 月 

廃車 後 は 使用 さ 
れ な か っ た た めこ 
の 状態 。 
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修復 を 終え た 客室 
2009 (平成 21) 年 8 月 


。 床 は ロー ン テ ッ クス 塗 付 、 内 壁 は 拭き 立て 床 、 内 壁 、 天 井 と も 見 ち が え る ほど きれ い に な る 。 


修復 前 の 便所 修復 前 の 後部 デッキ 
2009( 平 成 21) 年 4 月 2009( 平 成 21) 年 4 月 


汚れ きっ た 内 部 。 修復 で は 拭き 立て 清掃 と 、 消 臭 床 に 亀 像 が 入っ て いる の が 見 える 。 
対策 を 行っ た 。 
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